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序

地方の時代といわれる今日、地方文化の見直し、育成は、地域の活

性化をはかる用要な施策のひとつであります。各地方に根ざした文化

には、悠久の太古から先人が大地にその歴史を刻んできた埋蔵文化財

があります。現代の開発は、この大地に新たな歩跡を刻むのではなく、

根こそぎ破壊する危険性を卒んでおり、埋蔵文化財の保護には、あら

ゆる開発との調整が必安になっています。

ここに報告する 10件の遺跡は、農業生咋性の向卜および水川利用再

編対策の日的のために実施されている農業某盤整備事業により、再々

その保護協議かなされて、最終的には発掘調査により記録保存をはかっ

たものであります。これらは各々の地域におけるだけでなく介国的に

みても屯要な逍跡であり、その成果の活用を広く求めるものでありま

す。

今回の調杏に際しまして、終始、協力を惜しまれなかった県農林水

産部の各関係機関、また現地にあっては、各上地改良区をはじめ地元

の多くの方々の暖かいご理解とご援助を得ましたことは誠に感謝に堪

えないものであります。

二．重県教育委員会

教育長中林 博



例 言

7. 

1. 本報代内は、昭和61年度農業屈盤整備市業地内にかかる埋蔵文化

発掘凋行の結果をまとめたものである。

2. 発掘調査経費は、悶家負担分を二甫県教育委員会が昭和61年度国

庫補助金の交付を受け、その他については二重県農林水産部が負担

した。

3. 謁食のうち、試掘凋査は、 こ田県農林水産部の関係罠林水産事務

所が文化諜職員の立合いのもとに実施した。

4. 発掘調査は、次の体制で行なった。

調査 l・:体 二．甫県教育委員会

調査担当 二．甫県教育委員会事務局文化課

調査協力 二重県農林水産部、各農林水産事務所、各土地改良lメ、
各教育事務所、各市町村教育委員会

5. 遺物整理・報告書作成は、調杏担当者があたり、全体を駒田が編

集し、各項目の文末に文責を明記した。

中戸遺跡・辻垣内逍跡の縄文士器の整理には、千葉豊（京都大学

埋蔵文化財センター）、川崎保・穂積裕昌（同志社大学学生）各氏

の協力を得た。

また、杉坦内遺跡・、常ノ後遺跡・深長古墳の遺物実測には、平子

弘・盟岡勇•小高昌久•小林秀• 江尻健• 堀田隆長（昭和63年度埋

蔵文化財技術者研修員）、和気清猷（津市教育委員会調査補助員）、

服部芳人・中島千年・伊藤裕偉（文化課 t事）、油田秀紀（文化

課 調査補助員）坦内箕佐江諸氏の協力を得た。

逍物写真は、駒田• 田村陽一• 田中久生が担当し、遺物整理には、

市川嘉F. 藤井羨子があたった。

6. 本報内書には、千菜豊氏の“名張市赤目町辻垣内遺跡出上の縄

文士器”及び“近畿地方出上の埋設+.器について”の論考を付篇

として掲載させていただいた。

巻頭写真「辻垣内遺跡の縄文上器展開写真」は小川忠博氏の撮影

による。

8. 本書に用いた追構標／」＜の略記号は次による。

SB: 竪穴住居・掘立柱建物 SE: 井戸

SK: 土拡 SD: 溝 SX: その他

9. 本報告書に用いた）j位は、磁北である。

10. スキャニングによるデーター取り込みのため、若干のひずみが
生じています。各図の縮尺率はスケールバーを参照ください。
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廿lj 言

1 . 

昭和61年度農業且盤整仙巾業については、昭和60

年10月に農林水産部各諜あてに事業照会を行ない、

昭和60年11月にそのI叫答を得た。そこて、い速、文

化課ては同年11月から12月にかけて、事業註呻i図面

をもとに仝県ドの巾染実施f定地令域についての現

地分布翡査を、昭和60年度の本調杏と併行しで足施

した。

その糾呆の詳細は第 1人のとおりであるか、圃場

整備'¥業については事業叶圃血禎693haのうちで63

2. 

分布凋行て所在か確忍された65遺跡については、

追構・追物の保存状況・遺跡の拡かりをより明確化

するために試掘凋査を実施し、設叶変史により逍跡

を保護するよう努めた。

一方、逍跡の所在か明確化した段階て、鈴鹿市長

法寺 4号墳、安濃町辿部城跡、松阪市深長占瑣、名

曇 h滝野氏城跡、名張市宮城 1号珀.4号墳.5号

墳は、地区除外という形で遺跡か保護されることと

なった。

試掘晶査によって得られた各々の追跡の実態に応

じて、逍物包合悩以卜に影脚を及はさない様切り盛

りの設壮変史を行い、追跡の保護につとめるよう再

度農村整仙諜に辿絡するとともに、各農林水産巾務

所を加えて』圃図面の具体的な没叶協議を重ねた。

しかし、近年の圃場幣備巾棗か、傾斜度の大きい山

間部で実施されているため切り盛りの度合いが大き

く、怪十による逍構の保存も困難をきわめたか、農

村整備課・ 各'Ji:務所の協力を得て、逍物包含屑上訓

15cm以卜を削平しないように設計変吏を行い、やむ

おえす削'Vーされる部分及び道路・排水路の約50,300

m汀こついて発掘凋杏を丈施することになった。

しかし、逍跡の＼』「地などから t:・加t・［間との協議か

分布調壺

件、面積にして約523,OOOrrfもの遺物散布地、 古瑣

方を確認、した。その他、県営畜庁経営環境幣備事業

の度会地区て l遺跡、県営かんかい排水整viii1J: 染の

津田地区て 1逍跡の所在か判明した。

これらの分布調行の結果については、事業の主管

課てある耕地第一課を通して各々耕地巾務所に連絡、

報苫するとともに、遺跡の保護に支障のないように

l事の設計変更等をはかられるよう通知文げを提川

した。

試掘調査

難行した東野B• C遺跡のように調査面積か7,900

m汀こも逹し、単年度で調査対応か不可能な遺跡につ

いては、エ市計両の年度変更を叶り調角年度を 2ケ

年とした例もある。

また、遺構・遺物の拡かりか約200,000 rri汀こも及

ふ広大な菰野町卜→江平逍跡も確認された。 この逍跡

ては、地形の傾斜も大きく、切り盛りの設註変更か

難行した。遺構・遺物の実態を更に細かく観察する

必要か生じたため、排水路部分の調査を先行させ、

その結果と試掘調杏結果を併せて検討し、再度協議

することとし、 7月-10月に排水路D2の翡査を菰

野町教育委員会の協力を得て実施し、排水路D3の

調査を10月-11月まで夫施し、 この結果に晶づき、

農村整備課• 四日市農林水廂事務所・地元土地改良

区と協議を重ね、昭和61年度の発掘調査面柏2,400

可を菰野町教育委員会か担‘りすることとし、設計変

更により遺跡の保護が囚難な10,000 rri汀こついて発掘

謁行を実施することとなった。
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区 l 所在地

” ” 「相馬

弁 ,, il/f町束色

V V N ¥4,00() 

N N N 36, 700 

” ” 半之木 7, 700 

” ” 岡山 7,000 

-- ,, ,, I-: 笠田 一

_ n n 岡・ r田 一

桑名 1 大 安 東 部 7 ― 員弁郡大安町平塚梅f1 -一

人且戸遺跡 V V 門前 11,000 

薬師前遺跡 ,, ,, 門前 5,600 

大安西部 35 社護地塚 ,, ,, 石栂束 10 

II 合 Ill 下~ 之庁 '° 橋杓I俎跳 1鈴鹿市,,,町 13,0DC 

長法寺 4号墳 ” ” 

津 穴倉川沿岸 5 連部城跡安芸郡安濃町蓮部 ― 

県 今徳 A 遺跡””今徳 一

今徳 B 遺跡 n " n 3,000 n 立合調杏

I I 今徳 C 遺跡 ，' N N 1,000 N N 

美 里中南部 24 向出遺跡 ／，芙里村家所 4, ooo ,, r:tぃj

営 神ノ宅遺跡" u " 1,000 試堀・灯合凋行

上原ケ遺跡 ，’ ” 南長野 10,000 I " 本調介

久 居 14 稲葉遺跡久居市稲葉町 9,000 "立合品査

圃
久居二期 ， " 一色町 ([. 合凋査

白山西部 19 算所遺跡 志郡白山町算所 3,600 試堀• 本調査
,, 

” 山田野 " 
上出遺跡 N ,, 4,000 試堀・立合品査

場 中 郷 ， 東野 A 遺跡 ／， 嬉野町森本 2,300 ,, T. 事可

東野 B 遺跡 " N N 5, 700 " 62年度本調牡

東野 C 遺跡
,, 

" 
,, 8,500 ” 本調査

I 
束野 D 遺跡 " 

,, ,, 4,200 ” 丁事口J

整 屋敷田遺跡 V ,, ,, 6,000 ” 立合謁介

芸濃南部 11 大屋垣内遺跡 安芸郡芸濃町萩野 20, 000 ,, ,, 

松阪 堀坂川沿岸 12 杉垣内遺跡 松阪市深長町 31,000 I・ 式堀• 木甜代

深長古墳 V ,, 2, 100 " 現状保存

備 堂ノ後遺跡
,, 

" 6,000 " 本調査

松阪 堀坂川沿岸 12 本堂遺跡 N " 2, 100 試堀• 本謁査

西沖遺跡 ／， 野村町 13,600 ” 立合調査

赤城遺跡 ,, 
" 6,600 試堀•本調杏

事 斎 宮 16 寺垣内遺跡 多気郡明和町金剛坂 8,500 ,, ,, 

I 
上 御 糸 II " ” 上御糸

東 黒 部 16 柿木原遺跡 松阪市柿木原町 16,000 条里溝60什度立合調査

菓
明 屋 11 東野遺跡 多気郡明和町東野 試堀•工事可

伊勢 伊勢南部 10 北垣内遺跡 伊勢市津村町 3,000 ,, 
" 

村 松 15 ／， 村松町 " V 

度 会 8 度会郡度会町一之瀬 N N 

上野 上野南部第二 17 北裏遺跡 上野市沖 2, 700 ,, ,, 

上野南部第三 14 森小場遺跡 ” 下神戸 3,000 

上野東部 23 安田氏館跡 ” 界外 2,500 試堀•本調査

塚本館跡
,, 

" 3,900 ,, ,, 

四ノ坪遺跡 ” 上友生 2,000 試堀• 立合調査

大山田第＿一． 11 元町遺跡 阿山郡大山田村上阿坂 2,300 試堀• 工事口J
河 合 18 北中溝遺跡 ／， 阿山町円徳院 2,500 " 

,, 

新田遺跡 " " " 2,500 " " 
赤 目 21 中戸遺跡 名張市赤目町相楽 3,000 N 本調杏

下垣内遺跡 N ” 屈川 3,200 ,, 
" 

滝野氏城跡 " ” 相原 1,000 地区除外

横山 5 号墳 " N H 消滅・丁事可

宮城 1 号墳 " " " 地区除外

宮城 4 号墳 N " 
,, 

" 
I I 宮城 5 号墳 " " " 

,, 

第 1表 昭和61年度 農業基盤整備事業地区内埋蔵文化財一覧表
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i県訊畜fife経')芯環境棺備ボ丸伊 勢 1度 会

1 1 一 4 - ---~ 
竹野ぃ追跡度会郡人宮町 12,000『試堀.,'! 合調介

I県常かんかし＼排水整備 'ii染 I伊 勢 ! I多気郡多訊JiJ月Ill I I 試堀• I事 ilJ

虹’営悶林漁業/!l揮発油税 I 
I I ; i 

野 人 山lfl南部， 向山 6り肌阿山郡大山叫げ田 横穴JC'i:{i室 i本調査

財加身怜農道棺備 i心 ' 期! : ! 古墳 l瓜

I . 

広域営牒団地肌幹農道

堺備中菜 I

四 Ll rli 

友Ill第拇l

I 

（フラワー・

I ロート） ＇ 

北勢南部
I 

,, I 

ト中島古用群 ” ” 占

菊水氏城跡 ／， 阿山町 1友田

I 

I 

i I I I 

L____- ―_J_鈴鹿,~·'t:町 ____L - [_" ,, ―J 

I鈴鹿巾伊船町

項

1, 100 I本，凋査
I 

試堀・ J'ji11J

3 . 調査経過

1 . 第 1次調査

4月から 5月にかけては、各遺跡にかかる保護協

議が継続され、当課の凋仔対応時期、予鯰とのから

みで農村整備諜あるいは、各悶林水廂れ務所との最

終調整の段階にあった。

5月19日を期に鈴鹿市橋門追跡・明和町寺坦内遺

跡、 卜聞:市安田氏館跡の調査を第一次調査として開

始した。寺坦内逍跡では、野菜等の作付の問題もあ

り、晶査地区も 6ケ所に分かれ点在した調査となり、

また昭和60年度巾業を繰り越した地区の面翡杏を継

続して 2月まで謁杏をおこなった。 l汁^ 半期は、埋蔵

文化財発掘技術者研修員を二｛屯県斎宮跡調査市務所

か指導するといった体制で臨み、下半期の調杏は、

明和町斎’肖保存対策室の協力を得で夫施した。

2. 第 2次調査

7月からは、中勢地区の調査に着手し、縄文［器

片か表採され、 'I;出川の縄文文化を知るうえで、調

分か期待された長田逍跡・寺平尾遺跡の謁行を久居

市教育委員会の協力を得て開始し、試掘調合で比較

的遺構密度かうすいと判断された南長野遺跡と、＇去

出川右尉の河印段丘の傾斜地に立地する算所遺跡の

謁介を県文化財調査員の協力を得てヒ月木から着手

した。

また、遺跡面積か広大で設叶変更に数度の協議を

屯ねた松阪市堀坂川沿庁 i:区の杉坦内遺跡では、幹

線道路と排水路部分の調令で約4,300 rrf, 堂ノ後遺

跡で幹線道路と削平部分4,000吋、赤城遺跡で削平

部分500吋の調査のうち r事との関係で杉坦内遺跡

から調行に杓手した。

また、菰野町の卜江平遺跡では、排水路D2の調

査に着手した。

更に、夏季施行地区の工事も間近かにせまり、藤

原町の観成寺遺跡、上野市の四ノ坪遺跡の立合い調

杏を併せて実施した。

3. 第 3次調査

第 1 次•第 2 次調介か継続されている最中、 10月

に人って、圃場整備の［事も本格的になり昭和60年

度に員弁地域でこれまでに調牡例を見ない古瑣時代

の集落が確認、された員弁町大谷追跡と一連のものと

考えられた奥田追跡や、岡古墳の丘陵裾に位置する

岡山遺跡の調査、名張市亦目地区の標高217mの丘

陵!・.に位閥するト"±_!-{内遺跡とその丘陵裾に位憤し、

縄文上器片か確認されてはいるものの試掘調査では、

遺構の実態が今一つイ＜分明であった中戸逍跡の翡査、

傾斜度の大きい丘陵!-.に位岡し設計変更による遺跡

の保存かイ＜可能となり、謁査を61• 62年度の継続と

した嬉野1BJ東野遺跡の調査に着手するとともに、大
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安町薬師前遺跡他、安濃町今徳遺跡、白山町上出遺

跡、美里村神ノ宅遺跡などの立合い調査も各々 1週

間前後の調杏期間を設定し断続的に実施していった。

4. 第 4次調査

県内各地の調査も終息しつつ、また次年度の分布

調杏の計画準備段階にあったころ、当該年度の公共

事業推進施策により大幅な補正予算が計上され、そ

の結果圃場整備事業も拡大され、その為の分布調査・

試掘調査も併せて実施し、遺跡保護のための協議を

甫ねたがJ:野市近代古墳、松阪市本堂遺跡の幹線道

路の調査を余議なくされた。

更に次年度の試掘調査も一段落した年度末には、

芸濃町大屋垣内遺跡の道路及び排水路部分の一部が

新規事業として採択され 6月の工事完了との期限が

示され、排水路部分300rrfの調査も実施した。

4. 遺跡の保存と文化財啓蒙

昭和61年度農業基盤整備事業地域内における埋蔵

文化財の発掘調杏は計20件となった。試掘調査はほ

ぼ全事業地区に及び、その他工事中の立合い調杏も

14件総面積14,150対にも及び、その調査に要する期

間と経費は、文化課の事業の中で大きな比重を占め

ている。

遺跡は、現状保存されることが最も望ましいが、

様々の土地改良事業においてはI法的になかなかこ

うした保護策は難しい。盛土保存という方策もある

遺跡名 開催日 参加人数

安田氏館 跡 ・ 塚 本 館 跡 61. 8. 30 80名

橋 門 遺 跡 61. 8. 31 70名

下 中 島 古 墳 群 61. 9. 20 60名

杉 垣 内 遺 跡 61. 10. 5 80名

第 3表 現地説明会開催一覧表

が、遺跡を含めた歴史的な環境保全という意味にお

いては決して良策とは言えないであろう。遺跡は、

単に地下に残されておればよいというのではなく、

十分に将来の活用に期する状況を作った上での現状

保存策が講じられなければならない。

また、調杏期間中にできるだけ多くの人々に各遺

跡の発掘の成果や埋蔵文化財について理解を深めて

いただくため現地説明会を開催したところ、第 3表

のように多数の方々の参加を得た。 （駒田利治）

遺跡名 開催日 参加人数

堂 ノ後遺跡・深長古墳 61. 12. 7 70名

中 戸 遺 跡 61. 12. 29 30名

寺 垣 内 遺 跡 62. 2. 1 130名

-6-



はしかど

I . 鈴鹿市三宅町 橋門遺跡

1 . 位置と環境

橋門遺跡は鈴鹿市の南西部、三宅町字橋門に所在

する。鈴鹿山系より東流して伊勢湾に注ぐ中ノ川の

下流域左岸にあり、標高16-2lmの東西にのびる河

岸段丘上に位置する。北側水田面との比高は 1-3

m、南側水田面との比高は 2-4mである。

当遺跡 (1)周辺には数多くの遺跡が確認されて

いるが、ごく固辺においても弥生時代の小山遺跡

(2)、弥生～古墳時代の西川原遺跡 (3)、古墳時

代の新池A•B 遺跡 (4• 5)、一色A•B 遺跡

(6• 7)、帰虎遺跡 (8)、金堤遺跡 (9)がある。

第 1-1図遺跡位置図 (1: 50,000) 

-7-

橋門遺跡の南には古墳～鎌倉時代の寺門遺跡 (10)

があり、北には西垣内遺跡 (11) 、桑名垣内遺跡

(12)、藤塚遺跡 (13)、長法寺遺跡 (14)、奥北代遺

跡 (15)の各遺跡かある。また鎌倉時代以降では、

別所遺跡 (16)、大川原遺跡 (17)、加和良神社遺跡

(18)、西条遺跡 (19)の各遺跡があり、とくに中世

の城跡として長法寺城跡 (20)、三宅城跡 (21)、三

宅西城跡 (22)が当遺跡の南北に存在する。

このように各時代を通じてごく周辺のみにおいて

も多数の遺跡が確認されているか、とくにこの地域



第 1-2図遺跡地形図 (1: 5,000) 

第 1-3図調査区位置図 (1: 2,000) 

-8-



における特徴的な遺跡は古墳時代の窯跡であろう。

東西に連なる丘陵を利用して、橋門遺跡の北側には

稲生古窯跡群 (32• 33) 、南側には徳居古窯跡群

(23-31)がある。この古窯跡群は三甫県下におい

ても有数のものであるが、その規模・性格等につい

ては明らかにされていない。一方、この須恵器供給

源とともに古墳群の存在も注目される。橋門遺跡の

北には長法寺 1号墳 (34)、当遺跡と隣接して長法

寺 4号墳 (35)Cl)、東に加和良古墳群 (36)がある。

また当遺跡を取り巻く古墳群として、北にお経松古

墳群 (37)、八野古墳群 (38), 西ノ野古墳群 (39)

、愛宕山古墳群 (40)の古墳群、北東に上広古墳群

(41)、奥北代古墳群 (42)、七路谷古墳群 (43)、

池ノ杭古墳群 (44)、鎌谷古墳群 (45)、一本松古

墳群 (46)、蛇谷古墳群 (47)、野田口古墳群 (48)

、北山古墳群 (49)の古墳群が存在する。これらは

中ノ川流域の左岸にあたるが、右岸においては、南

2 . 遺

橋門遺跡の調査は 3地区に分けて行われ、東より

A地区.B地区・ C地区とした。以下、 A地区より

それぞれ地区ごとに述べたい。

1. A地区

A地区の土層の基本的層序は第 I層；暗灰褐色砂

質土（表土）、第II層；暗褐色砂質土（床土）、第

m層；暗茶褐色砂質土（遺物包含層）、第w層；黄

褐色粘質土（地山）である。地山までの深さは場所

によって異なり、浅い所で約20cm、深い所で約 lm

であった。発掘区は南北に細長いが、地山面は中央

部付近で段状に高くなり，再びゆるやかに低くなっ

ている。遺物包含層中には土師器鍋•土師器羽釜・

常滑甕など中世の遺物が大部分を占める。しかし、

前述の段状に高くなっている部分より南の遺物包含

層中からは弥生時代から古墳時代にかけての士器片

が出土しており、ここにこの時期の遺構が存在した

と考えられる。

以下、検出された主な遺構について概述する。

1 . 井戸

SE3 発掘区東側の壁付近より検出された。長径
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東に別所古墳群 (50) 、徳居古墳群 (51• 52)、西

川古墳群 (53• 54)、大野古墳群 (55)、西高山古

墳群 (56• 57)、松山古墳群 (58)の古墳群が、南

には奈良木古墳群 (59)、宮間口古墳群 (60)、八

谷古墳群 (61) 、西川毛古墳群 (62• 63)の古墳群

が存在する。

以上のような古墳群の存在は、現水田面との比高

1-4mの台地上にある橋門遺跡内においても古墳

があった可能性のつよいことを示唆している。一方、

中ノ川は中流では亀山市南部を流れ、当遺跡のやや

下流付近より屈曲しつつ沖積平野をうるおしており、

北方を流れる鈴鹿川に比べて流域も狭く、当遺跡の

ある三宅町付近が古墳分布の上限とされ、同時に条

里遺構の上限とほぼ一致するともいわれている。近年

の圃場整備以前まで条里地割も残っていた。遺跡東

付近には大寺院が存在したとの伝承もありこの地域

固辺の開発の古さを物語っている。 （倉田 守）

構

1. 6m、短径1.4mの南北に長い楕円形で深さ 1.Sm 

の掘形をもつ。井戸底に常滑甕の胴部から底部にか

けて 2分の 1程を欠いたものが、口縁部を井戸底に

つけた逆の形で検出された。口径60cm、胴部割れ口

径88cm、高さ38.5cmの甕 (16)である。井戸底にあ

たる甕D縁部の周囲には川原石が支えとして岡かれ

ていた。甕の上端周囲には川原石が積み上げられて

いたものと思われるが、遺構検出時には西側に一部

残っていたのみで大部分は崩壊していた。 （第 1-

5図）。井戸埋土中からはタイプの異なる土師器羽

釜片 (10• 12• 13)や常滑甕片が出土している。

SE4 SE3と並んで発掘区東側の壁付近で検出

された。長径推定3.5m、短径2.2mの東西に長い楕

円形で、検出面からの深さは1.2mである。井戸東

部分は発掘区外に続き未掘である。素掘りの状態で

あるが、作りが極めて雑であり、元来不用物の捨て

場所かあるいは未完成のまま放棄された井戸であっ

た可能性もある。埋土中には多量のこぶし大の石と

ともに山皿片 (2)、青磁椀片 (8)、常滑甕片や

土師器片など多量の中世遺物が混合して投げ込まれ

たような状態で出土している。遺構検出時において、



SE3には湧水がみられたがSE4には湧水は認め

られなかった。

2. 土坑

SK6 直径約2.5mの円形に近い形状で、深さは

約20cmと浅い。埋土中からは土師器鍋片 (11)が多

量に出土しており、数個体分のものと思われる。

SK7 長径約 3m、短径約1.5mの楕円形を呈し、

東端は SD5によって、西端は発掘区によって切ら

れている。深さは30,..._,,40cmあり、ほぼ垂直に掘られ

ている。埋土中からは青磁椀片 (7) や常滑甕片

(15)などが出土している。

3. 溝

S01 輻約 lm、深さ約50cmで調査区北東隅で検

出された。ほぼ南北に走る。垂直に近い形で掘られ

ており、埋土中からは土師器鍋片が数点出土してい

る。

S02 幅約 lm、深さ30,.....,40cmでSD1と平行に

ほぼ南北に走る。ほぼ垂直に掘られ、南端のSE3、

SE4付近ではやや浅くなっている。埋土中からは

多量の士師器鍋片や土師器羽釜片が出土している。

S05 幅 1,.....,1. 5m、深さ約50cmでほぼ南北に走

る。溝の西壁は部分的にテラス状になっているが、

全体としてはほぼ垂直な形で掘られている。南端の

SK6付近で自然に窪地へと続く。埋土中からは常

滑甕片 (14)や土師器鍋片、士師器羽釜片が出土し

ている。前述の SD1•SD2 の溝の形状や埋土中

の遺物から判断して同時期のものと考えられる。

S08 幅約50cm、深さ約20cmで「L」字型に曲が

ム
〗

ヽ

<( !Om 

第 1-4図 A地区遺構平面図 (1: 200) 
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りSDlOによって切られる。埋tは賠赤褐色粘質土

でよく締まっている。埋士中からは弥生上器片が出

土している。またこの溝の東西両側に点在する柱穴

の埋tも同一のものであり時期的に差はないと考え

られる。

S09 幅約50cm、深さ40,.....,50cmで「L」字型に曲

がる。埋十．は SD8と同様暗赤褐色粘質土でよく締

まっている。埋土中からは弥生土器壺片 (1) が出

tしている。 SD8と同時期のものと考えられるが

その、性格はイ＜明である。

S 010 輻は広い所で約 5m、狭い所で約1.5mで

ある。深さも場所によって異なり40,.....,80cmである。

概ね南北に走るが北端でほば直角に東に曲がる。南

端はそのまま発掘区外にのびている。埋土は賠灰褐

色砂質十 1層であり、何らかの作用によって一時期

に埋まった感がある。埋土中からは山茶椀片 (3 • 

4)や灰釉壺片 (9)、土師器片が多量に出土して

いる。

SD 11 発掘区南東隅付近から検出されたが、溝状

のものか士拡状のものか不明であるがここでぱ溝と

して扱う。深さ約60cmでSDlOとほぼ平行に南北に

走る。埋十•中からは常滑甕片 (17) や軒丸瓦片 (5 • 

6) とともに平瓦片が多鼠に出土している。この瓦

片には二次焼成を受けたとおもわれるものがかなり

あり、多量のこぶし大の石とともに埋没していた。

出上状況から判断して、不用な士器片や瓦片を一括

廃棄した可能性が大きい。

2. B地区

B地区士層の基本的層序は第 I層；賠黄褐色砂質

土（表土）、第1I層；黄褐色砂質上（床土）、第m

層；暗灰褐色砂質上（遺物包含屑）、第W層；暗褐

色砂質上（地山）である。地山までの深さは浅く、

40---60cm程度で、地山面はB地区全体では南側部分

がやや低くなっている。遺物包含層からは山茶椀・

山皿• 常滑壺または甕など中世の遺物が出土してい

るが、部分的に弥生時代から古墳時代の遺物も出t

している。とくに古墳時代須恵器の出土地点は集中

しており、後述する溝の存在などから考えて古墳の

痕跡と思われる。

この古墳の痕跡については第 1-6図にスクリー

ントーンで示したが、発掘区北端付近に径15,...,.,16m

の円墳、発掘区西端付近に一辺15m前後の方墳がそ

れぞれ 1屈ずつあったと推定される。 2拮ともに墳

丘部などにかなりの削平を受けており、 40cm程の盛

り卜がり部分が認められる程度である。とくに西側

の方墳については、墳丘部を削平した上で周辺を整

地した痕跡がみられる。

確認された掘立柱建物は10棟あり、建物の向きは

概ね 2種類に分けられる。

以卜¥検出された七な遺構について概述する。

1 . 掘立柱建物

S 814 棟方向はイ』明。 1間X 1間分が検出された。

南側と西側にのびるが後世の削平及び撹乱により柱

穴が消滅したと思われる。建物柱穴内からの逍物は

出七していない。

S 815 南北棟。 4間X 3間で柱間は、桁行で2.Om 

+ 1. 8m + 1. 8m + 2. Omであり、梁行は2.lmの等間

である。建物北西隅の柱穴は検出できなかった。建

物束側柱穴のひとつ (PIT36) から山茶椀の底部

(27)が出土している。

S 816 東西棟。 4間X 2間で柱間は、桁行で1.6m 

+ 1. 3m + 1. 4m + 1. 4mと不揃いであり、梁行は1.4 

A
 

B
-
m
 

,c, 6
 

一しー

第 1-5図 SE 3 実測図 (1 : 40) 
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第 1-6図 B地区遺構平面図 (1: 200) 
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mの等間である。建物柱穴内からの遺物は出 t・.して

しヽなし＼。

SB 17 東内棟。 3間X3間で柱間は、桁行で1.8

mの等間であり、梁行は1.6m +1. 6m +1. Smであ

る。建物柱穴内から遺物は出十．していない。後述の

S B20とともに他の掘立柱建物とは方向が沢なって

おり、時期差が考えられる。

SB 18 東内棟。 2間X 2間で柱間は、桁行で2.1 

mの等間、梁行は1.4m+l.6mである。建物北西隅

の柱穴 (PIT37)から山皿 (40)が廿i士している。

S 820 南北棟。 5間X2間分まで検出された。柱

間は桁行で2.Om+l. 8m+l. Sm +1. 4m +1. 6mと

ィサ揃いであり、梁行で1.Sm +2. Omである。建物柱

穴内からの遺物は出十．していない。

S 821 南北棟。 3間X 2間分まで検出された。東

側に廂をもつ。柱間は、桁行で2.4mの等間、梁行

でも2.4mで東廂の出は1.Omである。建物柱穴内か

らの遺物は出十＾していない。

S B25 東西棟。 4間X 2間で柱間は、桁行で2.7 

m+2. 2m+2. 2m+l. Smと内側 1間分が長い。梁

行は2.lmで方間である。柱穴検廿-i,~i はゆる＜傾斜

して東側が低く、また北束隅の柱穴は検lllできなかっ

た。建物柱穴のうち中央両側の杜穴 (PIT38) から

山茶椀 (30)が/Hi".している。

S B26 東西棟。 4間X 3間で柱間は、桁行で1.8 

m+2. lm+2. lm+2. 2mであり、梁行は1.9m+l.

9m+2.2mである。建物柱穴内からの追物は出十．し

ていないが、建物北束隅にある十力J広 (SK 28) はこ

の建物に取り込まれており、後述するようにこの上

拡からは多量の中世追物が検出されている。

S B27 束両棟。 2間X2間で柱間は、桁行で2.2 

mで守間、梁行は2.lmで等間である。建物柱穴内

□
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からの遺物は出土していない。

2. 柵

る。縦板の継目には外側に厚さ 1cm前後のさまざま

な添板をあて、土砂や汚水の流人を防ぐT夫をして

S A30• 31 S D19の東側に並行してほぼ南北に約

2m間隔でたてられ、長さは 7mと11mを測る。

3. 井

S E22 

戸

発掘区中央部よりやや西で検出された。束

西4m、南北3.5mの隅丸長方形の掘形をもち、遺

構検出面からの深さは4.8mを測る。掘形の底に10

~20cm大の自然石を一辺1. lmの方形に敷き並べた：2）

基礎の上に木組方形棧支柱型尺：の井側を据えている。

外法で一辺約 lmの正方形をなしており、幅30cm前

後の縦板を東西南北各 4枚ずつ合計16枚で囲む。さ

らに約 8cm角の角材を内枠とし、 その内枠を支え

るものとして四隅に柱を有し、井戸を強固なものに

している。最下段の四隅の柱の基礎部分には10cm大

の扁平な自然石を配している。内枠は井戸の最下端

とその上方約80cmの場所にあり、組み方は北と南の

角材の両端は凸状に、東と西は凹状になっており、

北と南の材か東と西の材にはめこむようになってい

いる心

井戸埋土は検出面より第 I層；暗茶褐色砂質土・

暗灰褐色砂質土、第II層；暗褐色砂質土（礫混人）、

第m層；暗灰黄褐色粘質土・暗青灰色粘質十．、第IV

層；青灰色砂質土に区分される。

比較的強固な砂岩層であり、

このうち遠元され

ているのは第II屑以下であり、同時に第m層以下は

これを掘削して井戸か

掘られている。埋土中からは多量の山茶椀が出土し

ているか、第 I 層から29• 34が、第 II 層から35• 37 

が、第IV屈底付近から28がそれぞれ出土した。他に

第皿層から土師器皿 (38) 、山皿

(44)、常滑甕U頸部 (46)が、掘形埋上下層から

山茶椀 (33) も出土している。

4. 土

S K23 

(41) 、片LJ鉢

砿

2 m x 1. 5mで不定形、深さ15cm前後であ

る。埋土中から青磁椀片 (43)、山茶椀片などか出

土している。
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S K28 径 lm程の円形で、深さは約60cmである。

前述した SB26に取り込まれており、同一時期のも

のと考える。埋L中より山茶椀 (36)が多量に出土

している。

S K29 深さ約20cmで、径 2m程の円形を里すると

思われるが七拡西部分が SD19によって切られてい

る。埋土中より弥生士器台付甕脚部 (18)が出tし

ている。

5. 溝

SD 12 輻約 2m、深さ約60cmで発掘区西端付近で

ク

A-

第 l層
暗茶褐色砂資土

検出された。埋十＾は暗赤褐色砂質tで、これは東に

隣接する古墳の痕跡と考えられる墳丘のt屑と一致

する。埋土中からは弥生土器台付甕の脚部 (19)や

土師器片、須恵器片が出土しており、墳斤削平後の

整地作業の中で埋没した溝と考えられる。

SD 13 輻約2.Sm、深さ Im前後で発掘区西にあ

る古墳の痕跡と考えられる墳丘を掘り込んで東西に

走る。埋土中からは須恵器杯蓋片 (20)や山茶椀底

部 (26)、灰釉広口瓶U頸部 (45)、甕片、 t師器

片など多量に出七している。また須恵器片を除く他

の遺物の大部分が溝の底付近から出上しており、埋

土中上層からの出土量は極めて少ない。

SD 19 幅 4m前後、深さ Im前後の形の柩った溝

であるが、溝というよりも中世城館の堀を思わせる。

発掘区の東端付近をほぼ南北に走り、途中で偵角に

東に曲がり発掘区外へのびる。埋上は 3層からなり、

それぞれの層には小石が多量に含まれていたが、埋

土中から出土した遺物は極めて少なく、山茶椀片や

士師器片がわずかにあるのみである。この溝の検出

面は掘立柱建物と同一面である。この溝を堀と仮定

するならばその堀内部の状況調代が必要であるが、

内部にあたる発掘区東の隣接地は後世の開墾によっ

て 2m以上切り取られているため、性格は不明確で

ある。

S D24 輻 2,..__,3_ Sm、深さ 10cm程度で弧を描きな

がら走る。古墳の周溝の削平を受けた底部分の痕跡

であり、隣接する40cm程の墳丘の痕跡とともに 1基

の円墳であったと考えられる。埋上中より須恵器杯

身片 (21)、須恵器長頸壺片 (22)、須恵器甕片 (23•

24)、灰釉甕片 (25)、土師器片など出土している。

第 l-g図 SB22実測図 (1: 50) 
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3. C地区

C地区土屑の枯本的屑/fは第 I肝；暗灰色砂質土

（耕作土）、第 II層；暗灰褐色砂質上（床±J、 第

III栖；褐色枯質土（追物包含栢）、第IV層；賠赤褐

色砂質士（地山）である。地山までの深さは場所に

よって異なり、浅い所で約20cm、深い所で約130cm

であった。地山面は束から西にゆる＜傾斜しており、

発掘区東端は西端よりも約50cm高い。遺物包含屑中

には山fillを中心とする中川の逍物が大部分を占め、

ごくわずかに須恵器片が含まれている。発掘区中央

部付近には人工的な平坦面があり、その両側に掘立

柱建物が 1棟ずつ検出された。この平tq頂i上では若

Fの近ftt陶器片が出tしており、近世の削平面と考

えられる。また発掘区西側地山面は部分的に焼士化

している。

以ド、検出されたtな遺構について概述する。

1 . 掘立柱建物

S 834 束西棟。 3間 X 2間で柱間は、桁行で1.3 

m+l.6m+I.6mであり、梁行は1.9mの等間であ

る。建物柱穴内からの遺物は出 tしていない。

S B35 東西棟。 3間 X 2間で柱間は、桁行で1.7 

m+l.4m+l.7mであり、梁行は1.7mの等間であ

る。建物内西側に深さ約60cmのt.:t.広も検出されたが、

建物柱穴内とともに遺物は出十しなかった。

2. 土砿

S K32 長さ 1.6m、輻70cm、深さ30cmほどの細長

い土坑である。埋t中から山茶椀 (31• 32) とt師

器片が出t.している。

S K33 南北に4.5m、深さ 40cm ほどの不定形な 1~・

坑である。 t里上中からは山茶椀とともに山Jill(42) 

が多植に出tした。 け広南側底面は焼上化している。

（介f11 守）
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第 1-10図 C地区遺構平面図 (1: 200) 
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3 . 遺 物

当遺跡の出土遺物については出土遺物観察表（第

1 -1表，第 1-2表）に示したとおりである。遺

跡は 3地区に分けられそれぞれ時期・性格は異なる

が全体的に中世の遺物が主流を占めている。同時に

それ以前に弥生及び古墳時代の遺跡が存在したこと

を裏付けるごとくこの時期の遺物も出土している。

ここでは中世の遺物に焦点をあてながら、遺構の性

格を知るうえで重要なポイントとなる出土遺物の時

期についての考察を行いたい鰐

1. A地区

1 . 土師鍋

鍋 (11) 口径32.6cmで体部から「く」の字状に外

反し、口縁端部を三角形状につまみ出す。口縁部に

は二条の凹線がめぐる。体部外面上方はハケメ調整

を施し、体部下方はヘラケズリ、内面はヨコナデさ

れている。極めて淡い褐色を呈し、ススの付着はみ

とめられない。 16世紀中頃の産と考えられる。

羽釜 (10• 12• 13) A類 (10) と B 類 (12• 13) 

に分けられる。 10は口径22cmと小型であり、鍔部は

短く、体部に対してほぼ直角につく。体部は丸い。

口縁部は内外面ともにヨコナデされ、体部外面には

斜位の荒いハケメ、内面は横位の細かいハケメがみ

られる。 12• 13は口径25cm程度で鍔部は上方につき

出し、端部に一条の凹線がめぐる。口縁端部は外に

つまみ出される。体部外面はハケメにより、内面は

ヨコナデにより調整されている。 12の内面鍔部付近

にはユビオサエによる調整がみられる。これらは他

の一括出土遺物 (16)の常滑甕片の時期から判断し

て15世紀後半のものと考えたい。

2 . 陶磁器

山皿 (2) 底径5.2cmのもので、底部から体部が

直線的に外反する。底部外面に回転糸切痕、底部内

面中央はユビオサエによる。体部外面にはヌタ痕が

みられる。 14世紀前半のものと考える。

山茶椀 (3• 4) 3は底部のみである。底径 8cm 

で断面長方形の高台を貼付ける。底部外面に回転糸

切痕があり、高台周辺のみナデ消されている。胎土

は密であり全体的にていねいな仕上げである。 4は

底径10.4cmの大型のものであり、貼付け高台は低く

つぶれている。体部は直線的に外開しており、内面

見込み中央部付近は著しく凹んでいる。底部外面に

は静止糸切痕が残る。 3は藤澤氏の編年によると第

3型式に相当し12世紀前半、 4は同様に第 7型式に

相当し13世紀中頃と考えられる。

青磁椀 (7• 8) 7は高台が直立し、外側に面取

りを施す。底部は厚い。底部外面はヘラケズリを行

ぃ、高台外側面取り部分まで施釉。釉は薄く透明感

があり、全体的にシャープなつくりである。内面見

込みに木ノ菓状のスタンプを施す。 8は器壁が厚く、

特に底部中央付近において著しい。全体にやや緑色

がかった釉が畳付を越えて高台内側まで厚く施され

る。底部外面蕗胎部分にトチン跡が見られる。内面

見込みには花文スタンプを施す。 7は14世紀後半か

ら15世紀にかけて、 8は15世紀前後から中頃にかけ

ての時期と考える。

甕 (14.......,17) すべて常滑産と思われる。 14は口径

47cmで、頸部から口縁部が強く外反し、口縁端部は

直下に垂下する。内面に輪積痕を明瞭に残し、茶褐

色を呈する。内面口縁部には自然釉が認められる。

14世紀後半のものと考えられる。 15.......,17は同タイプ

のもので、口縁部縁帯は頸部に密着したいわゆる

「N」字状口縁部のつぶれた形である。 15と17のロ

径はそれぞれ32cmと34cmであるが、 16の口径は60cm

と大型である。 16は、井戸SE3底に埋設されてい

たもので、体部下半部分を取り除いた状態で使用さ

れていたものと思われる。体部外面に引っかき痕が

みられる。 15.......,17は15世紀後半のものと考えられる。

2. B地区

1 . 陶磁器

山皿 (39-41) 台形高台がつくタイプ (39)と高

台を意識して底部がやや突出したタイプ (40• 41) 

がある。 39は口径 9cm、器高3.1cmで体部がやや丸

味を帯びる。貼付け高台の端部にはモミガラ痕が認

められる。内面はていねいなナデ調整が施されている。
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灰褐色を呈す。 40• 41は口径8.2cm、器高 2cm余で

体部はほぼ直線的に外開する。糸切痕ナデ消しを行

い、内面はていねいなナデ調整を施している。灰褐

色または灰白色を呈する。 41の底部外面に墨書が認

められるが、薄くなっているため明瞭ではないが 2

-3文字が書かれており、下の字は「久」と読める。

藤澤氏の編年によると、 39は第 3型式に相当し12世

紀前半、 40• 41は第 5型式に相当し12世紀後半のも

のと考えられる。

山茶椀 (26-37) 時期区分の上では 5時期に分け

られる。 26が最も古く、灰釉椀とも考えられるが底

部のみが残存しており、ここでは山茶椀として扱う。

底径 7cm、高台は高く、断面は三角形に近い。底部

外面には回転糸切痕がみられ、高台周辺はていねい

なナデ消しを施す。内面見込みはハケメ調整を行い、

胎土は極めて緻密である。藤澤氏の編年では第 2型

式に相当し、 11世紀後半と考えられる。 27• 33は体

部丸味を帯び口縁部は外反する。底部は厚く断面台

形の高台がつく。 33は口径16cm、器高 5cm、底径7.

6cmで完形、 27は底部のみで底径 7cmである。 27の

高台端部には砂痕が付着し、内面見込み部分には底

径7cm程の山茶椀と思われる重ね焼き痕が明瞭に残

る。この重ね焼き痕より外側の内面全体に自然釉が

見られる。 33は底部糸切痕ナデ消し、高台端部には

モミガラ痕が付着し、内面見込みにはていねいなナ

デ調整が施される。藤澤氏編年の第4型式に相当し、

12世紀中頃のものと考えられる。 28は底部の一部の

み残存しているが、底径7.4cmと推定される。体部

は丸味を帯び、高台は低くつぶれて台形をなし、端

部にはモミガラ痕が多量に付着する。 30は口径15.4

cm、器高 5cm、底径7.4cmで体部はやや直線的であ

り、口縁部に至りやや外反する。内面底部と体部と

の境は比較的明腺である。高台端部には多量のモミ

ガラ痕が付着する。ともに12世紀後半のものと考え

られる。 35• 37は、体部が丸味を帯び、口縁部は外

反し端部は肥厚する。低い高台は台形を呈し、 35は

一部剥離している。高台端部にはモミガラ痕が多量

に付着する。 35は内面見込み中央部は凹み、底部外

面には静止糸切痕がみられる。 37は器高の低いタイ

プであり内面底部と体部との境の稜は明瞭である。

ともに藤澤氏編年の第 6型式に相当し、 13世紀前半

-20-

のものと考える。 36は体部はやや直線的、口縁直下

で若干凹み、端部は尖る。台形高台端部にはモミガ

ラ痕が付着、 13世紀中頃のものと考える。 34は体部

丸味を帯び、台形の高台端部にはモミガラ痕が付着

する。底部内面と体部との境の稜は明瞭であり、内

面見込み中央部の周囲は凹んでいる。内外面ともに

ていねいなナデ調整が施され見込みには指圧痕がみ

られる。 29は口径14cm、器高 5cm、底径6.6cmで小

型のもの。体部は直線的であり、高台は低くつぶれ

一部で剥離している。底部外面には回転糸切痕がみ

られ、高台端部にはモミガラ痕が付着する。全体的

に粗雑なっくりである。藤澤氏の編年では34は第 6

型式に、 29は第8型式に相当するが、ともに井戸S

E22埋土上層の同一層中から出土しており、他に同

一層中から出土した山茶椀のタイプはほとんど前述

の36の型式に相当することから、 29• 34も13世紀中

頃のものと考えたい。

膏磁椀 (43) 底部厚く、畳付及び高台内部は露胎。

外面体部に幅広い片切彫の鏑蓮弁文を施す。 13世紀

中頃の産。

片口鉢 (44) 体部はやや丸味を帯び、口縁端部は

面取りされている。体部は内外面ともにヨコナデさ

れる。 12世紀後半から13世紀前半にかけてのものと

考えられる。

広口瓶 (45) 肩部と口頸部の境に段をもつ。口縁

端部は外上方につまみあげられる。灰釉。 12世紀前

半の産。

壺• 甕 (46• 47) 46は甕であり口頸部は外反し、

口縁端部は外上方につまみあげられる。肩部に押印

がみられる。 12世紀後半のもの。 47は壺であり肩部

から胴部にかけて丸味を帯びる。口縁端部は面取り

される。 13世紀前半のもの。ともに常滑産と思われる。

（倉田守）

2. S E22出土井戸枠

井戸枠の構造については、遺構の章で述べられて

いるが、再び簡単に触れてみたい。井戸枠は、まず

三段の横桟をつくり各段の四隅にそれぞれ支柱を置

く。そして、その外側に、各辺に四枚ずつの縦板を

ならべる。さらに裏込め板をあてる部分も認められる。

縦板ー東側 (48--51)

東側の縦板は最も遺存状況がよく、全ての板が
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第 1-12図 B•C地区遺物実測図 (1 : 4) 
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40 cm 

第 1--13図 SE22井戸縦板実測図 (1: 8) 
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180cm以卜を測る。木取りは仝て板 11取りてある。

T斧による）JII I. は、内化か h夕I」から．列悴然と）JI I I: 

されてし＼るのに対し、外化は•部か木）JI I I. てあった

り、縦'I'分のみて残りは人）JI! I: のまま、ある＼ヽは中

央部分は縦％か木）JII I: のものなどかある。内外訓を

逆転したものもある。これは、内川の）JII Lか雑然と

しており卜部てはイヽ 1分なのに対し、外1(11の）JI I Iは

四列に整然となされている。側仇は丁斧による）JI I I. 

か仝川iに施されてし＼るか、 ド部から!¥Ocm利度木）JI I I・. 

部分を残すものもある。木IIは斧状の［．．具に｛衣って

切断されたと息われる。

縦板ー南側 (52~55)

内側は仝休に辿行状況か悲＜腐蝕か進んている。

木取りは令て板11取りてある。手斧による1111rは腐

蝕のためにイ~llJ]I脱てあるか、内 1(1i には．．～四夕!J に柏

然と施しているのに対し、外化は雑然としている。

また55は内外印を逆転している 11J能性か闊い。側印

は手斧による）JI I I: を仝伽に施す。木II: ま斧状 r具に

依って切断されたと息われる。

縦板ー西側 (56~59)

山側も仝体に追存状況か悲く、 卜から120cmt閏度

て欠オ11しているものか多い。木取りは仝て板I!取り

てある。手斧による}JI!Lは、内由］には．．～四列に悴

然と施しているのに対し、外印は雑然としている。

また58は内外血を逆転している 11J能竹か似jい。側1/11

には丁斧による）~II Iを施す。木［）は斧状 L只に依っ

て切断されたと出われる。

縦板ー北側 (61~63)

四面の内て以も逍行状況の悲い伯iてある。世瑞の

ものはその中ても飯もひとく図版掲載に耐えないも

のてある。木取りは↑て板11取りである。丁・.斧によ

る）JI! L は、内訓には :_~Ii列に枢然と施しているの

に対し、外由iは雑然としている。側印には丁・斧によ

る!111rを施す。木11は斧状 r具に依って切断された

と思われる。

横桟 (64 束― I.)

両端に 11迎いほその凹ほそか施される。 L圧によ

る手みか忍められる。仝休に腐蝕しており }JII L製は

ィJリl瞭である。

横桟 (65 束ード）

叫閲に 11迎いはその[lljほそか施されるか、直船と

もl,i]じ側を欠札iする。 日［によりヒビか人っており、

-24-

折れている。 /JiI「はイJリJI附てある。

横桟 (66 ['打― IJ

測端に 11迎いほその凸ほそか施される。仝休に1畠

蝕か苫し＼＼。

横桟 (67 1・1i―卜）

訓鉗，；に 11近いほその凸ほそかlj位される。ほそは鋸

による切り込みの後-,i;1Jっている。丁斧による）JI I Iを

内外仰は．．列、側伽は列施す。

横桟 (68 [iLj- IJ 

両端に 11辿いはその凹ほそか施される。仝休に腐

蝕苫しく）JI I I艇はイヽ 叫！原。

横桟 (69 [ILjード）

両端に 11迩しはその凹ほそか施される。『・斧によ

る!J/1Lを四而に施す。

横桟 (70 北― I.)

両端に 11迎いほその凸ほそか施されるか、 力を

欠田する。仝体に腐蝕著しい。

横桟 (71 北ード）

両端に 11迎いほその凸ほそか施される。 T斧によ

る）111 rを内外印はか」、側間は•タリ施す。

支柱 (75 北束隅）

両端の接触部分は腐蝕か進む。 卜平部に ケ面ほ

そ穴をもつ。軋Jlj材か。

支柱 (72 1'74束関）

詞端の接触部分は腐蝕か進む。 I.'「部に節穴と思

われる快りかある。

支柱 (73 怜i叫偶）

両端の接触部分は腐蝕か進むか、側化には手斧に

よる/J/1Iか施される。

支柱 (74 北内隈）

両端の接触部分は腐蝕か進むか、側血には予斧に

よる）JII I: か施される。

3. C地区

1. 陶磁器

（田中久化）

山皿 (42) {本部直線的て沿欺は）＇｝＜、底部内印に

指圧痕、底部外間に「大」の見凸りかみられる。 J:jjll

紀後'I'。

山茶椀 (31•32) {本部丸味を恐び11縁部は外l又。

閻台端部には砂股・モミカラ瞑付礼。 :31は糸切般ナ

テ刈し、 32は!11!転糸切製か残る。ともに榛i睾氏糾年

の第 6.邸式に相,1,,し13!1ト紀前‘「のものと考えられる。



4 . 結 五
口

1

1

1

1

 

n
 

橋門逍跡は 3地区に分れそれぞれに時期・性格が

異なるため，各地区ごとに追構の内容を考察するこ

とによって本報告のまとめとしたい。

1. A地区

弥生時代の逍跡を破壊して中世の溝、井戸かつく

られたと考える。この地区の十．．たる時期は SE3の

底に埋設された常滑大甕 (16)の時期すなわち15但

紀後半とする。また廃絶は SK6のt師器鍋 (11)

の16tft紀中頃とする。この付近には以前「長徳寺」

があったという伝説6 と永禄年間のこの地を含む織

田信長の伊勢侵人、一．次焼成を受けた多数の瓦片の

出上などを考えると、この地区に何らかの寺院施設

が存在したとも思われるか史料的根拠はなく推測の

域を出ない。

2. B地区

弥牛時代の逍構及び古瑣を破壊し、一部では整地

したうえに中世の建物群が形成されている。これら

の掘立柱建物は10棟であるが、これらは建物）j向か

らほぽ南北を軸として建てられた I 群 (SB17• S 

B20)、やや東脊りに軸をもつ II群 (SB14• SB 

15• SB16• SB25• SB26• SB27)、さらに東

脊りに軸をもっm群 (SB 18• S B 21)の3群に区

別される。これらは建て替えによる時期差の表われ

としてとらえられるが、それぞれの掘立柱建物の建

てられた時期の前後関係は明確でない。ただ SB16 

とSB17、 SB18のようにガ向の異なる建物が極め

て接近していることから、この 3棟が同時期に存在

していたとは考えられない。

少なくとも 1I群の 6棟はI口.J一時期に存在していた

とするならば、 1基の井戸 SE22をもつまとまった

ひとつの施設と考えられる。また SB26の北東閑に

ある上拡SK28からは廃棄されたと思われる多屈の

山茶椀とともにやや湿気を常びた腐柏十も出土して

おり、この建物が牛活の場であったことをうかがわ

せる。 t拡 SK28は径 lmの円形でほぼ垂偵に約60

cm堀り下げられており、底は平坦であったことから、

当初から尻内でのイサ廿物の廃棄場所であった可能性

が強し＼゚

これらの建物群の時期は、井戸掘形罪十・ト屈から

出tした山茶椀 (33)か12廿t紀中煩に比定されるた

め、この時期に SE22の成立を考える。 （また廃絶

については埋十．中層から出 I:した山茶椀 (35• 37) 

の時期13世紀中頃まで廃棄場所として使川されてい

た。） （埋 t上層から出十した山茶椀の時期による。

）井戸埋 I:最卜屑出十．の山茶椀 (28)、坪L卜l叩I¥

上の山皿 (41)、片口鉢 (44)、常滑甕 (46) に小

されるように12!仕紀後'j':がもっともよく利用された

時期であろう。 Jj:戸の南側にある掘立柱建物SB15 

の柱穴PIT36埋士から出上した山茶椀 (27) の時期

が12世紀中頃であること、その東側にある掘 I・［柱建

物SB18の柱穴PIT37埋十．から出tした山lilt(40) 

や井戸の東側に隣接する掘立柱建物SB25の柱穴PI

T38埋 tから出+した山茶椀 (30) の時期が12jit紀

後平であることなどから、 B地区の辿構の時期を12

川紀中頃以降とし、掘立柱建物SB26に付属する+

拡 SK28埋上中の山茶椀 (36)や井戸罪十:U曽IH+

の山茶椀 (29• 34)の時期である13世紀中煩まで存

続したと考える。またこの地区はけ爾勒堂」と呼ば

れているところから寺院関係の施設が存在したこと

も考えられる To

3. C地区

西側にある土拡 SK32埋＋．から出＋．した山茶椀

(32• 33)の時期である131ft紀前半から、その南に

ある上拡SK33埋tから出十．した山JIU(42)の時期

である13但紀後半にかけての遺跡と考えられる。

以卜.、 3地区に分けてそれぞれの遺構の時期につ

いて述べてきたが、橋門遺跡としてとらえるならば

それは弥牛時代から室町時代にかけての複合逍跡で

あり、とくに鎌倉時代から‘径町時代に及ぶ文化がこ

の河岸段斤・ト．に連綿と続いていたとみるべきであろ

。
{ノ

（倉田守）
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cm 
’、f)鈴木敏雄は「河藝郡合川村大字長法寺遺跡」 （『三甫県考古誌

考雑報32』)の中て「大字長法寺の西南字塚越と稲する所に

は之亦相富大形の闘塚を多敷現存し、既に発堀せられたるも

の亦甚多し。」と述へており、橋門遺跡を含む周辺一帯には

長法寺古墳群か形成されていたものと考えられる。

②平城求右成四条二坊＾．坪て検出された井戸 (SE 02) の底部

分の構造と類似する。奈良時代後半。 （奈良市教育委員会

「奈良市埋蔵文化財調査報告書昭和56年度』， 1982)

])宇野孝夫「井戸考」の分類によれは、 「B皿穎縦板組横桟ど

め井戸」て「 (a) 目違い柄て組むもの」てかつ「 (2) 横

桟の間に支柱を入れて補強したもの」となり従って B旧・ a

2類と表記される。 （「史林」 65巻 5号， 1982) 。また井戸

の型式年代についてB旧類は古代後期 (10世紀-12世紀初め）

に主流を占めるが次の中世前期 (12世紀中頃-14世紀）にも

かなり残るとしており、型式的には12世紀初めから後半にか

けての所産と考えられる。

④箪戸千軒町遺跡第 7区木組み井戸と類似する。鎌倉時代。

（広島県教育委員会『草戸千軒町遺跡1968年度発掘調査概報』，

1969) 

-26-

⑤この時期決定に際しては以下の文献を参考にした。

常滑市教育委員会『高坂古窯址群』， 1981

上田秀夫「14-16世紀の青磁碗の分類について」 (1::1本貿易

陶磁研究会「貿易陶磁研究」 2, 1982) 

藤澤良祐「瀬戸古窯址群 I」 （瀬戸市歴史民俗資料館『研究

紀要 I」,1982) 

樽崎彰ー「猿投窯の編年について」 （愛知県教育委員会『愛

知県古窯跡群分布調査報告（皿）」， 1983)

赤羽→郎『常滑焼』 (1984) 

愛知県教育委員会『愛知県古窯跡群分布調査報告 (V) 』，

1986) 

⑥合川地区『郷土史』 (1983) 

文禄 3年の「勢州安芸郡内三宅村検地帳」には「長徳寺」の

小字名がみえる。 （鈴鹿市教育委員会『鈴鹿市史』第 4巻，

1985に収録）。また河芸郡史編纂会『河芸郡史』 (19 7 3復

刊）には「廃福壽寺跡」か当地に存在したか位置等詳細は不

明とある。

⑦前掲文禄 3年の検地娠には「みろくとう」 「みろくとう下」の

小字名がみえる。 （鈴鹿市教育委員会前掲書に収録）。



さんじょ

II. 一志郡白山町 算所遺跡

1 . 

伊勢平野の西側を南北にのびる布引山地は、かつ

て伊勢国と伊賀国との境界線であり笠取山 (845m)

以南は隆起準平原が形成されて、青山高原と称され

ている。一方、奈良県境の三峯山 (1,235m) に源

を発する実出川は布引山地に沿うように北流し、白

山町に入ってから流れを東に変え、伊勢平野の中央

部に肥沃な沖積地を形成して伊勢湾に注ぎこんでい

る。
さんしょ いえき

算所遺跡 (1) は、実出川が白山町に人り家城ラ

インと呼ばれる渓谷を過ぎて北流し、大きく東へ向

きを変換する左岸の標高52m前後の河i化段丘上に位

置する。当遺跡の南北で支流の山田野川と垣内川が

雲出川に合流している。加J床との比高は約14mであ

第 2-1図 遺跡位置図 (1: so, 000) 

位骰と環境
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り、 ゾjに急峻な段斤崖か形成されている。行政区
はったし •O)

両卜＾は、一志郡白山町八対野字窮所に所在し、縄文・

弥生時代の遺物散布地として周知CI)の遺跡であった。

当遺跡周辺の歴史的棗境を概述すると、雲出川の

対岸には、縄文時代以降の遺物が散布し、弥生時代
おおすみ

や奈良• 平安時代の遺構が検出された大角遺跡＇ ，2〉

(2)をはじめ、川口北方遺跡 (3) や上野西逍跡

(4)、台付無頸壺の出上した野田浦遺跡＆、 (5)な

ど弥牛時代の遺跡が集中する。一方、雲出川左倅や

支流の山田野川流域には、北家城遺跡 (6)や、占
たなかみょう

市遺跡④ (7)、田中名遺跡⑤ (8)が散在する。

この地域で最も古い逍跡は、縄文時代早期まで遡
わちの

ることができる。和遅野遺跡⑥ (9) やその少し下



流にある亀ケ広遺跡では、早期の押型文土器が表面

採集されており、大角遺跡でも早期の縄文土器片が

見つかっている。さらに、南出遺跡 (10)、西出遺

跡 (11)においても押型文士器が散布していること

が明らかとなっている凡 中・後期以降の縄文土器

の散布地は、上記遺跡に加え、岩井戸遺跡 (12)、

馬乗岩遺跡 (13)、吹毛遺跡 (14)、古市遺跡、田

中名遺跡、ミドダニ追跡 (15)が知られている。な

ぉ、青山高原西側の青山町種生の八王子遺跡で早期
なめりいし

押型文土器が出土している他、西青山駅付近の滑石

遺跡や布引開拓地遺跡などの高原地帯で縄文士器片

が見つかっており尺 古くから文化交流のルートの

一つ尺して青山峠が利用されていたことを物語っ

ている。

この青山峠を越えて雲出川沿いに伊勢平野へ下る

コースは縄文時代以降も連綿として使われており、

弥生時代に県下で最も早く弥生文化の足跡を残した

中ノ庄遺跡Rや古墳時代において県下でも古い時代

に築造された向山古墳、西山古墳などの前方後方墳

が雲出川の下流域に展開している。

第 2-2図遺跡地形図 (1: 5,000) 

-28-

しかしながら、当遺跡の周辺で発見されている古

墳は少なく、古市古墳 (16)、岩井古墳群 (17)、

馬廻古墳群 (18)、コメンド山古墳 (19)、ガガフ

夕古墳群 (20)などで、横穴式石室を有する径lOm

内外の後期円墳がほとんどである。

奈良• 平安時代になると、藤原広嗣の乱を避けた

聖武天皇が 「川口頓宮」で10日間滞在していた記事

⑪や、平城宮出土の木簡⑫の中にも 「川口関」の名が

みられる。また、平安時代には、斎王の退下の際に

青山峠を越える交通路が使われ、川口に頓宮が置か

れており、交通の要衡としての環境は続いている。

頓宮の所在地や、具体的な青山峠を越えるルートの

比定については不明な所が多い。

古代末期から中世には、 「山田野荘」 「川口荘」

などの貴族や寺社の荘園が成立していた。岩脇C遺

跡⑬(21)、古市遺跡、田中名遺跡など近年の発掘

調査により、鎌倉時代から室町時代にかけての遺構

や遺物が明らかとなってきている。

中世後期にいたると、 雲出川の上流の美杉村多気

に拠点を置く伊勢国司北畠家の支配するところとな



り、家臣団の城館が交通路を見おろす丘陵を中心に

築かれていく。川口城(22)、家城城(23)、山田野城

(24)、八対野城(25)、稲坦城(26)などである。

以上、当逍跡の周辺の歴史的環境を概述してきた

が、この地域は原始・古代より伊勢平野と畿内• 伊

2 . 遺

調査は 4mx4mの地区を設定し、北から南にア

ルファベット、東から西に番号を仔えて行なった。

当逍跡の u怜の県本的屑序は、第 l屑：耕作上、

第 2屑：灰茶褐色土、第 3層：黒灰色粘質t、第 4

屑：黒褐色粘質上、第 5屑：灰黄褐色砂質上、第 6

楕：黄褐色粘質上（地山）である。第 4柄は部分的

に薄く堆積し、第 5層は東側部分で堆積がみられる。

遺物包含屑は、第 3I曽• 第 4 屑• 第 5脳であり、第

6府直卜．で遺構を検出した。地表面から地山面まで

ーの深さは0.2,...._,1.2mであり、西端部が一番浅くなっ

ている。地山面は東へ向かって傾斜し最も高い南内

端と北東端の比高は1.6mである。傾斜地のためか

V I 

-- :--1.. ツー

I 

； 

vi 

I 
I 

I 

第 2-3図調査区位置図 (1: 2,000) 
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賀とを結ぶ交通路が間かれており、文化交流の要衡

であったことをうかがい知ることができる。今後、

吏に凋介が進むことによって詳細な古代の環埓が復

Jじされていくであろう。

構

不定形な+.:!:広が多く、竪穴住屈とした 1棟も東側が

撹乱をうけている。小穴も幾つか検出したが建物守

としてまとまるものはなかった。

1 . 飛鳥時代

S82 発掘区の北東に位閥する。一辺3.Smの正

方形のプランをもつか、東側は撹乱をうけ歪な形と

なっている。深さは0.3m前後である。西側と南側

に「L」字状の幅0.4m、深さ0.lmの固溝をもつ。

柱穴は検出されなかった。西墜に垂直につくように

完形の須恵器 (19)が出十．した。

SK1 南北軸は3.7mをはかるが、東側部分が不

}'' 

＿＿＿―-現況

一 —計画線

•> 発掘調査区

100 m 
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走形である。深さは0.2m前後で、埋 tは固くしまっ

て黄褐色土の卜に灰茶褐色上がみられた。

SK3 北束に「コ」の字状の焼上があり、付近に

甕片が多く散在していた。深さは0.1-0. 3mだか、

かなり歪な形をしており、出L遺物も縄文から飛鳥

時代にわたっている。切り合い関係は確認、できなかっ

たか、複数の遺構が市なっている可能性もある。

SK4 南北3.7m、東西 2-2. Smとガ形に近い f・.

拡である比闊0.2mの斜面に浅く掘られている。

SK5 北内部に焼上と炭がブロック状に混じって

おり、深さは0.15mと浅く、南北3.3m、東西 2-

3. 遺

出十辿物としては、縄文時代早期～晩期の縄文 L

器、飛烏～奈良時代の t師器片や須恵器、室町時代

の上師器・陶器に大別できる。賂岬箱にして約20箱

程度であり、細片か多く、追構に伴うものは少量で

ある。

以卜．、時代別に概述するが、併せて周辺の遺跡出

+の逍物として、南出逍跡、西出遺跡、大角逍跡の

表面採集遺物についても紹介しておく。

1 . 縄文時代

1 . 早期末葉の土器 (1)

深鉢の体部片が 1点出十．している。内外に．．枚貝

2. 3mのイ＜定形な l拡である。

SK6 南北 2m前後、束西1.4m、深さ数cmの浅

いイ奴じ形なけ広である。

2. 室町時代

SK7~SK11 長径 1-1.5mの桁円形の掘形を

もつ上J広。深さは0.15-0. 3m。罪tは炭混りの茶

褐色!・.であり。 SK7• SK 9• SK 10は特に炭を

多く含む。出土逍物は上師器の小片がほとんどて、

はも少ない。中I仕経のnJ能性もある。

物

によると思われる条痕をやや石卜がりに施している。

外面には小さい突帯を貼付し、この両棚はナデてい

る。この突帯卜に沿って竹管文を 1列配している。

器壁は 4,..,_, 5 mmと薄く、賠茶褐色を旱し、胎十は緻

密で焼成は良好である。

2. 後期の土器 (2,..,_, 9) 

2-4は深鉢の同一体と思われる。 2は水平II縁

部片であり、太いヘラ描沈線によって横Kの区圃が

設けられている。区画内は集合条線が施されている。

3-4は｛本部片であり、沈線による区圃は「 JJ'f~ 

状に縦位にみられる。胎tは細かい小石をオ『 l了芹み、

色調は淡黄白色を閑する。

第 2-5 図縄文土器•石鏃実測図 (1 : 2) 
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5は深鉢の体部片で、曲線的で太いヘラ描沈線に

よる区画内に集合条線を施している。胎上・焼成と

も良好で、色調は、茶褐色を旱する。 2,..._, 4とは別

個体である。

6• 7ぱ波状口縁となる深鉢の口縁部片である。

6は円棒状具による沈線で区画したのちに単節LR

の縄文も施している。口唇部は波頂部に行くほど淳

＜肥厚する。胎十．は小石を含むが焼成は良好であり、

色調は黄白色を旱する。 7は、細かい凹凸のあるエ

具による沈線で三角状に区画を施している。区画内

に文様がなく、胎土・焼成とも不良で色調は茶褐色

を旱し、やや粗雑な土器である。

8は深鉢の体部片であり、半戟竹管による平行沈

線が 2単位分施されている。微細な小石を多数含み、

胎t・焼成は不良であり、色調は茶灰色を呈する。

9は鉢の体部であり、 「く」の字状に屈曲する部

分に 2条の沈線が施される。器壁は薄く、胎土には

多数の小石を含み、焼成はやや軟であり、色調は黄

褐色を呈する。

2 ,..._, 7は、後期初頭の中津式・称名寺式に並行す

るものである。

3. 晩期の土器 (10)

二条突帯をもつ深鉢の肩部片と思われる。断面が

丸味を帯びた三角形の突帯に貝殻状具による「D」

字形の刻目がわずかに残る。突帯から下はケズリが

施されている。胎tは粗く、焼成は軟であり、色調

は黄褐色を呈する。晩期末菓のものであろう。

4. 石器

凹基無茎式の石鏃 (11)である。乳白色のチャー

ト製で、周縁の調整はされているが、片面の剥離は

されておらず、未製品と思われる。長さ•最大幅共

に1.3cmを測り、重量は0.6g余りである。

2. 飛鳥時代

1. S 8 2出土の土器

須恵器杯 (19)が西隈に底をつけるように出土し

た他は、細片が多く図上復元できるものは僅少であっ

た。遺物は整理箱 1箱分あるが、数量的には上師器

が圧倒的に多い。

(1)土師器 (12........,17)

器種としては、杯・甕・甑であり、甕片が最も量
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が多い。

杯 底部未調整のものと底部にヘラケズリを施す

やや厚手で賠文を施すもの (14)がある。前者はさ

らに口縁部を強くヨコナデしやや椀に近いタイプ

(12) と水平な底部から口縁部が内弯して立ち I:が

る杯 (13)がある。

甕 いずれも遺存度が不良であるが、体部内外面

ともハケメを施するものや内面をヘラケズリするも

のがある。口縁部はいずれも強く「く」の字状に外

反し端部を丸くおさめるものが多い。また台付甕の

脚台部片も数点出土している。 15はいわゆる S字状

口縁の退化したl浮手の短い口縁をもつものである。

甑 口縁部片(16) と体部下半部片(17)が出土し

ているが、調整や色調・焼成の違いから別個体と考

えられる。 17は底部に幅 5cmと推定される帯で区切

られた半月状の蒸気孔が 2つあいていたものであろう。

(2) 須恵器 (18• 19) 

図示したものを含め点数は数点であり、器柿は杯

身と杯蓋、タタキ目のある甕の体部片である

杯身 立ち上がりがあり受部をもつものと立ち J_

がりがなくなり、口縁部が外上方へ直線的にのび蓋

から杯身へ変換した直後のものがある。 18は陶邑編

年lfでいう TK209型式に類型を求めることができ 7

世紀初頭に比定できる。 19は前述した完形品だが、

同編年による TK217型式に相当し、 7世紀前半の

所産であろう。

2. SK 1出土の土器

出土量は少なく、ほとんどが土師器片である。 21

は上拡内で底を上にして出土したもので、 [l縁部は

欠損していたが、図上復元したものである。小刑甕

で平底の様相を呈しており、底部外面に菜脈痕がみ

られる。

3. SK 3出土の土器

当遺跡の中では最も出土量の多い土坑である。縄

文土器片や古い時期の須恵器も出上しているが、 S

B 2と同様な士師器が量的にも多数を占める。特に

北東部の焼士付近からは比較的大きな甕片が何点か

出土している。

(1) . 土師器 (22,..,_,27)

杯 タイプは全く SB2と同じである。 22は完形

品であり、指頭痕が強くつけられている。 24は14と



よく似ており、内面にもラセン状の賠文がみられる。

甕 口径13~14cmの小型甕が多いが、 SB2 や S

K 1ではみられないものもある。 26は乳茶掲色を隅

し、体部内外面にハケメの見られないものである。

27は器高の浅い甕と思われ、体部外面の一部にハケ

と沈線による調整が施されている他は、］寧にナテ

られている。

(2) . 須恵器 (28)

杯身 28は立ち上がりか長く内傾し、端部は丸く

おわる。胎士は緻密であり、外面は紫褐色を呈する。
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第 2~5 図遺物実測図 (1 : 4) 
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直上の包含層出tの小片と接合できるが、 6世紀前

半の所産と考えられ、まぎれこみか、甫複した遺構

の遺物の可能性もある。

3. その他の遺物

1. 土師器

甕 (29-37) 29は体部片であるか、外面に左下り

のタタキを施す古墳時代初頭のもので、畿内、伊賀

地方からの搬入品であろう。 30-33は小型甕で端部

の丸くおさまるものと上方につまみ上げられるもの

かある。 34は台付甕の上半部を欠損するが、体部外

面はナデられているのみで、粘土紐の痕跡がはっき

りと残っている。脚台部はわずかに折り返され肥厚

し、尖った底部にねじこむようにつけられ、内面にし

ぼり込みがある体部と脚部の境は粘土を貼り付けて

ナデている。胎土には 3-Smmの黒色の小石を含む。

35-37はS字状□縁あるいはその退化した甕の脚
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台部である。

鍋 (43• 44) 

杯蓋 (38~42)

口縁部は外反しつつ斜め上方に立ち

上がり、その端部は上方に引き上げられる。すぐ東

の古市遺跡でも同様な鍋か出土しており、 16世紀代

の所産であろう。

2. 須恵器

38・39は天井部と口縁部をわける

短い稜をもち、犬井部は％以上ヘラケズリを施す。

口縁端部は内傾して、内側に明瞭な稜線をもつ。陶

邑編年のTKlO型式にあたり、

あろう。

6世紀前半のもので

40• 41は口径10-llcmと小型化し天井部と口縁部

の稜は全く認められない。天井部はやや丸味をもち

未調整であり、口縁部のみヨコナデされる。 41はS

B 2直上の包含層出土であり、杯身の可能性もある。

7世紀前半のものである。
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-34-



壺の蓋になるものであろうか。

3. 土製品

土錘 (45-53) 合計23点出土している。すべて胴

部がふくらみをもつ紡錘状のもので、長さは5.4-

8. 5cm、径1.2-1. 4cmである。甫量は9.1-14_5gを

測る。穴は両側から穿たれている。ほとんどが包含

層出七であり土拡から出土のものには中世の土師器

鍋の体部片を伴うが、時期は断定しがたい。

4. 周辺遺跡出土の遺物

ここで紹介するのは、算所遺跡の周辺の遺跡て、

近年表面採集された南出遺跡，西出遺跡の遺物と今

回の発掘調査中に表面採集した対岸の大角遺跡の遺

物である。

南出遺跡• 西出遺跡は「位置と環境」の項でも述

べたように、算所遺跡の上流約 5kmの雲出川右岸の

河岸段丘上に位置する。歯出遺跡は20m四方の狭い

範囲で縄文時代早期の押邸文土器を中心に散布して

おり、現況ば畑地である。西出遺跡はわずかに下流

へ行った果樹園の付近に縄文時代早期から弥生時代

にかけての土器や鎌倉時代の山茶椀片が散布してい

る。

大角遺跡は算所遺跡の対岸で「河口頓宮」に比定

されている所のひとつで、白山中学校の武道館建設

に伴う発掘調査では弥生時代の竪穴住居や中世の掘

立柱建物が検出されている。また、以前から縄文上

器片や多数の石器類、奈良時代の軒丸瓦,~か表面採

集されている。今回紹介する遺物は、先の中学校武

道館の西方約lOOmの雲出川の河岸に近い所で出土

したもので、遺跡全体の中では西南部分に位置

する。

1. 南出遺跡

(1)縄文時代早期の押型文土器 (54-65)

いずれも体部の小片ばかりであり、原体の長さや

径は不明である。

54は器壁が厚く、大小ー．種類の原体による深くて

粗大な市松文が上から下に施される。茶褐色を呈し、

胎土には雲母•長石が含まれる。大鼻遺跡⑰や鐘突

遺跡⑱で類例のみられるもので、早期の押型文土器

の中では最も古い大鼻式に比定⑲されるものであろ

うか。
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55は長径 8mm、短径 5mmのネガティブな桁円文を

やや深めに縦位施文する。右端の施文は別原体によ

る浅いものである。

56は山形文を施す唯一のものである。山形文はあ

まり大きくなく、 u縁部付近の可能性もある。 ド端

に刺突文を持つかと思われる。色調は淡褐色で、焼

成は良好である。 56は大川式の新しい時期のものか

と思われるが、神宮式並行期の可能性もある。 57 

-65はネガティブな楕円文や格子文を浅く［口］転施文

したもので、器壁は薄手で、焼成も良好な例か多い。

57は市松様に径 4mmの円文を左から右に向かって横

位に施す。 58は長径 8mm、短径 2mmの細長い楕円文

をやや深く施文する。 59は長径10mm、短径 4mmの大

粒な楕円文を左から右へ施す。 60-64はやや細長の

楕円文を縦位に施している。 60• 63は器面の磨耗か

著しい。 64は施文の浅さが顕著である。 65は平行四

辺形状の斜格f文を浅く施文する。 57-65は神宮寺

式に類似したもので、 63-65は中でも新しい時期の

ものであろう。

遺物番号 出土遺構 全長 胴径 孔径 重量 備 考

（図版番号） 位置 cm cm cm g 

45 包含層 K・2 85 1 2 0 25 14 5 完形

46 H V 7 7 1 3 0 30 13.1 " 
47 " " 74 1.4 0 30 13 7 " 
48 ,, I• 5 60 1.4 0 35 11 2 " 
49 ,, ,, 56 1 3 0 38 9 1 ,, 

50 ,, J • 6 64 1 4 0 32 12 7 ,, 

51 H I• 3 6 2 1 4 0 30 11 3 " 
52 N I• 5 5 7 1 5 0 30 12 0 " 
53 " I• 3 5 5 I 5 0 32 10 5 N 

(94) " J・2 5 3 1 4 0 30 10 4 N 

(95) ,, 7 2 1.3 0 30 11 5 " 
(96) " I• 5 6.4 1 3 0 35 12 0 V 

(97) " 
,, 60 1 4 0 35 11 3 " 

(98) ,, ,, 66 1 4 0 32 11 8 " 
(99) ,, 

" 58 1 4 0 30 11 8 ,, 

(100) ,, K・2 6.8 11 0 28 11.7 端部欠損

(101) " V 6.2 1 4 0.30 11 0 4/5残存

(102) " " 49 1.3 0 32 9 0 2/3 N 

(103) " N 6 1 1 3 0 30 10 8 4/5 " 

(104) 表採 7 0 1 3 0 32 96 端部欠損

(105) SK I• 4 50 1 4 0 30 10 2 3/4残存

(106) 包含層 I• 3 39 1 4 0 32 66 1/2 " 

(107) " 
,, 2 5 1 2 0.36 2 7 1/4 " 

第 2-1表土錘観察表



2. 西出遺跡

(1) 縄文時代早期の土器 (66• 67) 

66は強く外反する LJ縁部片とおもわれるが内面は

剥離している。端面には円棒状具の柱状部を押した

刻H文が端部に対し直角に施される。外面には、凹

部の一辺が 2mmという小粒の市松文が間隔をおいて

施文される。茶褐色を旱し、胎土は砂粒を含む。早

期前半の押咽文土器で大川式でも古い時期のものに

類似する。

67は原手の｛本部片である。大粒のネガティブな楕

円文を施するものと思われるが、縄の尖端刺突の可

能性もある。

(2)縄文時代中期の土器 (68)

体部片である。硬い繊維のために条が判然としな

い撚糸文を外面に施す。胎土は砂粒を多く含み粗く、

焼成も軟であり茶褐色を定する。中期前半の船元式

に類似する。

(3)縄文時代中期末葉～後期の土器 (69"-'77)

69"-'71は口緑部片であり、 72"-'75は体部片である。

69は、ヘラガキ沈線を綾杉条に施し、その偵下に沈

線を一条めぐらしている。胎土には細砂を含み、焼

成は硬く茶褐色を呈する。一見綾杉条の文様が押型

文のようでもあるが、ヘラガキであり、沈線をめぐ

らすなどの特徴から後期前葉のものであろう。

70は口縁直ドに 2条の太い沈線をめぐらす。肥屈

する端面には櫛状工具による剌突文を施す。胎土に

は2""'3 mmの小石を含み、器噸は原手で橙褐色を星

する。

70"-'71は中期末菓から後期初頭にかけてのもので

あろう。

72は沈線による区画をしたのち、沈線に挟まれた

「J」字状の部分に縄文を施すが、器面の摩耗が著

しい。胎土は砂粒を多く含み、乳褐色を呈する。後

期初頭の中津・称名寺式並行のものである。

73は並行する沈線の間に単節の縄文を施している。

黒褐色を呈し、胎土には細砂を若干含む。 74は沈線

による集合状線風文様の施されるもので、胎土は細

砂を含み粗く、乳褐色を呈する。 73"-'75は後期前葉

の中津式から堀之内式に相当する。

76は口縁部の肥厚した部分に単節斜縄文を施し、

端縁内面や口縁部匝下は、ていねいにミガキを施す。
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胎上は雲母、長石を含み、色調は黒褐色を旱する。

77は縄文施文後に凹線文を施しており、縄文をすり

消した区画もある。胎土は細砂を含むが良好であり、

焼成も硬く、淡茶褐色を呈する。 76• 77は北白川上

層式に類似しており、後期後半と思われる。

(4) 弥生時代の土器 (78• 79) 

いずれも体部片であり、 78は櫛描横線の t下に櫛

描波状文を施している。胎土は小石を若干含むが緻

密であり、橙褐色を星する。 79は平行沈線が 4条施

されており、胎土、焼成とも良好で淡橙褐色を呈す

る。ともに弥時代中期のものであろう。

(5) 石器品 (80• 81) 

サヌカイト製の石鏃である。 80は凹晶無茎式であ

り長さ 1.6cm、最大幅1.5cm、原さ0.3cmを測る。基

部の凹みは深い。縄文時代早期のものであろうか。

81は凸韮有茎式である。長さ3.0cm、輻2.0cm、厚さ

0. 5cmを測る。弥生時代のものであろうか。

3. 大角遺跡

(1)土師器 (82......,87)

いずれも橙褐色を呈する口縁部の小片である。遺

存度は％～½であり、 82......,86が杯、 87がlITlである。

82は器高5.0cmと深めで口縁部にはヨコナデを施す。

83......,86は口径15......,17cmを測る。 84の内面には暗文を

斜放射状に一段疎らに施す。

87は口縁部をヨコナデし、底部をヘラケズリする

もので、胎土は緻密であり、淡褐色を呈する。

(2)須恵器 (88......,93)

88はD径25.3cm器高3.2cmを測る III1であり、％程

度残存するものである。内弯する口縁部は、端部に

面をもつ。底部はロクロケズリを施すが、やや窪む

底部の中央はヘラ状具による一方向のケズリが施さ

れる。ロクロの回転方法は右回りである。胎土は緻

密であるが、焼成はやや軟であり、灰白色を兒する。

高蔵寺 2号窯式に類似するものがあり、 8世紀半ば

のものである。

39......,92は貼付高台をもつ杯である。 89は高台が底

部のやや内側に付けられ、面ド端部は拡張ぎみであ

る。高台径は13.6cmを測る。底部外面と体部下半は

ロクロケズリされる。ロクロの回転方向は右回りで

ある。半分程度残存するもので、他の杯よりはやや

古い様相をもつ。 90は口縁部～底部がパ残存するも



のて、 II縁部はロクロナテされる。，＇，＇り合は（本部 11'(ト・

につき四角し＼断血をもち、わすかに外）jへりしる。 91・

92は闘台か外）jへ拡りKするものである。 91はII緑部

の内外血をロクロナテするか、 92はII縁部外川iと底

部をロクロケズリしている。％～％残存している。

色翡は、 90,....__91か凸I火色てあり、 89はI火褐色、 92は

紫褐色を旱する。いすれも s----9 111: 紀のものであろ

4. 結

今日の翡介の糾果、り初斤辿跡ては縄文時代に始ま

り、 Jjも［ふ時代、‘令町時イしと断続的に牛活が汽まれて

いる。しかし、辿構は全体的に希薄てあり、傾斜地

のために削平を受けている上J広方もある。また辿跡

の中心は、今j11jの晶介区の西のやや小翡い所に広かっ

ているものと思われ、辿跡の仝容や性格を論ずるこ

とは難しい。以ドに辿構、逍物についてイ『 Iこの名察

を加えて糾晶としたし＼゜

1. SB  2について

一辺 3.8mと規校の小さな方形プランをもつ飛

島時代の堅穴住屈である。束側は撹乱をうけてしヽる。

部周溝を化するか、 t柱穴は検出されていない。

この時期のものには斎宮跡見鳥屈本逍跡翌をはじ

め t柱穴か明確でない類例も多くみられる。 金般的

には収に接してカマドを{jするか、撹乱部分で既に

消失しているのであろう。

出!・辿物は、 t師悩の杯・甕・甑や須恵器の杯で

あり、 SK3と似た沿柿構成である。ばIi器杯では、

くすんだ褐色をいする杯か多い。しかし、内血には

賠文をもち、底部外訓をヘラケズリし、胎十．の良好

な橙褐色を閑するものもある。雲出川卜流の平生逍

跡むや島111i本追跡では、整災な暗文をもち、明褐

色で焼成良好な飛鳥時代の杯か数多く出t.している。

‘用地）jは大和と伊勢神‘白とを鮎ぶ交通の要衡地でも

あり、こうしたt師器類の出視と分布の背景かn日

される。

l訓i堺甕ては、 II径14cm削後のやや小加のものか

多く、体部外川iにはハケメを施するか、内訓には横

方向のハケメを施すものとナデだけのものがある。

SK3出 tの中には外部にもハケメを施さなしヽもの

あろう。

93は'i{珠つまみの付かない杯盈てある。大H-部は

ふくらみかなく木翡柏であり、 II緑部近くはltd1111し

て低くなる。端部は外側へ間き気味である。 11径は

13cmを測り、 ,'i"J火色を閏する。 8tlf: 紀後染から 9¥仕

紀に属するものであろう。

五
口

1

↓
 

,,a 

かあり、 I!合t、焼成ともイ↓良で灰茶色を情しており、

在地色の強いものと思われる。

2. 縄文土器について

縄文時代後期初頭を中心に、早期木菜と晩期のも

のが少州だが出Lしている。

早期木菜の L器は、内外川iとも貝殻状痕を施し、

降常と I'J形竹管文を配している。類似のものは、近

畿では以都府一乗、『向町逍跡南部地区（一乗サ南地

）、仄）、兵庫県芹l約Jj山店屋遺跡、和歌山県伊都郡船

岡山逍跡の 3逍跡で出 Lしているにすぎないc。一

乗寺南地点では条痕文l沿翫かまとまって出十．してお

り、 4札＇！式に細分している甕‘り辿物出 tのものは、

「条痕凋整の後、幾何学的に微降常を貼りつけ、降

盟卜をきざんだり、竹行文を施す。」ものに相‘竹す

る。時期としては、羽島卜屈 II式以訓と推定し早期

木葉に位置付けている。

—附県卜では ,1i遺跡の対i『にある大角逍跡＠でも

繊維を含んだ早期末菜のい器が表面採集さているか

早期末菜の条痕文上器の出 L例は、向井辿跡◎、曽

根・釜ノ‘ド追跡気百合追跡又 l・.ノ広逍跡R、藪

ノ下逍跡R等と視在のところわずかである。

後期のt器は、 II緑部に沈線による区圃をもつも

のや、胴部文様として「 JJ字状文を施していると

息われる初頭の時期を中心としたものが数、Iは出!・.し

ている。中部地方西部から近畿地方においては、中

期後‘ドに関東の加曽利E式の影野のもとに、 Iメ圃文

と貼付け凸常の渦文の文様をもっ t堺がみられるc。

中期末菜にはその影秤か薄れ、地域色の強い上沿が

分立し、やがて、中沖式の特徴である磨消縄文をも

つ L硲の出現によって後期に人るとされてい
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る鰐洲述の土器片は、区圃内が集合状線の施され

るものと、磨消縄文を施すものや無文のものがある。

集合条線を施するものは、藪ノ下遺跡で類似のもの

が出！：している見後期初頭を中心とした遺跡は束

庄内A遺跡Rをはじめとして、ド川原遺跡R、中ri

遺跡、堂ノ後逍跡等があり、近年凋査事例も増加し

てきており、地域色や編年がより明らかとなってく
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ると思われる。

また、当遺跡周辺で後期の fー：堺を出 tした遺跡と

しては、古市遺跡、田中名逍跡、大角逍跡などがあ

る。いずれも河岸段丘 I:に位閥し、数白mの間隔で

存在する。当時の集落立地を考える卜で穂味深い。

（服部久七）
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ひがしの

III. 一志郡嬉野町 東野遺跡

1 . 位罹と環境

東野遺跡 (1) は行政区画L、一志郡嬉野町大字

森本字東野に所在している。

二重県のほは中央部を雄走する一級河川雲出川の

一支流中村川は大字小原の北方に位憤する標高723

mの矢頭山と、松阪市、一，上郡の境に位置する標高

757mの堀坂山の両山からなる谷間に源を発し、蛇

行を甲ねなから、両岸に肥沃な河岸段丘をもつ中流

第 3-1図遺跡位置図 (1 : 50, 000) 

域へと逹し、流れを直線卜上に変え、久居市との境界

でよ出川と合流して伊勢湾へと注いでいる。

東野遺跡はこの中村川中流域右岸の河岸段丘上に

立地し、南から北へと緩やかに傾斜する段丘は圃場

整備以前は、大部分が水田となっていた。両端付近

は、畑と宅地となっている。現標高は36-37m前後

である。

1. 東野遺跡 2. 島田遺跡 3. 井ノ廣遺跡 4. 蛇亀橋遺跡 5. 薬師寺北裏遺跡 6. 堀之内遺跡 7. 下之庄遺跡

8. 午前坊遺跡 9. 釜生田遺跡 10. 八田遺跡 11. 山神田遺跡 12. 高くね遺跡 13. 荒野遺跡 14. 郡一遺跡

15. 閉垣内遺跡 16. 天保遺跡 17. 新出廃寺 18. 筒野古墳 19. 西山古墳 20. 向山古墳 21. 錆山古墳 22. 小谷古墳群

23. 赤坂古墳群 24. 釜生田古墳群 25. ウツノ古墳群 26. 駒返A古墳群 27. 見行谷古墳群 28. 上尾戸A古墳群

29. t. 尾戸B古墳群 30. 西野古墳群 31. 天花寺廃寺 32. 辻志廃寺 33. 上野廃寺 34. 天花寺瓦窯跡 35. 北瀬古遺跡

36. 上野坦内遺跡 37. 屋敷田遺跡 38. 阿坂城跡 39. 森本城跡 40. 天花寺城跡 41. 堀之内城跡
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中村）iiの形成する刈庁設I了［、及ひ、中流からト

流に拡かる沖柏平野罰は多杯多様な辿跡か各時代

にわたり密及している地域としてii犯ぶされている。

ここて流域の［な辿跡を時代llltiに概観すると、縄

文時代としては，島川辿跡 (2)、蛇亀椅辿跡 (1)

勺かみられるか、縄又を遡る先 l堺時代の辿跡は発

見されていない。り加I.~ 占瑣時代にかけての追跡は

数多く、広人な訓柏を占める釜化Ill辿跡 (9) をは

じめ、 j;J-j土Il/ l辿跡 (15)、郡一辿跡 (14)勺、中村

） ii仝流域にわたって点在している。群集化する段階

の後期古瑣は流域）,-:i『の丘陵 lにに佃在する傾向をもっ

てし＼る。飛I，、,)ヽ奈良時代ては、火化、'y廃、'f(31)ぐり・

て畿内的北索の i農/'/な良門の [·(:1/ir,~の出［か知られ

てし＼る。また、白鳳、人中期に比応し得る、'i跡とし

て、人化、'i'廃、'i'(31)、 —Li免、'1'c:m 、 /・ 野I免、'1'

(33)ぐりの集中所在とも関わり、畿内と •心郡との

鈷ひつきの強さかあったのではないかと考えられる。

中jfl:にポっては、 1'7i北帆時代以降、この地域はfjf

勢[ii)11」家としての北畠氏の文配ドにあったか、こう

したIIか期に閲わる城跡も多く発見されている。白米

城仏況てイj名な阿坂城跡 (38) をはじめ、堀之内城

跡 (41)大化、'j,城跡 (40)かあり、‘竹追跡に近接す

る森本城跡 (39) などかよく知られている。

(1 I I I II)~'li{D 

2 . 遺

1 . 第 1次調査

,h業地内における削平部分の面翡査に先立ち、 r 
事との閲係卜拉仰K路部分約300rrfの第 1次晶介を 6

月161Jから 6J J 25 I! まて実施し、 10月20日から12月

構

7日まて訓闘査1,900対の第 2次晶介を丈施した。

翡介区は、南から北へ緩く 1瑣斜する刈l『段斤 l:に

あたり、 J乱介区におけるJよ本的屈庁は、第 I屈に水

田耕作 LCJ;. U か}'}さ 6cm和1あり、第[[屈に陪

茶褐色粘質 j・、第11I屈に1陪黄褐色粘質/・.、第IV屈に

第 3-2図遺跡地形図 (1 : 2, 000) 
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賠l火掲色枯質 LC臼介）f{i I)、第Vlr1iに陪亦褐色粘

竹 I・.C凶合）1/i 11)、第VII付に、＼せ褐色砂質 I・.C地山）

てある。

辿構は、 ,Jr'ij介区北側て1211':紀代の 1-.:t:広3且を検出

し、村靡：jの砂し )Iヤj側で1511':紀代の 1-J広2枯と溝 2条

を検化した。

1 . 平安•鎌倉時代

(1) 土士広

SK1 束内2.3m X怜j北1.Gmの灼(1jかに方形を旱．

する。 SK2と束辺を揃える。賠赤褐色枯質上を埋

I・. とし I・.r:,!i沿細J¥. かIlll令。した。

SK2 束内1.4m X南北2.4mの平血か長）j形を情

する。 SKIと）j向を詞じくし、束辺を揃える。賠

赤褐色粘買 tを罪 tとし、 I胤i器糸IIIJ¥か出 tした。

SK3 束内1.9,....,2_ 4m X南北4.lmの平血か長）j

形状をぷし、 1ヤj'「分がやや広かる。深さは、 0.3m 

てある。 I拡外側に 2間 (4.2m) X 1間 (2.2m) 

以卜の投尻を推定させる柱穴か確認できた。 1-.:t: 広中

央部から束側には、卒大から人頭大の加rn;i石の集石

が認められ、一部には火を受けているものもある。

皿卜は、陪赤褐色粘質 Lに焼 I・..炭を含んでおり、

I拡内で火を使川したことか推定される。 t師器鍋

(1,....,1) • 羽釜 (5)、山茶椀 (6・7) が出上

した。

2. 室町時代

(1) 土士広

SK6 謁介区南の西収近くで検出した Lf広て、束

1JLj辺はイ~IIJjてあるか、南北 2mの平血か長）j形をな

すものと考えられる。陪I火褐色粘質 j・_を罪 tとし、

1-_ n,1i苔尉j;]釜 (9)が出 tした。

SK 7 , 翡行区南端の西壁近くで検出し、南北3.6 

mx束内1.Gm以 I立）平面が長）j形をなす Lf広であ

る。 l-.f広は、深さ0.3mで、 t-.f広内には卒大の河I以

イiか認められた。また、束辺に沿ってイ芯『間なから

2間 (3.2m)分の柱穴を確，，忍しており、 SK3と

I riJじく i復）やを伴う施設かとも考えられる。賠I火褐色

判i質や tを坪卜とし、 t師沿）; ・ が廿lLした。

(2)溝

S04 翡介区中央で検出したもので、東側に輻広

く広かってしヽる。溝内に加JIJ;i石か認められた他、上

師沿羽釜片、‘常滑窯拙鉢 (10)が出［した。

S05 翡介区中央より怜i奇りで検出され、束内）j

向に流れる幅0.2-0. 3mの小さな溝である
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2. 第 2次調査

検出された辿構は、平安時代後期～鎌倉時代にか

けての Lt.広3屈 (SK8 ,...__ 10)、室町時代のサ仙'[柱

建物 1棟 (SB 12)、イi糾 L坑 4屈 (SXll. 13,...,_, 

15)、井） i 1 Jよ(SE 17)、溝 2条 (SD16、19)、

t拡 l屈 (SK 18)である。これらの逍構は発掘区

IF 而
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のほほ中央部で検出され、遺構密度も濃密となって

いる。追構は中央部の東西へ広がり、さらに束へ伸

びると考えられる。

発掘区は南東部か一番翡く、標高は36,....,38m前後

である。内は谷間を控え、急斜面になり、南から北

へと緩やかに傾斜し、さらに中村川の低位段丘miで

急傾斜する。現況はすべて水田である
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1. 平安時代末～鎌倉時代

(1)土砿

2, 点である。

SK 10 円状の掘形をもち、深さ30cmを測る。鎌介

SKS 木定形ではあるか、 4m-2m、深さは検

出面から約10~20cm の）j形状の堀形を持ったけ広で

ある。暗掲色粘質十．（土里 uに混じって平安時代木

から鎌倉時代にかけてのけ叫器の小llll類か出卜した。

SK9 1mx2mのガ形を呈し、深さは約30cm~

40cmである。 卜屑に 2柱穴をもっている。出 j・追物

は十帥器片はまったくなく、山茶椀、灰釉陶沿片の

時代の［師器片 2,点か出 tした。

2. 室町時代

この時期の遺構は発掘区仝体にみられ、堀立村建

物、石糾t-拡、井｝＼溝かtな逍構てあり、石糾 I_

拡については、大きさ、形態ともに類似，点か多い。

各所に散在するピソトもこの時期のものと考えられ

るか、建物としては 1棟しかまとまらない。
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(1)堀立柱建物

SB 12 桁1j-2間以 1・.x索1j-21/'d(4.5m以 I・.X3. 8 

m) て如叫東てあるか、発掘[x束へ桁行部分か l間

伸ひ、桁行 3間の建物と考えられる。棟 }j向は N

23°Eてある。村間は桁ii"では束から2.2m、2.3

mとほほぐ『間、索1j-て1.Sm守間となる。杵掘形は

円形ブランて径30--40cm程度でややイく揃いである。

辻物内部にイi糾 l拡 3枯、 1中j部に索掘りのJj:1i 1 J1( 

を検出しており、判 I令．中からも t師為鍋片、フィコ

の羽IIぐyかIHI・.している。これらの逍構とは何らか

の密接な関わりをもっていたと考えられ、建物規模

からみて、介1¥もしくは作業場的な使iiI目的で建て

られた 11J能性かある。

(2)井戸

SE 17 SB 12、SX13の南側に掘られたもので井

} iヽJi-1fii四T分に加j閲i{i一段を残した径1.3mの索掘

りJl"・Jjである。深さ 1.7mより袋状になっており完

掘していない。検出血より、井戸内には50--60cm程

の赤灰色に焼焦したれ1JI以石か必識的に捨てられた形

で晶まっており、イiの間から追物か出十．している。

廿II辿物ぱ常滑窯甕、 I火釉椀、 上師器羽釜、フイゴ

羽lI等である。

(3) 土士広

S X 11 発掘区北束部分で検出された。 3 m X 2. 5 

m、深さ20cmを閑する}j形の掘形をもった十拡であ

る。掘形西、南峨にはイi列か残存している。石列は

人部分か亦l火色に焦いしているが、焼上がなく、性

格については不明と占わざるを得ない。 I和fjj中央で

2柱穴を検出している。

SX13 SB12に近接して検出され、一辺2.5m、

深さ 10--20cmの）j形の掘形をもった十拡である。束、

l叫、南咄に段のイi列か「コ」の字型に並んでいる。

掘形外の四隅には2.5m等間の径30--50cmの柱穴を

もち、覆）病か渠っていたと想定される。賠褐色粘質

tの埋 Lには多憤の炭を含み、鉄滓、 L師器鍋片が

多数出 tした。

S X 14 一辺2.3mの）j形の掘形をもったt坑であ

る。 SX 11• S X 13が一段の石列に対して、北• 西

双には、深さ40--50cmの床血から四段の石積みが残

されていた。南、東咽検出川iには抜き取り痕かあり、

一段のイi列があったと考えられる。イi糾は SX13と

-45-

とほほ[1i]様に加火色に焼焦しており、坪 I・.中にも多

t,l: の炭片を含み、判t-.—-,hi か、r,1、l褐色となっている。

焼 I・.はない。出 t辿物は t師堺1111片、鍋てある。掘

形外の四咄には辺辺2.4-2. 5mとイ芯りc:間ではあるが

径30-40cmの村穴を検Illし、投I届かあったと想定さ

れる。

S X 15 イ淀形てはあるか、 —辺約2. 5mの）j形状

をばする掘形をもったt拡てある。 SX 13に近接し、

ほほ[ii]方の十拡と考えられる。石列はほとんど残行

せず、北収にわずかに残っている程度である。深さ

10-20cmである。掘形中央部内咽岱りに径50cmのピッ

トか検出され、床血はI火色砂からなっている。掘形

外の一•隅には2. 5m等間で柱穴を検Illし、他の十．拡

I ri]様に覆届か架っていたと想定される。

SK18 SD19の束側に接し束両約3.Om、怜j北約2.

5m、深さ約50cmの丸底状の上坑である。上］！卜は検

訓~i l部から賠褐色粘質卜に多凩の細破砕宕れ、炭

化物が混人されていた。 ［坑内には埋 L!・.rl'liから細

かい七師器鍋片を中心とした t師鼎類を多凩に出十．

した。

(4)溝

SD 16 発掘区中央西端より束内に走り、西端冴り

を縦断する南北溝と交差した溝である。輻60,.....,SOcm、

深さ 10cm前後で底は平坦である。出十逍物は常滑窯

甕、上師器鍋、フイゴの羽fI、鉄粋等である。

S 019 発掘区中央を束内に横切り、 SK18と近接

する溝である。 SK18と接する溝部分は輻 Sm、深

さ50cmの舌状掘形をもち、中央部に集石が認められ

る。多贔の炭片を含んだ埋上中からは多凩の t師器

鍋片、常滑窯甕、灰釉1111方が出上している。

(ii I [I1 j~= flf D 



3 . 遺

1 . 第 1次調査

第 1次調杏では、調杏面積に比して比較的多くの

逍物の出十．がみられ、須恵器甕、 t師器皿、鍋、山

茶椀、捏鉢、常滑窯甕がある。占墳時代と考えられ

る須恵器片も少量出土しているが、遺構に伴うもの

ではない。出土遺物の時期は大別して平安• 鎌倉時

代及び室町時代のものに大別できる。

1 . 平安•鎌倉時代

(1) SK3 

土師器鍋 (1-4) 丸味をもつ体部と、 「く」の

字状に外反する口縁部をもつ鍋であり、口縁端部の

形態及び調整手法から二種類に区分できる。鍋A

(1・2) は、口縁端部がつまみ上げられ、比較的

高く、丸味をもち、肩部内面にはヨコハケを施す。

鍋B (3• 4) は、外反する頸部がわずかに虹立し、

口縁端部の折り返しが強くおさえられ、肩部内面を

ナデ調整する。鍋Aが先行する形態と考えられる。

土師器羽釜 (5) 外反する口縁部が端部で折り返

物

えされ、わずかな丸みをもち｛本部に水平な鍔をもつ。

大和• 伊賀地方に普遍的に認められるものである。

山茶椀 (6• 7) 6は、わずかに内弯する体部に

薄く引き出され外反する[I縁部をもつ。闊台は、断

面が逆台形をなし比較的邸い。体部卜平外rfiiに「十」

の墨書がある。 7は、高台のみで断面が逆:・角形を

なし低い。 6• 7には、邸式的な差が認められるが、

藤澤編年による第II段階の12世紀訓半期のものと考

えられる。

(2)その他の遺物

山茶椀 (14• 15) 推定［］径16cm前後と考えられる。

わずかに内弯する体部に、外反する口縁部が付くも

のと考えられ、高台は断血方形で比較的高い。

捏鉢 (16) 推定IJ径30cm。｛本部は、直ぐ外開し II 

縁端部が内傾する面をもつ。[]縁部の 1ケ所には、

指によるオサェを施し、片u鉢とする。

2. 室町時代

(1) SK6 

土師器羽釜 (9) 内傾する口縁部の端部が肥）？し、

SK3 ---:__  < -~ ~v l c'-• • . r~, 
~~- l~- .• < --": ,lz;_:t:~_ -": r 

.••.. -~ ミ｝ ーロー ト
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第 3-6図第 1次調査遺物実測図 (1: 4) SK 3 
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水平な面をもつ。体；應 l:平に水平にのびる鍔をもつ。

鍔上部に 2孔一対の穿孔をもつと考えられる。

(2) S04 

常滑窯擢鉢 (10) 直く外開する口縁部は、端部で

わずかに肥厚し、外上方に端面か四む面をもつ。施

釉か認められず、茶褐色を呈し、あるいは常滑窯以

外の製品であるかもしれない。

(3) その他の遺物

土師器鍋C (11) 推定口径30cm。口縁部は、比較

的短く外反し、口縁端部かつまみ上げられ断面が三

角形をなす。

土師器鍋D (12) 推定口径30cm。外反する [J縁部

は、端部で内側に強く折り返えされ、わずかに内弯

する面をもつ。

常滑窯甕 (17) 推定U径12.6cm。直立する口顕部

が端部で外側に折り返えされ、外側に縁帯をつくる。

（増田安生）

2. 第 2次調査

第 2次調査で出上した遺物はすべて土器類で、調

査面積に比して概して少量であった。土師器皿、鍋、

上釜、フイゴ羽口、鉄滓、山茶椀、揺鉢、常滑窯甕、

天目茶椀、青磁などに分けられ、その大半が土師器

である。時代的には平安時代～鎌倉時代、室町時代

に区分することができる。

SK8 

1. 平安時代・鎌倉時代

(1) SK8 

土師器小皿 (18-21) 口径7.7-8.5cm、器高1.8

cm前後である。いずれも器競は厚手で手づくねによ

る雑なつくりの皿である。底部内面はすべてナデ調

整され、 LJ縁部内外面はヨコナデされている。また、

底部外面はすべて未調整、ユビオサエによる指圧痕

が目立つ。色調は白橙色を呈し、胎土は粗い。

土師器皿 (22-24) 口径13.6-16. 4cm、器高2.5

cmで、やや厚手の皿である。底部内面はナテ調整、

口縁部内外面ともにヨコナデ調整されている。底部

は、未調整でユビオサエによる凹凸、指圧痕かみら

れる。色調は、白橙色を呈し、やや粗い。

土師器鍋 (25) 口径15.8cmで、鍋としては小型の

タイプである。口縁部は折り返し口縁を呈し、端部

上面は面をつくる。口縁部は内外面ともヨコナデさ

れている。残りが悪いため体部以下は不明。器壁は

薄く、胎土は比較的緻密である。色調は淡茶褐色。

山茶椀 (26) 口縁部かゆるく外反する。灰色を呈

し、胎土は細砂粒を含み、やや粗い。「］径14.6cm。

山茶椀 (27) 直線的に｛本部かのび、口縁部は僅か

に丸味をもつが尖り気味でおさめる。白灰色を呈し、

胎士は比較的緻密である。口径15.8cm。

(2) SK9 

鉢 (28) 底部は欠失し、直線的に体部がのび、ロ

縁端部を肥厚させ丸くおさめる。ロクロ成形品であ

る。灰色を呈し、胎土中粗砂を多く含む。

. SK 9 

て 18 こ
CIJ19 
~--__,/20 ~ 

三~)~
： b )ニ二 "、

20cm 

¥ 7  /i
 

SK!O 

第3-7 図第 2 次調査平安•鎌倉時代遺物実測図 (1 : 4) 
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(3) SK10 

土師器鍋 (29,..._,30) [l縁瑞部は内側に長く折り曲

げられる。 II緑部内外血はヨコナデ、頸部は指オサ

エで成形される。橙褐色を閑し、胎上中粗砂を含む

薄丁．^ の上硲。

30は、 fl縁部端部は内側に長く折り仙げられ、さ

らに指オサエにより内反する。頸部はさらに薄く指

オサエで成形される。淡橙白色を情し、中粗砂を含む。

山茶椀 (31) 底部より直線的に体部かのび、[I縁

端部はやや丸味をもつ。ロクロ水挽き成形によるも

ので、屁分外川iに糸切り痕をのこす。底部には「．．．」

の墨 fl}がみられる。賠I火色を呈し、胎上中細砂を含

み、やや粗い。

2. 室町時代

(1) SE17 

土師器鍋 (40) I I縁部は断rfii------:.角形を閑し、端部

は上）jにつまみ f-.げられる。端部外血にはヨコナデ

による擬l川線が一条走る。橙褐色を惜し、胎！：は比

較的緻密である。

土師器羽釜 (41) 器峨は薄手で、胎上も比較的緻

密である。 LJ縁部外lMiにはヨコナデによる段状を形

づくる。外面には粗いハケメが施されている。黄橙

色を闇し、胎tは粗い。

フイゴ羽口 (42) 羽［］両端が欠失している。細砂

釆立を多く含み、明黄褐色を吊し、胎tは粗い。

灰釉椀 (43• 46) []縁部は欠失し、体部内外面は

ロクロナデ調整である。｛本部卜.部より底部にかけて

はヘラ削りによる闘台である。灰白色を呈し、胎t

は比較的粕良で焼成は幣緻である。 46は、体部下半

から欠失し、口縁部分がわずかに残るだけである。

日縁端部はわずかに外反し、丸味をおびるが尖り気

味である。 LJ縁部内外血ともにロクロ水挽き調整で

ある。体部内血にはI火釉がかかり、外血は二次焼成

と思われる赤灰色を望し、胎土は中砂粒を含むが、

比較的緻密である。

山茶椀 (44• 45) {本部 L平から l」縁部にかけて欠

失する。闊台は逆台形状を旱する付高台である。灰

色であるが、体部内外面ともに赤褐色で汐．次焼成か

と考えられる。底部内血にはわずかに自然釉が見ら

れる。胎 Lは細砂粒を含むが、緻密であり、焼成は

収い。

-49-

常滑窯壺 (47) 胴部は欠失し、わすかにLJ縁部が

残る。頸部から ll縁部へと直線的にあがり、 ll縁部

は折り返し、 E縁状[l縁である。粘十輪栢み成形で、

器収内血部分にはそのあとが残る。赤茶褐色を7.し、

胎!-.は、緻密である。

常滑窯甕 (48) n縁帯部は肥厚し、玉縁状にちか

づく[J縁部である。胴部大半は欠失し、頸部から胴

部卜部へ大きく脹り出す。粘＋．輪積み成形で、器隈

内血には指圧痕が残る。外而は赤褐色、内血はI火褐

色を旱し、胎卜は緻密である。

(2) SX11 

山茶椀 (64) 底部をわずかに残すのみ。闘台はハ

リッケ後ナデ調整する。灰色を呈し、胎上は比較的

緻密である。

(3) SX14 

土師器小皿 (61.......,63) わずかにU縁部分か残る薄

手の小llllである。内外面ともにナデ調枢である。 61、

62の口縁部は内弯して立ち上がり、端部は尖り氣味

65 

66 

20 cm 
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である。

土師器鍋 (60) 「く」の‘汽犬に外f又する II頸部で、

L 1緑部断血は、 ：．角形を呈し、端部は Lhへつまみ

Lげられる。 LJ縁部内外川iともヨコナデ調整され、

胴部 1-.面よりハケメ謁松される。淡橙白色をばし、

胎 Lは比較的緻密である。

(4) SK18 

土師器茶釜形鍋 (32) LJ縁端部は折り返し、つま

み上げ、丸みをもっている。口縁部内外血ともにヨ

コナデ、頸部内面はナデ調整である。橙褐色を閑し、

胎 Lは細砂粒を含む。

土師器鍋 (33"-'39) 体部より外反してのびる LI縁

部は比較的長く、端部は一般に断面三角形を呈する。

体部は全体に丸底風の深鉢的な形態を有すると思わ

れる。 r1縁部内外面はすべてヨコナデされ、体部 1-.

半にはやや緻密なハケメがある。頸部から｛本部にか

けてはナデ調整となる。茶褐色を早：し、胎tは砂粒

を少凩含むが、比較的緻密である。

(5) S016 

土師器小皿 (54、55) 口径7.6cm(54) 、9.6cm 

(55)で薄手の皿である。内面はすべてナデ調整さ

れ、 54は口縁部全体がヨコナデされ、 55は未調整で

ある。

土師器鍋 (56) 口縁部が比較的短く、端部は上方

ヘ1Iち、断川i___:. 角形を閑する。 l1縁内外面はすべて

ョコナデされ、胴部外面には粗いハケメがある。黄

橙色を呈し、胎I:は砂粒を含むが比較的緻密である。

常滑窯甕 (57) LJ縁部が「N」字状のものである。

縁帯は幅が狭く、傾きは垂卜する。粘上輪積み成形

により、胴部内面に指圧痕がある。内面は茶褐色外

血は灰褐色を呈し、胎土は細砂を含むが緻密である。

フイゴ羽口 (58) 羽u両端部分を欠失する。赤灰

色を呈し、中砂粒を含み、やや粗い。

常滑窯甕 (59) 口縁帯部は玉縁状である。粘士輪

積み成形である。内面は赤褐色、外面は灰褐色を旱

し、胎上は緻密である。

(6) S019 

土師器鍋 (49) f本部から外反してのびる LJ縁部は

比較的長く、端部断面は二角形を呈する。 rJ縁内外

面ともにヨコナデ調整され、頸部から体部内面はナ

デ、体部外面 t洛．部は細かいハケメで調幣する。

-so-

天目茶碗 (50) 光沢のある黒褐色を望し、[J縁部

は直＼＇［しながら、[ I緑端部で外側にわずかにくびれ

る。

灰釉皿 (51) 淡灰緑色の光沢のある釉かII緑部内

外miにJr-Y:<かかる。 r1縁部が外J又し、やや水平に折

れ曲がる。ロクロ水挽き成形により底部外1friには糸

切り痕がある。胎 Lはやや黄味をおびた淡褐色を惜

し、細砂粒を含むが緻密である。

常滑窯甕 (52、53) いずれも LJ縁部は、折り返え

される。粘t輪積み成形で、内面にそのあとが残る。

52には、指Jf:痕がみられる。赤褐色を望し緻密で、

焼成は照緻である。 53は、焼成が悪く焼きぶくれて

いる。

(7) その他の遺物

茶臼 (65) S K 1 ,......, 3 1J広群と中央部 SX 6,......, 8 

の間の但含屑より出十．。日川i虹径15.3cm、底ltti虹径

18. 3cm、高さ9.0cm、芯木穴径2.3cmである。粉受け

用の「lill」を有しているが、四部は破損してイ＜明確

である。臼面の溝は 9,......,10条6分油iと推定され、 H

の断面形状は「V」字状に近い丸溝で周縁まで切っ

てある。日面は平滑に研磨されている。

（山田芳ll{D



4. 結 五
口

1111a 

束野逍跡は、中村川右lド標似rn1m前後の加JJ侶段丘

Lに位骰する。謁杏は、第 1次と第 2次にわけでK

施し、ともに平安時代木～鎌倉時代初期の第 I期と

‘径町時代の第 II期に区分できる逍構・逍物を検出し

た。

第 1期の追構群は、凋介区中央部から北側にかけ

て検出され、 1-.:i: 広6屈が確認、された。これらの上坑

は、出土逍物も少なくその機能が不明なものが多い。

SK3は L坑を覆うように 2間X 1間の堀立柱建物

を伴う l拡であり、調介区が限走されているが堀立

柱建物の一角をなす口J能性もある。また、 上坑内に

は火を受けた加JJ以イiか認められ、炭・焼Lも確誌さ

れており、屈住施設と考えられる。

第II期の逍構群は、おおむね調杏区中央部付近で

検出され、堀立柱建物 1棟、索堀り井戸 1屈、石組

七肱 4 屈のほか大小の上坑• 溝などで構成される。

石糾 l拡 4 屈は、その形態• 構造に共通する部分

が多い。'!油i形は、一辺2.3,..._,2_ 5~ のガ形をなし、

S Xllを除いて四隅の l拡日部に柱穴が詔められ、

覆屋を伴う建物であることが知られる。土拡は、深

さ0.2m程度しか残らないが、 SX14では0.5mと深

い。形態がややくずれた SX15以外では、 2辺,..._,4 

辺に河I以石の石組か認められ、残存状況が良好な S

X14では 4段の石糾が確認、されている。これらの石

糾は、かなり強く焼焦されており、土拡埋土から多

Mの炭、鉄滓が出1:している。殊に咽に組まれた石

組の焼焦は、一時的に火を受けたものとは考え難く、

桓常的に火を受ける状況にあったことをホしており、

また逆に火を受ける壁の保護を目的として設けられ

た施設として考えられる。

±:t広内部には、大小のピットが検出される例があ

（，注）

J□ 久、t本鉄也氏 c_:_~県教育委員会 t事）が、 「_五[翡リ埋蔵

文化財年報」及ひ哉杏報告Bの検索により、 1986年までの出土

例として15ケ所を報告している。 「金属化産遺跡全国謁介概報一

第 l報」束東T業大学人文論叢 1987年

るか、特にその機能を明確に小す施設は確認されて

いない。一方、井}i、土拡あるいは包含I曽からフイ

ゴ羽llが数点出上しており、多惜の鉄滓の出 tと考

え合わせると小鍛冶が行われていたことが想定され、

これらの石糾上拡がその「り因である 11J能性が強いと

考えられる。

----:重県内では、製鉄関係の遺物としてフイゴ羽口

あるいは鉄滓を出土する逍跡は、現在22遺跡が知ら

れている 1。その年代は、 5tH: 紀から16世紀までと

時期幅が広く、かつ直接的に鍛冶遺構と断定できる

例はない。ただ、亀山市沢遺跡で径町時代の羽釜を

出tする集石遺構と焼上i広が検出され鍛冶に関連す

る逍構と想定されている、2。この焼t拡は、 3.5mx 

3mのほぽ方形をなし、一辺に河厭石列が認められ、

床面が火を受けている。平面が 3m前後の方形をな

し河原石を伴うといった点では類似する。

また、国指定史跡上之国勝山館遺跡の第 2号、第

3号地割面で検出された 3Xlm程の細長いt拡は、

隣接する 1X 2間の建物跡とともに鍛冶遺構（小鍛

冶）の口J能性が考えられている 3。 しかし、 16世紀

の小鍛冶遺構と想定し得るだけで、その形態•構造・

類似点は認められない。

中但における、鉄製産をめぐる実態については、

精錬• 鍛冶遺構とも少数の例を除いて、必ずしも明

らかにされているとは言い難い4。 しかし、室町時

代にギれば、手工業牛．産にも著しい発逹がみられ、

遺跡から発見される鉄滓、フイゴ羽nなどは、小規

模ながら鍛冶が行われていたことを示すものである。

束野遺跡の石組上拡を小鍛冶遺構（上房）と想定

したか、今後の類例をもって検討すべき課題は多い。

（駒田利治• 山田芳昭）

② 亀山隆 『沢遺跡 I J 亀山市教育委員会 1988 

③ 上ノ国町教育委員会 『史跡上之国勝山館跡 VI』1985

④ 窪田蔵郎 『改訂 鉄の考古学』 1987 

森浩一編 『日本占代文化の探究 鉄』 1974 
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追跡名所 {E 地 I 批定年代
I II翡l冥
1の根拠 I ill I・ 逍物 発掘 繹 i,J,'J介報告悶名

i什j小山I允,I桑名"多度町人［小!I'll」し""し、旦"の lたる I111 I心跡 Iい、且、 ,-.>Iiふ、瑣1,I_内、 I人Imm Ii f:J小山I免，j発掘，,iが閏」！

I I廿rr宋塚似 i什代） i I釉1,虞、 ,;;¥'ii隣 I I 
i西山辿 liA、I11弁l瓢員町111I i 7 Ii'記初、 8pr, 喜）J ! 須也ぶ Iフイコ';j;]fl(放似）ー、紗、lヽ，ii(多 11970I 「西山• 新野辿趾発掘，謁介［

I (A地区） l i I数）、須也粘、 I帥堺、 1・ぶI' ! 
iI 内ケ広追跡四Lll「n鳳叫町r:I I 6 I廿紀後'I'.(但し、フイコ．＇須恵船 フイコゞ j;]/1(JO似）、須也岱、 I 1969 II 「束名阪心踏即伐文化財砧']I 

松山 羽LIを出 I.した辿構の礼代） 上[]1]1甘~ I 令報；り」

I i西ケ広逍跡 四E:lli打Ii伊坂町/ I i 6 Iせ紀後半（但し、フイゴ I＇須，也沿 フイゴ羽u(数似）、珀恵席、 1971 I 「西ケ図跡発伽J恥閏— II 

(D地区） 松山 羽LIを出：lした辿構の年代） Ulni塙 D地区ー」

木野A辿跡 鈴鹿市郡山町西凶山 古泊時代後'J'.-奈良 紅j、r.)_(悶怜 フイゴ羽口、 し馬、鉄梓 I 19so 「＿こ屯県l'j滋文化財年報10」

大門辿跡 鈴鹿fjJ秋永I町）＜門 5世紀木-6世紀 ~J」，せ_,: (, 且 フイゴ手J口、鉄i咽、須恵沿、占 1980 「国閲閾改イ1::lけ年報II」1I 

式上師器、砥石

斎宮跡 多気郡明和Ill了斎宮 鎌介時代 出土辿物 フイゴ羽口 (1個）、上帥沿、 1974 「斎1湿i跡発掘，J.'」杏報告 I」

山茶椀

ミゾコ追跡 多気郡多気IIIJ四神Ill 平安IIむ代後期～‘呑ll!J!Iか代 l: 帥器Jll!Iフイゴ羽11 1984 「ミゾコ辿趾発扮枯＇，]介報併」

殿垣外迫跡 伊勢市西閤浜IIJJ字 鎌0時代前半 山荼椀 フイゴ羽口、鉄梓、 ヒr:11i?.:11m、 1980 「殿担外辿跡発伽iV,,J介報告」

殷垣外 I 山茶椀、訂磁、 Iこ婉、砥h

下郡辿跡 上野市下郡 平安時代 フイゴ羽ll、鉄滓、須忠岱、 上 1978 「＿五腿凱!1叔文化財年報8」

師器、黒色上沿、緑釉I均諮、志

序式製塩上器、上鐘

下郡辿跡 上野市ド那 室町時代後期～江戸時代後 固辺辿物 フイゴ羽口（数似）、欽神（多 1982 「f/tll追跡昭和57年• 58年

期 包含骰か 贔）、土甜li器、天目、染付、陶 度の発掘調査」

Iらの推定 器、伊賀焼、青白磁

下郡追跡 J:_!J'『叶iードm, 室町時代後期～江戸訪代後 固辺辿物 鉄滓
圏 1I 「,ill即駆暉遁'"

期 包含厨か

らの推定

三谷追跡 阿山郡大山田村広瀬 古瑣時代～中世 出土追物 フイコ‘羽口、欽稗、上師船、須 1981 「三重県哩祓文化財年報12」

患器、製塩土器、鉄製紡錘車

原出辿跡 名張rli蔵持町原出字 鎌介時代～室町時代 瓦 器 鉄倖、瓦器、土師堺、百磁、陶 1981 「三屯県111磁又但廿年報12j

原出 器、天目、古銭

杉垣内追跡 松阪市深長町杉垣内 フイゴ羽口（数糾） 1986 「昭和61年度此業枯盤整

備事菜地域埋蔵文化財調査

報告」

束野追跡 一志郡始野町森本 室町時代 フイコ＇羽口、鉄搾、山茶椀、上 1986 「昭和61年度牒業枯盤整

師器、常滑喪 備屯丈地域1l!!蔵文化財調査

報告」

下江平逍跡 三重郡菰野町）ぐ字 奈良時代 須恵器 フイゴ羽口、須忠堺（「五十戸」 1987 「下i[平辿跡発掘調査報告

田光字ド江平 「倭家」墨苫）、土師器 II」

北山C追跡 四日市市大錢I町 占瑣時代 弥生土器、須恵器、上師沿 1987 「三用県埋祓文化財年報18」

西垣内追跡 鈴鹿市仄法寺町字 鎌倉時代～室町時代 i山茶椀 フイゴ羽口、鉄搾（多州）、山 1987 ' 「::屯県珊餃文化財年報18」

西垣内 茶椀

沢遺跡 [fi山市山下町沢 15世紀 土師器 欽倖、上帥器 1987 「沢辿跡 I」

松山逍跡 安芸郡芸涙町大字 平安時代～鎌倉時代 出上辿物 フイコ，.oP][J、鉄神、須忠堺、灰 1987 「三屯県岬蔵文化財年恨18」

(G区） 萩野字松山 i 釉、緑釉llfiJ忍、山荼椀他

中貝戸逍跡 員弁郡大安町丹生/II 鎌倉時代 山茶椀 フイゴ羽口、鉄神、山茶椀 1988 「三爪県1戦磁文化財年報19」

第 3- 1 表県内フィゴ羽口•鉄滓出土遺跡一覧表
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IV. 松阪市深長町
す が い と

杉垣内遺跡

1 . 位置と環境

とっ しろ

杉坦内遺跡、深長古墳 (1) • 常ノ後遺跡 (2) ・
あかしょう

本党遺跡 (3) は松阪市深長町、赤城遺跡 (4) は

同市野村町に所在し、伊勢冨士と称される堀坂山を

内に叩む標高18-25mのの堀坂川左庁の扇状地扇端
ようち

部に前者は位置し、後者は岩内川右岸に位置する。

松阪市内部は一志地塊と呼ばれる山地が連なり、

その麓には洪積~tの大洪水によって形成された複合

扇状地が広がっている。その範囲は大阿坂から伊勢

寺に及び、：渡川、岩内川、堀坂川などの中小河川

が形成され現在に至っており、その地域は伊勢寺扇

状地と総称されている。扇状地は大きく 3段の段丘

面に分けられるが、明瞭な段丘庄がみられず生活の

場としては良好な立地条件を備えていると言えよう。

生活に必要な水は扇状地特有の伏流水であるため、

扇端部で湧水が多く比較的得やすい環境にあり多く

の泉が見られ、またそこから流れ出た水か小河川を

形成している場合もある。扇頂• 扇央部も比較的水

が得やすい所が多く、伏流水がさほど深くないnJ能

性もある。

松阪市内部は県内でも屈指の逍跡密集地需であり、

それらの追跡はじに扇状地段丘面・斤陵地・及びそ

の縁辺部に多く立地し、沖積地微高地にも散在する。

そこで以ドに大まかではあるが松阪市西部を中心と

する地域の遺跡の分布状況を概観してみたい。

先上器時代の遺跡は、伊勢サ扇状地付近には現在

のところ確認されてはおらず、阪内川と金剛川には

さまれた丘陵地悶にはナイフ形石器が出＋．した長庄

野遺跡 (5)、 い廿遺跡 (6) などがある。また伊

勢、『扇状地から丘陵を一つ越えた地域には、せぎ逍

跡 (10)があり、ナイフ形石器類似の石器が出上し

ている。その他、先上器時代末から縄文時代初頭に

かけての遺跡としては、さんざい林遺跡 (9) など

が知られるが、令体としては先十．器時代を中心とす

る遺跡の発見が少ないのが現状であり、今後の課題
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であろう。

縄文時代の遺跡もその数は少なく先上器時代と似

通っている。立地としては阪内川流域の沖積地の微

高地や川を望む丘陵端部に位附するようである。 l礼

期から前期にかけてと考えられる追跡としては平林

遺跡 (11)が知られるが、十点片についての詳細なこ

とは確認されていない。前期～中期にかけては新田

町遺跡 (12) をはじめ、笠松追跡 (13)、具辿追跡

(15) などが沖積地の微閻地に立地する。伊勢、ff扇

状地でも扇頂部付近に中期～後期にかけて牛活が‘醤

まれていたようで、藪ノト遺跡 (16) や新田遺跡

(17)がある立しかし晩期になると良好な遺跡が現

在のところほとんど確忍されていないのが現状であ

り、弥生時代との接点を探るうえで問題を残してい

る。

弥生時代になると、その立地が沖積地微閻地、及

び沖積地を見卜•ろす丘陵卜．、扇状地扇端部付近など

に比較的まとまって分布するようになる。前期では

斤．陵地盟に卜出遺跡や御殿山逍跡 (24)かあり、ま
もんしゅ

た文珠退跡 (22)、宮ノ越逍跡 (23)が沖積地に脹

り出す低い丘陵 J--.にある。そして低地性の前期弥牛

遺跡としては、 ．．．渡川右作の中ノ庄辿跡 (21)が知

られる況巾期の分布は沖積地微高地上に顧杓とな
lふへやふ

る。中期前半では川井町遺跡 (27) 、鍋屋分遺跡
I. ↓ .・,1, しヽヽど

(28)が、中期後半では田高田追跡 (26)、城坦内

遺跡 (25)などが沖積地微高地と似通った扇端部段

丘面上にある。また少し距離があるが金剛川/dドの
ゆはやさき

涌早崎逍跡 (30) も知られている。後期に人ると斤

陵端部・頂部や台地上にも分布するようになり、そ

の広がりはさらに拡大する。伊勢抒扇状地付近では

下林逍跡 (33)、わこ畑逍跡 (34)、ケ所担内辿跡
あ か た

(51)が、阪内川左岸では阿形逍跡 (35) 、i印追跡

(39)がある。特に蛸追跡ではパレススタイルと呼

ばれる並形十．器が出上しn目される。さらに阪内川



第 4-1図 遺跡位置図 (1: 50,000) (国土地理院：大仰・大河内•松阪港•松阪）

1 深長古墳 2 堂ノ後遺跡 3 本堂遺跡 4 赤城遺跡 5 長庄野遺跡 6 上出遺跡 7 宝塚遺跡 8 観音山遺跡

9 さんざい林遺跡 10 せき遺跡 11 平林遺跡 12 新田町遺跡 13 笠松遺跡 14 池田遺跡 15 貝造遺跡 16 藪ノ下遺跡

17 新田遺跡 18 小野東出遺跡 19 園遺跡 20 那知山遺跡 21 中ノ庄遺跡 22 文珠遺跡 23 宮ノ越遺跡 24 御殿山遺跡

25 城垣内遺跡 26 田高田遺跡 27 JII井町遺跡 28 鍋屋分遺跡 29 杉垣外遺跡 30 涌早崎遺跡 31 中世古遺跡 32 久米貝塚

33 下林遺跡 34 わこ畑遺跡 35 阿形遺跡 36 内五曲遺跡 37 松阪城遺跡 38 権現角遺跡 39 蛸遺跡 40 粥鍋遺跡 41 大足遺跡

42 辻世古中遺跡 43 古野遺跡 44 藤ノ木岡崎山B遺跡 45 藤ノ木小野遺跡 46 草山遺跡 47 上村遺跡 48 神戸遺跡 49 小広遺跡

50 幸小学校遺跡 51 ケ所垣内遺跡 52 貝塚遺跡 53 天白遺跡 54 小野遺跡 55 広見遺跡 56 中野遺跡 57 下山見遺跡

58 大瀬古遺跡 59 新田B遺跡 60 新田B遺跡 C遺跡 61 墓垣内遺跡 62 上ノ庄遺跡 63 出D遺跡 64 鍛治屋垣内遺跡

65 茶屋前遺跡 66 北狭間遺跡 67 杉遺跡 68 中広遺跡 69 藤ノ木岡崎山A遺跡 70 藤ノ木新畑遺跡 71 西野遺跡 72 川原表遺跡

73 はざま遺跡 74 東出遺跡 75 こうじ垣内遺跡 76 羽根遺跡 77 小久保遺跡 78 伊勢寺遺跡 79 小野瓦窯址 80 榎長遺跡

81 鳥戸遺跡 82 上相田遺跡 83 辻之前遺跡 84 辻墓垣内遺跡 85 大垣内遺跡 86 向王子B遺跡 87 王子遺跡 88 向王子A遺跡

89 大坪遺跡 90 前沖遺跡 91 曲遺跡 92 出口遺跡 93 赤松遺跡 94 D南戸遺跡 95 山の神遺跡 96 市屋垣内遺跡 97 山見遺跡

98 藪ノ下遺跡 99 別当垣外遺跡 100 尾田遺跡 101 北小麦遺跡 102 門前遺跡 103 東浦遺跡 104 向山古墳 105 市谷古墳

106 宝塚 1号墳 107 宝塚 1号墳 2号墳 108 久保古墳 109 坊山古墳群 110 茶臼山古墳 111 分木山古墳群 112 八重田古墳群

113 高地蔵古墳群 114 宝塚古墳群 115 奥古墳 116 口南戸古墳 117 鈴ケ森神社古墳 118 八幡山古墳群 119 阿坂古墳群

120 垣内田古墳群 121 小田古墳群 122 美濃田古墳群 123 天神山古墳群 124 平林古墳群 125 五輪山古墳群 126 一越古墳群

127 横尾古墳群 128 白山古墳群 129 菌古墳群 130 弥三郎新畑古墳群 131 すご山古墳群 132 辰ケ鼻古墳群 133 川原表古墳群

134 常光坊谷古墳群 135 狼谷古墳群 136 大分山古墳群 137 追上古墳群 138 浅間古墳群 139 立野古墳群 140 東山古墳群

141 田村古墳群 142 権現山古墳群 143 垣鼻古墳群 144 三ざい古墳群 145 八原古墳 146 伊勢寺廃寺 147 丹生寺廃寺

148 貴田寺廃寺 149 大蓮寺址 150 大行寺址 151 横尾墳墓群 152 高城城址 153 伊勢寺城址 154 松ケ島城址 155 荒神前遺跡
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っちこまかり

ト流の沿作には川井町遺跡や内几曲遺跡 (36)など

が、また、斤陵頂部には松阪城遺跡が位置する。そ
かゆなへ

して古墳時代前期までも含むが粥鍋遺跡 (40)があ

る鸞水系は異なるが金剛川右岸の丘陵に位山逍跡

(46)がある。草山逍跡は附和59年から61年にかけ

て調杏が行われ、その結果、弥生時代後期の竪穴住

居などが多数検田され、その時代の遺物が大凰に出

1: した①。なお、位山遺跡は断続的にではあるが中

tttまで続く大集落であることが確認、されている。

一志郡一志町から度会郡k城町へと続く山麓部分、

丘陵地帯には、前期から後期にわたる古墳及び古柑

群が集中・点在する。松阪市内では西部地区、とり

わけ伊勢寺地区から松尾• 花岡• 神戸地区と続く地

域に集中する。前期古墳に関しては、北から南へ概

観すると、一志郡嬉野町と松阪市小野との境に松阪

巾では最も早い時期に位四づけられ、 4世紀後半頃

と考えられる前ガ後方墳の向山古墳 (104)がある。

向山占墳は全長71.4m、昭和50年国史跡に指定され

た。主体部は粘十榔で、鏡• 石剣・車輪石などが出

士し、中でも鏡は小形1方製鏡の重圏文鏡である⑤。

現在その大半は東扇国立博物館に所蔵されている。

堀坂川と阪内川による沖積平野に突き出た形の丘陵

上に八甫田古培群 (112)が展開する。同古墳群は

団地造成に伴い昭和48年に 9基が発掘調介され、そ

の結果 4世紀後半から 5世紀後半の約 1世紀間の幅

で党まれた古墳群であることが明らかになったR。

出t遺物も豊富で、舶載の二神―軋．獣鏡、鉄剣、ガラ

ス丸玉、肘庇付冑及び短巾片などが出上し、墳麓か

らは円筒埴輪・形象埴輪などが出上している。古墳

群の中で調査されなかった古墳の中では、径約40m

の円墳である10号墳、全長約somの前方後円墳であ

る11号墳がその規模から注目される。その中で10号

墳は古墳群の中でも沖積半野に突き出た丘陵の縁辺

部に位置しているのが興味深い。八市田古墳群から

さほど距離のない丘陵端部に高地蔵古墳群 (113)

が位閥する。その中で中心を占めるのは、全長58m

の帆立貝式古墳である 1号墳であり、 5世紀後半に

属すると考えられている。 1号瑣はその規模から首

長躾的性格をもつ可能性があるかも知れない。阪内

川左岸の花岡地区の丘陵上には宝塚古墳群 (114)

が位置し、代表する占墳として宝塚 1号墳 (106)、

-55-

2号墳 (107)がある (j)。 1号墳は全長95mの前方

後円墳で、伊勢国最大の規模をもち、 2号墳も全長

72mの帆立貝式の前ガ後円墳であり、ともに昭和 7

年に国史跡指定を受けている。 1号墳は 5柑紀前半

に、 2号墳は 5但紀後半に築造されたと考えられる。

宝塚占墳群から東、金剛川右岸の低台地南端部に久

保古墳 (108)が単独に位置し、県史跡に指定され

ている。久保古墳は全長52.5mのrti内最大の円墳で、

舶載の＝角縁神獣鏡 2面が出土している。この舶載

のて角縁神獣鏡は京都府椿井大塚山古墳、岡山県湯

迫車塚古瑣、静岡県平川大塚古墳出上の鏡と同陀と

言われR、築造年代は 4!仕紀後半頃と考えられてい
はうやま

る。久保古墳から東南へ約 1kmの丘陵上に坊山古

墳群 (109)がある。その中で 1号墳は径40mの円

墳で規模が大きく、出上遺物としては1方製鏡の神獣

鏡があり、築造年代は 4世紀末頃に求められる。ま

た束隣りには高田古墳群が位附し、 1号瑣は円墳で

径33,._,36mと坊山 1号墳に近い規模をもつ。出上逍

物がなく築造年代は推定するのは難しいが、 4世紀

後半頃と考えても良い古墳である。なお、松阪駅付

近に現在は宅地化されて消滅したが、茶臼山占墳

(110)があったと言われ、その規模は径約55mの円

墳であったと推定されている。以におおまかでは

あるが前期古墳の分布を見るといずれも或る程度の

規模をもつ古墳であり、首長墓的性格を有していた

と考えてもさしつかえなく、これらの古墳を持つ地

域は相Tf.に消長を緑り返していたのではないかと想

定しうる。またこれらの事はこの地域一帯か南勢地

方の広範囲にわたる支配権を確立していたとも考え

られよう。

後期に人ると丘陵上・山麓部などに横穴式石室を

主体とした小規模な円墳を中心とした群集墳が現わ

れるようになる。伊勢寺扇状地付近では、低丘陵地
かみもんしゅ

に美濃田古墳群 (122)など、山麓部にはじ文珠古
かし、とた

墳群など、丘陵地帯には坦内田古墳群 (120)R、

大神山古墳群 (123)、平林古墳群 (124)⑲などが

営まれている。また、阪内川両岸の丘陵地帯でも松
lょうこうはたに

尾地区に川原表古墳群 (133)、常光坊谷占墳群

(134)などが、花岡地区では立野占墳群 (139)、

束山古墳群 (140)などが営まれている。これらの

事は、この時期に人ると支配者屑だけでなく、被支



第4-2図遺跡位置図 (1: 50,000) 
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配者層の間でも家族墓的で集団墓的な形で古墳を営

む風習が広かった現れと解することが出来よう。

古墳時代の遺跡は主として扇状地上に立地し、ま

た沖積地の微高地に立地しているものもある。そし

て古墳群の増加と相関関係をもち、その数は培加の

傾向にある。扇状地上には北から広見遺跡 (55)、

出口遺跡 (G3) を中心とする地域、さらに南は中広

遺跡 (68)、茶屋前遺跡 (65)などがあり、沖積地

の微高地には阿形遺跡、北狭間遺跡 (65)が、また

丘陵の裾には川原表遺跡 (72)などがある。中でも

阿形遺跡は弥生土器片とともに古式上師器が比較的

まとまって出士している。しかし、古墳群から見下

ろせる地域には必ず古墳群を営んだ集落かあるはず

であり、その数は今後の調査次第ではさらに増加が

期待される。

飛鳥～奈良時代以降を中心とした遺跡が集中する

のが堀坂川沿庁地域であろう。堀坂川左岸の扇頂部

付近から扇端部にかけて遺物が濃密に散布する箇所

が多い。その中で特に目をひくのが扇央部を中心と

して広がる伊勢寺遺跡 (78)である。伊勢寺遺跡の

遺物散布は広大な地域に及んでおり、余良• 平安時

代を中心とした須恵器• 土師器• 施釉陶器• 山茶椀

などが濃密に散布し、その面積は県内でも屈指の規

模である。そして扇頂部付近には奈良～平安時代初

頭の掘立柱建物などが検出された榎長遺跡 (80) ⑪

か、扇端部と堀坂川が大きく北に向かって流れを変
まかり

える沖積地の境に曲遺跡 (91)か位僅する。曲追跡

は隣接する伊勢寺遺跡に匹敵する広大な面積を持ち、

その一部は昭和59年に発掘調査され、奈良時代後半

頃から平安時代全般にわたる掘立柱建物や井:ilなど

荘ノ坪

＼
 

＼
 

＼
 □

1
 

里中
宮ノ越

西沖

＼＼ 

東沖

ooO 

麦
`̀
 一’
 

ヒ
．

I•L 

r
 

才
＼

＼

（

 

¥

o

 

¥
＼

IA/(Il/

い`
西沖

臼
岩内）II 

‘ー

゜゚
゜
~

゜
ー

城

：
赤
＼
＼
．
ー

1

＼

（

 

図切字図3
 

4
 

第

-57-



が検出されている＠。堀坂川よりに岩内川に近い扇

端部に位置するのが前沖遺跡 (90)である。前沖遺

跡も昭和60年に発掘調査され、奈良時代末～平安時

代初期にかけての堀立柱建物群などが検出されてい

る呪湧水が多い地域であるが、排水対策を講ずれ

は比較的生活がしやすかったのかも知れない。これ

らは主に堀坂川左岸であるが、右岸の扇央部付近に

もこの時期の遺跡が集中しており、大垣内遺跡 (85)

や大坪遺跡 (89) などはそれらの代表格であり、そ

の周辺も遺物散布が比較的多い箇所が数ケ所見受け

られる。これらのことから伊勢寺遺跡を中心とする

この地域は、この時期の中心的地域ではなかったか

と想定されるのである。

古代仏教の輿隆にともない奈良時代を中心とする

寺院跡も数ケ所点在する。広大な伊勢寺遺跡の南辺

部分に位閥するのが伊勢寺廃寺 (146) である⑭°

その寺域周辺は古瓦が多数採集されており、白鳳期

と推定される軒平・軒丸瓦が若干見られ、創建が白

鳳期に求められる可能性を持っている。また方形地

割が残存し、その中軸線が真北をさすなど寺域の推

定も可能な寺院跡である。伊勢寺廃寺の南約2.3km

の阪内川左岸の丘陵東麓部に丹生寺廃寺 (147) が

あるR。創建はその出土する軒平・軒丸瓦からこれ

も白鳳期に求められ、奈良時代を通じ存立していた

と考えられる。寺域と推定される区域には整地面や

土塁状遺構の残存が見られるが、それらが寺の遺構

と関連があるかどうかは不明である。

平安時代初期成立の『延喜式•神名帳』®記載の

神社、いわゆる式内社も伊勢寺扇状地を中心とする
あ さ か びんた

地域には大神・物部・堀坂• 阿射加・敏太神社など

が知られている。大神・物部•堀坂の各神社は現在

残ってはいないが、それぞれ故地があり、中でも大
おおわ

神はその故地が深長町の「泉の森」地内の大神社と

同じであると考えられている。しかし、この地域に

前述のような式内社が比較的まとまって集中してい

るのが興味深い。また同時期の成立と考えられる

『和名抄』には現松阪市域の旧飯高郡に 7つの郷
かみ しもひり たいら あがた

名が見え＠、上・下牧は現田牧町に、英太は現阿形

町に比定されている。飯高郡は奈良時代中頃から平

安時代中頃までこの地域に強い勢力を誇り、君姓を

与えられた飯高県造が主宰した地域であり、国郡制
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施行とともに郡司に任ぜられ、現阿形を中心とする

地域に郡家が比定されている呪

古代における圃場整備である条里制も河川による

沖積平野を中心に行われたようで、現在でもその名

残りを見ることが出来る。北は阿坂地区から南は阪

内川左岸地域まで広範囲に見られ、施行期について

は7世紀後半以降とも言われている呪そして、古

代の道もまた条里制とは不可分の形で考えられてお

り、大和から伊勢神宮への道、すなわちこの付近で

は一志頓宮から飯高駅家に至るルートが現在推定復

元されており気杉垣内遺跡と堂ノ後遺跡の中間を

横切るように、条里と平行して走っているのが注目

される。

平安時代末期以降、飯高郡は神八郡の一つ、度会
みくりや み

郡・多気郡とともに神三郡となり、多くの御厨• 御
その

薗が神宮領として成立分布している。伊勢寺扇状付
まがり

近では勾御厨、深長御厨、英太御厨、御薗、岩内御

園などが知られているR。

中世以降になると遺跡の分布はやや疎らになるが

この時期の遺跡は古代からの遺跡と盾複するものが

多く見られる。扇頂部付近には藪ノ下遺跡 (98)R

があり鎌倉時代と考えられる掘立柱建物などが検出

されており、扇端部付近では別当垣外遺跡 (99)、

北小麦遺跡 (101)などが点在している。

南北朝から室町時代にかけては当地域も伊勢国五j

家の北畠氏の支配下に組み込まれ、中心的な役割を

果すようになる。特に山麓部や丘陵頂には、城が多

く築かれ、白米城などをはじめとして堀坂山系には

多くの中世城館が点在し、その栄枯盛衰を見ること

が出来るR。そしてこの時代を知る手掛かりとして、

堀坂山系の丘陵の一つをおおう形で展開する横尾墳

墓群 (151)の存在があげられるR。尾根上から頂

上付近にかけて広がる石組遺構• 土坑は数多く、そ

の規模の大きさは全国的レベルのものであり、中世

における葬送・墓制や信仰を知る手掛かりを与えて

くれるものとして注目に値する。

（河瀬信幸）



2 . 遺

今回の調査は面的な調査がなく、圃場整備に伴う

幹線道路と幹線排水路に限定された。しかし、道路

と排水路であるため、遺跡内全域にトレンチを入れ

る形となり、地区設定も通常のものではなく大地区

設定を遺跡内ほぼ全域に行うこととした。

大地区設定は第 4-5図に示すとおりであり、一

辺lOOmの正方形の大地区A-Hを設け、そしてそ

の中を25地区に分け、さらに中地区を 4mx4mの

正方形の25の小地区に分ける方法を取った。地区の

名称は北西隅を甚準とし、その呼称は、 （例） A-

1 -1とした。なお、方眼の基準は、幹線道路のセ

ンター杭を使用した。

発掘区は 5箇所に分かれるのでそれぞれにA-E

までの地区名を与えた。東西に延びる幅lOm(その

ロロ

21 

＼ 

／／  

／ 

第 4~5 図発掘調査区地区割図 (1 :2,000) 
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構

内約½は排水路部分と合わせ福15m) の幹線道路を

A地区、 A地区とつながってはいるが、南北に延び

る幅 5mの排水路部分をB地区、東西に延び深長古

墳下層も含めた排水路部分をC地区、さらに「古道」

を確認するために東西に入れたトレンチをD地区、

E地区とそれぞれ呼称した。

なお、調査区A-C地区の北側には、一段低い水

田が緩く東へ傾斜して区画され、また南側には畑と

して利用されている微高地との間に小河川か東流し

ている。弥生時代から平安時代の当該地域は、 C地

区及び深長古墳周辺がわずかに高く、緩やかに東へ

傾斜する比較的上面が平坦な微高地状の地形をなし

ていたと考えられる。また、 D•E地区は、安定し

た微高地上に立地している。

100 m 
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1 . 

A地区の調査面積は約3,100面で、その発掘区は

弧状を呈する。基本的な層序は発掘区の東西でかな

り異なり、西側の基本的層序は第 1層が暗灰色の耕

作tであり、第 2層が暗褐色及び暗灰褐色土でこれ

が遺物包含層を形成している。しかし、第 1層も第

2層も何回かに亘る整地を受けたらしく薄い幾つか

の層に分かれており、また撹乱も受けている。第 3

層は黄褐色シルト層で、これが遺構検出面である。

それに対し、東側（旧河道より束）の基本的層序は

第 1層が暗灰色の耕作土であり、第 2層が暗褐色及

び暗灰褐色土であり、遺物包含層を形成するが、旧

河道北岸では暗灰褐色粘質上の箇所もある。第 3層

は暗灰褐色砂質土で、これが遺構検出面であるが、

発掘区が北東にカーブする箇所あたりから遺構埋上

と遺構検出面の判別がやや困難になり、その質の違

いによりかろうじて検出が可能になる。

B地区はA地区のほぼ中央から南へのびる排水路

部分である。某本的層序は第 1 層から第 2• 3層ま

ではA地区と同じであるが、第 4層の遺構検出面は

黒褐色砂質土及び暗灰褐色粘質士で、旧河道付近は

黒褐色砂質＋．で、発掘区南側では暗灰褐色粘質土で

ある。そして旧河道付近では包含層が数層に分かれ

ている。

A地区で検出されたtな遺構は古墳時代後期の竪

穴住居11棟、奈良時代中期の竪穴住居 1棟、後期の

井戸 1基、平安時代前期の竪穴住居 1棟、掘立柱建

物 1棟、柱列 1条、井戸 2基、土拡8基などである。

そして発掘区中央よりやや西側で旧河道が検出され

た。また、遺構ではないが、緑釉陶器の破片を含む

多量の出土遺物があった落ちこみがある。

B地区では発掘区南側で比較的大きなピットを数

ヶ所検出したが、出上遺物がなく、またブロック状

の粘質士がその埋tであり、その性格は不明である。

また、包含層からの出t遺物も少贔であった。

従ってこの項では遺構が集中し、また旧河道が検

出されたA地区について述べて行くことにしたい。

1 . 古墳時代後期

1 . 竪穴住居

A•B地区

-65-

S81 約½を発掘区南壁で切られるため全体規模

は不明であるが、南北4.2mの長方形と推定され、

深さは 8,..._,15cmである。主柱穴は確認出来なかった

が、北辺中央部分にカマド跡と考えられる焼tがあ

る。長軸方向はN24°Eと推定される。出土遺物に

は士師器高杯 (2• 3)、甕 (1) などがある。

S82 東西3.7m、南北2.9mの隅丸長方形を星し

深さは10,..._,20cmである。主柱穴は 4ケ所確認され、

径35,..._,85cmの円形及び楕円形で、深さは床面から

10,..._,20cmである。柱間は東西1.8m、南北1.6mであ

り、東辺にカマド跡があり、焼t中には遺物が含ま

れ、支石も残っていた。長軸方向はE21°Nである。

s 字状口縁をもつ上師器台付甕片 (4• 5) と須恵

器杯盆 (6) などが出土している。

S83 東西3.7,..._,4_ 7m、南北3.6m、深さ 15,..._,20

cmの長方形を星する。主柱穴は 4ケ所確認、され、径

0.3,..._,1.lmの円形及び長円形で、深さは床面から平

均15cmである。柱間は東西2.5m、南北2.3mあり、

西辺にカマド跡の焼士があり、遺物を含んでいた。

長軸方向はE18°Nである。出上遺物ば焼土内から

土師器甕片 (11)があり、その他t師器高杯 (7,..._, 

10)などがある。

SB 14 東西2.9m、南北2.9mの閑丸ガ形で、深さ

は15,..._,25cmである。主柱穴もカマド跡も確認出来な

かったが、南東隅に径1.2,..._,1. 6m程で、深さ 15cmの

ピットがあり、貯蔵穴の可能性もある。長軸方向は

N13°Eで、出土遺物は土師器甕片など少贔である。

SB 15 発掘区南壁で切られているため全体規模は

不明であるが、東西4.2m、深さ12,..._,15cmの長方形

を呈すると推定される。主柱穴は確認出来なかった

が、西辺付近に焼土が残りカマド跡と考えられる。

SB 14が一部を切っている。長軸方向は N14°E。

土師器高杯 (14,..._,16) S字状口縁台付甕片 (12)、

t師器甕片 (13)などが出土している。

SB 16 東西2.8m、南北3.5m、深さ13,..._,15cmの長

方形を呈する。主柱穴らしき 2ケ所のピットはある

が不明といわざるを得ない。東辺にカマド跡の焼士

があり、土器を含み、支石も残っていた。長軸方向

はE40°S。土師器高杯 (19)、須恵器杯身 (17)、
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杯蓋 (18) などが出士している。

SB 17 東西2.3m、南北2.4m、深さ 15,...._,20cmの方

形である。主柱穴は確認出来なかった。カマド跡と

考えられる焼土が北辺近くにある。長軸方向はN29

ow。出土遺物には須恵器速 (22)、t師器高杯 (20)、

甕 (21)などがある。

SB 18 発掘区南壁でその殆どを切られ全体規模は

不明であり、主柱穴の一部も検出出来なかった。深

さは10cmで、推定だが長軸方向は ES.5°Nと考えら

れる。出土遺物は少量だが、土師器甕片などがある。

SB 19 遺構の残りが悪く一部しか検出出来なかっ

たが、南北3.9m、深さ 5,...._,10cmの方形と考えられ

る。主柱穴は確認は出来なかったが、北辺にカマド

跡と考えられる焼土が残り遺物を含んでいる。しか

し、出土遺物のほとんどは小破片が多い。推定長軸

方向はN12°Wである。

S B 20• 21 S B 20も削平のため残りが悪く全体規

模は不明であるが、北東辺3.4m、深さ 5,...._, 8 cmの方

形と推定される。これも主柱穴は確認出来なかった

が、北東辺近くにカマド跡と考えられる大きな焼土

の塊りがあり多量の土器片が含まれている。士師器

杯 (23• 24)などがあるが、その多くは小破片が多い。

長軸方向はN43°Eと推定される。 SB21はその切

り合いから SB20より若干古いと考えられるがごく

一部を検出したのみで詳細は全く不明である。 SBl 

9,...._,21は相互に切り合い関係にあると考えられる。

2. 奈良時代中期～後期

S B22 東西2.7m、南北2.7m、深さ 5,...._, 10cmのほ

ぼ正方形に近い形を呈する竪穴住居である。主柱穴

は4ケ所確認され、径20,...._,45cmの円形及び楕円形で

深さは 10,...._,20cmであり、柱間は東北• 南北とも1.5 

mである。カマド跡は東辺にあり、焼土中には遺物

を多く含んでいた。出上遺物は上師器杯 (25)、皿

(26)、甕 (28,...._,31)、盤 (27) などが出土してい

る。長軸方向はNl0°Eである。

S E25 発掘区西側で検出された井戸である。井戸

掘形は 1段目東西1.85m、南北2.55mの長方形で、

2段目は東西1.18m、南北1.20m、深さは井戸底部

までは1.lOmである。井戸側としての木組みを持っ

ているが、かなり大きさの違う木材をうまく組み合

-67-

わせていたようであり、縦板と横板の組み合わせが

屈本の様であるが残りが悪く、その詳細な組み合わ

せ方法は不明である。井戸内法は推定66cm程度であ

り、真子は不明で曲物の埋設はなかった。木組内側

埋上中から上師器甕 (55,._,57)などが出上している。

3 平安時代初期～前期・後期

1 . 竪穴住居・掘立柱建物・柱列

SB 13 竪穴住居、発掘区北咽で切られ全体規模は

不明だが南東辺2.6m、深さ 10,._,20cmの方形と推定

される。主柱穴は確認されなかった。北束辺付近に

焼士があり、カマド跡と考えられる。長軸方向はN

40°E。出土遺物はt師器杯 (32) などがあるが少

量である。

S84 掘立柱建物。 4X 2間の束西棟と推定され

る。桁行7.4m、梁行4.6m、柱間は桁行1.85m、梁

行は2.3mの等間である。柱掘形は径0.55,._, 1. 6mの

円形及び楕円形で比較的大きく、深さは、 35,._,55cm

である。北桁行東端、南桁行西から 2列目の柱掘形

に柱痕跡が残る。棟方向は EWO 0。出十．逍物は十．

師器杯• 皿・甕片などがある。

SA26 L字形の柱列である。柱掘形は径20,._,40cm

の円形及び楕円形で、深さは11,._,23cmと規模は小さ

い。柱間は東西2.lm+2. 3m+2. 4m+2. 3m、南北

2.lm+l.Smと不揃いである。出t遺物は十師器杯

片などがあるが量としては少ない。

2. 土砿

SK6 東西3.4m、南北2.lmの逆 L形で深さは

16,._, 37 cmである。東隅に焼土があり、その周辺から

瓦片が少贔出土した。その他土師器杯 (33)が出上

している。

SK8 一辺2.0,._,2. 5mの丸味を帯びた方形を閑す。

深さは 18,._,25cm と浅い。埋土中から土師器杯 (34•

35)、甕片 (36)を含む多量の土師器細片が出土し

ている。

SK9 長径3.5m、短径2.lm、深さ 10,._,20cmの桁

円形を呈し浅い。 SKSと同様に上師器杯 (37)を

含む多量の土師器細片が出tしている。

SK 11 一辺0.85,._, 1. 6mの長方形で深さは 9,_, 20 

cmと浅いが、焼土を多量に含んでいる。出t遺物は

士師器甕片など少量である。
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SK 10 径1.4-----1. 6mの円形を惜し、深さは37,..._.,42 

cmである。埋l令．中に焼十．を芥化令み、軒平瓦 (38)

など多凩の此片が出 tしている。後期と考えられる。

3. 井戸

S E23 Ill加I道北畔で殆ど流れと接するのではない

かと考えられる程の箇所で検出され、井戸としては

小規模なものである。井戸掘形は東西1.38m、南北

1. 64mで貞 f底までの深さは76cmと浅い。真fは長

径44cm、短径30cm、深さは18cm、fllJ物の埋没はなかっ

た。掘形内には井） i側としての木糾みか比較的良好

な形で残っていた。その構造であるが、掘形底部に

相欠きによる板材を糾み合わせ、その外側に南北に

縦板を並べ、東内は横板を積み巾ねている割合単純

なものである。横板も縦板もやや内側に向かって傾

いているためにややばらつきがあるが、東西70cm、

南北76cm程度の内法と考えられる。井戸枠材として

使）Hされている木材は様々で規格性がないのか特徴

である。横板などは東側ではその幅やゆさもまちま

ちであるし、縦板も輻などにややばらつきがある。

また転川材を多く使用してあり、横板・縦板とも建

築部材が転用されたらしく所々にほぞ穴や切り込み

が見られ、そして補強材として円形や長円形の曲物

底などが使川されている。井戸掘形の埋tは下層か

ら黄灰褐色砂質十．（これは地山と似通っている）、

黒色粘質上、黒褐色粘質＋．にわかれる。また井戸枠

内の埋上は黒色粘質十．で、ヘドロ状に近いものであ

り、廃東時に一挙に埋まった可能性が強い。井戸枠

内からの出上遺物には、約％弱の遺存しかないか

「正」と外底面に黒内されたt師器杯 (45) をはじ

め、土師器杯 (42-----44)、黒色＋．器 (46)、さらに

祭祀用木製品としての斎串 (486-----489)などをはじ

め6点が出 tしている。

S E24 旧M道の内岸で SE23と同じように川に接

するような箇所で検出された井戸である。井戸掘形

は径2.6-----3. 06mの不正な楕円形を堪し、貞子底ま

での深さは1.5mである。貞 fは長径52cm、短径42

cmの楕円形で深さは10cm程である。真＋には曲物が

埋設されてあり、井戸底には拳大の川原石が20個程

度敷かれてあった。掘形内には井戸側としての木組

みが中・下部を中心に比較的良好な状態で残ってい

た。その構造であるが、これも SE23と同様に東西

に横板、南北に縦板を糾み合わせたものであるが、

S E23とは異なり、横桟の補強によるさらに強い構

造となっている。まず最下部であるが、束西の横板

に穴を穿ち、そこに角材の横桟を人れ、さらに 2段

I l• 3段Hの横板をつなぐ様な形で相吐に相欠きを

人れた箇所にやや輻の広い角材を人れて補強し 1-

3段までを構成する。そして、最卜剖位)横桟の I:に

南北の縦板を乗せ、 2• 3段tIをつなぐ横桟にそわ

せて立て、さらにその後にもう一枚の縦板を並べ補

強するという形を取っている。横板はドから 4段目

までが残るが、前記の様な横板と横桟の組み合わせ

があったかどうかはイ』明である。井戸枠材はこれも

かなり転用材が使川されている。埋上は井戸掘形か

黒褐色粘質上であり、殆ど上屑、 卜1曾とも変化が見

られない。さらに井戸枠内の埋tもヘドロ状の黒色

A
 

A' 

A
 

A' 

18,600 

B
 

B' 

゜「「「lゴ-,-----r--- —ーーゴ――- I 
2m 

第 4-10図 SE23実測図 (1: 40) 
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釉陶器の底部 (52• 53)などか出 Lしている。そし

て、祭祀用木製品である人形 (466-467)か 2,点、

また斎串か掘形内から (478-481)、井;i枠内から

(468-477)など計14点が出1・.している。

上でやや粘質のものであり、これも上・ト屈とも余

り変化は見られない。さらに井戸枠内の埋上もヘド

ロ状の黒色土でやや粘質のものであり、これも!:・

ド層とも余り変化は認められない。埋土中には拳大

の川原石や曲物底、丸木杭状木製品などか一括して

人ってお り、廃棄は短時間に行われた可能性もある。

出t遺物として、堀形内から上師器[[][ (48) 、杯

(49) などか、井戸枠内からはi直面盟計ボ （ 50 ）、 灰

4. 旧河道

発掘区中央よりやや西でB地区と接する箇所周辺

を中心に、西から東へ流れる旧河道か検出された。

旧河道の規模は川幅かはっきりと解る程発掘区が広

＜
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第 4~11図 SE24• 25実測図 (1: 40) 
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くはないため推定の域を出ないが、 B地区と A地区

との接点の箇所での広さから、川輻は 5---7 m程度

と推走され、深さは遺構検廿i面から 1---1. 5mであ

る。流れは井戸 SE24から内へ 8---lOmの南咽にそ

の痕跡が見られることから、そして河道内の様子な

どにより或る程度復冗が可能である。流れが発掘区

南咽に消えて行く箇所には多量の葉のついた木の枝

などか検出されているが、単に流れにより溜まった

ものなのか、所謂護岸のための「しがらみ」なのか

はイ＜明といわざるを得ない。 Il I河道の埋上は凡そ耕

作tも含め16層に分かれる。第 5層のシルト質砂礫

上から最下層の砂礫までの間には平安時代を含むそ

れ以前の遺物が大星に含まれ、第 3層の砂質シルト、

第 4層の砂混りシルトには平安時代から中世に至る

遺物が多量に含まれている。埋土の堆積状況とその

質、そして含まれる木製品を含む大量の遺物などか

ら考えれば、流れはそれほど氣ではなく、比較的ゆっ

くりとした流れであった口j能性が強い。従って旧河

道の上砂の堆積はさほど大きな洪水などにより埋まっ

たのではなく、時をかけて埋まったと考えられはし

なしヽ だろうか。

旧河道からの出土遺物は大量である。殊に第 3層

から川床までの間には木製品や土器類がぎっしりと

詰まっていたといっても過言ではない。上器類もそ

の種類が豊富である。しかし、下層の砂礫層固辺は

流れの具合によって新旧の上器が人り混っている場

合もある。 tなものを挙げれば、細片ではあるが縄

文上器、弥生時代後期の壺、古墳時代の上師器甕

cs字状LJ縁台付甕含む）、土師器椀、高杯のほか、

須恵器杯、杯蓋、飛蔦時代から平安時代にわたる士

師器甕・杯.lIIl. 須恵器長頸壺、さらには墨書土器

など枚挙にいとまがなく、その他、石鏃や勾玉など

も埋土中から出士している。木製品も大量で、建築

部材、曲物など日用雑器類、また紡織具、農具など

道具類、横櫛など服飾具など実に豊富で種類も多い。

この旧河道からの出土木製品で特筆すべきは多量の

祭祀用木製品である。人形、斎串（全体で破片も含

めば169点）、陽物、馬形、刀形、刀子形などと種

類も多い。さらに祭祀用上製品も土馬、ミニチュア

上器などがある。木簡もこれらの木製品や土器類と

伴に 1点ではあるが出土している。 （河瀬信幸）
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2 . 

C地区は排水路部分が調介対絞であったが、深長

占墳の確認によりそのド府地域も含めることとなっ

た。 C地区も東西に細長い発掘区のため所々 tf曽に

も変化か見られるか屈本的には 3栢に分かれる。第

1屑は賠灰色の耕作t、第 2層は、暗褐色粘質 tで

これが逍物凶含屑を形成し、第 3層が黄褐色シルト

上の逍構検出血である。深長占墳）古j溝部周辺、特に

西側部分は第 1屑と第 2屑の間は水田整地のためと

考えられる十．屑が幾層にも分かれている。

検出された遺構のtなものは、弥牛時代中期後半

の堅穴住居 4棟、 t坑 1基、古墳時代前期の方形周

溝遺構 1枯、後期の溝 1条、奈良時代前期の掘立柱

建物 l棟、後期の掘立柱建物 1棟、竪穴住居 1棟、

平安時代初期の竪穴住居 2棟、七拡 1屈、溝 1条、

前期の竪穴住居 l棟、掘立柱建物 3棟などがあり、

そしてその他として時期が限定しがたい溝が 6条あ

る。しかし、これらの溝は発掘区の輻が狭いためそ

の性格をうかがい知ることは困難である。

弥生時代中期後半

1、竪穴住居

S 828 発掘区北罹で切られ全体規模は不明である

か、東西2.5m以J-:、南北1.7m以上で深さは 5-10 

cmである。検出された範囲が狭いため詳細はイ＜明で

ある。出上遺物はごく少ない。

S 829 一辺2.55mの隅丸方形と推定される。深さ

は北束辺付近で約10cmと遺構としての残りは良くな

い。 t柱穴は 3ケ所検出されたが、炉跡は確認出来

なかった。長軸ガ向は E40°N、出土遺物には壺・

甕片などがある。

S 830 発掘区束壁で切られ全体規模は不明だが南

北2.6m、東西1.gm以上、深さ26-47cmの方形と推

定されるがその規模としては比較的小さい。検出さ

れた範囲が狭いため詳細はイ』明であるが、長軸方向

はE45°Nと推定される。出t遺物は少なく壺の小

片などがあるにすぎない。

S 831 一辺3.75-3. 95mのほぽiE方形を呈し、深

さは 5-15cmと浅い。 t柱穴は確認出米なかったが

南東辺やや北寄りに焼tがあり、炉跡の口J能性があ

C地区

-72-

る。また北隅付近に径0.8,....,1. 2mの小け広があり貯

蔵穴かも知れない。長軸}j[;,]はE42°N。出 t逍物

は壺・甕片などかある。

2. 土砿

S K32 長径1.3m、短径80cm、深さ 10,....,20mの小

上拡てある。ヽ，蔽片などか比較的多く IHLしている。

2 古墳時代

S X41 発掘区北峡に切られ仝体規模はイ＜明である

か、溝の東西間の距離は、外側約8.Om、内側約6.8

mのガ形周溝と推定される。溝の輻は平均50cmて、

深さは平均20cmである。溝の南西隅から ・.ID:L I縁並

(268)が出上している。削期に属すると考えられる。

SD 56 S X41と同じく全体規模は不明であるか、

幅40cm、深さ 10,_.,15cmの溝であり、北西に向かって

伸びると考えられる。上師器高杯の杯部 (269) か

出十．しており、後期に属すると考えられる。

3 奈良時代

1 . 竪穴住居

S B50 発掘区北峡で切られ全体規模は不明である

が、南東辺は6.5mを測り、深さは10---15cmと浅い。

主柱穴は確認されなかったが、南束辺にカマド跡と

考えられる焼上がかなり広範囲に広がっていた。棟

方向はN38°W。出土遺物にはt師器IIIl(271)、甕

(272,--..,275)、須恵器杯 (276)などがある。これも

後半頃と考えられるが、掘立柱建物との関係は SB

49→ S B50と考えられる。

2. 掘立柱建物

S 838 4 X 2間の東内棟の掘立柱建物。桁行5.6

m、梁行3.6m、柱間は桁行1.5m+l. 3m+l. 3m+ 

1. 5mのイ＜等間で、梁行は1.Smの等間である。柱掘

形は径40,...,..60cmの楕円形、また一辺45,...,..75cmのイ消棺

な方形で不揃いであり、深さは15,...,..30cmである。棟

方向はN31°E。出上遺物には七師器杯などがある。

前期頃と考えられる。

S B49 2 X 2間の南北棟と考えられる掘立柱建物。

桁行3.6m、梁行3.6m、柱間は桁行1.Sm、梁行

も1.Smの等間である。柱掘形は径25,.....,45cmのド1形
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及び桁円形で深さは15,...__,25cmである。棟方向は N31

OE。t師器[ill(49)などが出十．しており、後‘ド頃

と考えられる。

4 平安時代初期～前期

1 . 竪穴住居

s 839 束内2.9m、南北3.5mの長方形と推定され、

深さは14"-'17cmである。 t柱穴の確忍はなかったが、

南辺に焼士がありカマド跡と考えられ逍物が多く含

まれていた。また南束隅に一辺75cmで深さ床面から

7 cmの貯蔵穴らしきピットを伴う。長軸方向はN41

ow。出 L遺物には t師器杯 (277• 278) • 高杯

(279)• 甕 (280• 281)、須恵器杯 (282) などが

ある。

S 851 一辺5.0""'5. 5mのほぼ正方形に近い竪穴住

居である。深さは 5""'10cmと浅く、 SB50と同様に

B
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、

＇ 01~ 

゜A
 

A'ご

A' 

かなり削‘ドを受けている。 t柱穴は確認されなかっ

たが、北西辺に焼＋か残りカマド跡と考えられる。

北閑付近に一辺0.4-1. 05mの長方形のピットがあ

り、貯蔵穴かも知れない。長軸ガ向は N38°W。出

十逍物はt師器片が多く、その殆どは細片である。

S B53 発掘区南咽に切られ全体規模は不明である。

深さは10-15cmであるが、その他の詳細についても

ィ＜明である。長軸ガ向はN20°E と推定される。出

t遺物は上師器片だが量としては少ない。

2. 掘立柱建物

S B40 全体規模は不明だが、 2間 X 2間以 l_:_の南

北棟と推定される。桁行2.3m以 lこ、梁行2.4mで柱

間は東桁行l,Om+l,3m以上、内桁行1.3mのイ芯等

間、北梁行は1.2m+l. 2mの等間である。柱掘形は

径30-90cmの円形及び楕円形で深さは30-40cmであ

る。そして北西閑、束桁行北から 3列目の柱掘形に
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第 4-16図 SB53• 54実測図 (1: 100) 

柱痕跡が残る。棟方向はN50°W。出 t逍物には L

師器細片があるのみである。竪穴住居S839と頂複

するが、杓rsB39が新しい。

S B52 これも全体規模はイ』明だが、 2間以上 X 1 

間以卜で桁行4.Om以卜、梁行4.6m以卜．である。柱

間は桁行2.Om、梁行2.3mの等間と推定される。柱

掘形は0.45-1. Omの円形及び楕円形で深さは20-

35cm、北隅に柱痕跡が残る。棟方向は東西棟と推定

すればN38°W。上師器杯片などが店＋出上してい

る。

S B54 3間以上 X 2間の規模をもつ南北棟と推定

される。桁行5.4m以上、梁行4.2mで、柱間は桁行

1. Sm、梁行2.lmの等間である。柱掘形は径40-60 、
cmの円形で深さは35-50cmである。棟方向は N

33°E。出t遺物はt師器片などでさほど多くはな

い。 SD55 と 1P•複するか、 S B54か新しい。

5 その他の遺構

溝が、それも比較的規模の大きいものが数条南北

に走っている。出上遺物も時期差がかなりある。

S D42 幅平均 2mで深さ30---45cmである。出上遺

物は下屑より弥rt時代中期の上器片が、 t層からは

平安時代前期の t師器片が出tしている。

S D43 輻平均6.Omで深さ40---70cm程度である。

発掘区中央部で 2つに分かれる。 卜·r~の砂質 tから

時期は不明だが縄文土器細片が出上しており、遺物

は平安時代まである。

S D 44• 45 S D 44は幅2.Sm、深さ50--60cmで北

束に流れる。 SD45は幅平均 5m、深さ0.8--1. Om 

で北へ流れる。 SD44の埋上は砂礫混りであり、 S

D45はド層では砂礫や細かい砂で、弥牛時代中期頃

-
T
 

＼
 

)f ー
ー

,’
 

,’
 

,’
 

ー

＇ 

↓
一 土

萎葵萎砂礫混り土 竪穴住居

A
 

A' 
22,000 

ぶ：：姦蓉各象各§疼!<葵苓:g苓：登e•

ヽL-~ ・- . -- 1、

｀ 第4-17図 SD46実測図 (1: 100) 

-77-



の逍物が含まれており、

礫混り土の中に占墳時代の遺物が混じっ

ている。両者は自然流路と考えられ、

S D45では流れの部分と考えられる箇

所に砂が 3層にわたって堆積している。

S D44からは須恵器平瓶 (285) 、杯

身 (284)、土師器器台 (283)などが、

S D45からは弥生時代後期の壺片 (28

6)、甕片 (287)などが出土している。

S D46 幅5.6"-'7. 7m、深さ60"-'90cm

で北に走る。埋土には砂礫まじりなど

もあり、自然流路とも考えられる。溝

の上面の上層断面には竪穴住居と考え

られる断面が検出され、焼上も一部に

認められた。そうだとすれば、溝が埋

まった後に竪穴住居が建てられたこと

になる。埋土からは古墳時代にわたる

遺物が出土している。

S D55 輻1.3--7. 3m、深さ20--30cm

で西から東へ走る。

が、

S D44では砂

S B54と重複する

S B54の方が新しいため、 S B54 

を建てる以前に埋まったことになる。

出土遺物は弥生時代中期の壺片 (288)

、後期の高杯脚部 (289)、平安時代

の土師器杯片などがある。

（河瀬信幸）
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3. D• E地区

占道確品のためのトレンチであり、明確な痕跡を

検出することが出米なかったが、古墳時代前期、奈

良時代中期、平安時代中期煩の逍構が検出された。

D地区の遺構

S01 輻80cm、深さ20cmで北西～南東による溝で

ある。出 L遺物が殆どなく時期は不明であるが、逍

跡北}jに広がる条甲ガ向とほぼ平行する。

SK2 全体規模はイ』明だが、深さは50--70cmであ

り、平安時代の中頃のt師器片が出士している。

2 E地区の遺構

1 . 竪穴住居

S85 一辺6.0--6. 3mのほぼ正方形の竪穴住居で、

深さは10----15cmである。主柱穴は確認されなかった

が、北辺やや束寄りに焼＋．がありカマド跡かと考え

られる。長軸方向は E17°N。出土遺物には S字状

口縁台付甕などがある。 SB5の下に SK4が検出

されている。古墳時代前期と考えられる。

2. 掘立柱建物

S87 全体規模は不明だが、 2間以Lx1間以上

の東西棟と推定。桁行3.4m、梁行2.lm以上で、柱

間は桁行1.7mの等間である。柱掘形は径60--70cm

の円形、一辺60--70cmの方向で不揃いで、深さは

20--30cmである。棟方向は E13°N。出上遺物は土

師器杯片、須恵器杯蓋片などが少量出土している。

奈良時代中頃と考えられる。

3. 土砿

SK2 長径2.2m、短径1.Sm、深さ20cmのピーナ

ッ形を兄する。 t師器甕片などが出上している。古

墳時代前期と考えられる。

SK4 SB5の下から検出された。一辺2.6mの

ほぼ正方形で、深さは40--60cmである。 S字状口縁

台付甕片、土師器甕片などが出土している。占墳時

代前期と考えられる。

SK6 長径2.4m、短径1.2mの長円形を呈し、深

さは20--40cmである。出上遺物には S字状口縁台付

甕片などがある。古墳時代前期と考えられる。

4. 溝

溝 3条を検出したが、いずれも出t遺物が殆どな

く、時期不明といわざるを得ない。

S01•3 SDIは輻50-60cm、深さは25cmで北

西から南束へ走る。 SD3は輻50-90cm、深さは20

cmでこれも北西から南束へ走る。 SD3は現在の溝

と殆ど重なっている。双方の溝ともほぱ平行に走っ

ており、 D地区SDIと同じく遺跡束方に広がる条

甲方向と溝方向はこれもほほ平行する。

（河瀬信年）
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3 . 遺物

1. A 地区

1、遺構の遺物

A地区の逍構にかかる tな出 l 一~I·.器は、古墳時代

から平安時代まてにわたるが、出上逍構は喉穴住屈

や井pからが多く、比較的 I:坑からか少ない。

1 . 古墳時代の土器

(1)竪穴住居

SB 1 !·_帥器闘杯 (2• 3)、甕 (1) などが出

上している。

閻杯の杯部 (2) は、直線的に外開し、脚部 (3)

は、裾部かほば水平に大きく聞く。甕 (1) は、

「<Jの字状に外反する口縁部で、端部が内傾する

面をもつ。体部内面ともハケ謁幣する。

S82 上師器台付甕 (4• 5)、須恵器杯盃 (6)

などが出 Lしてしヽ る。

4• 5は、 M一個体と考えられる。 S字状口縁台

付甕の退化した形態を小し、安逹分類のVA類に相

IヽIする凡 （以下の記述中 S字状口縁台付甕は、安

逹分類に従い00類とぷした。） 6は、器高が[J 

径に対して比較的高く、稜は丸く短く、 LJ縁端部に

明瞭な段をもつことから、 『陶邑』編年の I-5段

階 (TK47) に比定できる。 （以卜.の記述中須恵器

は、 『陶邑』及ひ『陶邑占窯址群』に従い I-5段

階 (TK47)のようにぷしたR。)

S83 上師器閻杯 (7"-'10)、台付甕 (11) など

がある。

闊杯の杯部は、ゆる＜内弯して開き、脚部は裾部

で大きく外反して開く。 7の脚柱部は、他と比べ肉

原である。 11は、 S字状口縁台付甕の VB類に比疋

されるものである。

S B 15 f~ 師器高杯 (14"-'16)、台付甕 (12)、甕

(13) なとが出十▲ している。

似j杯には、杯部か大きく内弯して開く杯部をもつ

もの (14) と杯部が口縁部と底部の境に稜をもって

開くもの (15)かあり、脚端部は大きく外反して開

く (16)。12は、 S字状rI縁台付甕の VB類に比定

-81-

される。 13は、 U縁部が「く」の‘汽犬に強く外反し、

体部内外面に指圧痕が明瞭にのこる。

S B16 +. 師器高杯 (19) 、須也器杯 (17) 、盗

(18) などが出 f-.してしヽ る。

19は、脚柱上部だけの破片であり、円孔が一・・ガに

穿される。 17は、立ち上がりが比較的短く、内傾氣

味である。 18は、大井部と[J縁部の境にわずかな稜

をのこし、 l貞立する[I縁部が端部で強く外反する。

須恵器は、 II-3段階 (TK 10) に比定される。

SB 17 上師器高杯 (20) 、甕 (21) 、須恵器漣

(22) などが出t:している。

20は、推定口径29cmの大形の高杯で、杯部は虹線

的に開く。 21は、 11縁部がゆるやかに外反する甕で、

体部内外面を板状「．具でナデる。速 (22) は、日部

がやや張り気味ではあるが球形に近い体部をもち、

肩部付近に 2条の沈線をめぐらしている。 II-5段

階 (TKlO) に相当する。

S B20 土師器杯 (23• 24)などが出十．している。

いずれも小片ではあるが、ともに｛本部が内弯する。

23は、 lI縁端部がつまみ上げられ、内傾する面をも

つ。 24は、口縁部が垂直気味に立ち卜がり、端部が

内傾する面をもつ。

(2) その他の遺構

Pit 1 上師器甕 (39)が出＋．している。

39は、大形品で「く」の字状に外反する口縁部は、

端部が外傾する面をもち、体部内外面はハケ調整さ

れ、内面下半はヘラケズリされる。

2. 奈良時代中期～後期

(1)堅穴住居

S B22 士師器杯 (25)、皿 (26)、盤 (27)、甕

(28"-'31) などが出tしている。

25は、 U縁部が直線的に外開し、端部がつまみ上

げられる。 26は、日縁部が内弯し、端部が丸い。と

もに底部外面がヘラケズリされる。 27は、盤と考え

たもので、推定口径36cm。直線的に外開する口縁部

は、端部が折り返えされる。外面をヘラケズリし、
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内面に斜放射状の暗文を施す。

甕は、体部が球形に近いもの (28"-'30) と長胴甕

(31)がある。 28は、 II縁部がゆるやかに外反し、

体部内外血をハケ目調整する。 29、30は、日縁部が

「く」の字状に短く直線的に外反する。体部外血に

縦方向のハケ日調整、内面は上半部を板状T具によ

るナデ、 卜＾平部をヘラケズリする。 31は、日縁部を

水平近くに外反させる。体部内外面とも、ハケ目調

整する。

S B22出tの一括遺物は、奈良時代中期のものと

考えられる。

(2)井戸

S E25 土師器甕 (55-57)などが出tしている。

55は、頸部が直立気味で、 [j縁部の外I又は強い。

56は、 55と比べ器壁はやや厚く、口縁部はゆるく外

反する。 55• 56の体部外面はハケ目調整され、内血
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は上半部に横方向のハケ、下半部をヘラケズリする。

56の外面ハケ調整が、縦方向だけなのが他とは異な

る。奈良時代後期に属するものと考えられる。

3. 奈良時代末期～平安時代前期

出土土器としては、杯が多く多少の時期幅はある

もののいくつかの分類が可能である。杯は、いずれ

も口縁部がヨコナデされ、底部外面は未調整のまま

のものである。

(1)井戸

S E23 士師器杯 (42-45)、黒色土器A類杯 (46)

の他斎串 (486-489)が 5点出土している。

杯は、口縁部が恒線的に外開するもの (42,..._,44)

と口縁部がゆる＜内弯して端部で外反し、器墜が薄

＜底部がややいびつなもの (45)がある。 45の底部

外面には、 「正」の墨書がある。

46は、口縁部が直線的に外開し、端部は丸い。無

高台のものであろう。

S E24 掘形内から土師器杯 (49)、皿 (47)、の

他石製紡錘車 (54)、斎串 (478-481)、井戸枠内

から土師器杯 (50)、Ilil(48)、甕 (51)、灰釉陶

器 (52-53) の他人形木製品 (466,....,467)、斎串

(468-477)などが出土している。

49は、口縁部が強く外反し、端部はやや内弯気味

の杯である。 50は、口縁部がわずかに内弯し、口縁

端部が外反する杯で、口縁内面に放射状の暗文を施

す。皿には、外反する口縁部が端部で肥厚する47と、

口端部が直線的に外開する48の2種類がある。

甕は、口縁部が「く」の字状に外反し、端部が上

方につまみ上げられるもの (51)が出土している。

また、底部の破片であるが、角高台をもち黒笹14窯

式に比定される灰釉椀が 2 点 (52• 53)出土してい

る甕 ． 

滑石製で線刻の鋸歯文をもつ紡錘車 (54) は、隣

接する曲遺跡からも出十．しているR。

(2)竪穴住居

SB 13 [J縁部が外反し、端部が内弯気味になる杯

(32)が出 Lしている。 SK9出上の杯 (37) に類

似する。

(3)土砿

SK 6 fl縁部が偵線的に外ガにのび、口縁部と底

部の境が明瞭な杯 (33)が出上している。

-84-

SK8 上師器杯 (34• 35)が出土しており、とも

に器壁が薄く、外開する口縁部が端部で外反する。

S E23の杯 (45) と同タイプである。

SK9 土師器杯 (37)が出士しており、 SB13出

士の杯 (32)に類似し、口縁部が外反し、端部が内

弯気味である。 37は、口縁端部がつまみ上げられる。

SK 10 均整飛雲文軒平瓦 (38)の破片が 1点出士

している。瓦当輻4.4cm。 （河瀬信幸）

2. 包含層の遺物

1 . 縄文時代

(1) 晩期の土器条痕土器の破片 2 点 (40• 41) 

がD-16-12地区のピットから出士している。

ともに、外面に条痕を施す。 40は、 2条の素文突

帯をめぐらし、ボタン条突起を配する。

2 . 弥生時代

(1)中期の土器 (58-67)

全体に弥生時代中期の第m様式を中心にした遺物

がほとんどであるが、後期後半のものも含まれてい

る。器種には、壺 (58-64) と甕 (65• 66)、台付

鉢 (67) 、高杯 (68) がある。壺 (58• 59• 64)は

口縁を大きく外反させ、端部を上または下に拡張さ

せる形態のものである。 58は、口縁内面に円形突起

をハリッケ、端面には縦方向にクシメ列を施す。 59・

64はともに口縁内面に 2段斜方射のクシメ列を配し、

端面に櫛描波状文を施す。弥生第m様式の古い段階

ものと思われる。

また、壺60-62は外反する口縁部が屈曲してk方

に立ち上がり、受口状を呈するものである。この形

態のものは、大小の 2種があり大形のもの (60)は

口縁外面に 4条の凹線文を施し、内面に強いヨコナ

デを行っている。小形のもの (61• 62)は、ともに

口縁外面に 2条の凹線文を施す。これらは弥生第m

様式の新しい段階に比定されるであろう。

甕65• 66は、ともに口縁を外方に折り返した形態

のもので端部に櫛状工具によるキザミ目を施してい

る。台付鉢67は、口縁に 8条の細かい凹線文を施し、

2個一対の穿孔を行う。高杯68は、口縁が真直ぐ立

ち上がり、端部を内側へ肥厚させた形態を星する。

(2)後期 (69)

高杯69は、口縁が短かく外反し端部に面取りを行



う。杯部内外面ともにヘラミガキをT寧に施す。後

期後半のものであろう。

3、古墳時代

(1)土師器

壺 (70--75) と甕 (76,..._,82)、台付鉢 (83)、高

杯 (84---89)、杯 (90---94)がある。壺 (70---75)

には、欠山式に含まれるもの (70---72)、元屋敷式

に含まれるもの (73• 74)、

がある。

5世紀後半のもの (75)

甕 (76,.._,82)はいわゆる S字状口縁台付甕である。

76は口縁の立ち上がりが真直ぐで先端を尖らせ、屈

曲部に櫛状工具による刺突文をめぐらす。内外面を

粗いハケで調整し、ほぼ直立気味の脚部端部を内側

へやや折り返すなど安達•木下分類®の第 I 類に含

まれるものと思われる。 77• 78は、

（服部芳人）

ともに口縁を外

方にひろげ屈曲部は S字状にゆる＜カーブする。ロ

縁部の刺突文はなく外面を粗いハケで調整する。ま

た内面には、ユビオサエを施し、 IIIA類に含まれる。

79 も 77• 78と同様、 ゆる<s字状に外反する口縁を

呈するがやや厚手であり、 IDB類に比定されると思

われる。 80は、口縁部の屈曲が弱く、端部が外側に

やや肥厚する。器墜も厚くなり、外面のハケも粗い。

口縁端部を指でおさえ凹みをもつなど IVB類に含

まれると思われる。 81• 82は、口縁部がほとんど真

／
／
＇
」

V、ヽ

翠町吻7

そ

ノ，
ーニ

D 

直ぐに外反するだけになり、

しなくなっており、 VA類に含まれる。

台付鉢 (83)は、

いた形態を呈する。口縁はヨコナデを施しやや外反

させておわる。脚部外面はハケを施さず、ナデ調幣

をし、脚端部は内側に折り返している。

高杯 (84"-'89)には、杯部が直線的に外方へひら

く形態のもの (86• 87)と、杯部が内弯する形態の

もの (88• 89)がある。

ひろげた形態をなす。

杯 (90,...,_,94) には、平底のもの (90• 91• 93) 

丸底のもの (92• 94)があるが令体に丸味をもつ杯

部で、口縁をヨコナデ調幣し、内傾する面をもつ。

（服部芳人）

(2)須恵器

杯蓋 (95,...._,102) 

の指標としておく。

95• 96は天井部が比較的平らで、 LJ縁は直線的に

垂下、その界の稜も明瞭である。 96は焼き脹れによ

る凹凸があり、いびつである。共に稜付近を除き、

天井部は全面にロクロケズリが施されている。 95に

ついては、 I -3段階に含めてよいかも知れない。

97• 98は、口縁部はまだ直線的であるがやや開き、

稜も不明瞭である。天井部のロクロケズリは、

［ロ

s字状U縁の形態を見

s字状口縁台付甕の上半分を欠

これらはともに脚部の裾を

と

ここでは無鉗のものを占墳時代

3分

馴〗
65 
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の 2程度にしか施されていない。 IIー 1段階と思わ

れる。 99・100では稜はほとんど形骸化しており、 1

00などは稜付近に沈線を施すことにより、相対的に

稜を感じさせるに過ぎない。 IIー 2段階と思われる。

101も同時期と思われるが、肩の脹りを失っている。

102はn径11.4cmに過ぎず、大井部はヘラキリ木調

整、内r!'!iには一方向ナデか見られる。 [J縁端部は丸

味をもち、内側の段は消滅している。

思われる。

杯身 (103"-'110)

ズリが施される。

IIー 6段階と

ここでは受け部を有するものを

占瑣時代の指標としておく。

103はfl径が10cmに満たず、扁平な底部から直線

的な({ち I・.がりを示す。底部はほぽ全面にロクロケ

I -5段階であろう。ただし、ロ

縁端部に段は見られない。 104は底部は全体として

丸味をもち、ロクロケズリは 3分の 2程度である。

立ち tがりはなおしっかりしている。

階であろう。 105• 106は底部に丸味をもち、立ち上

がりはやや内弯する。つまり、一旦内傾した後立ち

--'  

... 

~11』
”、

._ 112 
， 
','、9

II -1・2段

CD  102 

ご

I: がるという印象を受ける。

U径に差かあるが、共に完形である。 107はU縁部

が内傾し、立ち上かりも弱くなっている。 108ば叉

け部と立ち卜がりの中間が肥厄しており、立ち!・.が

りを挽き出す途中で成形を化めた状態をぷすと考え

られる。底部はヘラキリ未調悴である。

に位附するのではなかろうか。 109・110は器形も小

さく、立ち上かりも短かく強く内傾している。底部

はヘラキリ未調枢である。それぞれ II-5•6 段階

と思われる。

高杯 (111,.._,117) 

II -3段階であろう。

IIー 4段階

112• 113• 115は太くて短い脚

をもつものである。 112• 113は長方形の透かしを 3

ケ所にもつ。杯部は不明であるか、 I -5段階に含

まれると考えられる。 115は器形から II-4段階で

あろう。円形の透かしを 1ケ所にもつ。 114は脚部

の径が小さく、長脚化していると考えられる。

ロケズリも杯部外面の 2分の 1程度にしか施されて

おらず、 II-3段階であろう。

111 ・ 116• 117は受け部をもたず、無蓋と思われ
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ものである。 111は、貼り付け痕から脚部径は比校

的太く、長脚ではないと思われる。透かしか 1ケ所

は確忍できる。 I 4段階であろう。 116は長脚化

していることから Il庫式と思われるが、詳細はイ』明

である。杯部の 3分の 2程度までロクロケズリが見

られるので、旱い段階であろう。 117は脚の接合部

がふさがっているので、時期的にドるものかも知れ

なし＼゚

漣 (118• 119) 118は最大径14.4cmと人さく、堺

形は日が脹らず丸味をもつ。体部から頸部にかけて

はロクロナデを施すが、最大径付近に沈線にはさま

れた区両を設け、カキ日とヘラキザミ状｝じ痕で施文

している。体部卜"T-から底部にかけてはハケ状T具

によるイ~'.J:'.方向のナデが施されている。一応大型漣

と考えられようし、施文幣をもつ市などから I-3• 

4段階ではないだろうか。 119は最人径が体部の％

付近にあるが底部が平らなため張った印象ば受けな

い。 fr=-1ドに沈線にはさまれた圧痕による施文帯をも

ち、頸部には波状文が施される。器形・法量からは

II型式のようでもあるが、施文からは I刑式に含ま

れよう。

壺 (120• 121) 120は日が脹り、底部のやや尖っ

た形状をぷす。｛本部ド半にタタキが行われており、

日とタタキとの間はロクロケズリが行われている。

I -4• 5段階ではないだろうか。 121は底部はヘ

ラキリ未調幣、体部卜判“ょロクロケズリが施される。

時期はイ温羊であるが、 II-5段階以降であろう。

（久志本鉄也）

4 、奈良•平安時代

(1)土師器

器種には、杯、 lill、高杯、甕、椀、ロクロ上師器

の椀、 llll、製塩t器がある。中でも杯、 [Ill、甕の出

tが多く卯式分類がnJ能である。

杯A 口縁部から丸味をおびたまま底部に逹してい

る椀に近い形態のもの。 II径によりさらにA1,...,.,A2

に細分できる。

杯 B ほぼ平らで[J径に比べ比較的大きな底部をも

ち、[]縁部と底部の境が比較的明瞭なもの。 LJ縁部

の形態によりさらに 81,...,.,B1に細分できる。

杯C 高台を付するもの。

杯 D 粗製のもので、いわゆる「いなか風椀」と呼

-88-

はれるものを含む。形態やII径によりさらに Di,....,

Dhに細分できる。

皿A 半らな底部よりやや丸味をもって Vち卜がる

I I縁部をもつ。 LJ縁端部の形態によりさらに A1,....,

Aに細分できる。

皿B 平らな底部より強く屈間して立ち Lかる II緑

部をもつもの。

皿C 閻台を行するもの。

甕A 長球状の胴部に「く」の字状にhti1ll1する「l縁

部がつくもの。

甕B 球形に近い胴部に「く」の‘汽犬に屈1111する口

縁部がつくもの。 II緑端部の形態によりさらに B1

,...., B 2に細分できる。

甕C 形態は甕Bと似るか、 II径19cm、器似J31.5cm 

を測る大月I~ のもの。

甕D 器高に比べII径が大きい鍋に近い形態のもの。

I I径や把手の{f無によりさらにD1,....,D,に細分でき

る。

甕 E いわゆる「長胴甕Jと呼ばれるもの。胴部の

形態によりさらに E1,....,E』に細分できる。

(i)飛鳥～奈良時代前期

杯A, (122• 123) I I径llcm8ij後の小型のもの。

外血はヘラミガキやヘラケズリで［寧に謁整し、内

面には賠文をもつ。 122は日縁端部がやや外反ぎみ

になる。

杯A2(124) 口径18cmを測る大叩のもの。謁格は

杯A1と同じだが、底部欠損によりラセン賠文の有

無は確認、できない。

杯 B, (125) [J縁部は、まっすぐ外方へ 1/.ち上が

り、端部をそのまま丸くおさめるもの。調整は杯A

と同じだが、放射賠文は格f状に施している。

杯D, (126• 127) 丸味をもつ底部からそのまま

内弯して立ち卜がる日縁部で端部を丸くおさめるも

の。むしろ椀と呼ぶべきかもしれない。飛鳥時代に

属するものであろう。

杯 D2 (128・129・132----134) 平らな底部より屈

曲して立ち I・がる II縁部をもつもの。[I径に対する

器麻によりさらに128• 129 ・ 134 と 132• 133に細分

uJ能である。端部はいずれも丸くおさめるが128は

軽くつまみ Lげている。 132の内血には文様的なへ

ラ記号がある。焼成後に鋭利な L具で刻んだもので
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あろう。

杯D3 (130• 131) 形態は杯D,と似るが、口縁端

部にヨコナデによる浅い沈線がはいるもの。 130は

飛鳥時代に属するものであろう。

杯 D4 (135) 口径15cmを測る大刑のもの。平らな

底部より屈曲して外方へまっすぐ立ち上がる LJ縁部

をもつ。

これら杯Dの多くには、煤が付着しており、燈明

皿として利用されたものであろう。

皿A,(136) LJ縁端部が内側に肥原するもの。外

面をヘラミガキで調整するが、底部はヘラケズリで、

内面に賠文をもつ。精製品である。

皿A2 (137• 138) 口縁端部を丸くおさめるもの。

137のラセン暗文と 138の暗文は確認できない。

高杯 (139・140) 共に杯部を欠損しており、全体

の形態は不明である。脚部は両者とも指によって面

取りしており、 140は中空となっている。 139は飛鳥

時代に属するものであろう。

甕A (172,.._,174) 口径13.5cm,.._,16. 4cm、器高18.6 

cm,.._, 19. 2cmの中型の甕。口縁端部はいずれも上方に

つまみ tげられ外側に面をもつ。調整は胴部外面に

縦方向に細かいハケ目を施すが、 174はやや粗い。

胴部内面は、 172は上半を横方向のハケ目、下半を

右下がりにヘラケズリし、 173は下半を下から上へ

ナデ上げている。それに対し174は内面全面をヘラ

ケズリする。底部外面には172 に「[」 173•174 に

「|」のヘラ記号があり、いずれも焼成前に刻まれ

たものだろう。

甕 B,(175--181) 器高約12cm,.._,14cmほどの小型

の甕で、口縁端部をつまみ上げ、外側に面をもつも

の。 175,.._,177は胴部ト・半を欠損しており、全体の形

態は不明だが一応ここに人れておく。胴部外面の調

整は、 178が上半未調整、 181がド半を不定方向のハ

ケ目の他はすべて縦方向のハケ目で調整している。

胴部内面は、 176• 179は上半を横方向のハケ目、

ド半をヘラケズリで調整し、 178は全面をヘラケズ

リ、 181はナデ、 180は上半をナデ、下半をヘラケズ

リという風に様々である。 180の胴部内面にはヘラ

ケズリの後、ヘラ状工具で掻き取ったような痕跡が

あり、 181の底部外面には「 I」のヘラ記号がある。

焼成前に刻まれたものだろう。

-90-

甕 B2 (182• 183) 器形はB,とほぼ同じだが、 II 

縁端部はつまみ卜.げておらず外の面も弱いもの。 18

2は全体に粗い調整で、ハケ目も粗く II縁部には粘

士紐巻上げ痕跡を残している。 183 は、胴部卜•平を

欠損しているが、体部はおそらく球形になるものと

思われる。 182と比べてLJ縁部の外反が強く、比較

的長い。胴部との接合は雑で指頭圧痕も多く残して

いる。内血ば煤が付着しており、わかりにくいが、

おそらくナデであろう。

甕C (184) 人利の甕で、球形に近い胴部をもつ

が、底部はやや平らである。口縁端部は鋭くつまみ

上げられ外側に面をもつ。胴部外面中央に「メ」の

ヘラ記号がある。焼成崩に刻まれたものだろう。

甕D,(186) 口径15.8cmの小型のもの。 [l縁部は

短かくそのまま丸くおさめる。

甕D2 (185) 口径21.7 cmの中加のもの。 11縁部は

「く」の字状に外反し、端部はつまみ 1-.げられ外に

面をもつ。内面はヘラケズリの後一部を指によりナ

デ上げている。

甕 D3 (187• 188) 口径27.9cm---34cmの大利のも

ので把手をもつ。 U縁部の形態は、 187は人きく外

反するのに対し188のそれは小さい。端部は両方と

も外側に面をもつ。 188の内面は板ナデにより調整

するが、 ド半には不定方向のハケllを施している。

甕 E, (189---192) やや訂のはる嗣部をもつもの

で「く」の字状に屈曲する U縁部をもつ。口縁端部

はつまみ tげられ外側に面をもつか、 189はやや丸

味をもつ。いずれも胴部下半を欠担しており謁整の

すべては不明であるが胴部内外血にハケ目を施して

いる。 190は、内面ハケ凋整の後ヘラ状T具で掻取っ

たような痕跡があり、 191はハケ調整の後指先でナ

デ上げている。

甕 E2 (193---197) 肩がはらずに、まっすぐ卜.へ

のびる胴部に大きく水平近く外反する［］縁部かつく

もの。 196• 197の胴部は他のものと比べ、やや脹ら

みをもつと思われる。 U縁端部はつまみ 1-.げられ外

側に曲をもつが、 193はつまみ I:げられておらず、 1

97は上下に肥原している。ハケ目を中心に晶恰して

いるが、 193、194は胴部内面ト・半のヘラケズリが確

認できる。 195の胴部内面には、ハケ調整の後ヘラ

状［具による掻取痕がある。
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(ii)奈良時代後期

杯 B,(142) 125と比べ器堺がわ十薄くなり、器

闘も減じて1111に近い形態をもつ。内外面を粗くヘラ

ミガキし、牝に内而はラセン賠文状にヘラミカキし

ている。

杯 B,(141) I I縁部か底部より屈曲し外反しなか

ら立ち Lかり端部は内弯するもの。底部にはヘラケ

ズリの後ヘラ状の鋭利なr_只で掻取ったような痕跡

かあり、 「舷女」と喝内されている。

杯C (143) 杯いに似た｛本部に高合をはり付け仝

体をナテによりー［寧に調枢する。須恵器を模倣した

ものであろう。

杯 Ds (144) 杯D,と似た［」縁部をもつか、 Ll径

か大きい割に器高か低く皿に近い形態をもつもの。

皿A, (145• 147) 145は、全体に雑なつくりで粘

L紐巻上痕や指頭／！痕を若卜残している。 147は底

部片のみなのて器形は不明だか— ·J心ここにいれてお

く。内面は J寧にナテられラセン賠文か忍められる。

外面には「口叶i」とヵじめる壌内かある。

皿A,(146) l」縁部の立ち卜．かりか非常に知く浅

いもの。

高杯 (148) 脚部を欠祖しているため令体の形態

は不明である。杯部のド‘ドを粗くヘラケズリし、脚

部との接合部にはハケ目が残る。

(iii)平安時代初期

才不 B, (149~152) 141に比べ器撃は杓 I薄くなる。

いずれも fl縁部の％以上をヨコナテし、それ以卜は:

木調整である。 151は精製の［器であるか、 11縁瑞

部外側をヘラ状工具で強くヨコナデしており浅い沈

線となっているのか特徴的である。 150のI氏部外面

には「本」と墨書されており、 152の内Ifriには格 f

状のヘラ記号がある。焼成後亥I」まれたものだろう。
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杯 B3 (153-----155) 底部より屈鼎して 1'/:ち Lかる

l I縁部か端部近くて大きく外反するもの。 153は外

反か弱いのに対し、 154• 155はl11i1H1して外反する。

端部は、 153• 154か内弯傾向にあるのに対し、 155

はそのまま丸くおさめている。また155の側面から

朕部外川iにかけて「JI:尻」と］ふりされてし＼る。

杯 D2 (156) 余良時代のものに比べII径の割に堺

闊が低くなる。

杯 D6 (157) 杯D1に似た沿形だか、 LI径か8.2cm 

と小さく小咽のもの。全体をナテにより謁梢してい

るが、ゆがみがはげしし＼〇

これら 156• 157にも煤が付着しており、やはり熔

明[lilとして利用されたものであろう。

高杯 (158) 脚部を欠mしており、令体の形態は

不明だか、長い脚かつくものと思われる。杯部の内

血にはラセン賠文かわずかに忍められる。

(iv)平安時代前期

杯 B2 (159・160) 前述の杯B』こ比べ口縁部の外

反度は大きくなり、それにともなって器佑iは若干低

くなる傾向にあるようだ。凋整は口縁部の½以 Lを

ョコナデし、それ以ドは未晶招である。 159の底部

内面には「井」と思われるヘラ品号がある。焼成後

刻まれたものだろう。

杯 B4 (161-----164) 形態は杯B,と似るか、 Ll縁端

部か内弯しないものを杯B1とした。 しかし器形は

それぞれ杓r沢なる。 161・164の口縁端部は外反し

特に 164 は強く屈 1!11 ぎみであるか、 162• 163の外反

は弱い。また164は丸味をもつ底部をもち他と異な

る。その底部外面には墨書されているか小片のため

判読イ＜口J能である。器壁は薄くなる傾向にあり、

162• 163は特に薄い。これらは平安時代中期とした

方がよしヽかもしれない。

杯 D2 (165) 底部内面に「＋」のヘラ記号が焼成

後に刻まれている。

161-----165は精製粗製を問わず煤が付着しており燈

明皿として利用されたものであろう。

皿 B (166) 強く屈曲して立ちじがる口縁部は、

やや大きく外反する。内面ば煤が付着しており、こ

れも燈明llllとして利用されたものらしい。

皿C (167) 非常に浅いllllに比較的閻い，¥・:j台かつ

くものと考えられる。 [J縁部は］＾寧にヨコナデされ
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ri:j台は貼付けている。

(V)平安時代後期

椀 (168) 丸味をもつ底部よりやや内弯して立ち

トがる II縁部をもち、低く外にふんはった高台を貼

付ける。令体に科滅かはげしく凋柁はイ~nJJであるか、

ナテにより調整しているものと考える。

ロクロ土師器椀 (169・170) I I緑部は底部よりまっ

すぐ外へ立ち 1-.かるか、 170の端部は外反する。ロ

クロナデにより翡招されるか、底部には糸切り痕を

残している。 169の内面の一部にば煤が付祈してお

り、 170の内面は全面黒斑となっている。

ロクロ土師器皿 (171) U径9.8cmほどの小刑の1111

で、底部は似i台を意識してやや卜て粘 l塊から糸切

りにより切り離されている。

製塩土器 (198,_.,200) いわゆる、↓＜序式製塩 t器で

ある。遺構Ill上でないこともあって詳しい時期は不

明である。いずれも小片のためU径は不明であるか、

沿高は 198• 199の5cm,_.,5. 2cmに対し、 200は6.6cm

とやや翡い。また前者は内面をナデにより凋枢して

いるのに対し、後者は簡単なハケ目を施している。

（森川常財）

(2)須恵器

杯蓋 (201,_.,205) 内面に返りをもつもの (201,_.,

203) と、もたないもの (204,_.,205)に分けられる。

201• 202は比較的宝珠の形状を残したつまみか付く

が、 203はつまみも器形も扁平であり、より退化し

た形状を示す。訓者はm-2、後者はm-3段階あ

たりに位岡づけられよう。 204• 205は返りが消える

ばかりでなく、口径も大きくなっている。 IV―1 • 

2段階であろうと思われる。

杯身 (206,_.,225) 杯身は高台のつくもの (206,_., 

213) とつかないもの (214,_.,225)かある。

206• 207は、底部が水平でU縁にかけて直線的な

立ち上がりを示し、高台も比較的内側につく。 207

は枡形の墨内をもつ。 IVー 1段階であろう。 208,_, 

210は底部の水平が失われ、その分立ち f-.かりとの

変換点が緩やかになっている。前者に対してやや小

利である。 IVー 2段階と考える。 211,_.,213は腰かわ

ずかに脹らみ、[]縁部がやや外反するものである。

213は大型である。 m-3段階にも似るが、 r塙台の

位置を考えると IVー 3段階以降か。



214は底部はヘラキリ木調柏と考えられ、比較的

平らてある。イ本部トガにロクロケズリを残すが他は

ロクロナデて調枢されており、 rI縁卜カには櫛描横

線か施される。 III ― 1 段階か。 215• 216は肱部外面

がヘラキリ木晶整のため起伏か残る。 IIIー 2段階と

考える。 217~222 は、 215• 216に比べて深い形状の

ものである。底部外面はヘラキリ木調整又はロクロ

ケズリを行っている。 IV型式以降であろう。 223は

I埒台付の杯から闘台を除し＼た形状をぷす。 224は小

型で、 r1縁瑞か外反肥厄する。底部外血はロクロケ

ズリを行っている。 225は、 II縁部のロクロナデに

よって稜を形成し、底部外訓はヘラキリ木』翡名てあ

る。やはり IV型式以降と考えられる。

壺 (226~229) 226は｛本部底部」［外川iはロクロケ

ズリか竹われ、 r1縁はロクロナデか」巧禁に行われて

いる。 IV邸式であろうか。 227は広lI面で、四耳ふ・
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と考えられる。ロクロナテ仙料衣かおこなわれている。

IV-3• 4段陪であろう。 228はlI径14.6cm の人杓I~

に顕肢てある。ゆるやかに外l又し、長さに比し強度

の反りではない。 IVー 2段階煩であろうか。 229と

底部外血はヘラキリ木，謁柊、｛本部はい加こロクロケ

スリ。焼き脹れか多い。 r',祈合はつかない。日のI脹り

か弱く、腰にもやや丸味を感じさせる。 IV―l段階

であろう。

甕 (230• 231) {本部外川iに平行タタキ、内1(iiは青

洵i皮が明瞭であり、[I縁部はロクロナデ謁柏である。

IV―l段階と考えられる。

平瓶 (232) 最大径11.2cmと小刑であるか、断血

)j形の把丁:_がつく。底部から｛本部にかけて丁寧なロ

クロケズリ、高台は付かない。 IV型式であろう。

円面硯 (233) 小片てあるため詳細はイ~HJJ である

か、透かし l ケ所は確忍できる。 IV ー 3• 4段階て

ある。

（久志本鉄也）

(3)祭祀用土製品

祭祀JtlI製湿1としてはミニチュア t器 7点、 L馬

か破片を含めると 7l』 tした。十．馬はその殆どが

最卜悩の砂地内から出 tしているものか多く、 ミニ

チュア t堺は十．馬とIIi]じ梢や、やや上屑などからの

出 Lか多い。

ミニチュア土器 (236,....,242) いずれも丁:_捏ねで作

られており、「l径は3.4,....,6. 8cm、器iりは3.2,....,7. 6cm 

の中に収まる。それぞれ色々な器柿を想定して作ら

れたと考えられ、 239• 240は甕形を意識している
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と考えられる。 2/40は令（本的に T寸いねてあるか、 II 

緑部かヨコナデされ、ゆるやかに外I又してし＼る。成

形時に何らかの rqの使illか忍めらオLるものに2/42

かあり、内血に l且痕か残ってし＼る。これらいずれ

のT寸見ねの I船もそれそれオ『「の細砂粒を食むもの

の比校的胎 I・.は良く、焼成も、•.t』 i外は残るか良好であ

る。

土馬 (243,......,246) 2,14はIJl1i]体と／（後脚のみを残し、

他は令て欠Hiしており、現存には18.1cm、視砂12.7 

cmてある。鞍ぱ粘 t貼り付けにより成形され、前輪

部は剥落し、後輪部のみ残る。尻尾部の卜.に最大径

1. 1cm、深さ9.5cmの穴が穿たれてし＼る。全体の翡棺

は指によるナテと考えられる。胎 J-.は糸Ill{少料［を含む

か良く、焼成も良好で白位褐色を旱する。 24~3 は、

胴体と石後足・尻尾のみを残し他は仝て欠mしてお

り、現存k18.2cm、現,・.":j15.1cmてある。鞍は粘 I・.貼

り付けにより成形され、後輪部のみか残る。翡招は

令休を指によるナテである。尻尾1t1fドに径1.3,......,2, 1 

cmの柘円形て深さ8.5cmの穴か穿たれてし＼る。胎 I・.

は細砂f/,:を杓 l含むか良好て、焼成も艮い。色，謁は

淡茶l火色を旱する。 21:1• 241仙j者ともIJl,i]体か太く仝

体的にりt感かある。 215は叫部のみ残ってし＼るもの

で、彦りの現frkは7.2cmてある。彦川(1jには竹竹状の

ものて且. II ・½\が穿たれ、 I Iも人視されてしヽる。

,Jゎ］整は仝体に指によるナテてある。 )j合I・は良く、焼

成も良好て、色，J,";jは淡亦褐色を閏する。 246は頸部

のみ残るもので、断川i・'.曇fり形のH'i部にはヘラ状 r・！し

による歯か表現されてし＼る。，謁柏は指によるナテで、

胎 I'.土はやや粗く、焼成は艮好て色翡は淡褐色をり':す

る。

以 I・.、Ill河道から！廿 tの I・.馬はし＼すれも現状ては、

特に24:3• 244は馬只のK視として、‘枯 I・を貼り付け

た鞍の表視のみに限られることから小笠I以編年の C

）乳リ式 ;~j に相,,,するものと考えられる。

(j11J油1iL、n

1. C 地区

1. 遺構の遺物

1 弥生時代の土器

弥生時代の逍物には、吸穴住JけSB28,....,,31、 1-.J. 広

S K32、溝 SD34•45出 1-_ の弥牛 t器と深艮占培瑣

斤及ひ包含l州から出,-_した I界片とイ澤類かある。

(1)竪穴住居

S B28 壺形,-_器の体部破片か 2'点 (350• 351) 

出 tしており、ともに横線文をもつ。

S B29 壺形い器で体部最大径をもつ部分の破片か

あり (352)、 I'.平部に 3本 l単位の櫛描横線文か

2条施される。

S B30 甕形十＿悩の盗 (261)、[I縁部かゆるく外

反し、「l 縁端部か丸くおさまる甕形 t器 s~a 類

(262)がある。

S B31 比較的多くの/・_沿か出,-_したか、 I駁形に復

｝じし得るものはなし 'o',位形 l 沿片• 甕形 l洛怜かあり、

心形虞には、細頸心• 広II心・受[I状II 緑ふ• 無

頸ぷかある。

無頸布 (217) は、｛本部卜・、ドに最大径をもち体部

に流水文を施す。受 [J状 LI 縁砥；••は，[ I縁部に凹線を
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もつ A類 (248) と無文の B類 (249)の2類かある。

砥i形 I届には、 II縁部か大きく間き、端部か 1・・ドに

肥げする咄；:A類 (250) と瑞部か ,-_)jにリIき出され

る壺B類 (251)及ひ無頸ふ： (347)かある。休部の

文様は、横線文を施す (345• 3118) • i皮状文を施す

(346) 、及び簾状文を施す (344• 34 7)かある。

甕形t恭には、[I緑部かゆる＜外反する B類と[I 

緑部か短く「く」の字・状に外I又する E類かある。 B

類は、 II緑端部が丸くおさまる B-a類 (256) と

[ J縁瑞部か 1・・ドにやや肥厄する B-c類 (254) に

細分できる。 E 類 (255• 257) は、[I径に人小かあ

る。また、[I縁端部に刻み[]をもつ甕形 I忍怜の盆

(253) も出 I~ してしヽ る。

(2) 土士広

S K32 、，蔽形 l沿怜の受[I状[I 緑布• 細頸布、甕形 I・.

岱の破片か/l¥Lしている。 26;)は、（本部中央部に最

大径をもつ受[I状[I緑心で、外川iI・.'f': 部をタテハケ、

ト平部を横）j向にヘラミカキし、内川iド「部をハケ

f Lt! 財柏する。 264は、[I縁部外1(1iに 3条のI川線を施

す受[I状[I緑心A類てある。 ]54は、 I・ 平部に 4条

の櫛描横線文を施し、外川iをハケ fl翡柏する磁；：形 I・

鼎である。



釧頸ふ， (265) は、頻部に 2段の偉状文と竹竹に

よる連続円形剌突文、｛本部 l・・半部に櫛描平行線か施

される。

甕形 I船 (266• 267) は、[I縁部か「く」の字状

に加11,する E類て、ともに[I縁端部か肥/'/する。

(3)溝

S 034 燒，：形 I滉立の受lI状LI縁砥（、甕形 1-.器か出 L

している。 353は、｛本部!・.'「部に 4条 1単位の櫛描

横線文、そのドに 2本 1屯位の斜格 f文を施す壼形

I船である。 259は、 lI縁部外面か無文で、 II縁ト

端に刺突を施す受lI状II縁壺C類てある。

甕形 L沿は、叫氏の底部破片で、外面をハケ乱肘枢

する。

S 045 、,:':f(286) 

、;52

と甕 (287)か出七している。

~~~~8 

286は、 ゆる＜内弯しで受II状となる lI縁部をな

し、瑞部は内傾する伯iをもつ。 287は、受lI状の IJ 

縁部をもつもので、 II縁端血はわずかに凹面をなす。

第v様式廿り半姐と考えられる呪

S 055 

S 043 

奈良時代の［器に混人して、第m様式の外託

(288)か出 tしている。 288は、 ll縁部内面に刻み

日をもつ突起と「.a,J形のヘラ u己号をもつ。

2. 古墳時代の土器

(1)溝

［師器の S字状口縁合付甕 (293) か出上

［三一

口

している。

「l径14.5cm・苔片高31cmの完形である。（本部外面を

ハケ目調棺、内伯il・半部を板状 r:具によるナテを施

す。友逹分類のV-A類に比定される。
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S 044 日Mi苔椙届合 (283)、須恵堺杯 (284)、,,,

瓶 (285)か出 tしている。

283は、受部の内外面にていねいなヘラミガキか

施され、受部と脚部か貰通しない器合である。 284

はI-4 (T K23)、285はIIIー 2 (T K217)時期

に比定され、時期輻をもつ。

S 056 上師器高杯 (269)か出 tしている。

269は、内弯する杯部をもち、 fl縁部をヨコナテ

する。

S X41 直 Ii器重fl縁点 (268)か出 tしている。

大きく二段に関くこ弔口縁舷であり、体部はやや扁

平な球形をなす。頸部の立ち［かりかなく大きく外

反するのは、津市坂本山古墳群に類例かある＠。

（培旧安牛）

3. 奈良時代の土器

(1)竪穴住居

S B49 t薗器皿 (270)が出上している。

270は、 [l縁部かわずかに内弯し、端部は丸い。

底部は、上げ底となる。奈良前期のものである。

S B50 士師器皿 (271)甕 (272-275) 、須恵器

杯 (276)が出 tしている。

271は、ゆる＜内弯して開く U縁部か端部でわず

かに肥厚する。 272-275の甕は、口縁部か「く」の

字状に大きく外反するもので、体部内外面ともハケ

目調整するが、 275の内面はナデて仕上げる。

須恵器の杯は、体部と底部の境か丸みをもち [J縁

部は直線的に外開する。

(2)溝

S 055 土師器杯 (290-291)、須恵器杯 (292)

の他弥牛t器 (288)が混人する。

杯には、 2種類ある。 290は［］縁部と底部の境に

稜をもち、 291は口縁部か内弯して丸みをもつ。 291

は奈良時代後期、 290は平安前期のものと考えられ

る。

須恵器の杯は、口縁部と底部の境に明瞭な稜をも

ち、口縁部は門線的に外開する。

4. 奈良時代末期～平安時代前期の土器

(1)堅穴住居

S B39 十且蒻器杯 (277• 278)、高杯 (279) 、甕

(280• 281)、須恵器 (282)が出t.している。

杯 (277• 278) は、口縁部かわずかに外反し、端
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部かつまみ I.けられる。閻杯279は、杯部たけの残

存であり、杯部は汲い。内訓にはラセン状のI陪又か

施される。

須恵店の杯 (282) は、 lI緑部と底部の塙に明瞭

な稜線をもち、 lI縁部か雨直匁味に外IHJする。甕は、

和類ある。 280は、 II縁部か「く」の字状に外I又

し端部かつまみ I・.けられる。 281は、 II縁部の外反

度か強く 1.d[ci]甕である。ともに｛本部内外印をハケ 11

調整する。 0叫釦，；，ド）

2包含層の遺物

1. 縄文時代

(1)後期の土器

294は、深鉢の体部である。茶褐色、外而縄文内

血横位ミガキを施す。 295は、深鉢の体部である。

茶褐色。外面縄文内面ナテ。 296は、 rI縁部をなす

深鉢である。縁需部を[UJ線と縄文により加飾する。

外面は沈線による区画かあり、中に縄文を施す。暗

褐色を呈し、胎土、焼成とも良好である。炭化物か

付着している。 297は、粗製の深鉢である。淡褐色

を堪する。内外ともナデ調整。 298は、 LJ縁部か外

反する深鉢である。内外面とも横位繊維質原体によ

る条痕を施す暗橙褐色を呈し、胎土・焼成ともに良

好。 299は粗製深鉢である。外面横位繊維条痕。内

面ヨコナデ。暗褐色を望する。 300は、 lJ縁部か強

くヨコナデされ、内面に沈線を持つ粗製深鉢である。

明赤褐色を呈し、胎土、焼成良好てある。 303は、

凹底の鉢である。外面貝殻条痕。底部径6.0cm。茶

褐色を呈し、胎上・焼成とも良である。

(2)晩期の土器

301は、内外面繊維条痕の深鉢である。直立気味

に立ち上かる体部にやや外反する [l縁部を持つ。暗

褐色を呈し、胎土・焼成とも良てある。胎土に長石、

金雲母を含む。 302は、薄手で口縁部が先細る。内

外面とも貝殻条痕か施される。暗褐色を呈し、胎!'.ー・

焼成ともに良である。 305は口縁部か直立し、上端

面を持つ深鉢である。内外面とも巻貝条痕か横位に

施され、[_]縁部上端面には且殻原体による押し引き

文かみられる。 304は、 U縁部が外反し、端曲か先

細る。口縁端面に貝殻原体による押し引き文が施さ

れる。陪褐色。胎十』・焼成ともに良てある。 306は、
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口縁部がやや外反し、口縁部が端面を持ち内外面と

も貝殻条痕が横位に施される。暗褐色を呈し、胎t・

焼成ともに良である。 307は口縁部が肥原し上端面

を持つ深鉢である。条端面に二枚貝による押し引き

条痕文が施される。賠褐色を呈し、胎士・焼成とも

に良である。 308は、短く外反する口縁部と無文の

突帯を持つ深鉢である。突帯の上下に 3条の凹線が

施される。淡褐色を呈し、胎上・焼成ともに良であ

る。 309は、壺の口縁部と推定される。口縁部が強

くヨコナデされ、上端面を持つ。貼り付け突帯の上

下に 1条ずつ凹線が施される。暗褐色を呈し、胎上・

焼成ともに良である。 310は、浅鉢である。鉢部J:

半が外反する。体部内外面を横方向にミガキ調整す

る。暗褐色。胎tは良好で長石、石英、金雲母を含

第 4-33図 C地区縄文土器拓影•実測図 (1 : 3) 
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む。 311は、浅鉢である。外反した口縁部は、その

先端部がL方に引き出される。体部面を横方向にミ

ガキ調整する。暗褐色を坦する。

2. 弥生時代

深長古墳周辺及びC地区の包含屑から弥生時代中

期以降の弥生土器が、相当量出tしている。器形に

は、壺形土器• 高杯形土器・甕形士器及びミニチュ

ア土器等がある。

(1)壺形土器

受口状口縁壺 (312,-.,316• 322• 376) 口縁端部が

垂匝気味あるいは内弯して立ち上がる形態をなす。外

面に凹線文を施すA類 (312,-.,314• 322• 376) と口

縁部外面ト・半に刺突文を施すもの (315)がある他、

口縁部の立ち上がりが短く端部が先細るもの (316)
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がある。 A類には、 II径10,.._,12cmで2条の凹線を施

すもの (312,....,__314) と、 n径29.2cmで 3条のl川線

(322)あるいは 4条の［川線を施す (376) の大鼎の

ものがある

壺A類 (317r-J321) r-1縁部か外反し、広[I状とな

る形態の壺をA類とした。 U縁部側縁及び]・.血が無

文のもの (317)、n縁部側縁が無文で上tHiに櫛状

l 只で刺突文を施すもの (319• 321)、n縁部側縁

に波状文 1-.ifriに刺突文を施す (318)、 U縁部側縁

ぃ血ともに波状文を施すもの (356• 357)、口緑部

側緑に斜格 f文を施すもの (355)、 U縁部側縁に

刺突文を施す (359)がある。

壺B類 (320) 広U状U縁壺の中で、 n縁部L面

に貼付突起で加飾するものをB類とした。 320は、

I I縁部側縁にヘラ状上具による綾杉文を施し、[J縁

部 L面に 1cm前後の間隔で低い貼付突起をもつ。

細頸壺 (323• 324• 379) 323は、 U径9.6cmの大

咽のl-I縁部の破片で、外面に 3条の凹線文を施す。

324 は、頸部卜•平に簾状文、体部卜半に 4 状 1 単位

の櫛描横線文が施される。また、 379は、頸部に簾

状文を施す。

無頸壺 (381) fl縁部が外側に折り返され、 い瑞

が水平な面をもつ。外面上部に 8本 l単位の簾状文

を施す。

壺の文様 壺胴部の文様には、櫛描横線文がlこ体と

なり (361,....,__363• 365,....,__369• 371)、これに簾状文

が糾み合わされたもの (360)、あるいは斜格f文

と糾み合わされたもの (377• 378)がある。また簾

状文を施すもの (364)、波状文を施すもの (372,....,__

371)、流水文を施すもの (375)の他、外面をハケ

調整したもの (370)がある。

ミニチュア壺 (325)_ U径3.4cm、器高7.0cm。 II 

縁部は、わずかに内傾する。体部ビドを縦方向に、

下平を横）j向にヘラミガキする。

(2)高杯形土器

I I縁部が横に水平に引き出された後下雨する A類

(326) と、 II縁部か LJiに立ち上がり端部で血をも

つB類 (327)がある。

翡杯の脚には、太くて柱状になるもの (328)、

脚が直線的に開き端部が肥17-するもの (329)、脚

部中央に円孔を施し、わずかに内弯気味に脚部が開

-102-

き、端部外1[1iに凹線文を施し肥I厚するもの (330)

がある。

(3)甕形土器

蓋 (332) 盃部が、わずかに外弯気味に裾広がり

となり、端部が肥l厚する。

甕B類 (334,....__,333) 頸部からn縁部が丸みをもっ

て外反する甕を B類とし、 LJ縁端部が丸くおさまる

ものを B-a類 (336)、口縁t端に稜をもつもの

をB-b類 (334)、口縁端部がI:ードに肥)?:するも

のを B-c 類 (335• 337• 338) と細分できる。 a

,....__, C類ともに11縁部に刻み目を施す。

甕D類 (339) 薄手のLJ縁部が、頸部からゆるや

かに立ち卜がり、口縁端部が、 L)jに引き出される

甕をD類とした。

甕 E類 (340,....__,343) r 1縁部が、短く［く」の字状

に屈曲する甕を E類とした。 [J径は、 30cm前後のも

のが多いが、 22cmの小ぶりの343もある。ともにロ

縁端部が肥I享し、端面が外卜］方を向き中央部が凹む。

3. 縄文•弥生時代の石製品

大部分が深長古墳周辺の包含層で出tしており、

明確な時期決定はし難い。

スクレーパー (382• 383) 382は、メj部長10.9cm、

輻4.5cm、原さ0.9cmである。刈部は、両面から剥離

調整される。サヌカイト製。 383は、刈部長7.4cm、

輻4.0cm、原さ 1.1cmである。刈部は、両面から剥離

調棺されるが、裏面の調整は粗雑である。背面は、

自然のままで未調枢である。サヌカイト製。

石匙 (384) 刈部長5.4cm、幅3.2cm、原さ0.35cm 

の薄手のものである。凸部を剥離調整している。黒

灰色を涅する。サヌカイト製。

フレイク (385) 長さ3.0cm、輻2.2cm、原さ0.5cm

ある。凸枯石鏃を意図した未製品と思われる。黒灰

色を望する。サヌカイト製。

打製石斧 (386) 令長15.1cm、輻3.8cm、原さ 1.2 

cm。側緑を粗く両rf1iから打ち欠いている。裏rf1iト・半

が、打ち欠かれて薄くなっており、その側縁に敲打

痕が認められる。このことは、薄いまま使川したこ

とを意味する。刃部は、輻3.8cm、長さ2.3cmにわた

tJ€Jf磨されている。裏面にも研磨痕が残る。上掘り

具として川いられたものか。

磨製石斧 (387• 388) 387は、中央部の断血形が
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円形をなし、全体の形が乳棒状をなすものである。

長さ 13.2cm、中央部輻4.8cm、厚さ3.5cmである。刃

部は両面から研磨している。刃部の両側縁も研磨し

ている。凝灰石製、 388は、長さ9.8cm、幅4.6cm、

厚さ1.6cm。中央部の断面形が扁平球状をなす。縦

方向に研磨をして体部を薄く仕上げている。両側縁

を研磨している。刃部は両面から研磨している。黒

色を呈する。材質は、頁岩である。

棒状石製品 (389) 残存長12.4cm、幅3.2cm、原さ

2.6cm。断面が楕円形をなし、 9面にわたり縦方向

に研磨する。緑灰色を呈し、材質は緑泥片岩である。

砥石 (390• 391) 390は、残存長9.4cm、残存幅8.

0cm、原さ2.5cm。表面、裏面とも研磨痕が残る。径

15cm前後の円形の板石のうち約¼が残る。淡緑灰色

を里する。材質は、砂岩である。 391は、長さ9.8cm、

幅12.2cm、厚さ2.1cmの丸味を持つ板石である。表

面、裏面に研磨痕が認められる。暗緑灰色を呈する。

材質は花岡片麻岩である。

凹石 (392) 残存長11.0cm、幅10.2cmの凹石であ

る。上面に研磨痕がある。暗褐色を呈し、材質は砂

岩である。

大型石庖丁 (393) 刃部推定32.7cm、幅15.2cm、

歴さ0.8cmである。体部を両面から研磨している。

側縁は、打ち欠いた後、研磨している。紐用の穿孔

が2個施されている。径1.1cm。色調緑灰色を呈す

る。材質は、緑泥片岩である。

4、古墳時代

(1)土師器

甕 (394) 口縁部が外反し、端部が上方に引き出

される。口径18.2cm。口縁部をヨコナデし、体部外

面タテハケ、内面ヨコハケ調整する。

(2)須恵器

杯 (395• 396) 395は、杯蓋で天井部と口縁部の

境に稜をもつ。口径15.6cm。396は、杯身で口縁部

が内傾し、受部は短く水平にのびる。

(3)鉄製品

袋状鉄斧 (434) 全長13.4cm、幅4.9cmでほぽ長方

形をなし、先端部は広がらない。断面は、楕円形を

なす。

5、飛鳥時代

(1)須恵器

-105-

杯蓋 (397) 宝珠つまみをもつ。 LJ縁部内面にか

えりをもつ。

6、奈良時代

(1)土師器

皿 (398• 399• 402"-'405) 口縁部が内弯し、端部

が先細るものを A類 (398• 399)、端部がつまみ上

げられ内面に沈線をもつものをB類 (402"-'405)に

細分できる。 B類は、口縁部をヨコナデし、底部外

面をヘラケズリする。

杯 (400• 401) 口径に対して器高が高く、口縁部

が内弯し、端部はまるい。

甕 (406) 「く」の字状に開く口縁部は、わずか

に内弯し、端部が角張る。

(2)須恵器

杯蓋 (407) 平坦な天井部から直線的にのびる口

縁部は、端部が下方に引き出される。

薬壺蓋 (409) 宝珠つまみをもち、天井部は平坦

で口縁部が直立する。

杯 B類 (408• 410) 高台の付く杯を杯B類とする。

408は、 D縁部が外傾し、端部で外反する。高台は、

低く垂疸にハリッケられる。 410は、口縁部が直線

的に外傾し、高台は外方へふんばる。 408は底部外

面に「繹」と考えられる墨書がある。

杯A類 (411• 412) 無高台の杯を杯A類とする。

口縁部が直線的に外傾し、底部が凹むもの (411)

突出するもの (412)があるが、外面はともにヘラ

ケズリされる。

皿 (413) 底部が丸味をもち、口縁部は直線的に

外傾する。底部外面ヘラケズリ。

円面硯 (414) 推定口径18cm。脚部は、外反して

開く。口縁部は、断面三角形で薄い。

甕 (415) 口縁部が直線的に外傾し、端部で外反

し、端部が角張り外方に面をもつ。頸部に 2条 1単

位の平行沈線と波状文を施す。

7、平安時代

(1)土師器

杯A (416) 口縁部が外傾し、端部が内側にまき

こまれ、内面に沈線をもつ。口縁部ヨコナデ、底部

外面乱ナデ。平安時代前半期。

杯B (417"-'420) 口径に対し器高が高く、口縁部

が外反する杯を杯Bとする。口縁部をヨコナデし、



~00 

□ ~01 

~ 
こ

397 

こニロー
¥__ ________ 1=二ご..;I一

404 

こ一ロー~05
~~ 「~16

—— ニー
叉 :9

\口=::=~o
-------------,------------, 

LJ.cc C• ••~21 
,--------→ -----r -------------

l~~" ")n 
, -------------r------------

LJ ...... ,423 
三→二~8

'-~ —-: /ク-- / /  

‘ヽ '---------・ニてこ--' 426 

こ~~~\こ；
-0 

f
 

｀ 
I 
1433 

ぷ
＞
 

—雲璽饂忽

~: 
,_ ------,'434 

20 cm 

第 4-37図 C地区古墳～平安時代遺物実測図 (1: 4) 

-106-



底部外川iを乱ナテする。 418は、内川iに煤か付liす

る。

甕 (121,.....,426) I I縁部か大きく外I又し、瑞部か 1-.

)jにつまみ I・.げられるもの (124• 425)、II縁部が

外反し、端部か内側に折り返され肥厄するもの (42

6)がある。前者は平安時代前期、後者は平安時代

中期の所咋であろう。

製塩士器 (421,.....,423) 、ド底の底部と、軍直気味に

＼グち Lがる「l縁部をもつ。 II縁部内外川iに指Jf:痕を

のこす。 II径16.8,.....,18. 0cm。橙褐色を旱し、砂粒を

多く含む。平安時代伯期。

(2)灰釉陶器

椀 (427) I氏部のみで、底径7.2cm。閻台は、ハリ

ッケ閥台で、断由iが孔］月状となる。

(3)陶器

山茶椀 (428,...._,430) 底径7.2,...._,7. 6cm。翡台は断面

)j形で、ハリッケられる。

山皿 (431) 底径4.4cm。平底の小皿で、底部がわ

ずかに段状となる。 n縁部は、わずかに内弯して開

くものと考えられる。

(4) その他

平瓦 (432• 433) 432は、推定輻24.4cm。ftさ2.4 

cm。凸面に平行縄目タタキ。凹面に布日痕が認めら

れる。 （増[11安牛）

3
 

D•E地区

IヽI地区は、杉坦内逍跡の西辺にあたり、堂ノ後逍

跡に束隣する。堂ノ後辿跡の逍物出土様相と杉坦内

遺跡A•B•C地区の逍物出土様相の間を埋める好

資料を提供した。

遺構出土の遺物

1、縄文時代

後期深鉢 (465) I I縁部が肥l厚し、波状 LI縁とな

る。波頂部 2条 l単位の沈線による連弧状文が施さ

れる。』~i賠褐色を閑し、胎 L ・焼成ともに良奸であ

る。

2、弥生時代

(1) S K 1 

甕 B-b (435• 436) 甕の中でLJ縁部がゆるやか

に外反し、 LJ縁部端面に刻み日を持つものを B~b

類とする。 435は、 rI径16.0cmで、口縁部内曲がヨ

コハケ、体部外面がタテハケ調整なされる。乳白色

を呈し、胎 t・焼成ともに良好である。 436は、ロ

径17.6cm。II縁部内面をヨコハケ、[]縁部外面と体

部外血をタテハケ調招する。暗茶褐色を堪し、胎+..

焼成ともに良好である。胎tには長石等を含む。

壺C (437) 壺の中で、 n縁部内面に突起を持つ

ものを C類と呼称する。 437は、 LI径17.2cmでLJ縁

部が 1-.下に引き出される。突起は 3個 l単位で 4方

向に施されていると推定される。 1個の輻は 8mmで

似iさは 5mmである。 r-1縁部端面には、 10条 1単位の

櫛描波状文が施される。頸部には、 10条 1単位の櫛

描横線が施される。口縁部は、ヨコナデされている。

橙褐色を呈し、胎土・焼成ともに良好である。

2 包含層の遺物

受口状口縁壺A-a類 (438) 受 U状口縁をなす

壺の中で口縁端部が丸味を持つものををA-a類と

する。 438は、 U径9.6cmで、 U縁部に 2条 1単位の

凹線が施される。口縁部ヨコナデ、頸部外面をタテ

ハケ目調整している。淡褐色を呈し、胎十'.. 焼成と

もに良好である。

細頸壺 (439) [J縁部端部が両側に拡張され、 f・. 

端面を持つ。口縁部側縁に 9条 l単位の簾状文が施

される。その下に 5mm間隔をあけ、 9条 l単位の櫛

描横線が、 3単位施される。淡褐色を見し胎上・焼

成ともに良好である。

3、古墳時代

(1) SK2 

S字状口縁台付甕B類 (440) 口縁部が上方に短

く引き出され先細る。口縁部内面に櫛状[具による

ョコ方向の調散がなされる。体部外面は櫛状T具に

よるタテ方向の調整がなされ、頸部外面はヨコ方向

に櫛状工具による調整がなされる。[J径14.7cm。黒

褐色を呈し、胎上・焼成ともに良好である。

鉢 (447) 平底の底部から、ゆるやかに立ち上が

る体部を持つ。口縁部は短く斜め卜方に引き出され
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る。 II径10.7 cm。堺砂8.8cm。淡褐巳し

(2)SK3 

s字状口縁台付甕C類 (;J;J1 • 443 • 11-1,1) 別i部の

l叫川か強く、 II縁部か強く外l又する粕である。 441

は、 II径14.6cm。頸部外訓タテハヶ。 ll附火褐色を閏

し、胎 I・・焼成ともに艮奸てある。 11,13は、 II径14.2 

cm顕部外間をタテハケ晶招する。 II緑部 L段かにく

引き出され外反する。陪）火褐色を旱し、胎 I・・・焼成

ともに艮好てある。 444は、脚台部てある。外訓は

櫛状 r」［によるタテ）加］油料夜される。底径8.;1 cm。

淡茶褐色を旱．し、胎t・焼成ともに良好てある。

小型鉢 (448) I I径7.7cm。げ汀：i4. 3cmの小州の鉢

てある。 u氏の底部から（本部は斜め f-.}jに[i'(線的に

1'rち iかる。叫褐色。胎 t・焼成は、良好てある。

高杯A (450) 脚台部か釧＜、 I・. 部に櫛描柚線を

施すものを A類と呼称する。脚台部のみ残存。内川i

に指1日良か残る。橙褐色を旱し、胎t・・焼成は良好

てある。

高杯 B (1151) 脚枷部か大きく t屈広かりになる類

を砂杯B呼称する。底部9.2cm。 3}j透孔を持つ。

乳白褐色を閏し、胎L・焼成ともに良好である。

(3) SK4 

S字状口縁甕C頸 (4/42) 頸部の屈間か強く、 II 

縁 I・段も強く外J又する。頸部外川iは、タテハケJ乱柏

の後、ヨコ方向の櫛状 L只による糾招かなされてい

る。 II径12.2cm。白褐色を閑し、胎 I・.・焼成ともに

良奸である。

2、包含層の遺物

希 (446) ・鉢 (449) • 甕 (454• 458• 460• 463) 

• 畠j杯 (452• 455• 462)• 須恵器如 (461)方の古

泊時代のものと、奈良時代のL師沿甕 (459) • 須

恵沿杯B (461) "; 『かある。 （陪Lil安牛）

4 A地区の木製品

今!11/A地区で検出された廿伽J逍は、輻 5----7 m、

深さ 1----1.smの規模をもつものて、その埋上中か

らt齢・木製in¥か多凩に出！．．した。それら木製品は

叫 I・.ト罰から最卜屈にかけて所によっては折り iji:な

るように大小様々な形で出 tしている。

さて、その木製品の神類であるか、文に多柿多様

てあり変化に富むものである。ちなみにその内容を

見ると建築部材、容沿類、祭祀川木製111111、服飾Jl1木

製r,ん、紡織111木製占＼、製具、木筒、その他111途はイく

叫だか何ぐ『かの/JILLが施されてしヽるものなどかあり、

その中て代表的なものを選び報告することにした。

そこで、それらの中には祭祀具、服飾具、紡織具な

どは「木硲几成図録ー近畿編 」｀で型式分類され

ているものもあり、一I心それに従い分類記述した。

中でも祭祀111木製品の一つである斎： l'r は多贔に出！••

し、いくつかの咽式分類か口J能であるので以卜にそ

の凡＇！式分類について前叫に準拠し述べておくことに

する。

斎串の分類

1,lij瑞の形状によって 4咽式に分類する。
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A刑式 両端をそれぞれー側血から鋭く斜めに切

り落としたもの。

B咽式 叫端を t•頭状につくるもの。

C型式 両端を k頭状、ド端を剣先状につくる。

D型式 I記の 3刑式に属さないもの。

側血からの切り込み方によって 8咽式に分類する。

I式 切り込みを人れないもの。

II式 側面を割裂くように t端木IIから割目を

人れるもの。

III式 L端近くの側面の左右 1個所に切り込み

を人れるものを tとし、上瑞の斜而から

切り込むものも含む。

IV式 t端近くの側面の！丘イi2個所以 l曇．に切り

込みを人れるもの。この場合 1個所の切

り込み回数は 1[11[。

V式 側面の左右 2個所以 1-.に切り込みを人れ

るもの。この場合 1個所の切り込みl叫数

が 4"-'5 [njにおよぶことがある。

VI式 仙j側血の左右対称位附を一．．角形に切欠く

もの。

VII式 III式と VI式が糾合わさったもの。
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VIll式 V式と VI式か糾合わさったもの。

以卜か枯本的なものであるが、さらにその中でい

くつかの変化を 3つに分けることが出来る。

a
 

b
 

c
 

側面の左右 1個所を一辺が長く、一辺か‘

短い切欠きを入れるもの。

晶本的にはt頭状だか何等かのことで一

側面から斜めに切り落とすことになった

もの。

ト端部が平らなもの。しかし、邸式的に

はC刑式に含まれると考えられるもの。

1. 井戸の木製品

S E23• 24からは祭祀用木製品やその他木製昂か

出 Kしており注flされる。特に SE24からは祭祀用

木製品として人形を 2点をはじめ、まとまった形で

斎串か出 tしている。

(1) S E23出土木製品

斎串 (486-489) 井戸枠内から 5本か出士してい

るが、型式か解るのは 4点である。 486-488は上端

部が圭頭状、下端部がやや長めの士頭状であり、切

り込み筒所が同じことなどから B皿型式に属し489

はド端部が短めの剣先状を呈することから cm型式

に相当するかもしれない。

(2) S E24出土木製品

S E24からは祭祀用木製品として井戸枠内より人

形 2点、斎串が10点出土し、掘形内からも斎串が 4

点出上している。その他としては横櫛 2点や薄板状

の木製品などか出上している。

人形 (466• 467)いずれも頭部を台形状に作り、一

辺が長く 1辺か短い切欠きで頬がやせ細り怒り肩の

表現をとり、脚はV字形の切り込みで表現するもの

である。 BII a型式に属すると考えられる。いずれ

も墨書によって[]鼻やllが表現されている。 466は

長さ7.9cm、輻2.2cm、/cf.さ0.21-0. 41cm。467は長

さ11.2cm、輻1.6cm、厚さ0.17 -0. 23cmでいずれも

杉材である。

斎串 (468-477) 468• 4 73は上端部がやや平らであ

るかt頭状を意識しており、下端部が剣先状である

ところから cm式に相当すると考えられる。 468-

471は剣先状の下端先端部がカットされているのが

特徴的である。 474はcmc型式と考えられるもの

で墨書で「八公中」と記されている。 475は卜僻端が

やや平らであるか、明らかに車頭状を意識しており、

ド端部も土頭状であり B皿型式に属するものであろ

う。 476はt端が台形状に作られており、下端部も

圭頭状に近い剣先状であるところから D型式に属す

るものではあるまいか。 477-481はいずれも上下を

欠損しており、型式分類は不明である。

その他木製品としては横櫛 (484~485) と、板状

木製品 (482)、中央に孔のあいた小玉 (483)が出

土している。しかしこの小玉は木の実の可能性もあ

る。横櫛 (484• 485)は2個体とも貞名子曲物内か

ら出土しており、 484はAII型式、 485はAI型式に

属するものである。

以上の木製品のうち、人形、斎串 (468-477)が

井戸枠内出土、斎串 (478-481)は掘形内から出土

c□
日
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第 4-40図 SE23• 24木製品実測図 (2, 1 : 2) 
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している。

2. 旧河道の木製品

1 . 斎串

旧河道からの出土斎串は完形、破片も含め、 169

点に逹する。そしてその出土範囲は第 4-12図を見

て解るようにほぼ旧河道全域から出土したといって

も過言ではない。以下、斎串の型式分類に従い述べ

ることにしたい。

斎串AI型式 (491) この型式については 1本の

出土例しか認められない。割材そのままの使用であ

る。

斎串 BI 型式 (492• 493) いずれも両端が士頭状

の典型的なものであり、加工痕はよく残る。

斎串 BIii型式 (494,._,503) 両端を圭頭状にするの

がB型式の特徴であるが、 494を除けばその殆どの

下端部がやや長い屯頭状を成している。 497はその

中心から割れ半分しか遺存しておらず496• 499はい

ずれも上端部や下端部が欠損しているがこの型式と

推定される。両側面からの切込みは各々 1回づつで、

割材のままのものと、加工痕がよく残るものがある。

斎串 BIiia型式 (504) 出土例は 1点のみである

が、この型式の特徴は切り込み個所に一辺が長く一

辺が短い切欠きが施されていることである。

斎串 BVII型式 (505• 506) 506の他は上半部を欠

損している。 506は切込みについては不明だが、両

側面の三角形の切欠きがよく残っている。

斎串CIII型式 (508,._,529) 両端部が残るものもあ

れば、両端部のいずれかが欠損しているものもある。

欠損しているものは推定である。 508は上端部が圭

頭状、下端部が剣先状を呈するこの型式の典型的な

ものであり、それぞれ両側面からの切込みは 1,._, 3 

回までである。 513は下端部を片面から削り剣先状

にしてあるものである。薄いものは両側面、平面と

も加工痕がよく残るものがあるが、中には割材その

ままのものも数点ある。

斎串CIIIa 型式 (530• 531) いずれも BIiia型式

の下端部が剣先状になっているものである。 530は

側面の一部が破損してはいるが、両者とも明瞭な加

工痕をもったもので残りの状態は良好である。

斎串 CIIIb 型式 (532• 533) 基本的に上端部を士

-112-

頭状にするべきものが、何等かの制作1-.の過程で一

側面を斜めに切落としたものと考えられる。

斎串CIIIC型式 (534) S E 24井戸枠内出士の斎

串474と類似するもので、上端部は平らである。 し

かし、その他の形状及び成形方法は基本的にCIII型

式と同じであり、 C型式の一部としてとらえられる

と考えるものである。

その他の斎串 (535--539) 535を除きいずれも下

半部を欠損するもので型式は不明といわざるを得な

いものである。しかし、 535はわずかに側面に二．角

形の切欠き風のものが見えるところから BVII型式か

も知れない。 536--538もBVII型式の可能性がある。

539は一側面にだけ切込みを施している特異なもの

である。

2 . 祭祀用木製品

旧河道からは斎串の他に祭祀に使用されたとみら

れる木製品が数点出土しており、特に刀形・刀子形

ゃ、陽物などはまとまった形で各グリッドから出土

している。

人形 (540) 頭部を台形状に、脚部を V字形に表

現したのみのもので、肩部の表現は見られない。 C

a型式とでもいえるかも知れない。

陽物 (541--543) 541--542は割材の一部を利用し

て加工したもので、 543は前者に比べ細く心持丸木

を使ったものである。

馬形 (544) 背を窪める表現だけの裸馬であり、

頭部は欠損する。 A型式に相当すると思われる。

刀子形 (545) 片面を比較的］縛寧に削り刃を表現

したものでA型式に属する。

刀形 (547) いずれも柄を表現せず、刀身と茎の

みをかたどるもので、 547は現代の包丁の形に似る

ものである。両者とも B型式に相当すると考えられ

る。

3. 荷札•木簡

荷札として使用されたと考えられる板状の木製品、

及び木簡が数点出士している。 552には墨書が認め

られたが、 54g,.._,551までについては文字が認められ

なかった。

荷札 (548,.._,551) いずれも基本的には頭部が台形

状をなし、上端部に紐を巻いたであろう切り込みが

ある。 549にはその紐の痕跡と思われるものが残っ
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ている。

木簡 (552) 墨書痕が残るもので、肉眼での判読

は「村」の一文字であるが、赤外線カメラによれば

「D村七月ft-」と判読出米る呪 「口」については

文字であることは確かであるが判読は不可能であっ

た。

4. 容器

容器としては、材を直接剖り貰いて作る奇lj物と、

薄板を円筒形に曲げ、両端の重ね合わせの部分を綴

合わせて、これに蓋板や底板を接合させた曲物、そ

れに、少量ではあるが、輔櫨によって整形した挽物

と考えられるものがある。

(1)挽物

蓋板 (554) 中央部に円孔をもつもので、さほど

深く挽かれてはいない。

コップ状木製品 (560) 芯取りされる完形のもの

である。挽かれたにしてはややいびつな円筒形をな

すが一応挽物として考えた。

(2)剤物

蓋板 (553) 一応奇lj物として考えたが、或いは挽

物としての未完成品の可能性もある。削り痕跡が明

瞭に残る。

杓子 (559) 杓子としてはその判り込み部分がや

や中央部でなく偏っているのが特徴といえる。
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小形角鉢 (561) 合ljり込み部がきれいな台形状を

なすもので残りは非常に良い。

長方形槽 (555-558) 555• 556はいずれも％及ギ．

は％が欠損するものであるが、 555は短辺の口縁部

が原く、 556は長辺・短辺ともにほぼ均ーに近い原

さを持つ。画者とも表面は荒れており加臼良の残り

は悪い。 557-558は短辺の片面が面を成しているも

のである。 558は槽内底部の磨滅がひどく、残りが

非常に悪い。

(3)曲物底板

曲物の底板は図ぷしたものの他、特に円形曲物の

底板の出七は多い。楕円形のものは図ホしたものの

他でもその数は非常に少ない。

円形曲物底板 (562-566) 564はSE23の井戸枠

のあて材として使用されていたものである。 562• 5 

63は底板内面の固縁を一段低く作ったものであり、

ここに側板を立てるものである。いずれも桜樹皮を

使用したと思われる痕跡が残る。 566は釘で結合さ

せる曲物の底板であり、竹釘が 1ケ所残っている。

楕円形曲物底板 (567-568) いずれも底板内面の

周縁を一段低く作ったもので、結合痕跡の小孔が明

瞭に残る。 568はSE23のあて材である。

5. 農 具

農具の出上量はさほど多くはないが、比較的良好

な資料となるものが含まれている。

鋤身 (569) 表面の腐蝕が激しく残りが悪いが、

恐らく柄と一体となる鋤であろう。左右の日輻が多

少不均衡である。

ナスビ形二股着柄鋤 (570• 571) いずれも片側だ

け遺存したものであるが、いわゆるナスビ形を望し

ている。 570は表面の残りの状態が良く、その加［

痕跡は明瞭に残り、作りの良さがうかがえるもので

ある。

木錘 (572) 材のーケ所に孔をあけて紐を通すよ

うにしたものであり、木錘として使いやすい形に加

[してある。

田下駄 (573• 574) いずれもいわゆる枠型（オオ

アシ）に属するものであろう。 573は前壺が左に片

寄るもので、前壺前方に横木などを縄でしばりつけ

て固定させるための小孔が 2ケ所設けてある。

竪杵 (575• 576) 両者とも断片であり、 576はさ

らにその半分の残りのみである。いずれも心持丸太

I 550 

551 

`~ 

寸4
 

C一:--:--JJ 

552 

549 

54~ 10cm 

第 4-45図 旧河道木簡実測図 (1: 2) (548--550 : 荷札， 552:木簡）
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第 4-46図 旧河道容器実測図 (r, 1 : 4) (553• 554 : 蓋板， 555• 556• 558 : 長方形槽， 557:小形槽．）
559: 杓子形木製品， 560:コップ状木製品. 561 : 小形角鉢
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材でつくられ、 576のオ島部先端は丸い。

6. その他の木製品

その他、名称や川途が明らかなものや、 Jlj途はイ＜

明であるが、その形状や!JllLが明瞭なものも数多く

HI 1-. しており、以ドに代表的なものを学げることに

する。

下駄 (577) 台のAii縁部及び後縁部ともに平円形

で、前ぷが左に片奇り、後希か後歯の前にあけたも

ので BII d刑式に相‘りするものと考えられる。

糸巻 (582• 583) 糸在の枠木である。 4本の枠木

のうちの個体は別々であるか 1本である。いずれも

2ケ所の結合部間に浅いがl形を人れるもので、 AIII

叩式に属するものである。

横櫛 (584• 585) 584の日部は角張るもので A I 

型式に、 585は日部に丸味を持つ AII刑式に属する

ものと考えられる。

その他、 581は杓f朋木器、 580は川途イ』明だが何

かの栓に川いたのであろうか。 578• 579はいずれも

＼
ー
）

／
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第 4-47図 旧河道容器実測図 (2, 1 : 4) (562-566 : 円形曲物底板， 567• 568 : 楕円形曲物底板）

-119-



用途不明であるが、 579は紡織具の一部かも知れな

し、

゜
（河瀬信幸）

3. SE 24 井戸枠材

井戸枠の構造については、遺構の章で述べられて

いるが、ここでも簡単に触れておきたい。まず西面

と束面に横板を四段置く。北面と南面には横桟を渡

し縦板を置く。横桟は上ドに二段あり、 ドの桟で縦

板を支え上の桟を縦板の内側に当てる。横桟の両端

は東西の横板で挟んで固定する。縦板は裏込め板を

兼ねているのか二重になっている。

南面

-,g ©•-

珂~月 573

一"6)

昌~、、〗□ 574 

口
〗572 

575 

n
I
I
:
|
 I 
L

ー

9
9
,＇
_

E
 0 
o
i
 

576 =」

第 4-48図 旧河道容器実測図 (1: 4) (569 ; 鋤身， 570• 571 : ナスビ形二股着柄鋤， 572:木錘，

573• 574 : 田下駄， 575• 576 : 竪杵）
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縦板は現存長73.4cm-104. 0cm、幅17.Ocm-31. 6 

cm、厚4.6cm -6. 8cmの板材を使用している。木取り

は全て板目取りである。加工は大半が手斧によるハ

ツリであるか、削り加工を施したと思われるものも

ある。 3個体かほぞ穴を持っており転用されたもの

と思われる。横桟は上段が長さ 122.4cm、幅17.0cm、

厚さ7.2cmを測る。木取りは柾目取りである。手斧

による加工が施されているが遺存状態か悪く不明瞭

である。両端にはほぞをもつ。両方とも相欠きほぞ

であるが、一方には溝状の切り欠きがある。その間

隔は94.5cmである。下段は長さ117.2cm、幅10.0 

cm、厚さ7.1cmを測る。心材を用いている。手斧に

よる加工か施されている。両端に相欠きほぞをもつ。

その間隔は97.5cmである。

北面

縦板は現存長56.0cm -90. 0cm、幅15.Ocm-36. 0cm、

厚2.5cm-6. 5cmの板材を使用している。木取りは木

口取りの一点の他は全て板目取りである。加工は大

半が手斧によるハッリであるが未加工のものもある。

4個体がほぞ穴を持つか、もしくは角を落としてお

り転用されたものと思われる。横桟は上段が長

さ122.0cm、幅7.5cm、厚7.0cm、下段が長さ119.0cm、

幅7.7cm、厚7.0cmを測る。木取りは二点ともに柾目

取りである。二点とも両端に相欠きほぞを持つ。そ

の間隔は上段が94.0cm、下段が94.5cmである。

西面

横板四段が遺存している。長さ 113.Ocm-160. 2cm、

幅17.2cm-26. 7 cm、厚3.4cm-5. 5cmを測る。長さに

大きな差かあることがわかる。木取りは、不明瞭な

一点を除いては板目取りである。加工は手斧による

ハツリが施されているが、下段のものほど遺存状態

が良く、上段のものほど不明瞭である。最下段のも

のは両端に目違いほぞの凹ほぞを持ち、隣壁の横桟

の相欠きほそを受ける。下から二、三段のものは接

する辺にそれぞれ溝状の切り込みを持ち、二枚で一

個のほそ穴を構成して隣壁の横桟の相欠きほぞを受

。 a
 

577 

ロ1584 

：
 
585 

□
 
580 

10cm 

＜二二
＇ 

) 581 

582 
20 cm 

第4-49図 旧河道その他木製品実測図 (577-579• 581-583は1: 4 、 580• 584• 585は1: 2) 

(577: 下駄， 581: 杓子， 582• 583 ; 糸巻 584• 585: 横櫛，
578-580: 用途不明品， ） 
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第 4-50図 SE24井戸模式図

ける。

東面

横板四段が追存している。長さ 115.Ocm,....., 199. 5cm、

輻19.Ocm,.....,30. 5cm、厄2.6cm,.....,5. 2cmを測る。木取り

は、追柾目の一、点を除いては板日取りである。）~[l_l.

は丁斧によるハッリが施されているが、 卜-段のもの

ほど逍存状態が良く、上段のものほど不明瞭である。

最卜段のものは両端に日迎いほぞのl川ほぞを持ち、

隣峨の横桟の相欠きほぞを受ける。 卜-から~.、 :_段

のものは接する辺にそれぞれ溝状の切り込みを持ち、

二枚で一個のほぞ穴を構成して隣咽の横桟の相欠き

ほぞを受ける。 （川中久牛）

4 . ,jヽ

1 . 遺構について

A•B•C•D•E地区いずれも線的な調査であ

り、広い範囲に広がるであろう杉垣内遺跡の一端を

垣間見たに過ぎぬものであるが、一応の成果と呼べ

るようなものは得られたと考えたい。

A地区については、その細長い調杏範囲から見る

と、旧河道に分けられた西側と東側では遺構の検出

状況が違っている。西側では奈良時代後期の井戸や

平安時代前期の井戸・柱列などが検出されたにすぎ

ないが、東側では遺構の集中する箇所と疎らな箇所

が見られるものの、古墳時代後期の竪穴住居群や奈

良時代中期の竪穴住居、平安時代初期～前期・後期

にかけての竪穴住居や掘立柱建物、上拡群などが検

出されている。古墳時代の竪穴住居としては、伊勢

寺扇状地を中心とする地域では現在まで検出された

例がなく注Hされるところである。杉垣内遺跡内に

は5世紀前半頃に築造されたと考えられる径45mを

測る大型円墳である深長古墳があり、その周辺には

前期から後期にわたる古墳及び占墳群が集中してい

る地域であり、殊に後期に属する古墳群が山麓部や

丘陵地帯に展開する。前期古墳も八盾田古墳群や高

地蔵 1号墳などが点在する。従ってこれら古墳や古

墳群を築造し営んできた人々の集落があったはずで

あり、そしてその規模は決して小規模のものではな

かったであろう。今回の古墳時代、それも後期を中

士
口糸

心とする竪穴住居の検出は占瑣時代後期、つまり群

集墳を営み始める人々の居住空間を知るうえで良好

な資料といえる。しかし、前期の暖穴住屈の検出例

もない訳ではなく、 E地区に 1棟の検出があり、腿

味のあるところである。

さて、 A地区旧河道の東側で検出された占墳時代

後期の竪穴住居は11棟があり、各々 2つのグループ

に分けられる程度の距離をもって検出されている。

それは、一つは SBl,___,3のグループであり、あと

一つは SB 14,--...,21のグループである。前者では SB

3が他の 2棟よりは少し新しいものの、古墳時代後

期の届住空間の一つとしてとらえられようし、後者

のグループも若＋の時期差は認められるが、これも

一つの居住空間として考えられる。さらに奈良時代

から平安時代にかけての掘立柱建物や竪穴住屈やL

坑群もいずれかのグループに属しており、両者間に

はわずかではあるが遺構の窄白部分がある。これら

の略穴住居などの遺構が検出された地域は、南側を

現在でも小川が流れており、北側も現在は水田では

あるが、その地形や水田の様（｀などからかっては明

らかに流路であったと考えられる箇所であり、その

両者に挟まれた一段高い場所に位閥している。地盤

もやや砂質ではあるが比較的安定しており集落を営

む上で良好な場所であったに相迎なく、複数の単位

で古墳時代から平安時代まで断続的に牛活が1月まれ

ていたと考えられる。
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第4-51図 SE24井戸材実測図 (1, 8) 
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第4-52図 SE24井戸材実測図 (2, 1: 8) 
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第 4-54図 SE24井戸材実測図 (4' 1 : 8) 
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J乱介区中央やや西‘岱りに検出された111i11J道はさし

て規校は大きくはないか、その特徴的な ・Hはその判

I・. から文に多州の I・.硲に;1もって、これも多 IItの木製

品(「l然木も含む）か出tしたことである。 Ill河道

はその最ト")fqからイ'i1・-の縄文 t硲片や弥lj:_ーい器が出

十＿し、 ド・中屈からは古i月時代から平安時代にかけ

ての I沿怜か、 u曽からは平安時代木期から鎌介時代

にかけての I一．器がIllI・_している。しかし、最卜杞iで

も奈良• 平安時代の十悩も杓 1ー•含まれるところから

場所によっては多少の攪乱もあったようであるが、

しヽずれにしても111加I道の存続期間は弥牛時代から平

安時代にかけてであったと考えられる。出上した逍

物で異彩を放つのは人形• 陽物・刀形や多吊の斎巾

などの祭祀Jlj木製品、そして祭祀JtlI: 製品の t馬や

ミニチュア I点片など、古代の祭祀に関わる祭祀HJ品

の出＋．である。これら多贔の祭祀用i,l,が発見された

ことは、 IIf河道を含む川I店周辺が祭祀に関わる特巽

な場所であった事を想定せしめるものである。

祭祀用木製品が出t:しているのは他に SE 23・24 

と2柚のJI戸があり、いずれも井戸枠内から斎串が

発見されている。これらj卜） iと斎串との関係につい

ては井戸慇井時に何等かの忍味で使川されたと考え

られるがR、 2枯のJI―・戸ともその発見箇所が井戸の

底ではなくやや L栖であり、慇)~―・時に使用されたと

は考え難い。それに SE24では人形 2、点が斎串と似

通った深さから発見されており、人形のもつ性格か

らも、 SE 23• 24では井戸を廃史する時に斎串や人

形を使J廿したのではないかと考えたい。しかし、こ

れら 2屈の井） iがl[J河道と隣接した箇所、殊に SE

23は1日河逍と接する箇所で検出されており、平安時

代前期には旧河道はその機能を失う程埋まっていた

と考えられ、水の得やすいIll河道のすぐそばに井戸

を慇井したものと考えられる。 S£23---25は (SE

25は残りが悪いが）いずれも束西辺が横板、南北辺

が縦板でそれも縦板を前後 2枚ずつ牝べるという特

異なものである。県内では奈良～平安時代の井戸で、

その木組みは、丸太がlり貰きを除けば縦板組か横板

井籠組である。 SE23,.....,25はその 2つの中間的な形

態であり、この様な木組みの検出例は杉坦内逍跡が

初例であり、井戸枠の構造を考える卜で良好な資料

となるものである叫ところで、 "j内章山追跡では
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柚板Jj籠組の内側に縦板糾を市ね合わせたJj:Jiか検

出されており◎、時代も平安時代面鯰頃と考えられ

てし＼るところから、時期的にさほど）(~ かなし '1,lij者の

構造的な1fliでの比較検討が課題となるであろう。

C地区は深長古堺を含む地域であるか、内に延ひ

る調介区は輻 5m程度のトレンチであり、検出され

た辿構も断片的なものが多い。しかし、中にはこの

周辺地域を解明する l汽ズでの良好な資料も提供してく

れている。

深長占墳築造訓の箇所からは弥牛時代中期後'rと

考えられる竪穴住屈が 4棟程検出され、十坊拡も検出

された。深長古墳は長年にける L取りのために打i斤

の一部を残し削平を受けており、殊に束側ほど激し

く、竪穴住居も削平前には何棟か残っていたのでは

あるまいか。堀坂川布庁の隣接地域では弥牛時代中

期を中心とする追物が採氏され、出 tした辿跡も点

在することから、この地域の弥生時代中期以降の集

落を考えるT掛りをりえてくれているのが今［口］の検

出例であろう。

深長占墳から内に延びるトレンチ部分では古墳時

代前期から平安時代に!jる遺構が検廿iされた。占墳

時代tiii期の追構として SX 41があり一＾屯[J縁壺

(268)が出tしているのが汁：日される。一部のみ検

出されただけであるのでその規模や性格などはイ＜明

であるが遺構としてはしっかりしている。 トレンチ

中央部には比較的規模のある溝が数条まとまって南

北に走っているのが腿味を引く。いずれも !'l然流路

やその可能性をもつものであり、その中でも SD45 

は明らかに流路を持っており、恐らくは北に向って

流れていたと考えられる巾から、 A地区の111加J道と

は何等かの形で接していたのではあるまいか。しか

し、その埋上は明らかに旧河道とは迩っているのが

気にかかるところである。

掘立柱建物や竪穴住居は奈良時代訓期頃から見受

けられ、平安時代訓期までのものがあり、占打1時代

のものは検出されていないものの、 SX41やSD56 

のような古墳時代前・後期の遺構もi『+ある事から、

検出されてはいないが周辺に存在する口J能性もある。

しかし、 C地区はいずれにしても奈良時代前期から

平安時代前期の集落を中心とした地域であると考え

られる。遺構検出面も A地区東側と違い黄褐色のシ



ルト的なt質であり安定している。 SE 24• 25、 S

A26が検出されたA地区西側も黄褐色のシルト的な

t質をもつものが遺構検出面であることから C地区

とA地区の西側とは同一の生活面と考えられうる。

従ってこれら集落の人々が旧河道周辺での祭祀に関

わっていた可能性が充分想定されるのである。

D•E地区はいわゆる「伊勢神宮への古代の道町

が通ると推定されている箇所に人れたトレンチであ

る。いずれも明確な道路跡であるという痕跡は検出

出来なかったものの、 E地区では古墳時代前期の喉

穴住居が検出された。これで当遺跡は弥生時代中期

後半から平安時代後期に亘る各時代の遺構が検出さ

れた事になり、殊に古墳時代前～後期の竪穴住居検

出は意義深いものがあろう。

2. 遺物について

1 . 土器

A地区の遺構出士土器は土師器が多く、須恵器は

さほど多くはない。上師器では 61-lt紀前半頃を中心

とした S字状口縁台付甕に特徴づけられる。 SB2

出土の S字状口縁台付甕と須恵器杯蓋は、両者の同

時代性をよく現わしている例であろう。しかし、出

士士器を見ると古墳時代後期とはいえ多少の幅はあ

りそうである。

奈良時代の土器としては SB22が比較的よくまと

まっており、特に土師器杯• 皿が中期頃の形態と手

法をもつものである呪甕 (29• 30) はその体部内

面の板ナデとヘラケズリに特徴をもつ。

奈良時代末から平安時代前期にかけての土器は士

師器杯と皿、甕が多いが、 SE23出土の上師器の杯

C類は前期頃の代表例と考えられる。

A地区包含層から出士、特に旧河道からの出土t

器は多量である。包含層出士土器として挙げてある

ものはその殆どが旧河道出土のものといえる。時期

としては弥生時代中期の第 3様式から平安時代後期

まで実に長い期間に亘るものである。

古墳時代の士器は前・後期を通じてあるが、七帥

器では S字状口縁台付甕が前期の I類から後期に入

るVB類まであり、若-fの断絶はあるものの、その

変化がよく解る例である。須恵器も比較的まとまっ

て出土しており、やはり 6世紀前半頃を中心とする
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ものが多い。

飛烏• 奈良• 平安時代を通じての！：器は、上師悩

では杯.fill・甕が多く、 r闊杯などは少なし）。飛鳥か

ら奈良時代にかけては、いわゆる「いなか風椀」の

他に胎上・焼成もよく、暗文もしっかりした杯.llll 

も若＋混っているのが腿味を引く。奈良～平安時代

の土師器としては土師器杯・甕の出 t・.が多く、本文

で述べた様に幾つもの分類がnJ能なバリエーション

を持っている。墨内十器やヘラ記号をもった t器も

若＋ではあるが出 1-.している。上師器杯 (141) は

奈良時代後期と考えられるものであるか、底部外面

に「舷（船）女」と湛＂がある。この墨内か人物名

をホすものか、集団をぷすものか不明といわざるを

得ないものの、平安時代初期に成¥[したと考えられ

る『新撰姓氏録』の右原諸格卜..摂津国諸裕に「船

連」の記載が見えることからR、この地域周辺にも

何等かのつながりを持つ人物か集団が存在したので

あろうか、注目されるところである。

C地区遺構Hitの上器は縄文時代後期から平安時

代前期までに亘る。 SK32出土の細頸壺 (265) な

どは隣接する田高田遺跡にその類例が見られ⑪、堀

坂川をはさんだこの地域に弥牛時代中期後半頃を中

心とした良好な資料が提供されたと考えたい。 ま

た、包含層出土の高杯 (326) も南勢地方から

の出上例は珍らしいもので注目される気

古墳時代前期としては SX41出上の二甫II縁壺

(268)が深長古墳出土の二重口縁壺と合わせて見逃

せないものである。

C地区出tの石器でとりわけ注目され、輿味が引

かれるのは人形の石包［である。この様な大形の石

包Tの出土は県内では初例であるR。実川品なのか、

何等かの形で祭祀的な場で使用されたのかはイ＜明と

いわざるを得ないが、実際に何等かの形で使用され

たらしく、体部lこ半の側縁でゆる＜逆L字形にくぱ

んだ箇所には明らかに磨滅痕が見られる。

D•E地区の出七遺物、殊に占墳時代前期の t器

は、弥生時代後期後半と古墳時代後期との窄間を埋

めるうえで欠かせぬものである。特に S字状LJ縁台

付甕は I類と IIIA類が遺構にかかり出tしている。

s字状口縁台付甕としては、 II類を除き 1-v類ま

で出十．した事になる。



以 1-.、A,......,E地区までの出¥-.I・. 器を概観したが、

古墳時代前期の¥-.器は、かつては詞じ堀坂川水系て

あったと考えられる卜流域の粥鍋辿跡＠からまとまっ

た形でi廿卜しているものと合わせて考えてみる必疫

もあるだろう。

2 . 木製品

(1) 旧河道出土木製品

旧河道からば£に多くの、また幾稲類にもわたる

木製品が出 tしているが、今回はその代表的なもの

に限り報内することにした。

まず往目されるのは木簡の出 tである。木簡は県

内各地から出 tしており今回で 7例t1であるR。肉

眼で判説口J能なのは「村」の一文字で、他は赤外線

カメラに依らなければ判砒出来なかった。 「村」が

地域での［古］有名詞をぷすかどうかはイ』明であるが、

nJ能性はあろう。奈良時代木から平安時代崩期にか

けてのものと推定される。

容器には削物・挽物と曲物がある。削物の中で槽

には 2種類の形態がある。一つは長方形の槽で脚台

が付かないものであり、後一つは長方形の槽ではあ

るが、片側に面を成しているものであり、殊に後者

は管見の範囲では他に出土例を見ないものである。

このlliiを成す箇所のもつ性格は不明といわざるを得

ないが、これからの出上例の増加を待って検討しな

ければならないだろう。杓子形木製品は未完成品で

はあるが納所遺跡に類似した形を持つものがある。

コップ形木製品と小形角鉢はいずれも完形品であり

加T痕もシャープで良好な資料の一つである。挽物

としては盗板と考えられるものが 2種類あるが、

(553)は未完成品の n]能性もある。

曲物で令体がうかがい知れるものは殆どなく、底

板のみの出土が多く、円形と楕円形のものがある。

円形の間物底板には側板との接合をぷす 2種類のも

のが見られる。接合方法は、一つは樹皮による接合

で、後一つは竹釘によるものである。楕円形曲物の

底板も樹皮による接合のガ法を取っている。

剖物の中で長方形槽は大形のものは古墳時代から

出現すると考えられるがR、やや輻があるものの 7

世紀前半から 8tlt紀中築程度の中で収まるものであ

ろう呪コップ形木製品、小形角鉢も同じ程度に収

まるものではあるまいか。しかし、杓子形木製品は
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弥牛時代にまで遡るとは考え難く、やはり同じ範囲

内のものであろう。挽物・曲物底板も 8廿t紀代のも

のと考えたい。

悶具はその神類としては少ない。ナスビ形こ股着

柄鋤が 2、1ば出＋．しており、いずれも明確な傘状部を

もつが、刈部がシャープに尖るものと、輻広でやや

弧状になるものとがある呪その他、木錘、田ド駄、

喉杵などがあるが、いずれも古瑣時代以降のものと

考えられ、田下駄は 8世紀代のものであろう。

その他の木製品では、 ド駄、紡織具、横櫛、杓子、

など、そして明瞭な加工痕があるものの用途に関し

てはイ』明なものがある。横櫛はその咽式から 8-9

世紀に属すると考えられ、用途イ＜明品を除けばその

他の木製品も概ね 8t阻紀代を中心とするものであろ

うと考えられる。

以上の事から旧M道出tの木製品の多くは古墳時

代に含まれる農具の一部を除けば、その殆どが奈良

時代から平安時代にかけてのものであると考えられ

よう。

3. 祭祀用品

(1)祭祀用土製品

旧河道から出土したものにt馬とミニチュア上器

があるが、その中でも破捐してはいるが t馬が数個

体分出土しているのが注Hされる。

上馬のもつ性格は、従来先学によって緻密な研究

が積み甫ねられ、その性格・意味付けがなされて来

ているR。中でも大場磐雄博 tは土馬の製作目的を

水霊祭祀、祈雨祭祀、峠神祭祀、雄前祭祀などに分

類されR、現在もその中の水に関わる祭祀説が通説

となっている。しかし、近年水野正好氏は、土馬が

行疫神の乗り物であるという説を出された。それは、

馬は行疫神・崇り神の乗り物であり、それらの神々

を応和する意味で土馬を作るか、或いは逆に馬体、

足などを損じさせる事などでその猛威を事前に防止

させようとしたのではないかとされた呪

旧河道出tの上馬はいずれも小笠原編年の C型式

に相当すると考えられる見 243• 244は馬具の鞍が

粘上の貼り付けによる表現だけであり、 245は目鼻

や耳などが細い竹管での刺突などで表現するもので

ある。 C型式の上馬は 8世紀初頭頃に位置付けられ

ているものである。



ミニチュア□岱は、いずれも手捏ねの粗製品てあ

り、時期の判明している土器と伴出していないので

時期的な中はイヽ明といわざるを得ない。

(2)祭祀用木製品

祭祀に使川されたと考えられる木製品（木製模辿

品）は 5Jlt紀に始まり 8•9lH:紀におよぶといわれ

るR。そしてそれら木製品の成立時期は 7忙紀後l、

いわゆる払体系としての律令か整備されてゆく時期

に重なり、律令的祭祀と呼ばれるものとイ~11J分の閾

係にあるとされている見

さて、今回の謁杏で特筆されるのは人形の出tて

あろう。人形は人形代てあり，人間の肉体的・精神

的苫悩の解消や、さらには欲望を達成するための手

段として使われたものと坪解されているものである。

人形は 3点出上しており、 2点は SE24からであ

遺跡名 所在地 遺構

柚 井 遺 跡 桑名郡多度町柚井 不明

下 郡 遺 跡 上野市ド郡 井戸

北堀池遺跡 ” 大内 井戸

五佐奈遺跡 多気郡多氣町五佐奈 井戸

カウジデン遺跡 ,, ／， 河田 溝

斎 宮 跡 多気郡明和町斎宮 井戸

針 箱 遺 跡 志郡嬉野町巾）I[・下之庄 井戸

草 山 遺 跡 松阪市久保町字草山 井戸

杉垣内遺跡 ” 深長町字杉垣内 井戸・

旧河道

伊勢寺遺跡 N ” 字前沖・菖蒲原 井戸

（深長町前沖地区）

" ” 伊勢寺町字寺北 旧河道

（伊勢寺町寺北地区）

森 脇 遺 跡 ト野市市部 井戸

,, ,, 
" 井戸

第 4-I表 県内斎串廿叶遺跡一覧表

り、あと 1、1はは1日河道からである。いずれも今I叫の

発見か：．屯県内の初例といえる。 Jj:; Iからの出 t例
は平城宮や平城卓などかあるか、認外と少ない。かっ

て藤沢ー大氏は人形を井戸に投げ込むのは呪』の一

形態ではないかと論じられたことかあるか◎、多少

の疑間を投げかける向きもあるR。しかし、いすれ

にしてもその性格の一つをうかかい知る＇ドは出来る。

旧河道からの出上はわずか 1; 点のみではあるか、

この人形が祓に際し使用されたのではないかという

可能性か旧河道、つまり流れの中での発見でいえる

のではあるまいか。人形は 8世紀の平城京ては 6月

と12月の晦「］に宮中て実修された人祓て、祓人形と

して使用されておりR、それと木廿似通っだ性格をも

つものといえよう。

人形の使用例としては他に病氣治椋なとかあげら

時代 1 --参考

余良～ヽに安 I 鈴木敏雄『'・重虹桑名郡

（『三重考古誌考』）．．．軍

刊行会1971復刻

桓本社人『＝重考古図録

平安 中森英夫• 山田猛• 山本

『F郡遺跡発掘晶査報告

奈良 駒田利治•山田猛『北堀

平安 『昭和52年度 :_<11県埋蔵

奈良 谷本鋭次「カウシテン遺

澗場籾備事業地域坪

平安 『三祖県斎宮跡調杏事務

奈良～斗L安 I 『針箱遺跡・下之庄束力

艮工事に伴う埋蔵文化財

j 

奈良

占墳（後） 本調査報告書参照

～平安

平安 『伊勢寺遺跡現地説明会

不明

奈良 『森脇遺跡現地説明会資

不明
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県郷十．資料

二重県、 1954

雅靖

上野市教委1978

池発掘凋杏概要』

県教委1980

文化財年報』県教委1978

跡」 （『昭和54年度県営

蔵文化財発掘渦査報告』）

県教委1980

所年報1981』 県教委1982

遺跡―県道嬉野飯高線改

発掘謁査概況』

野町教委.[ci]調査会1987

料』県教委1987

』県教委1988



，遺跡ダー］ー：ー一 .(+ 地 I J'  参 考文献 ’ 伽~l 平遺鯰□心五山字内人t斗’＿ー~-大ー『人E'!遺跡一発ーり批調査報告』多度町教委1981 考

御衣野山跡 ＇， 御衣野（内谷 1鈴木敏雄『 巾の山跡と遺物』 1、1!149 t I 
人膳、ヤ追跡四fl巾巾南いかるか町 森悦郎『人膳寺跡」四日rfirfi教委1982

闊居本遺跡 ；腿伯江町れlft翡占本 占村利男『f喜I占本逍跡発掘調杏報—筈書』嬉野町教委1975

不 詳栂坂r)j山室町 人場槃雄『祭記灘統』 1970

斎 宮 跡多気耶暉[I町斎宮 1]沢義貴『占里遺跡発貼謁査報化-c逍x-』県教委1973

『斎玉宮跡資料一発附二射t ・文献資料—』県教委1978

斎宮研究会編『斎t宮跡発掘』 1978

『重卯桑譴鱈椅事務所年報1979-81、83-85、87、88』

県教委

『史跡斎宮跡附和59年覗状変史緊位発掘調査報告』明和町、県教委1985

大林遺跡 I多女淵列拍l町 f:村字人林 『明和町史』明和町1972

カウシデン逍跡 I" 多郊町joJUJ?カウンテン 谷本鋭次「カウシテン逍跡J(『II僭1154年度県営佃仕材整備事業地域哩絨I 
国牛 神社度匁賂ii城町tl1辺坂了屈柱神社

カ リ コ ” ”世占字カリコ

蓮池代遺跡 Il'. 野巾蓮池

鴻之巣遺跡名張市夏見

発シ B 遺跡明和町有誤中字発シ

木野 A 遺跡鈴鹿市料仙

未野 C 遺跡 II II 

不 評 油淵郷麟訓北

鈷馬遺跡 名張市粘馬

菅牛遺跡 松阪市清水町菅生

歌野遺跡 阿山郡大山田村広瀬芦吼野

文化財発据調合報告』）県教委1980

佐藤虎雄「神宮の J-_器」 （『咽娼じ合論文集』） 1941 

母古打守•山沢義貴『カリコ古墳・カリコ遺跡発掘調介報告』

玉城町教委1972

森前稔「蓮池代過銅 （『昭和ぅ6年釦鼠営圃湯整備事業地國埋磁文化財

発掘調査報告』）県教委1982

水lI昌也『渓嵐』 （亦日中学校PTA広報） 1981 

中森英夫「吹助幽釦 （『昭禾057年度農業基盤整備事業地域埋蔵文化財

掘賠』）県麟1983

水 池 逍 跡 1多気郡睛D町明星字l饂 Id 沢義貴•谷本鋭次『斎王宮跡ー広域市町村圏道路調杏ー』

明和町教委1977

89年度調杏でも

出土している。

保管名張市教委

保管叫困l町

保管白山高校

保管松阪市教委

莱垣内遺跡 II II 馬之上字粟垣内 1保管明和町教委

椋 古 窯度会郡F城町原

北ノ山古窯多気郡多気町笠木 1山沢義貴「-_-:_菫の占代窯」（『日本やきもの製&J6近畿I)1981 

南ノ山古窯 ” ” 

徳居古窯址群鈴鹿市郡山町 金丸但馬「徳居付近の古代製掏所遺跡に関する覚書J(『二重県史跡

名勝天然記念物調査報告』） 2 1920 

” 「伊勢徳届付近の古代製淘所遺跡」

（『人類学雑誌J第 1巻11号） 1917 

杉比内遺跡松坂市深長町字杉坦内 本温舟報告書参照

” オ常ノ後常ノ後遺跡

伊勢寺遺跡

（渕翡［前沌憔幻
” 字前沖・菖蒲原i『昭禾ぷ2国変＿遺咽鼠埋蔵文化財年報』県教委1988

" 
（併梼罰拍甘也区）

／， 伊勢寺町字寺北

第4-2表 県内士馬出 t遣跡→覧表

-131-

89年度調蒼



、ゆ-ハ,'

れているが、これらをr,Jどるものとして呪禁師の存

在があげられよう叫呪禁師はその当初に於ける性

格は医学医板的なものであったか、やがて厭魅・

嶺毒を操る傾向をもつようになるというR。

人形の出現は 7 世紀後半といわれ 8• 9川紀には

盛んに人形による祭祀が行なわれていたようであ

る 呪 SE24で出/・.した人形はその加式から 9世紀

以降に位置付けられ、平安時代前期と考えられる。

前述した人形使用の際に於ける性格付けの中で、祓

いの機能は別として、後 2つの性格のいずれかとし

て使用されたと考えるなら、呪禁師とはいえぬかも

知れないが、その役割をもつに近いものが存在した

r1J能性はあるといえるだろう。

斎串の多量な出＋．もt±目されるところである。斎

串のもつ性格・機能は「神聖な木」の一種である串

として祭祀にあたり様々な役割を付げされていたよ

うである。それらは、神の招ぎ代、浄域を圃するし

るし、神への供物のしるし、御贖料としてのもの、

など多様なものであるとされている見斎串の出現

の最も古い例は 6世紀中頃、つまり古墳時代にあり、

7世紀末-9但紀までの時期に出上例が多く見られ

るといぅ＠。旧河道•井戸出tの斎串は、その型式

から見ると屈本的型式のA----C型式（一部D型式も

ある）全てが含まれているのが特徴的である。各型

式の時期的なものは、 A型式は 6世紀後半から出現

し、 B型式や C型式の一部は 7世紀後半に現われ、

C 型式は 8• 9世紀に展開するといわれている◎。

出士斎串の中心を成すものはB刑式.C型式であり、

最も使川された時期を 7t阻紀後半から 9世紀までを

想定する事が出米る。しかし、 SE23• 24出上の斎

串の中にはB型式のものが行干含まれており、 C祁

式が盛行する時期に B型式も少しではあるが残るよ

うである。 A型式の斎串が 1点出tしているが、古

墳時代後期の竪穴住居の検出をみている事から、斎

串を使川した祭祀が已屯県内に於て古墳時代後期に

まで遡る可能性が考えられる例として注目されて良

いであろう。なお、県内出上の斎串は管見の範囲で

はその殆どがB•C型式の中に含まれるものであり、

A型式の今後の出土例が待たれるところである。

その他の祭祀用木製品としては})形・刀f形• 陽

物・馬形がある。一般的にこれらも刀形は若「古く
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6 l仕紀代まで成立が遡る nJ能性があるものの又そ

の他はいずれも 7世紀後'j'-.から 9ttt紀にかけて存続

したものと考えられておりc、 IfI河道出tのIJli述の

ものも、 8廿t紀を中心としたものと考えて差しつか

えないものと考えられる。崩述の祭祀HJ木製｝州の性

格であるが、）j形と馬形は人形と深い関わりを持っ

たようで、人形に罪祗を移す場[(Jjで使われ、祓の場

の罪悪• 悪気を打断ち遮ったものであったようであ
．：` ）じ）みた t

る叫それは、石卜．神宮の神'i:である神剣「帥虚」

が悪気を断つ呪）jをもつ））剣であったことなどから

も、占代に於ける）J剣のもつ呪術的性格と深いつな

がりがあるのであろう見馬形は罪祓を負った人形

を根国底之国に連ぶために人形の傍に 1'!.てられたと

想定されており気いずれも人形祭祀に欠かせない

ものであったwJ能性が強い。陽物は}!:Jjやその他の

水の祭祀に使川されたと考えられるものである叫

3. 結語

杉垣内逍跡は、弥牛時代中期後半煩から平安時代

後期まで断続的にではあるが存続した集落であり、

その中心は、一つは古墳時代を通じてのものであり、

あと一つは奈良時代～平安時代前期を中心としたも

のである。

古墳時代の遺構は後期のものか中心ではあるが、

集落としては全般を通じて存続し、その最盛期は深

長古墳築造当時であり、背後に群集瑣を営む後期頃

であったであろう。殊に深長古墳はその規模から '--11

地域の象徴的な存在であったと考えられる。

奈良時代～平安時代前期の集落は、占墳時代に比

べかなりの広がりを見せていたと考えられ、奈良時

代から平安時代にかけての集落か[!ti逍跡R、前沖逍

跡⑪からもうかがい知れ、この杉坦内逍跡を含める

当地域は集落が相斤．に近接して一つのまとまりをもっ

た大きな集落であったことを想定させるのである。

そして、その中で杉垣内遺跡は他の集落とは違うャt

格を与えられていた可能性があるのではあるまいか。

それは旧河道の検出と、旧河道や井戸から多贔に出

tした祭祀用品を合わせて考えてみる時、この検出

されたIH河道とその周辺は「水辺のまつり」が行わ

れていたと考えられるのである呪そしてそれは奈

良時代から平安時代前期のみならず、古瑣時代後期



を中心とする時期から継続されていたといっても過

,iてはあるまい。つまり、杉坦内追跡は刈辿跡を含
: 1 .・, 7 ↓ 

む周辺地域の「祓所」としての機能をもっていたも

UL 

① I藪ノト遺跡ー・「新III遺跡 I 『近畿自動中道（久屈～勢

和nm埋蔵文化財発掘淵査概報 II』 : qi; 県教育委員会 1986 

⑦ 谷本鋭次 『巾ノ化遺跡発掘謁介報告』 ―:_'ll: 虹教育委員会

1972 

① 飢川茄宏 『粥鍋逍跡発掘＇淵査報告』 松阪市教育委員会

1987 

④ 『位山遺跡発掘凋介月報No.1 -10』 松阪市教育委員会 1982 

-1985 

① ［志郡向山前}j後}j瑣について—---:_屯県 t要古墳謁介J

『ふひと27号』 ー・・［大学歴史研究会原始占代史部会 1967 

後藤守ー 「伊勢・志郡應地村の．．古式占打［ 『考占学雑

，；も11-3』 192:l

梱本吊次郎 『:11:考占図録』 二屯県教育委員会 1954 

① ト村登良男 『八和fl占瑣群発掘謁介報店』 松阪市教育委

員会 1981 

⑦ 「松阪地区における埋蔵文化財の調杏―その 1 松尾• 花岡・

神い地区」 『ふひと31号』 1970 「松阪市・宝塚 2り墳

測H調代」 『ふひと32号』 1975 以卜.、---:_~大学歴史研

究会I臥始占代史部会

R 小林ff雄 「鏡•大刀 •T.のなそ」 『古頃の述を探る』

帝塚山太学考古学研究窄 1981 

① 注L 「坦内llJ古項群」

⑲ 「火神山占項群」・「平林古墳群」 『近畿目動車道（久居

～納和間）坪蔵文化財発掘調査概報III」 二t県教育委員会

1987 

⑪ il:Jノ f榎長遺跡」

⑫ 新W祁 ・M北秀実ほか 「曲遺跡J 『昭和59年度農業基盤

整備巾業地域埋蔵文化財発掘調介報告』 ---:.m: 県教育委員会

1985 

⑬ 増W'如牛・ inJ瀬信中 『削沖遺跡発掘調介報告」 て•項県教

育委員会 1986 

⑭ 鈴木敏雄 『—重県占瓦図録』 楽山文庫 1933 

⑭ il:H 参照

⑲ 『延也式 ・Hi」篇』 新訂増補国史大系本 占川弘文館 1981 

⑰ 池辺 禰 『増訂版和名類緊抄郷名考證』 占川弘文館 1970 

⑱ 倉田康火 「伊勢湾西i~地域における条里制の歴史地理学的

研究」 『条甲制と荘園』 東京堂出版 1976 

⑲ itl~' 参照

⑳ 足利健応 「大和から伊納神宮への古代の道」 『環境文化一

特集・歴史の道―No.45」 1980 (『日本古代地理研究』

大明常再録 1985

⑭ 『神宮雑例集』・『神鳳抄」 止編群甚類従• 第 1巻ー神祇

部続群甚類従完成会 1986 

⑫ 中村に裕 「藪ノト遺跡」 『昭和58年度農業基盤整備＊業

地域埋蔵文化財発掘調杏報告』 二f県教育委員会 1984 

⑳ 『前の叫It城館』 1976 『団の中世城館補遺」 ーミ重

県教育委U会 1981 
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のと坪解してよいと考えられるのである。

（加I棟[1'.ifjf) 

⑭ 汁 lノ 「横尾墳募群」

⑮ 安逹原て• 木卜正史 「飛烏地域Hit・.の古式 t師器」 『考占

学雑誌』第60巻 2号 1974 

⑮ 中村浩 『陶邑』 ill• IV 1978-1979 大阪府文化財センター

及ひ、田辺附二 『陶邑占窯址群 I』 1966 平安学園考占

クラフ 同氏 『須恵器大成』 1981 角川渇店 以下、須

恵器の時期についてはこれらに依る。

⑫ 『愛知県猿投山内南麓古窯群分布謁介報告』 (Ill) 愛知県

教育委員会 1983 

⑱ 沖n参照。曲遺跡の報告によれは、時期的な間辿について

は明確な時期決定はしかたいとしなから、占項時代後期に求

めている。

⑱ 注⑳ 参照

⑳ 小笠原好彦 「t馬考」 『物質文化』 25号 1975 

⑪ ト村登良男・村卜喜雄 『おはたけ遺跡発掘淵代報告ー第 4

次ー』 鳥羽市教育委員会 1972 て報告されている中に、

良く似た形態のものかある。

⑫ 小 k道明編 『坂本山古墳群•坂本山中川墓群』 津市教育

委員会 1970 

⑮ 『木器集成図録・近畿占代篇』 奈良国立文化財研究所 1985

⑭ 思＂の判説については奈良国立文化財研究所の金 f裕之氏・

加藤優氏・綾村宏氏他の方々に御世話になった。記して謝意

を表したい。 『木簡研究』 10号 1988 

⑮ 兼康保明 「井戸における斎串使用の一例―滋賀県凶島郡高

島町鴨遺跡の井戸ー」 『古代研究』第19号 1980 栢l氏は民

俗例をあげて井戸繋井時に清めの祭祀に斎串か使J-41されたの

ではないかとそのuJ能性を示唆しておられる。

⑯ 宇野隆夫 「井い考」 「史林』第65巻 5号 1982 lri]氏は井

戸の型式分類をされ、 A類：索掘り井戸、 B類：木組井戸、

C類：石組井戸、 D類：上器・ t製品糾井戸に大別し、さら

にその構造的な特徴によって細かな分類を各型式の中てされ

た。木糾井戸B類もさらに細かく分類されている訳てあるか、

その中て横板と縦板の糾み合わせの分類の項はなく、今凹 0)

杉坦内遺跡の検出例は輿味を引くところてある。

⑰ 『箪山遺跡発掘調査月報』 No.10 松阪di教育委員会 1985 

⑱ 往⑳ 参照

⑲ 飛蔦時代から平安時代にかけての t師器は、斎宮跡出十．の上

師器の範疇の中てとらえられる。従ってtJij述の時期的なもの

については 「斎宮跡の上師器」 『_:_~県斎宮跡淵ft'#務

f祈年報1984』 --:_重県教育委員会 1985 による。

⑩ 佐伯有清 『新撰姓氏録の研究•本文篇』 1974 占川弘文

館

⑪ 『松阪市史第 2巻史料篇考古』 松阪市 1978 

⑫ 類似した器形をもつものに津市の亀井遺跡から出 i:している

ものかあるか、巾勢地方まての出土にととまっている。谷本

鋭次 「亀井遺跡」 『昭和47年度県営圃場幣備事業地域埋

蔵文化財発掘淵在報告』 打・:ti:県教育委員会 1973 



⑬ 金関恕•佐原貞編 『弥牛文化の研究』 1985 雄山閣 の

中て山口県辻遺跡の｝］部31.7cmの大形h包［か紹介されてい

る。

⑭ 氾 3ヽ］参照

⑮ 現在まてて報告されているのは、 『柚井遺跡』 （多度町）、

『小判田遺跡」・『赤堀城跡』 （四H市市）、 『ド郡遺跡』 ． 
『木津氏館跡』 （上野1ti)、 『[/t.j沖遺跡』 （大山田村）、てあ

る。

⑱ 吉水康夫・山田猛•駒田利治 『北堀池遺跡発掘調査報告一

第 1 分冊—』 1981 ―こ軍県教育委員会 その中て古墳時代

前期を中心として、初頭から後期前菜に及ふ大溝内出 J-.の槽

か報告されている。

⑰ 注⑮ 参照。以ド、木製品全般に関しては注32を参考にする。

⑱ 注 ⑯ では杉垣内遺跡出上の形態と類似するものは報告され

ていない。

⑱ 例えは、大場磐雄 「上代馬形遺物に就いて」 『考古学雑誌」

第27巻 4号 1937 「上代馬形遺物再考」 『国学院雑誌」第67

巻 1号 1966 上井実 「大和上製馬考」 『占代学』第 4

巻 2号 1956 前田豊邦 「土製馬に関する試論」 『古代

学研究』 53号 1970 小田富士雄 「古代形代馬考J 『史

淵』 105• I 06合併号 1971 泉森餃 「大和の土馬J 『檀

原考古学研究所論集』 1975 吉川弘文館 it@ の小笠原

論文など。

⑲ 注⑭ 大場論文参照

⑭ 水野正好 「馬・馬・馬―その語りの考古学」 『奈良大学文

化財学報』第 2集 1983 

⑫ 注⑳ 参照

⑬ 金子裕之 「古代の木製模造品」 『奈良国立文化財研究所・

研究論集』 VI 1980 

⑭ 注＠参照

⑮ 藤沢一夫 「古代の呪咀とその遺物」 『帝塚山考古学』 1号

1968 

⑮ 金子裕之 「平城点と祭場」 『国立歴史民俗博物館研究報告』

第 7集（本篇） 1985 

⑬ 「神祇令・大祓条」 『律令』岩波H本思想大系 3 1976 岩

波書店

⑱ 呪禁とは、まじないをして物怪（もののけ）などを祓う事で

あり、呪禁師とはそれを司どる人々であり、律令制下の典薬

寮におかれていた。呪禁と呪禁師に関しては、下出積与「呪

禁師」 『H本古代の神祇と道教』所収 (1972 吉川弘文館）
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に詳しい。
メんみ

⑲ 厭魅とは妖術て人をのろう巾てあり、熱出とは品梵なとて人

を害することをいう。

砂 『飛烏•藤原宮跡発掘凋代概報』 8 1978 奈良[Kけ文化財

研究所。 『伊場遺跡遺物篇• I』 （伊場逍跡発掘凋介報店

第 3冊） 1978 浜松rh1'r. 郷七資料館篇

＠黒崎直 「斎串考」 『古代研究』 1976 

＠注⑲ 参照

＠注＠参照

⑭ 往⑲ 『伊場遺跡遺物篇• I』参照

⑮ 1-t(@参照

⑱ 往＠参照

＠ 池 田 源 太 『）j剣の呪術的性格」 『考古学論牧』第 9冊 拙

原考古学研究所紀要 1983 

⑮ 注句）参照

⑲ 水野正好氏の御教小による。

⑳ 往⑫ 参照

⑪ i虞参照

⑫ 向坂鋼こ 「考古資料にみる水辺のまつり」 『牛活文化史』

第 8号 1985 (後に『日本考占学盆集』第 3巻に内録 198 

6 古川弘文館）てい］氏は、木製模造品をmいる祭祀を類咽 I

とし、人形・馬形.))形・斎串を基本とするものを D月］とし

た卜．て、この類型段階を律令的祭祀の投影と理解し、使川さ

れているのか水辺であることなどからこれらを水辺祭祀遺物

と考えられ、 「水辺のまつり」としてとらえられている。

〔参考文献〕

① 吉村利男 ［小野遺跡J 『昭和50度年農業枯盤格備事業地
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ふこさ

V. 松阪市深長町 深長古墳

1 . 位置と地形

深長古墳は、行政J:松阪市深長町字行歩田に属し

「狐山」と通称されている。堀坂川が形成した扇状

地の扇端部に位置する。堀坂川の北側には、杉垣内

逍跡の旧流水路が束流しており、南側にも現代の小

川がある。深長占墳は、この 2つの谷の間の小段丘

の先端部を占めている。この丘陵は、深長の集落の

束から続き、後述の堂ノ後遺跡もこの丘陵 Kに営ま

れている。堂ノ後遺跡付近で標高24--25mを測る。

深長古墳付近では椋高20m前後となる。

深長古墳は、この丘陵端に盛土して構築されたも

ので、現況は四周から削平を受け、水田・畑地• 竹

林となっている。墳丘の約％が竹林及び畑地として

残っており、墳頂に三角点があり、標高22.90mで

ある。

深長古墳の北側は、現在水田面であるが、近年発

掘された前沖遺跡の発掘成果からも明らかなように

2 . 墳

深長古墳は、前述のようにあい次ぐ削平によりそ

の形状は、著•しく変化している。~初杉垣内遺跡c
地区の排水路部分の発掘時には、残存する墳丘の大

きさは旧状をとどめると考え、径約20mクラスの円

墳を想定していたが、周溝内で転落状態のほぼ完形

の＿こ爪口縁壺が出上するに及び、周溝基底部の直径

は、 f想以上に大きいことが次第に判明してきた。

深長古墳周溝部の西半分は、卜段水田部で周溝基底

部の遺存度も良好であった。これに比べ東側ド段水

田部分は削平を受けていたが基底部の痕跡は、わず

かに残っていた。南北径45m、東西径44mの円墳と

判断することができた。排水路発掘調杏時に南西部

分でくびれ部状の高まりを確認したため、前方後円

墳あるいは前方後方墳の可能性が考えられたが、周

溝部の状況から円墳と断定するに令った。前述のよ
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谷地形と低丘陵が複雑に人り糾んでいる叫こうし

た丘陵]・_に、ある程度間隔を渭いて集落が営まれて

いたと推定される。谷地形の部分は、黒色の有機物

混じりの上壌であり、扇端部の湧水地帯であるとい

う条件と合せて水田口J耕地として適地である。

深長古墳付近の小河川は坂内川に流水する。巨視

的には坂内川水系に属する。深長占墳の北500mに

八項田古墳群があり気この間には谷地形と丘陵が

複雑に人り組む地形が見られる。深長古瑣の北300

mに弥生時代の集落跡田高田遺跡があり又深長占

墳下層の弥生時代竪穴住居群と同時期の中期後半の

t器が表採されている。

八直田古墳の中には、 4--5世紀の円墳・方墳・

前方後円墳がある。深長古墳と合せて松阪西部にお

ける前期古墳の形成とその占地状況を探るうえで看

過できない古墳群である。

丘

うに、丘陵の端部に立地するため墳丘築造時に、東

側周溝基底部と、西側固溝基底部を掘削していく時

に、西側が若干高い状態で残ったと考えられる。 J吉l

溝西側において、基底部の等高線が18.2m程度にな

るのに比べ、東側では17.8----17. 9mになっている。

なお東側において標高18.OOmの等高線が西側に人

り込むのは、近世以降の水田開発と小さな池が掘ら

れていたためである。また北側における方形の凹み

はド段水田西端に野小屋が建てられていたことによる。

深長古墳の墳頂には、—~角点があり標高22.90m 

である。やや北西に偏って墳丘が残存しており、北

辺のAトレンチに向って傾斜する北斜面の残りが最

も良い。上段水田との比高は3.9m、 ド段水田との

比高は5.lm、西側固溝基底部との比高は、 4.6mで

ある。



深長占墳墳斤卜.では、弥牛時代逍構が検出されて

いる。これらについては、杉坦内追跡C地区の遺構

とともに訓述した。弥牛時代逍構は、位褐色粘 t・./p'4

で検出される。そのドには、 I火褐色粗砂悩があり、

南側• 西側）t;J溝は、この釘褐色粘t屈、 I火褐色粗砂

3. 遺

1. Aトレンチ

A トレンチは、瑣形確認のため北側に伸ばした発

掘区であり、輻 4m、全長27mである。屈本的層Jy;

は、 I屑耕上、 II附床上、 m附1日水田耕 L1、IVfi晋

111水田床上 l、V層IfI水田耕上 2、VI屈111水廿l床 t
2、VIl屑旧水田耕t3、VIll屑I[]水田I木上 3、IX刑賠

褐色砂質1、X屑賠褐色士、 XI栖灰茶褐色砂質士、

XII層褐色砂質L、xm層暗灰褐色砂質t、XIV屑

地山となり、 x1----xm層を周溝埋tと考えている。

Aトレンチの南端から 5m程が削平された盛上部で

ある。この盛十ードで 1辺4.Omの弥生時代の幣穴住

居SB31が検出された。墳丘裾部で完形の一．重[]縁

壺 (15)が転落状態で発見された。また西咲でXI

層において―:_:j:「l縁壺が出土している。

Aトレンチの削平を受けた盛t部の標高は18.70 

mであり、墳丘裾付近の周溝の標高は18.2mである。

なお束壁断面で墳斤裾から約17mのところで周堤の

立ち上り部が確誌されている。

2. Bトレンチ

Bトレンチは、北束部の周溝確認のために設定し

たトレンチである。標高18.3mの水田面に輻 3m、

全長32mを設定した。枯本的層序は、 I層耕土、 II

屑黄褐色床土、 m層暗灰褐色士、 IV屑黄茶褐色床上、

V層暗灰茶褐色土、 VI層暗灰黄褐色上、 VII!曽淡黄褐

シルトである。但し残存する墳丘に近い南側は、盛

土を削平しており、耕十］ードですぐに淡黄褐色シルト

屑となる。 トレンチの南16mで周溝の底になってい

る。地山は淡黄褐色シルト屑である。この付近にお

いてわずかに残る埋tから_._ifi:LJ縁並の細片が出t

している。南端の標高は、 18.lOmである。周溝底

の標翡は、 17.80mである。墳丘西の標翡18.60mで

妍を掘り込んで造られている。また現存瑣丘西セク

ションにおいて弥牛時代の凶含肘が確忍されており、

包合）Ml一Jfriの椋闘は、 19.oomである。従って古珀

築造時には、この凶合/f水のいこ約 4mの盛り tをし

fこことになる。

構

弥牛時代の遺物包含屑が確認、されているか、この包

含屑及び地山の貨褐色シルト屈か束へ向って緩斜血

をなしており、これらをも削平していることかわか

る。

3. Cトレンチ

Cトレンチは、用形確忍のため南側に没けたトレ

ンチである。輻 3mで長さは16mである。址本的屈

序は、 I屑耕t、II屑I火色砂屑、 III府）火茶褐色シル

ト、 IV層灰茶褐色シルト、 V悩灰茶褐色シルト、 VI

層黄褐色シルト屑である。 Cトレンチでは、北部分

でわずかに二重[J縁壺の小片が出 Lしている。北側

の排水路の発掘調介時に大はに出 tしたのに比べて

対照的である。 V屑を周溝埋J:と考えている。南側

においては、 IV屈と V屑の間に奈良、平安時代の凶

含l曽があり、遺物が多く Hlf-. した。これはIVI面炎黄

灰色1である。

標高は、北側で17.90m、南側で17.28mである。

4. Dトレンチ

南東側の瑣形確誌のために、 Cトレンチの束側15

mのところに、輻 3m、長さ 9mのトレンチを設定

した。屈本的l曽1¥は、 I栖耕t、 11屈濁賠橙褐色床

土、旧層旧耕+.(賠｝火褐色）、 IV/面蜀賠黄褐色 L、

VJ曽賠灰褐色 t、VI屑貨灰色砂質シルト陪である。

トレンチ北端でニj:LJ縁壺小片がti「検出された。

Cトレンチより川は多い。 トレンチ北での椋閻は、

17. 80mである。

5. 北拡張区

北側のAトレンチと Bトレンチの間の部分を使宜

t北拡張区とする。標高19.17mを測る。 t段水HI

と標閲18.3mを測る水flI及び t堤があったところで
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旧床士 2
旧耕土 3

旧床土 3
暗褐色砂質土
暗褐色土

XI 灰茶褐色砂質土

XII 灰褐砂質土

X Ill 暗灰褐砂質土

XIV 灰褐砂利（地山）

Aトレンチ東壁

・ " ・ :  トレンチ東壁

耕土 IV 黄茶褐色床土 Ill 淡黄褐色シルト
黄褐色床土 V 暗灰黄茶褐色土
暗灰黄褐色土 Ill 暗灰褐色土

Bトレンチ西壁

IV 灰茶褐色シルト
V 灰褐色シルト

VI 黄褐色シルト二麟“麟~":トニ戸ノルト

．＿  
I 耕土 IV 渇黄褐色土

I 耕土
II 暗黄褐色旧床土
Ill 旧耕土
IV 渇黄褐色旧床土
v 暗灰褐色旧耕土
VI 暗茶褐色旧床土

第 5-2図土層断面図 (1:80) 
南西拡張区土層南壁 VII 暗灰褐色旧耕土

II 渇暗橙褐色床土 v 暗灰褐色土
Ill 暗灰色旧耕土 VI 黄灰色砂質シルト

VIII 黄褐色旧床土
IX 褐色土
X 灰黄褐色土
XI 暗褐土
XII 暗褐砂資土
XIII 白色粘土
XIV 灰褐色砂混土
xv 灰褐砂利

19.40 m 

Ill 黒褐色土混黄褐色土
IV 暗灰褐色士
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ある。またポンプ小圧かli'f丘の糾部を掘って建てら

れてし）た節叫もある。 I・ 設水川卜は、感 I・及ひ幽.i'fi: 

I I鍼：位の残存状態か良好である。残存する盛 I・.の＋吹

,', 況：jか18.60m、!i;J溝底椋,・,';jl7. 80mである。比似j凡80

cmてある。 >fi:l l縁砥;:(8)か盛 tから約 9m離れ

た!i'i]溝底で検出された。 8から北へ約 3mの周溝底

で・.印 I緑ふc(4• 5• 9• 10)ぐりが検出された。

5は薄『でII縁部か外I又し先細る。赤褐色である。

深長古泊の］爪II縁磁；：の中ては、このタイプは少数

である。さらに 3m程束側で3012• 3013• :3014か転

落状態で発見された。

6. 西拡張区

Aトレンチと、杉坦内辿跡C地区排水路部分』月介

との間を、周溝確忍のため拡仙し調介を竹った。こ

れを1JLj拡脹区と称する。 C地区排水路かクランク状

に1111かる部分の北側で、西拡脹区の南断血を観察す

ると、深長古村［の瑣丘のrfLj端が確忍できる。址本的

）付序は、 I !rt/耕 L、 II)付床,-.、 mI付賠褐色砂質!・.包

含屈、 IVJ付黄褐色シルト Jf'iである。包合屑は、珀丘

側から 4m程確忍されており、これより西側は、漸

次水111の拡伽により削‘ドされている。そのため周溝

部分における日付断面では、旧耕 Lが 3rAi、それに

伴う I未t-.か 3rfriみられる。なお、包含附はみられな

い。瑣丘裾部 3,..._, 4 m の l~ii\ は、水Ill拡脹による削平

以8iiに本米テラス状をなしていた可能性か似jい。 A

トレンチ・北拡脹区と 1「i]様に盛 tは削‘ドされている

ものの枷部の残{f-状態は良好であった。削平された

盛 j・_の標闘は、 18.80m ,..._, 18. 60mであり、 J.';J溝の底

か18.20mである。残存比闊は、約40cmである。培

丘は、包含屈の Lに［盛して築造されている。

辿物のlH+.状況は、第 5-5• 6図にぷしたよう

に大贔に出 1-.した。 Aトレンチに近い北端では・.L¥.: 

[ l 縁壺 (56• 57• 59)か転落状態で検出された。

南へ1.Sm の箇所で46• 55が、さらに南1.2mに45

か転落状態で検出された。 43• 44がIIi]地、点から、 42

はその西側に、また44• 41が前者の東から検出され

た。いずれも周溝部からの出 tである。 53• 36は、

周溝内のれ't据で転落状態で検出された。 35は、散乱

状態で検出された。 69• 76は、橙褐色を旱し、胎J・.

も類似しており [ri]一個体と思われる。また休部の破
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I¥・ も少なからす見つかってし＼る。 76は、 I氏部を穿孔

しておらす、底部内川iに朱か付祈してし＼ることは、

特AFされる。 72は、屈 T項）・.巾lI緑磁；・て・、点のみ出

I・. した。 70• 71 は、内拡1Jk[メ怜j端で },Ii] 溝坪 l 月•中から

検出された。 2034 は、 70• 71の位iて1翡j溝坪 l叶lから

転落状態で検ti¥された。

7. 南西発掘区

両拡伽区の南側から Cトレンチの北側の杉坦内辿

跡 C地区排水路発掘翡介区の咋；亥IX及ひ、排水路の

クランク状になった箇所の怜i内拡叫部を合せてl'?oi内

発掘区と呼称する。

杉厨内逍跡C地区発掘時に F19 6地区において

3 個体の••印 I縁壺か瑣丘樹の贔い部分あるいは、

テラスのド瑞部とも考・え得る的所て、第 5--8図に

図不したような状態で出 I・.した。発掘区の似jし＼部分

は8.80m、 重 II縁心か検出した地点の椋翡は、 18.

55m廿り後である。周溝底の椋閻は、 18.oomである。

検出された個体は、南から、 77• 84• 86である。 77

は倒¥[状態で検出された。 86は、柚に倒れた状態で

検tHされた。

杉坦内遺跡C地区発掘時に F17 -19地区において

4個体の二和 I縁面が、村［丘卜居に転落状態て検出さ

れた。これか、胄古瑣の発掘説i介の中で蚊初に転落

状態を確忍し得たものである。 79は、壺II縁部か倒

附状態で検出されたっ 81は、 79の東約 lmの箇所で

転落状態て検出された。 81の束約 3mの箇所で}.'iJ溝

内の横｛立転落状態で検出された。 87は、 80の束約 4

mの所で逆位で検出された。なおこの 4個体か検出

された地点は、 !・. 段水田と卜段水fTIの境の t堤てあ

り、珀丘の形状は、削平守を受け変形している。

州:n縁壺が良好の状態で/H!・. した前 2地、点の間

は、木確認であったので、後に拡曲した。この拡脹

時に残した南内方向の I・.堤の南曲の十Jr-Jをもって南

,1り拡眼区のJよ本的屈Ij'; とする。 I /[Y/耕!-.、 II)洲陪貨

褐色Ill床十→、川屈旧耕 L、IV栖闇貨褐色旧I木 I・.、V

屈賠灰褐色Ill耕上、 VIJM賠茶褐色11l 1木上、 Vll)竹賠｝火

褐色旧耕 1-.、VIII柄黄褐色IHI木 t、IX)p'j褐色上、 Xfr'i 

灰貨褐色t、XI/M賠褐色 t、XII!r'i賠褐色砂質:i-.、

x皿屑白色粘十．（ブロック状に輻1.2m程度人る）。

XIV屑賠l火褐色砂混十．、 XV/fY~/火褐色砂礫である。



VIII層-XIV層が周溝埋tである。 XIII屑白色粘七は、

拮］溝底にはりついていた。

は第 5-8図に図示した。 122、西端で発見された

二重口縁壺のLJ縁部である。北東約60cmに破片が散

乱状態で検出された。

この箇所の遺物出土状況

これを4002として取り上げた。

細片のため図化はできなかった。二甫口縁壺 (114)

は、口縁部から上胴部までか周溝内でつぶれた状態

で出土した。 123は114の北隣で検出された。届j溝部

に白色粘土か、東西幅 3m、南北長2.4m厚さ 10cm

検出された。その東端の上に130が散乱状態で検出

された。 119は、 130の東80cmで検出された。 115は、

赤褐色の胎土をもつ二重口縁壺のド胴部である。 11

5の南 lmでは、 121が単体で発見された。 120は、 11

5の南0.7mの所で単体で発見された。 122は、 120の

東約1.2mで散乱状態で発見された。

8. 南東発掘区

Cトレンチより東側で、当初杉垣内遺跡C地区排

水路部分のクランク状になった部分及び、東三角拡

張区として孤状に拡脹し上器の転落状態を（第 5-

10)図に図示した発掘区を合せて南束発掘区と呼称

する。標高は、 18.oom崩後で、南及び束へ緩斜由］

となっている。

初に二甫□縁壺が出土したところである。束こ角拡

張区では、遺物の出L地点を図ぷして取り)-_げた。

―こ重口縁壺 (126、134)は、この中でも東北端で検

出された。 124は、 126北西1.3mでつぶれた状態で

検出された。ほほ完形の個体である。 127、135は、

当該区の中央部分墳丘裾で検出された。 127の南0.7 

mでは、 125• 129・136が転落状態て検出された。

また西端では、 131 ・ 132• 133• 137が検出された。

9. 

この地区は、排水路部分調査時に最

東拡張区

Bトレンチの南から、南東発掘区までを呼称する。

今日まで徐々に墳丘部が削平を受け、墳丘の東側約

10m程が欠けている。また当発掘区内で標高18.00

mの等高線が大きく凹むのは、近年まで池か作られ

ていたためである。なお SK27から江戸時代の瀬戸
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Ji窯拙鉢か出 Iー．している。耕 L卜すぐI火褐色砂屈

（地山）となる。/,';]溝坪 I.は、 Bトレンチと j,i]じく

陪I火褐色粘 tてある。），r;J溝I、1体も中！仕以降の削平を

受けており、わすかな．屯11縁磁；か散布すること、

椋此i17.80mの守闘線か[rrjることをもって瑣丘樹を

平I]応した。 173• 174• 175は、‘月発掘区で出 I・.した。

10. 排水路直線化に伴う発掘区

‘竹初クランク状になって排水路部分か、川水の連

ふ［砂、[!]り心かつまりやすいとの杖叩かあり、協

＂義の結果、直線に「事変史することになった。調杏

は、 2月26f Iに夷施した。水路部分と培丘の削屯を

受ける部分について発掘謁介した鮎呆、現況の畑地

の耕 I・トに弥生時代の陪褐色砂質！．．の包合屈かあり

地山は黄褐色砂混りシルト lr'iて弥牛時代中期後菜の

呪穴住屈 SB28、SB29を検出した。謹細は、杉坦

内追跡C地区として報告している。なお‘知亥発掘区

からは、 -. 巾11縁布は出！．．していない。

11. 墳丘部の保存について

残存する瑣行部に閲しては地厄改良区の御協力に

より保存されることとなった。内拡如区、南内拡弘

区は、プルトーサーにより tを埋め戻した。またA

トレンチ両セクション、南内拡脹区セクションは、

取りはすさないままに埋め仄した。

4 . 逍

逍物は、コンテナ箱約70箱てある。追物の時期は

縄文時代後期～近ft+に及ぶか、本稿では、ナンバリ

ングして取り 1-:けた深長占墳）』j溝出tの・.重LI縁壺、

甕その他の古墳時代前期遺物に限り報告したい。深

長古墳の逍物中特筆てきるのは、周溝に転落状態で

検出されたこ市lJ縁壺てある。実測したものは約20

O,rは、本文に掲載したのは175点てある。完形復元で

きたものは 6桐である。 lI縁部及び頸部内面と外面

全体を丹牽している。底部ば焼成前に穿孔されてい

る。色調は淡褐色を呈し、胎 1-:にわ英• 長石• 金雲

母を含む。橙褐色を闇するものが数点ある。

第 5~10図に深長古閉出十．の逍物器種分類をぷし

た。

二重口縁壺A類……一段日のIJ縁部か横に強く引き

出され、 ．．市ll縁部か強く外反してII唇部か上を向

く。[]緑部ヨコナデ、体部内面ハケ調整。体部外面

ハケ調整＋ナデ消し。底部焼成前穿孔。

二重口縁壺 B類……一段日のII縁部か斜め j--方に立

ちじり L下に拡脹される。 ．．市II縁部は外反した後

斜めに引き出される。 A類に比して一弔目 Ll縁部の

屈曲か弱く偵線的である。体部はややたて長で、桐

部最大径は、中央部にある。 [l縁部ヨコナデ、｛本部

内外曲、板ナテ＋ナテ。底部焼成訓穿孔で、底部か

厄みを持っため•段にケズられている。平底である。

二重口縁壺C類……一段目のLJ縁部か斜め 1-.方にゆ

物

るやかに外反する。口唇部は、 卜カ.に引き出される。

u縁部ヨコナデ。｛本部内外［旬板ナデ十ナテ。底部焼

成前穿孔。穿孔が底部の側縁近くまでおよんでいる。

二重口縁壺 D類……ー.tfi: I 1緑部か外反し、先が細く

なって終る。 11縁部ヨコナデ、体部内外面ともヨコ

ナデ。平底のものをD,類、丸底のものをD,類とす

る。 D,類は廿占墳に完形晶か無いので、杉坦内遺

跡C地区 SX41周溝liltの壺をもって典咽とする。

小型二重口縁壺 E類……底部のみ残存しているか、

二重LJ縁壺と推定六れるので、 E類として設定した。

半底で、底部ば焼成前穿孔である。坂本山 6け墳出

上の小型壺を典型とする。

壺F類……赤褐色で薄手である。[l縁部が斜めトガ

に立ち上がり、 11唇部かョコナデされ I:トに拡曲さ

れる。｛本部内外面ヨコナデ。 D類の中で薄手で胎i:

か赤褐色のものと近似する。

壺G類…..・{本部か球形てLl縁部か斜め上方に直線的

に立ち tがるものである。

壺H類……「l縁が外反した後上ドに拡伽される。 II 

縁部側線に櫛状［具による山形刺突文か、内l旬に櫛

状［具による刺突文か施される。

壺 I 類•…••厚手で [I縁部が外反、外面タケハケ、内

面ヨコハヶ。

高杯A類……脚部は摩手で外反する。外面タテハケ。

（弥生中期と思われるか、周溝逍物として取り卜けけ
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たので正確さを期するため掲載した。）

高杯B類……薄『で脚部は斜め卜方に直線的に作ら

れる。

高杯C類……脚部L部に 2条の半行沈線がある。 /9:

手で脚裾部が外反する。三）j透し孔を有する。

高杯D類……原手で脚部が裾広がりになる。

S字状口縁台付甕……脚部のみ残存。薄丁:.で外血夕

テハケ。

船型土製品……Tづくね製。たて長で、底部は平た

し、

出゚土遺物について以卜．、発掘区ごとに概述したい。

1 . 北拡張区

二頂口縁壺A類 (8)、B類 (11)、C類 (9)、

D類 (5)が出士している。

いずれも口径30cm前後で、淡褐色を閑する。 1は

一爪目[]縁が横に拡張する A類で、 2は、屈折の少

ない C類の特徴を持つ。 7は、二甫口縁のみで判別

できない。色調は、いずれも淡褐色で、内外面丹塗

である。 12は、底部のみ残存する。底径8.2 cmで、

底部焼成前穿孔である。内面は刷毛調整される。 13

は、底径8.2cmである。 3は、一重目口縁が外反す

るA類である。色調淡褐色を呈し、内外面丹塗であ

る。

4は、口縁部は、ヨコナデ、頸部内外面をハケと

ナデで調整する。口径は、 30.0cm。口縁部が鋭くり 1

き出される B類の特徴を持つ。

14は、 C類の典型である。 Aトレンチ出土。二用

目口縁部先端が上下に肥原する24がある。二重口縁

壺D類 (25)は、墳丘部から出土した。橙褐色を星

し、胎tは精良である。 28• 29は、二盾口縁壺底部

でいずれも焼成前穿孔である。 28は、 S字状口縁台

付甕の脚台である。薄手で、脚部外面に細いハケ調

整がなされる。内面には指圧痕が残る。

2. 西拡張区

西拡張区では多数の二屯口縁壺が転落状態で検出

された。 29"-'50は、西拡張区の北半で出tした遺物

で出土状況は、第 5-5図にぷした。 29は、 C類で

ある。 34• 36• 38 も C類と考えられる。 A類は、 33•

37• 39である。 47は、橙褐色を呈する底部で、
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上底で焼成前穿孔である。底部内川iにハケ謁枢がな

される。閻杯B類 (50) も出 tしている。

51,......,69は、内拡張区南半で出Lした追物で出 I・.状

況は、第 5-6図に示した。 A類は、 52、57、60、

63である。 Oは底径9.2cmで、 t底状の底部は、焼

成前穿孔されている。他の個体に比べ底径が大きい。

66は、壺E類である。一rfi:LJ縁で終っており、 r1縁

部端が Lhを向く。扁平球状の体部を持ち、底部は

上底で、穿孔は無い。底部内面に）1が付着していた。

橙褐色を星し、胎tは精良である。

67は、壺 I類である。摩手で、外面タテハケ、内

面ヨコハケ調整される。壺 I類はこの 1点のみ出 L

している。

この西拡脹区では、約33個体前後の．．屯口縁壺が

出土した。

3. 南西拡張区

当初杉坦内遺跡C地区の排水路発掘調介時にクラ

ンク状に水路が曲がる部分。西端でテラス部分の端

部と思われる地点で78• 79• 81 の 3 個体の ·.~LJ縁

壺が列をなして検出された。 78• 79はC類、 81はA

類である。遺物出 t状況は、第 5-7図に示した。

またこの水路部分発掘調介時に、南側周溝を確品し

ており、転落状態で74• 76• 75• 82の4個の比較的

残りの良い個体が確認された。 74• 75は共に B類で

ある。 76• 82はA類である。

南西拡張区の中で前記のこ地点の間を西側に拡脹

した。この部分では、墳裾に転落状態で、 15個体前

後の二［口縁壺及び壺G類が出上した。遺物出t状

況は、第 5-8図にホした。出上遺物は、 108,__, 11 7 

である。 108は、 A類であり、他に A類と考えられ

るものは、 110• 115• 116がある。 110は、底部で棒

状工具により粗雑な焼成前穿孔がなされる。 111・1

15 は、頸部のみ残存する。 C類は、 113• 114である。

113は、口縁部が残っており、 114は、頸部のみ残っ

ている。橙褐色の胎土が精良な109が 1点出 tして

おり、 109は、薄手の器壁を持ち、外面板ナデ、内

面大半にハケ凋整が残る。三＾屯口縁壺D類もしくは、

壺F類であろう。壺G類も l点出 tした。 117は、

橙褐色を呈し、 LJ縁部が斜め上方に[¥1:線的に灯［ち I:

る。
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4. 南東拡張区

南東拡張区では、墳形を確認するためDトレンチ

の両側を拡張した部分で、転落状態の二重口縁壺を

14個体前後確認した。出土状況は、第 5-10図に示

した。出土遺物は118~132である。 118 は、 A類で

ある。ほぼ完形であり、墳裾につぶれた状態で出土

した。他にA類は、 120、128、129、130、131であ

る。 120、128は、口縁のみ残り、 128、129、130は、

平底で、底部焼成前穿孔である。 129は、棒状工具

による穿孔痕がみられる。 C類は、 124、125、127、

131である。

排水路にあたる F19-2地区の遺物は、当初墳丘

裾と確認できないまま発掘したが、この地区を補う

意味で出土しているプ．菫口縁壺を第 5-1 8図に示

三ロニ／
~~~-=--/ 
第 5~13図 Aトレンチ遺物実測図 (1: 4) 

した。 132-141がそれである。 137• 141は、 A類で

ある。 137は口縁部のみ残存し、 141は、平底の底部

である。 133• 139は、 C類である。これらの出上遺

物と識別の困難な遺物を合せると 7個体前後の口噌

口縁壺を確認し得た。

5. Bトレンチ

Bトレンチでは、鎌倉時代以降近代までの開田に

より墳丘が削平され、かつ墳裾まで水田の影響を受

けており、わずかに周溝底の確認ができたのみであ

る。従って二咀口縁壺の出土数も少ない。淡褐色を

呈する壺の一重目口縁部が 2点出土しているが、同

一個体と思われるので 1点のみ図化した。 147は、

口縁部端か十方につまみ出される。橙褐色を鳩し、
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順 rIi 1 縁部か外反する D類144• 145も出 tしてい

る。贔杯C類155も出 tした。

6. Dトレンチ

D トレンチでは、北娼の部分で153• 154• 155が

廿ii-.した。いすれも小片である。 Dトレンチの惰側

ては．．屯Il縁帝は出ししていない。南側に傾斜して

おり、古培時代後期以降の逍物が包含府から多数廿i

！．した。これらは、杉坦内遺跡C地区で報告する。

7. 東拡張区他

聞[llにより墳行か削平されている。周溝も Bトレ

ンチと lu]様に削平されているのて、出土した―i 屯IJ 

緑ふ・は少贔てある。 162は、中底のI氏部で焼成伯穿

孔かなされる。 174、171は、 11縁部のみ残行する。

末北拡伽区と南束拡払区のナンハリング取り［け

以外の追物の一部を156以ドにがした。東北拡叫区

でn」Iされるものが数点ある。 165は、 I氏径11.0cm 

で焼成前穿孔かなされる。 169は、 ．．市II緑ふ： E類

である。 l氏径4.4cmて小邸のものである。 Iげ：類は、

この一，点のみてある。 17;3は、鼎台てある。 :_)j透

孔が穿孔されている。）'}!'0の販跡か，忍められる。

174は、船咽 I製 1品である。推‘巫に25.4cm、幅8.0cm、

I介jさ4.0cmである。手つくねにより成形されており、

船竹部を指Ifにより細長く竹り出している。船首部

のド瑞に仕卜げ時の板状 L具のアタリ痕か残る。内
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第 5-20図 Dトレンチ・東拡張区他遺物実測図 (1: 4) 
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1hiにも一部板ナテ痕か残る。船底部及ひ、船体内川i に、L、1』糾か残っている。内外面とも）1冷か施される。

5. 結

1 . 遺構について

1 . 墳形

深艮古墳は、四J,13からf'jlj中を受けており、特に束

側は、後!ftの開川によりわずかに周溝の残存か確認

できる程度である。しかしなから、北拡脹lメ及び西

拡脹区、南西拡脹区は、周溝が確忌でき、 ．．市II縁

壺が転落状態で多数発見された。南東拡張区の—•部

で比較的良好な逍物のIll1-. 状況か認められた。これ

らから深長古瑣は、直径約45mの1'1111と想定できよ

う。泊丘の上に ----:.1り、Lはかあり椋闊2t90mである。

残存比tfr標翡は、 22.70m fiij後である。西側周溝の

標高は、 18.OOm,....., 18. lQmであり、南及び東側｝胡溝

の椋緑は、 17.80,.....,17.90mである。したがって比闘

は、 4.6m,.....,4. 9mとなり墳斤の高さは約 5m計i後と

考えられる。西拡脹区の L屑で墳斤築造前の弥牛時

代の遺物凶含州が忍められ、後wの開mにより削平

を受けているが、残行部上面の標碕は、 19.10 mで

ある。この弥牛時代の逍物包含州は、後に排水路直

線化に伴う発掘晶介時でも確認、され、東側にゆるや

かな傾斜を持つ。深艮古珀は、この臼含屑の卜に盛

tして築造されている。南西部で周溝内でなく、テ

ラス状になったi翡斤t居部から 3個体の一．市II縁壺が

列をなして検出された。この出 t状況から、堺斤裾

と溝の間にO.Sm........,l,Qm程度のテラス部があったと

推定される。

古珀の規模は、瑣斤裾までの直径43.Om、テラス

部 lm弱、周溝内内径45m、)古J溝底と墳頂の比高約

6mである。一．．国の鼻 1号墳①の発掘成果を援用す

ると、墳裾までの直径45mの部分を中心に地表をは

ぎ、緩斜面になっているの西側を若「削り、盛十．す

る部分の面をある程度‘ドらにしたと考えられる。こ

の段階でテラスの闘さを決走し、次の段階では、 ・. 

段11の円墳部分（底部LI'(径41m)から約 5mの似jさ

に盛 tをしつつ、途中でい本部（木掘でありイ＜明）

を設定していった。推定瑣斤半径20.5m、 卜部半径

五
口

,,,, 

"
 10. 25m、推‘走(riJ5 m、打1斤の傾斜角を30° 、斜辺

と1リ墳中心軸との交、点の即離（似jさ）を10.4mとす

る。 fl]錐の川it如t符を行い推定盛!・.I州を求めた。

½X20. 5』X3. 14 X 10. 4-½X 10. 25'X 3. 14 X 5. 0一

4021. 7 4 m3 

推定盛L!-. ti1: は、 4025面である。但し、訓述のよ

うに微傾斜地であるので打＼斤据まて平均深さ0.2m 

の削平、賂地を行ってしヽたとする。 22.5"X3.14X

0. 2=318rrf 

これらのJt~から約4000m3科＇．度の,-_t由か連搬され

たと推定される。 A トレンチ束堺の 1-./M観察から、

泊斤裾部から外側約17mに拮l提状の＼［ち卜りがみら

れる。この~-火から、直径45m の円瑣の周囲に 17m

輻の周溝を深さ 1.2m掘削したと推定する。この時

の十鼠は、以ドの計算により求めることができる。

(22. 5 + 17. 0) 2 X 7[ X 1. 2-(22. 5) 2 X 7[ X 1. 2 = 

3971. 47m3となる。

整地は周溝掘削tiiiに椋高の閻い所から低い所へ移

動し、その後、墳丘の盛上は、周溝の士をmいたと

いえよう。 1人 1U 1吋の I・.tri: を周溝から瑣斤築造

に掘削連搬できるとすると50人が80日、整地守を含

めると90日程度かかるatTI:になる。

なお、南西部で二*LI緑心が列になって検出され

た部分の北側は、やや高くなっており、陸橋状の経

道の翡まりと推定している。杉坦内追跡C地区sx

41出tの二4t17縁壺 (268)か南内コーナーに供献

されていたことがこれをぷ唆している。

2. 内部主体

墳斤中心部は、保存されることになり木発掘であ

る。ただし墳丘も南及び束からの削‘ドか苫：しく、 J: 

体部も半壊状態で残っていると思われる。南内発掘

区拡張の際｝昔J溝底部で白色粘上が検tHされているこ

と、地元の人が、 t『墳丘で白い粘 tを取って遊んだ

と話していることから、粘 L榔を推虻している。

3. 南勢地方の前期古墳と深長古墳

深長古珀は、松阪市内部域に所在し、坂内川水系
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に属する。この流域で杓過できないのは、八屯田古

墳群である。深長古墳の南1.2kmに位洲し、令24屈

の古泊群である。 I寸］地間発に伴い 9枯が発掘された

前期～後期の占瑣群である。前}j後円瑣 1桔と 1・

8• 10号の 3Ji応の円墳か往日される。 1号瑣が独立

丘陵状に孤t[する支尾根に 1枯その北120mの南北

に長い尾根に11号墳、この北lOOmに8号瑣が築か

れている。標翡はいづれも46m前後で、束にひろが

る水田面との比高差は約26mである。この 3枯は、

占地状況から、相前後して築造されたと考えられる。

また10号墳は、 11号墳の北600mの低丘陵先端部に

位償する。墳丘裾の標高24mである。深長古墳の立

地状況、墳丘の規模とも酷似している。なお深長占

墳は、 10 号墳の北約600m にある。 10• 11号墳は、

当地域における首長級の古墳と推定され、深長古墳

も今回の成果から首長層の古墳であると考え、築造

年代をともに 4川紀後‘ドと推定している。

北東部の低地に立地する松阪市清生町茶臼山古墳

は、既に消滅したが、円墳あるいは前方後円墳と考

えられ、粘土榔、内行花文鏡、三角縁神獣鏡、石釧

が出上した鸞直径55mの円墳部、高さ 6m、南側

を前方部と仮定すると前方部36mとなる。八甫田古

墳群に比べて副葬品の棗華さが目立つ。

金剛川水系では、独立丘陵の頂上に久保占墳があ

るR。同じくこの水系の古墳に坊山 1号墳⑦、高田

1号墳、 2号墳があり、 4世紀末の築造と考えられ

ている⑧°

同時期に、雲出川の支流である中村川流域では、

首長居の古墳として前方後方墳が採用されている。

向山古墳R、筒野古墳⑩、錆山古墳⑪、庵ノ門古

墳＠等がそれである。西山古墳R→向山占墳→筒野

古墳の順に築造されたと考えられており、これらは

中村川が北東流する低地を囲むように約 2kmの距離

を置いて位置する。小地域における首長の墓域が点

在しているのは、その絆帯の不安定さをぷすもので

あろうか。近年、筒野占墳のある天華寺丘陵で、西

野 7号墳、西野 8号墳、西野 3号墳が発掘された呪

これらの成果から前方後方墳と大型円墳の同時性が

明かになってきた。なお向山古墳の西120mに原田

山B1号墳（円墳）R、その西180mに原田山A1号

墳（円墳）があるR。この地域では、首長層の墳経
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に訃i方後方i月と 1リ瑣が採川される。

八市田古墳群発掘調介報内閃に「南勢地）jの大形

占墳」が載せられ、 A地域（中村川流域）、 B地域

（坂内川/1・:州地域）、 C地域（坂内川石州地域）、 D

地域（金剛川流域）、 E地域（櫛w川右l『地域）、

F地域（宮川右庁地域）として論杓されている叫）

4tlt紀代にA地域における前）j後）j墳の採Jlj、D地

域における円培の採川、 B地区における八rfi:lll1号

墳の築造に{4→:Hしている。 5廿t紀削'j':C地域におけ

る宝塚 l号墳出視をもって、広域盟 l・：権の確立とと

らえている。 5tlt紀後平における E• F地域にも大

型古墳が視れるとしている。

前記の研究史に沿って深長占墳及ぴ、最近の占墳

発掘成果をもとにA""'F地域の位置づけを再考した

い。 A地域では、前ガ後}j墳が首長経として採用さ

れる。しかしながら内野 3号墳、 7け瑣か発掘され、

•重口縁壺、円筒植輪をもつ大咽円泊が f口］地域に 4

世紀後半代に存在したことも明らかとなった。

B地域では、布留占段階で八市[II1号柑か築造さ

れ次いで、布留新段階で、相前後して深長占瑣、八

屯田10号墳、 8号墳（円墳）、が築造された。宝塚

1号墳出現前後における B地域は、これらの古瑣の

被葬者を首長とする一大勢力を有していたと考えら

れる。まだ焼成前穿孔の完成された形を持つ壺を多

量に墳丘裾に巡らす深長古墳の存在は特布される。

また、田高田遺跡呪川井町逍跡⑲など弥牛時代中

期以後の遺跡もあり、良好な水[HnJ耕地もあること、

深長古墳の西溝に低墳丘墓 SX41が検出されている

ことから在地勢力の継続的な発炭がうかがえる。

C地区では、清生町茶臼山古墳を仮に前ガ後円墳

と考えると約90m級の大古墳となり、 4世紀後半に

定型化した首長墓が築造され、次いで宝塚 lり瑣⑳

が築造されたことになる。あるいは径55mの円墳で

あるとしてもその副作品の栄倍さから、 C地域ト・流

域における首長経が存在したといえよう。 'it塚 1号

墳の出現が、 C地域のみならず、他の地域を含む—ー

大勢力の首長権の確立である、1はは異論なかろう。

D地域では、久保古墳（円墳径52m)が単独であ

り、 4世紀後半紀の首長墓と考えられる。＼＇「．地から

も、方形周溝経28桔を持つ大集落爪山遺跡＠がある

ことから、 B地域と同様の系譜を導ける。久保古瑣



はi翡形から、深長古瑣、八叩I]IOり・.l:Jlと類似する。

ただ、この地域で特"fされることは、金剛川の文流

で久保占堺とは、斤陵をl~Aてて南側の谷の両側に坊

山 1',J・ 珀、似rn11 号堺、 2~J·墳かあり：．角形の透孔

をもつ占式の円筒埴輪を持つ芦j川 1号墳は、 4¥It紀

木災に比止されている。この密接する 2つの古瑣群

は詞—ーグループとみなせるか、他の 4 ftt紀後‘ドの古

珀群に比べて異質である。この群の後に土塚 1号珀

が出現したことは、 C、D地域の比較的内陸部の密

接な関辿↑化をうかかわせるものではなかろうか。

E地区では、前述のように、弥牛時代後期の人方

形周溝絵群（金剛坂追跡⑫ • 閲1-J.内逍跡R)か存在

することから、櫛川川の支流である祓川の両l店を牛

）粗屈盤とした古墳時代訓期における肖長1付の存在は

予想できよう。松阪市域では 4t廿紀における、竹長

雌とされる古瑣群が 2,...., 4 km程度の距離を岡いて点

在することが明かになった。 E地域では t~。．城丘陵南

西部の権現山古瑣群＠を中心とした外城田川を臨む

集団、大塚占墳群R、神前山古墳群Rのある丘陵上

に造絡している祓川を臨む集団と斎宮池古墳群＠．

佑i塚占墳群Rのある丘陵に造様している玉城丘陵北

部の小谷水田を牛産枯盤にする集団に分け得る仮説

も成if.する余地はある。なお斎寓池西岸の丘陵にお

いて弥牛時代後期の上器が出tしていること、中池

村樋[J遺跡◎で水川ffliド約 2mの所で占式士師器

（壺.s字状II縁台付甕）が出tしていることから、

小谷水田の開田は比較的早くから進んでいたと考え

られる。

F地区においても、近年隠岡逍跡が発掘されR、

また倉田山丘陵麓の・_ッ池遺跡Rで弥生時代前期壺

片が表採される等、新たな知見を得た。当流域にお

ける初期悶耕文化について再考を促す資料である。

弥生時代後期～占墳時代初期の方形｝吉j溝経は、宮川

左岸の野坦内遺跡R、中楽山逍跡＠、大藪逍跡⑲が

ある。これらの事実から、 F地域では、宮川左岸の

開発が進んでおり、外城田川やその他の水河川を制

御して口J耕地を拡大していったと考えられる。 }j形

周溝経が庁内併行期まで連続していることから古墳

時代前期の低墳丘絡は発見される 11J能性があろう。

しかしながら大和古墳は築造されていない。
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2. 遺物について

深長古墳の］和 l縁壺を、 A,...._,E類に分類したか、

出t憎はA,...._,C類がその大半を占める。これらの＾・

和 7縁壺と県内外の・.iji: LJ 縁袖，•＾•との比較検請を行っ

てみたい。

1 . 三重県内の二重口縁壺

雨県は、東廂地方の西部に位附し、畿内に属す

る伊賀地方と伊勢湾にrfriし尾1k、 j11Jとともに伊勢

酒文化隅を形成する伊勢地）jに大別される。伊勢地

)jは、地狸的に北勢、中勢、南勢地域に区分されて

しヽる。

(1)北勢地方

北勢地）jで発掘資料か比較的多いのは、鈴鹿川流

域である。占墳出 Lの―.ffi I J縁壺としては、八野 2

り・墳出t逍物かある。共伴辿物は闘杯、叶tである匁

前 II期古段階に属する。鈴鹿）II卜.流に神大奸逍跡が

あり、包含層から [I縁部に刺突綾杉文を施す柳ケ坪

系の川訂l縁壺、上胴部に線鋸歯文を施す・.市[J縁

壺、--重目口縁部の長い壺等が出上しているR。中

流域左庁に位置する亀山rli山城遺跡竪穴住居 lでは

前II期古段階（布留古段階）の高杯、 → ~ ~:I 1縁壺、

小刑丸底壺、 S字状口縁壺が出上している克これ

らに後出する二屯口縁壺は、亀山市地蔵僧辿跡 SB

22出上壺があり、 S字状U縁台付甕D類と、小刑丸

底壺が共伴する叫鈴鹿市天ノ宮遺跡SK2もfnJ時

期であり、櫛描刺突文を口縁部内血に施す―~i¥.:縁壺

が、 S字状口縁台付甕、小刑丸底壺と共伴してい

るR。

(2)中勢地方

沖市坂本山 6号墳の墳裾で―重11縁壺か出 tして

いるR。深長古墳の壺に比べて小刑である。器台と

山陰型壺が共伴する。前II期に属し、深長古墳の壺

に比べてやや古い様相を示す。坂本山 6り4月の位．閥

する店田川流域に新畑逍跡がある。 SB2から―>R

I I 縁壺と器台が出,~ している呪前II期新段階であ

る。 SB7からは、一項目 [1縁と月叶lの屈曲がゆ

るやかなこ市口縁壺か小刑丸底壺と共伴しており、

前m期初段階である。他に沖rh北部の志登茂川流域

では、中蔦遺跡があり、茶臼山打リ―~_fill J縁壺が出＋＾

している呪 [J縁部に刺突文を施す川汀l縁壺もあ



り、これらは計jII期占段階である。弥生時代後期に

川北城跡）j形周溝媒⑭、高松弥牛墳禁⑪、安隣町前

田追跡Rを構築していた）1¥盤の 1-.に、坂本山 6り月＼

のような小型の占項を築いた小竹長屈の出視をみる

ことができる地域である。

(3)南勢地方

嬉野町去出川以南を南勢地方と呼称する。

雲出川にそそぐ支流中村川流域では訓述のように

削方後}j瑣が多い。 重口縁戒は、向山古用で表採

されており、崩II期のものである。西野 7り墳にお

いても底部穿孔月~u縁壺か発掘されており、円筒

埴輪と共伴するR。西野 3号珀 ([1'_f径30m円墳）の

周溝から］和l縁壺が出 1-.している。深長古墳に後

出する二屯[J縁壺である。

集落逍跡では、深長古墳のある松阪市西部の坂内

川流域では、杉坦内遺跡旧河道でていねいなタテ）j

向のミガキを施す欠山期の二屯[]縁壺が出十．してい

る。堂ノ後遺跡包含層出土二重LJ縁壺 (256) は、

-・. ifi: 目口縁部が斜め L方に長く引き出されるもので、

先端が先細る。布留占段階に属する。杉垣内追跡s

X41は、深K古墳の西隣りにある）j形周溝絡であり、

周溝南西隅から雨LJ縁壺が出上した。深艮古墳と

ほば同時期の前1I期新段階である。川井町粥鍋遺跡

から、二屯日 LJ縁部が強く外反し、先端が 1ー・・トに拡

張される＾．弔口縁壺が出上しておりc、これも深長

古墳とほぼ同時期であろう。また同遺跡から小咽＾．

直口縁壺が出土しており、前111期のものである。

櫛田川流域では、松阪市閑浄寺遺跡溝 2から．．直

n縁壺が出t.している呪布留占段階である。この

流域では、 ＾．屯口縁壺をめぐらす古墳は木確認であ

る。

宮川流域においても．』重LJ縁壺を廻す古瑣は未確

認である。左岸の伊勢市野坦内遺跡の方形｝吉l溝墓か

ら高杯、 S字状lJ縁台付甕とともに二屯口縁壺が出

土している。庄内併行期である。

鳥羽巾答却町大畑遺跡では、口縁部内面に綾杉文

を持つ柳ケ坪型二爪[J縁壺と無文の＿．．重口縁壺が共

伴しているR。

(4)伊賀地方

名張市域、上野巾木津川流域、柘植川流域で．．屯

LI縁壺が発見されている。いずれも弥生時代以降集
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落跡が連続するところである。名伽di域I令敷辿跡s

B6からは、布留古段階の・.rli: I I緑壺が悩台、小咽

丸底壺と共にIllt. した｀

木津川沿l『では、 卜間湿i跡i2り北咲穴住｝，叶からは、

布留甕、沿台と共伴して•爪 I I緑布か:11'iI・. した

布留占段階のものである。

柘柏川流域では、 卜野市向ノ森逍跡 Sl3 4からIE

内併行期の甕と共併して先端部か先細る・.41: l I縁n位

が出 1-.した凡北側の丘陵 1-.に阿山町束山逍跡かあ

り布留最占段階の沿台似j杯か出!・.している灯≫。 IIi]町

北中溝逍跡人溝でも小収丸底袖，：、 s'[斗犬II縁台付甕

と汀tu縁壺が出tした叫

2. 全国出土の二重口縁壺

群馬県元島名将軍塚古墳＠の爪：I l緑心との凡は、

[ l縁部内外面のミガキ、頸部の突閉、 1-.lllu]部の櫛描

横線と波状文、体部外血の細いミガキ、焼成後穿孔

とがある。この差は、 Jじ島名将巾塚古墳のm期と IV

期の差であり、布留古段階と布留中段階の差である。

厄島名将軍塚はじめ ・.E¥.:LJ縁外豆の出 t例の多い群馬

県を例にあげ、伊勢洒西部域における古式 t師沿の

編年観を援川しつつ、深艮古墳と 1口1時期と思われる

古墳の考察を試みる。）じ島名将軍塚出 Lの・.iTi: I I縁

壺は明らかに、畿内の桜井茶Fl山型・.if!: [ J縁壺の⑭

影臀を受けている。倉賀野力礼{-#逍跡第 4~J·}j形周

溝墓出土二和 l縁壺も茶臼山咽のもので、体部外川i

をヘラミガキしている凡

茶臼型こ1ftLJ縁壺を後円部墳頂に囲続する崩橋火

神山古墳の―.ili: n縁壺は、 it'{/J. 頸部を持つこと、一

{甘 LJ縁部が水平に引き出される呪 fiij}j後円瑣で

あり、墳頂に据えられていることから、関東地}jに

おける最も典刑的な、茶日山型の配列及び祭祀形態

を踏襲している古墳であり、ー.rli: I l縁壺である。 Iri] 

古墳の -.~LJ縁壺は、深長占項の月1: ! I緑布に先行

する。

掘之内遺跡群CK2号様では、 ・. 1li:r1縁、,M、i印 l

縁壺が大鼠にtH上しているR。),';J溝からの追物廿1+.

状況が深長古用と類似している。時期的にも近似し

ている。 DK2号墳出 L・.4!: r I緑舷は、｛本部か艮ijlti]

化しており後出のものである。

屋敷内 B遺跡＠の前）j後）j形）r'iJ溝経/1¥L・. iF.: I I縁

壺も掘之内追跡群CK2号瑣経廿lLの・.Ji: r1緑咄tと



ほぼlid時期であろう。

心池Jrli北II匹古珀は、 1iii)j後）'.j±翡て）,';J溝から1氏部

穿孔＾．叩 l緑ふ：か出 Iー．してしヽる f少。打打叫¥I・. 小刑鉢

は、布留中段階のものである。北山茶臼山占珀は、

径40mのドl±J.'tとされ長胴化した底部穿孔・_印 l縁壺

か廿¥j・_している （h・i。イill!川式新段階とされている。

埼 k県では、鷺山古珀も》→i恥川I129号珀り心→熊野

神社古瑣c→ ー：．度神社古瑣りの順に糾年されており、

：段：稲荷神社占±ftの・.ifi: LJ縁nりは、体部か長胴化す

るものである。

栃木県では、湯沖 t村卜符塚占泊で、焼成tiii底部

穿孔、月称の ・.mn縁ふtか出卜しているc。また足

利巾藤本観 1,ケ［山古封tの），'IJ溝で爪：I I緑布が出 j・_して

いる呪いずれの占瑣も前）j後）j墳である。時期は、

布留中段階であろう。次木県では、 1泌造町勅使塚占

±1『り→八郷町佐「I塚古瑣⑳の順に編年されており、

佐目塚には、円筒型器台か廿¥t. している呪

r災県では、 r!il恥Ii根Ill6号且臼、 friJr!i諏訪台 8

号瑣巧が深長古墳と詞じく円墳であり、 こ屯II縁壺

が出 1ー．している。根1116り村i出 j・_・.ifi: ―IJ縁壺は又

I I緑ぷの形態が各柿あり、深長占瑣と対比されよう。

r!i原rfj新吼塚古墳の・.i:i汀l縁壺は、）古J溝で発見され

ており、 h領III式に比定されている呪内外川i丹冷

が施されている。｛本部は長胴化していない。

東廂地方、中部・北陸地方をまとめて概観する。

長野県松本市弘法山占墳では、咽穴式イ茂の本体

部直!・.より 30個はかりの―.iii: I I縁壺か検出された覧

丁:_焙利 L器、沿台方も出 t・.しており、庄内併行期の

ものである。

石川県抑水町宿束山 1号瑣では、―.tfi:n縁壺、壺

叫ボか出 j・_している呪時期は、桂町 8群 L器併行

期とされ、布留古段陪である。 ·.l¼!:LJ縁壺は、）古l溝、

及び墳丘から川上している。一部に焼成後穿孔のも

のを含む。深長占瑣出 t・.・. ill n緑如に先行する。

愛知県既橋rlirfj杵嶋神社古墳墳斤から、 月~:I I縁

壺か廿¥/-.しており⑲、元lぶ敷期の古段階に属する。

犬山r!i青塚茶臼山では、埴輪とともに＾雨rI縁壺が

廿几している叫 5! 仕紀riii半のものと考えられてい

る。

近畿地ガでは、衿雄古墳で前ガ部における祭祀に

川いられた特殊円筒埴輪と．．屯LJ緑ふ：が出 tしてお
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り、布留最古段階である。都出編年の 1期に相'7す

る古泊である。桜J!:,U茶「l山古泊では、特殊円筒l机

輪か無く討fJ頁部を）j形に区間して・.rTi:I I縁壺か巡る。

大収で、訛駕か伯•立する爪 I I縁ふ：である。大月ldi

束殿塚又扇都府向 II rtいじ稲荷山占瑣では、特殊円

岱j邸埴輪と州II縁壺か出上している的0 }じ稲荷山

占川は、都出編年の洲 I期である。桜Jl:1h茶「 11I I古

瑣は、前 II期に人るとされる。

大阪府羽曳野Ii御旅山占瑣は、体部か長刷化した

重 II緑壺か、円筒埴輪とともに泊斤経底部から出

tしており⑫、前11l期に比定される。

中国地）jでは、岡山県岡山市都月坂 lり珀出!・. ・. 

1li: 「l縁壺があるc。特殊円筒埴輪と共伴しており、

儀器化した壺を用いる祭祀形態の初期のものである。

1iii II期では、広島県筒賀村横路小谷第 11']・!ftかあり

閉斤斜面で＾．屯lI緑壺が川上している (HJ。 11本廂側

では、鰭取県鳥取rtittfi影山74号墳で加飾外豆の系請を

引く一．和 1縁壺が出上している叫倉占rh上神猫山

逍跡では、方形周溝経、方珀・ドl閉か発掘されてお

り、第 3号瑣躾からは、山陰型、心とともに、頸部に

突僭を廻らし、 t胴部を櫛描横線、刺突文で飾る底

部穿孔の二可ti!縁壺か出tしている凡

四国地方では、愛媛県今治iii国分占墳（前）j後円

堺）から茶日山邸[・.屯□緑命が出 tしている叫呑

川県高松rfj石船塚占培（前方後円墳）で、埴輪とと

もに、 ．．重口縁壺破片が出卜してしヽる叫

九州地}jでは、佐賀県本川原追跡 1号）j形拮l溝躾

で庄内併行期の一．弔lJ縁壺がIll上している （8り0 f晶岡

県小郡巾津古牛掛古堺でもこの時期の］汀l縁咄；：か

出上しているR。前 1期では、大分県大分市浜辿跡

3号石棺があり―こ用LJ縁壺が廿ir. している叫前 II

期古段階には、浜遺跡D-0"第 1集石の--~! 和 1縁

壺、佐賀県唐津市羽水柴山 2号瑣（前}j後円±11)の

第 2Jこ体から茶H山型二市LJ縁壺がある⑲。削 II期

新段階には、福岡県小郡市・・・国ノりし lり4月（前方後

円墳）があり、茶臼山ゆ。重LJ縁壺で頸部か外間き

になる退化傾向の認められる壺か川上している。一

部体部が長胴になるものを含む。

...:_国ノ鼻 l号墳に続く後出の・.i:p.:U縁壺は、｛本部

が長胴化する。佐賀県佐賀di銚子塚占墳 (1iiiJi後円

瑣）図、福岡県術岡巾老釘l古瑣R等があけられる。



3. 深長古墳出土二重口縁壺をめぐる諸問題

以 L、 : 爪県卜及ひ介国の州lJ縁布を概観して

きたか、それらの帰・納するところから深長占珀出!・.

．．和 l緑心の位附づけを試みたし、()

まず弥牛時代の経制である力1杉），',]溝様か、 }JII災辿

跡のようにい大化し特定の比団を作る窄間となる状

況かあげられる。令国的に弥牛時代後期になると大

規模な小!II開発か行われる。またが山辿跡の発掘例

に見るようにイi沿から鉄器使Jljへの転換笠牛廂T段

の質的、情的変化がみられる。占備地）jにみられる

墳 l,梨への器台、‘，蔽咽埴輪の祭祀がある。弥牛時代

から継続する}j形拮l溝経を持つ地域の中に古瑣時代

初期以降、他と際立った差を持つ低墳丘経・占堺を

築造し得る竹長府を出現するのは、小地域に次第に

首長屈か牛まれ、小地域の抗争の後により大きい地

域を統括する首長屑か登場してくる 'F'火を小してい

る。また占備系祭祀の影粋を受けた大前）j後1リ墳衿

経占墳を築造し得た勢力は、その影孵を直接的、間

接的に令国に及ほしていった。之ケ原古墳、神門 4

号墳、峠山 1号墳の出現がそれである。次いで前 I

期とされる冗稲ィ岡山古墳では、墳Jfiで月{LJ縁壺、

器台を川い、墳丘の形態は、前）j後）j瑣である。こ

の崩方後ガ墳は、北陸、東洵、関束地ガに拡散して

いく。しかも ·~t亥地方において riiiH後円i月に先行し

て訃j}j後}j瑣が採用されるという。次に訓II期も古

相とされる桜井茶臼山があり、 ・.1: ロ縁術のみを用

いて墳丘上を）j形に囲饒している。墳形は、 tjlj方後

円泊である。この二爪[J縁壺による囲饒を前ガ後円

墳（又は円墳）を用いる祭祀形態の地方拡散として

:it: 
① 河瀬信宰• 増田安牛 『前沖遺跡発掘凋杏報告』 一・用県教

育委員会 1986 

② ト村登良男 『八,rtff]古墳群発掘品杏報告』 松坂rli教育委

且会 1981 

① 『松坂rli史第 2巻史料篇考占』 松坂rli教育委員会、

P61-P63、1978

① 『加美遺跡現地説明会資料』 大阪市教育委員会、聞大阪市

文化財協会 1985 

① ,3文献 P361-P362 

R、3文献 P 365-P 366 

⑦ 3文献 P 372-P373 

®:3~ 文献 P374~P375 

① 3文献 P 193-P 203 
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鳳ノ灼 lり珀、 1打束廿l古川、 ,iii橋火側II占閉、深

恥けl『、•りかある。 1廿j ll期で茶日山に後i廿する 1りi)j後

円珀メスリ II I,,, 閉ては、 ・. 印 l 縁ふ••は無く村!!,:を数

段にわたりド」岱j舶輪で旧紐する。こうした埴輪を杓

つ訃j)j後11間は、 1iiiIII期に各地により大きな地域を

統括する首.Ll:)P'/の川経として畿内政桁との糾ひつそ

のもとに採用された。茶「 I山咽の・.和 l緑布を）I jい

る祭祀を受容した地域首長の古!J'tも、こうしたl"!I'(輪

をi孔丘にめぐらす形態を取り人れ珀制に側すように

なる。また御旅山古閉や、打塚古珀では、咄溝吐伯輪

としてより埴輪に近似したものになる。

：爪県卜.で、 Iりi期古mの発枷l例の多い伊勢地）jて

は、中勢地）jの坂本山 6号川のように小地域の首に

料の20m弱の円瑣に供献されたもの、 IY1勢地）jの深

長占閉や両野 3け瑣のように30,..._,5om級のI'J! 孔て閉

臼加こ．．叩 l緑，；位を廻すもの方か発掘例として知ら

れる。また南勢地方における中村川流域の訓）j後）j

墳の採用（近年の発掘成果で西野 3号瑣のような円

瑣の混在も知られる）と深長古瑣、松阪市久保古狐

r riJ八和1110号瑣に代表される円瑣との対比は、興味

深い。しかしながらいすれも、在地色か強し＼点で共

通している。

深艮古i月の月:tI J縁面は、 ,iり述のように茶「 l山朋

叩 II縁壺の影評を受けたものである。しかし山城

逍跡竪穴住屈や、 卜郡辿跡 2号哨穴仕｝け出 l・.・. 和 I

縁壺と比べて頸部か外反する点に芥沢かあり、一段

階新しいものと考えている。地蔵俯辿跡 S822出 j・_

逍物、西野 3号i打出t迅．辿物よりは古木IIを闊びる。

（陪Ill安牛）

⑲ 3文献 P20:-i-P 204 

⑪ 『—重県地祓文化財年報17j :_ if叫教育委員会 1987 

⑫ 始野町教育委は会の御教小による

⑬ 3文献

⑭ n文献 P39 

⑬ 3文献 P206 

⑯ 3文献 P 206 

⑰ 2文献

⑱ 13文献 P61-P6:-l 

⑲ 3文献 Pl2I-Pl25 

⑳ 3文献 p :-l:-l4-P 338 

⑪ 『草山逍跡）l報No.I -No.HJ』 松I奴rli教育委員会、 1982-

1985 



認， (1) 谷本鋭次• 山澤義l'i , 令剛坂逍跡発掘晶介報化［

明和ll!J教育委員会 1971 

(2 l Ill村I湯 • や,;111勝功・戊尾悟 金1叫I]坂追跡］ 『昭和5fl

り度農災),し盤・F梨地域 坪祓文化財発掘凋介報~';· ~ :_ ,fi: 県

教育委員会 1985

勾；））中野牧人・ Ifl中久'L I、J'tlijJ..J逍跡 I 1':_ ff県坪蔵文化財什

中札Io、17; 1 086• 1~87 

:21ノ， 卜村登良男 『iuJ111占珀群発掘謁介報古』 多気町教育委員

会 198ti

均⑬ 文献 P 15:J-158 

糾 卜村登良男 『神伯山 lI昇月発掘晶介報告』 HJJ fl]町教育委

~i会 1973

虞叫［文献 P127-P1:l0明fl!町{t:{j刀 谷 lI金凸氏か、斎・1:訂也内

(J)丘陵て弥牛時代後期後半(}),:・1淋脚を表採されて＼＼る。

⑳り ("~t 文献 P112-145 

詞川 11 和弘• 森lilt伸他 『郷t史研究部文杖己「 明flI中学校

1983 

⑳ 宕中沿之 ］応岡逍跡発掘油れ査報店』 伊勢叶j教育委Li会

1987 

⑳ 閏学館大学牛の森Ill点伸氏か分布凋査時に表採された。

⑫ ト村登良男 ［野加内逍跡I『昭和/48年度県常圃場格備巾没

地域坪蔵文化財発掘淵介報告』 :_ffi: 県教育委員会 1979 

⑬ ト村登良男 「中楽山遺跡＿ 『昭和/47年度県‘営l甫l場幣備＂楽

地域坪蔵文化財発掘淵食報化・』 ---:_市県教育委員会 1973 

⑭ 占水康男 「大薮遺跡」 『南勢ハイハス埋蔵文化財調杏報告』

:_,f(県教育委員会 197:3 

⑮ 『鈴鹿市史』 鈴鹿r/i教育委員会 1980 

⑱ 凶見宜雄 「神人、り遺跡 l 『昭和55什度県営圃場悴備巾業地

域埋蔵文化財発掘淵査報告』 1981 

⑫ 『般国道 1号氾山ハイハス埋蔵文化財発掘調査概要 I 谷

山占項•山城逍跡第次凋代」 —重県教育委員会 1985 

⑱ 倉lll11'l:純 『地蔵僧逍跡発掘品介報店』 紅 !1「h教育委員会

1978 

⑲ 増田安I「 天ノ宮逍跡」 『昭和55年度県営圃場幣備巾哭

地域埋蔵文化財発掘晶杏報店』 1981 

⑯ 小r道明・ i又化悦牛他 『坂本山占墳群• 坂本山中山幕群発

掘晶杏報告」 dりii教育委員会 1970 

⑪ 古村利男 『新畑遺跡発掘調査報告』 新畑遺跡発掘凋介団

1973 

⑫ 骨‘ギ康光 『中.ei遺跡発掘調介報告』 上Ii教育委員会 1977 

⑬ 性杢康光 「川北城跡・川北遺跡』 『―市県埋蔵文化財年報

15』 :t県教育委u会 1985 

⑭ 谷本鋭次他 『高松弥牛項雄発掘凋介報店』 津市教育委員

会 1970

⑬ 山叫孟 -rtii [fl遺跡」 『昭和57年度農業屈盤幣備巾業地域埋

蔵文化財発掘晶代報告』 ＿こt県教育委員会 1983 

⑯ 山飴栢哉 「西野 7号墳」 『近畿I、I絨 H道（久屈～勢禾ll間）

加祓文化財発掘調介概要V』 _ _:_ 4孔見教育委員会 1989 

内野，1号i月については、 『占瑣時代肌y期の占墳HlL !: 器

0)検,;-t』 埋祓文化財研究会 1989参照

⑰ 仰 II嘉宏『粥鍋遺跡発掘謁査報内』 松坂rti教育委員会 1987 

⑱ 9閑浄寺遺跡」 『前県罪蔵文化財年報18』 二盾県教育委

員会 1988 

-167-

':J!l) 卜村登良男・村い［雄 『おはたけ遺跡発掘凋介報告―第 4

次 』 悲羽市教育委員会 1972 

叫門Illr : 『城屋敷逍跡』 名，}馴i教育委員会 1985 

⑭ 『卜郡逍跡発掘晶代報;';~ f・. 野,Ii教育委員会 1978 

⑫ 戸向ノ森遺跡発掘品杏概要』 L野iii教育委員会、上野di遺

跡謁介会 1979 

⑬ {・. 保晋竹 『第 6j11j :_ ifi: 県埋蔵文化財発掘凋介報告会行料』

1988 

⑭ 『北中溝逍跡発掘調介ニュース』 :iji: 県教育委員会 1987 

⑬ 田[J一郎他 『;c島名将軍塚占用』 閥蛉市教育委員会 1980 

詞 f-.111 宏範• 中村朴考 『桜井茶日山占用 附 櫛山占用』奈

良県史跡名勝大然晶念物凋介報告19冊 1961 

琶，大賀鍵 『倉賀野）J福、'j遺跡』 高崎叶i介賀野万福、『遺跡晶

介会 198:-l 

⑱ 松品栄治 『前橋大神山占墳』 『群馬県史』資料編 3 1981 

⑲ 志村桁他 『堀 J内遺跡群』 藤岡市教育委員会 1982 
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VI. 松阪市深長町 本堂遺跡

1 . 位置と地形

本堂遺跡は、松阪市深長町字本堂に所在し、東の

杉垣内遺跡、西の堂ノ後遺跡の間に位置する遺跡で

ある。 これらの遺跡群は、縄文時代以降近世に至る

まで連綿として続く複合遺跡であり、各々が独立し

たものではなく、巨視的にみれば各時代においても

一つの遺跡として捉えられるものである。

本堂遺跡は、標高21-23mの東へ緩く傾斜する洪

積台地上に位置する。発掘調査は、南北方向に計画

2 . 遺

道路部分で検出された遺構には、古墳時代の竪穴

住居、平安時代の溝• 土拡かある。遺構埋士の状況

第 6-1図 遺跡地形図 (1: 2,000) 

-169-

された道路部分 (A地区）とこれに直交する排水路

部分 (B地区）で実施した。

道路部分での基本的層序は、第 I層；耕作士、第

II層；灰褐色砂質土（床土）、第11I層；黒茶褐色粘

質土（遺物包含層）、第IV層；黄茶色粘土（地山）

となる。排水路部分での基本的層序は、第 I層；耕

作土、第II層；褐色砂質土（地山） となり、 この地

山層には部分的に砂礫層が認められる。

構

としては、古墳時代の遺構では、第m層の黒茶褐色

粘質土である。平安時代の遺構では、やや砂質度が
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強くなるという区別がみられる。

排水路部分で検出された遺構では、古墳時代のt

坑 l枯のみで、他の遺構は検出されず、遺物包含悩

もない。

以下、検出されたt要な逍構について時代別に個々

概述してゆきたい。

1 . 古墳時代

1 . 竪穴住居

S81 竪穴住居の西側部分と推定でき、 t柱穴は

ィ＜明である。出上遺物は細片が多い。

S84 竪穴住屈の北側部分であり、北辺が 4m余

である。 t柱穴はイ』明である。平安時代の遺物が混

人しており、撹乱されている。

S86 竪穴住居の西競は削平され、西半の壁が確

認されない。束辺が 4mで、北横に焼t.が残り、カ

マドを茶褐色粘質上でつくっている。南煎の下にも

焼tが確認できる。床には茶黄褐色砂質tを部分的

に貼っている。

S87 北辺 smx東辺 5m、北西隅と東側中央に

焼十“が残る。±柱穴は 4本柱が考えられる。出t遺

物は高杯、甕等の上師器が出十．している。

S88 北辺3.5m x 4 m、周溝が確認できる。削

平され、準の深さが 3cm程しか確認されない。 t柱

穴は不明である。

2 . 土砿

SK9 浅い不整円形状の土拡である。埋tは黒茶

褐色十．で上屑からも遺物が破東さされた状態で出十．

した。甕 (21) と高杯 (16)は地山虹上で元形であっ

たと考えられ、他の出上遺物では高杯の脚部が多く

出士した。

゜
a 

Jgrn 

Cヱ！

2. 平安時代

1 . 溝

S02 約1.5m,.._,2mの幅をもち、深さは0.5mで

ある。埋tは2屑で卜J曽；賠茶褐色砂買jー．．、下肝，

灰褐色砂層である。断面形はt端が広くなるが「U」

字形を呈している。出t追物は数点で出土贔が少な

い。束西に走る溝である。

2 . 土士広

SK 3 1辺約0.4mの正ガ形の上拡である。深さ

第 6-2図 A地区遺構平面図 (1: 200) 
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は0.4m程である。出上遺物は土師器片が多く、中

には古墳時代の遺物が混じる。

SK5 円形状の土拡で中にカマドをもつ。埋tは

3 . 遺

時代的には縄文時代晩期、古墳時代、平安時代の

遺物が出土している。以下、遺構伴出の主な土器を

中心として概述してゆきたい。

1 . 縄文時代晩期

縄文時代の明確な遺構は確認されないが、縄文時

代晩期の遺物が出上している。 2,...._, 5は刻目突帯を

有し、口縁部端面に刻目を施している。ともに胎上

中には 2mm,.._, 3 mmの砂粒を含み、暗褐色から茶褐色

を呈している。 2• 3は突帯下に横位の条痕を残し

ている。器墜は脆弱で荒い。 1は突帯がなく、横位

の条痕を明確に残している。内面を丁寧に磨いてい

る。口縁部端面に同じく刻目を施す。茶黒褐色を呈

し、焼きはかたい。 6は底部であり、 5と同一個体

と考えられる。暗褐色を呈し、胎士中に 2mm,.._, 3 mm 

の砂粒を含み焼きはかたい。 7,...._, 9は茶褐色を呈し、

1 mm程の砂粒、雲母片を含む。 7• 8は貼り付け突

帯を巡らし、突帯に押し引き文が施される。外面に

横位、斜位の条痕が残る。

茶黒褐色である。カマドは I; 茶褐色粘質上でつく

られ、奥壁を II; 茶黄褐色砂質上でつくっている。

カマドの焼t:面に皿がかさなって出土している。

物

2. 古墳時代

1. SB  7 (10,_,12) 

土師器高杯 (10) 杯部はわずかに内弯しながら直

線的にのび、端部は尖り気味に丸くおさまる。内面

はT寧にナデられ外面はヘラミガキされる。高杯の

杯部のみ出土し、黄褐色を閑し胎上は精良である。

土師器甕 (11・12) S字口縁甕である。 11は日縁

部のみで残りは悪い。 12は内面にユビオサエの圧痕

が認められ、外面にはハケメが残る。端部を折りか

えしている。淡黄褐色を呈し残りは悪い。

2. S K 9 (13,_,21) 

土師器高杯 (13,_,18) 13は黄褐色を呈し、わずか

に砂粒を含む。杯底部から口縁部にかけての内面は、

ナデッケ痕、粘土の貼り付け状態が明確に残り不調

整である。口縁部は内弯しながら外反する。 14、15

は茶褐色を呈し、砂粒を含む。 14は器高13.5cmであ

る。杯底部は平担で、口縁部は外反しながら直線的

にのびる。口縁部、脚裾部は横ナデされ、杯部内面

20cm 

第 6-5 図縄文土器拓影•実測図 (1 : 2) 
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はナテられてし＼る。肱ll部内川iは指逍j/t・: 製か忍められ

る。 15は化ふ蘭15cm、杯部[I径29cmてある。杯lI縁部

は外I又し、瑞部ては内肉し尖り氣味におさまる。 II 

緑部は柚ナテされ、外血に黒斑か残る。 16、17はII 

径20.7cm、22.5cm、混詞15cm、16.5cmである。とも

に赤味をおひた茶褐色をい．し、｛沙牛立を含む。杯[I縁

部、脚剃部は横ナテされる。 II緑部は外反しなから

瑞部は尖り氣味におさまる。 18は茶褐色を旱し、砂

粒を合む。杯l氏部の底径は他に比べて小さく、 l」縁

部卜平は直線的にのひ、 l:'I': は外l又しておさまる。

杯部のみの破片てある。

土師器甕 (19~21) 19はLJ径11cm、灰茶褐色を旱

する。 IJl,iJ 部卜•平に煤か付石する。 I I緑部は横ナデさ

れ、頸部内外血はユビオサエで指逍ur痕が残る。内

I (りは木」点］整である。胴部内而ト・半にはヘラケズリか

m~ ン一 S K9 , 

→ ヽ ―—→ ←一
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第 6-6図 SB 7, SK 9遺物実測図 (1: 4) 
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忍められる。底部は欠肌している。 20は「く」の'/

形に外I又する r1縁部をもつ。器憶の保存状態か悪い

か、わずかに、 LJ縁部内面に横位、外面には縦位の

ハケメか残る。貨褐色を呈し砂粒を含む。 21はu縁

部か「く」の字・形に外反し、端部は丸くおさまる。

r 1径16cm、器闊32.1cmである。茶褐色を閑し砂粒を

合む。外[{Ijはr1縁部卜．、体部卜斗打こ令るまで粗いハ

ケメが施される。内血は［寧にナデられている。胴

部中央外面と[l縁部外血に煤か付杵している。

3. 平安時代

1 . S K 5 (22,...,,.,26) 

土師器杯 (22) l J縁部を横ナデし底部外[(Iiはユビ

オサエでイ』調柩、内由iはナテられる。 Ll縁部は外反

し端部は内側に軽く巻き込む。

□ノ

20cm 



20 cm 

第 6-7図 SK 5逍物火測図 (1: 4) 

4. 結

今阿発掘調介を実施した部分は、輻 Sm長さ49m

の道路部分と輻 3m長さ 132mの排水路部分である。

道路部分では逍構密度も高く、束西に追構が広がる。

南側は礫脳となる。排水路部分では、検出された追

構は t拡 1枯のみで上拡の東側から礫妍が一部認め

られ、乱流した小河川の流路跡である。この区域の

南側には遺跡は広がらないと考えられる。

道路部分での発掘区から検出された逍構でSB6、

7、 8は出t遺物から占墳時代前期、 SK5は平安

時代前半の上坑と考えられる。占墳時代の略穴住屈

は削平されていて、遺存状況は悪い。 SK5は内形

状の＋拡で、なかにカマドをもち、焼上面にlIIlがか

さなった状態で出tし、他に t師器の甕が出上して

土師器皿 (23•24) 11縁部は横ナテされ、底部外

1Aiはユビオサエてイ＜謁格である。内川iはナテ，謁招さ

れている。 23は茶赤褐色、 24は賠赤褐色をばし胎!・_

は粕良である。

土師器甕 (25• 26) LJ縁部瑞部か l・_}jにわずかに

肥厄し II縁部を横ナテしている。 25は、 II縁部から

胴部にかけてl叫川し、胴部外川iに縦イ立の荒 tヽ ハケメ

が忍められる。陪茶褐色を情し焼きはかたい。 26は

内川i横位．のハケメ、外川i斜位．のハケメを施して tヽる。

黄褐色を望し、残りは悲い。

五
口,,,, n
 

いる。厨尻的な快索か考えられる。排水路部分の S

K9ぱ浅い卜拡で、道路部分の竪穴住屈より新しい

時期と考えられる。 IllI・. 辿物では闘杯か多く出/-.し、

どのような日的で使川されたものか詳細な検』は今

後の謁介例を待ちたい。

遺物では、わずかだが縄文時代晩期の遺物が出十．

している。 11縁部ドに貼り付け突盟を行し、 r1縁部

端血と突惜に刻日を施す小邸の t硲は道路部分から

出 l・.し、貼り付け突幣に押し引き文を施す大州の［

器は排水路部分から出 I・.している。道路部分ては糸Ill

片が多いのに対して、排水路部分の SK9の出 t辿

物は残りが良い。

（小林旧人）
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VII. 松阪市深長町 堂ノ後遺跡

1 . 位置と環境

常ノ後辿跡は、深長の染落の北束に位憤し、椋畠j

23~25mの東へ弘り出す微閻地に {f.地しており現況

は水!IIである。逍跡の北側は、谷線部分になってお

り、やや低湿な窄間になっている。堀坂山山麓の扇

瑞部分にあたり、 l項山のような谷部分には、降雨時

の出水により［砂が連はれ、小目然流水路が堆桔に

伴い流路を変史している。近年、近畿自動巾道閃・

伊勢線第 8次区間（久屈～勢和間）建没に伴う坪蔵

文化財発掘凋介、アクセス道路建設に伴う埋蔵文化

財発掘晶1i"!仔により、発掘ぷl介例か増加し、松阪市

西部域の各時代にわたる様相か次第に明らかになっ

てきた。前述のように堆積を繰り返し複雑な谷と丘

．ヤ .,-,oョ

縄文時代では、早期の平林逍跡'、 閥山寺式深鉢

か出上した横尾瑣禁群 2、中期木～後期の藪ノド遺

跡 3 、新田迫跡 1 、前沖遺跡'B• D地lメ守かある。

弥牛時代では、中期後菜の七器か多数表採されたIII

r::~ 田遺跡 6、中期の川井町遺跡 7 (低地の遺跡）等か

あり、堂ノ後遺跡から深長古培にかけての微高地は、

谷筋やド段の沖積地を水田LIJ耕地とする集団の良好

な居｛主空間となっている。

占墳時代では、訓期の追物を多数出上した貝塚遺

跡＼粥鍋遺跡’かある。発掘された古瑣群には、八

甫田占墳群"、横尾占墳群JL、平林古墳群、大神山古

墳群J2、垣内田古墳群;.¥がある。

飛烏• 奈良時代では、竪穴住届、掘立柱建物を多

I 
I '  
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， 

I 
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数検出した役に追跡;;、枷l立tl建物か多数検出され

たりり沖辿跡かある。 サ院跡には、伊勢、'!ー・廃、'Fiかあ

る。

平安• 鎌介時代ては、 illi追跡八 l沖!lit!辿跡J{、北

小麦辿跡"かある。

‘堂ノ後追跡は、 1虹側の［段水田部分と他側に拡叫

した道路部分を A地区、東側道路部分と耕 L直ドて

辿構か涵出しており拡りKした部分を B地区とし、 A

地区 (1800niり、 B地区 (2200rriりについて本発枷！

晶介を文施した。

発掘，謁行は、 11月t匂からl附始し、途中、亦城追

跡、本堂追跡の凋介と併行しなから継続し、 12)]26

！！に終（した。

A地区束堺北側における）古本的屑庁は、 1屑 (I火

2 . 遺

1. 縄文時代

(1)土拡

縄文時代の逍構には、 SK29かある。縄文時代中

期の深鉢 (20)か耕作により 1-./HuJ部を欠損されてお

弥生時代

~-?: 云
,:: 苓：：：：：：::1古墳時代前期
E;;. ここ：：ミニ

古墳時代後期

径苓：忘苺苓；
褻交姿裟裟褒奈良時代
蕊蕊

哀咳努亨,,.,.,、.、、'"翠
多’唸'f.、知 平 安 時 代
虚,,ェ,,-"'_']

第 7-2図主要遺構配置図 (1 : 800) 
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黒褐色 IJ耕 j・、 2屈（瓜褐色 IJ床 I・、 '.ilr--i Cl火

褐色 IJII! 耕「、 4屈（黒民色 I・・）包介屈、 5屈黒

褐色！．混しり ti'i褐色 I:、 6Jvi虹褐色砂質 iてある。

7屈貨褐色炒礫屈である。 A地区の東'!'分には、 4

屈の凶合屈か20cm1li」後残っているか、内側ては池く

なり、場面によっては、し盾褐色砂礫屈か涵出してい

る。

B地区の）よ本的屈Jj';は II門 (I火黒褐色 IJ耕 I.ヽ

II /¥"i (貨褐色枯質 f-.)1木t、III/r'i (.'は褐色 I・）包含

屈、 IV/け位褐色砂質 I.てある。 B地区の北束側ては、

丘陵地の低い箇所であるため凡｛褐色 tか比較的/'/< 

雄柏しているか、他側及ひ、 1対西側ては、凶介屈か

既に削平されており、耕［の伯卜にIV屈虹褐色砂質

じとなる。

構

り、 ドN[,iJ部のみを検出した。坪！．は、 I屈炭混濁位

褐色卜て、 IIh.,,iが焼 t・てある。点炊き/!lに使われた

焼 l拡である。

他に縄文時代の t・.器を伴う pit38、pit39、 l: 

沿其中40":yかある。

翠828

40m 
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第 7-3図西拡張区・ A地区遺構平面図 (1: 200) 
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2. 弥生時代

A地区道路拡如部て検出された SB 1、SB2か

ある。 ,{j肛rの出 t・ した地点も A地区北半てあり、

弥生叶代の追構の拡りは、北平及ひ、西側に拡脹し

た道路部分に限られる。

(1)竪穴住居

S81 東内5.Gmx南北5.9mの円型プランの喉穴

什訂てある。深さは0.15mてある。埋上は、黄褐色

u昆り、r慧褐色 tてある。追構は、黄褐色砂礫屑の I・.

て検！廿されており、後t仕の削平を受けているため深

さは戊い。限際に限柱穴痕と思われる柱穴か5個残っ

ている。杜穴の直径は20-30cmで、深さは15-20cm

である。 「内柱穴は、 5佃確忍された。弥牛時代中期

に属する。

S82 東仇i5.lm、南北3.85mの方形プランの竪

穴住居てある。深さは12cm前後である。主柱穴の人

きさは径28cm訓後で、札痕跡と思われる閻径は20cm

である。主杵穴の束西柱IHJ間隔は、 2.23m、南北は

1. 60mである。追構埋上は、黒褐色十である。弥生

時代中期後菜に属する。

3. 古墳時代前期

(1)竪穴住居

S B12 束内5.6m、南北5.6mで、幅0.5-0. 6mの

ヘッド状のテラスを持つ。

S B14 東西4.4m、南北4.2m、深さ0.15mてある。

拮l溝を持たなし＼。

S B15 A地区誠査区束にかかり検出。東両5.6m、

南北 4m以じである。）古j溝を持たない。

S B16 束西4.4m、南北4.2mである。深さ0.15m

である。

S B28 B地区内側で検出。東内2.86m、南北2.5

m、深さO.lmである。上器の出十鼠か多い。

S B29 B地区束壁にかかって検出された。束西2.2 

m以 L、南北2.Sm以 1-.、深さ0.2mである。周溝を

持たない。埋 I:は黒褐色上である。

S B31 束内3.3m、南北2.9m、深さ0.15m前後で

ある。 SB42と切り合うが、新旧関係は不明である。

S B32 B地区束南瑞で検出。東両1.Om以上、南

北4.Om以 Lである。深さ0.25m前後である。

S B33 B地区束南端の南壁にかかり確認された。

東西3.Om以上、南北3.3mである。深さ0.12m伯後

てある。中央部に炉を持つ。 SB34• S B43と切り

合いを持ち SB34より古い。 SB43との切り合い閲

係はイヽ明てある。埋 I.は暗褐色 I.である。占墳時代

崩期も後‘「に属する。

S B34 B地区束内隅南敬にかかり確認された。束

西5.2mx南北5.3mである。深さ0.25m前後である。

中央部に炉を持つ。 S字状口縁台付甕、小型丸底壺、

高杯等か出七した。

S B38 B地区東側で検出。南北5.2m。深さ0.2m 

rlり後である。

S B42 S B31の南西で確認された。南北2.7m以

トてある。深さはO.lm箭後てある。

S B43 S B33の北辺と切り合う。東内3.Om以上、

深さ0.07m前後。

(2)土拡

SK13 SB14の西3.4mで検出された。東西辺2.6

m、南北辺2.4m、深さ0.15mである。埋土は 2層

に分かれ、 I層暗褐色上、 II層黒褐色t混黄褐色L

である。

4. 古墳時代後期

(1)竪穴住居

S B23 A地区中央部で検出。東西4.Om、南北3.6 

m、深さ0.25m前後である。埋土は、黄褐色土混黒

褐色土である。後期も末葉に属する。

S B26 A地区南半で検出。東西2.4m、南北6.lm、

A-

A
 

B
 

B 
2220m 

第 7-4図 SK29実測図 (1: 20) 
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深さO.lm伯後である。北辺にカマドを持つ。埋t

は、賠黒褐色十である。

S 827 A地区南東偶で検出。東西3.Sm前後、南

北5.5m以 t、幅0.2m崩後の）関溝を持つ。北辺中央

にカマドを持つ。

S 835 B地区西側で SB36と近接して検出された。

東西5.6m、南北5.Sm、深さ0.13mである。

S 836 

S 838 

B地区南判偶にかかり検出された。束内5.9 

m以卜.、南北4.10m以上である。

B地区東側で検出。南北5.2m、深さ0.2m 

S 841 

北4.Sm、深さ0.35m前後である。南辺にカマドを

持つ。埋 Lは、貨褐色上混り暗褐色 I:である。

5. 飛鳥時代～奈良時代

(1)竪穴住居

S83 

B地区束側て検出された。束西4.9m、南

両拡脹区南瑞て検出。東両3.4m、南北3.2 

m、深さ0.15m前後である。東辺にカマトを持つ。

S B20 東西3.2m、南北3.lm以卜、南側を SB21 

に切られる。

前後である。 S 821 東内4.7m、南北4.3m、深さ0.3m1)ij後て
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ある。由辺中央にカマトを持つ。

S 822 A地区中夫で、 SB21と切り合いを持って

検出された。 SB21より占い。束両4.6m、南北3.3

m、深さ0.3m前後てある。南辺にカマドを持ち、

に力形プランである。坪土は黒色粘質上てある。

S 830 B地区束収で検出された。束汎i3.2m以 lへ

南北3.lm、深さ0.2m-o. 3mである。北束隅にカ

マトを持つ。埋卜は黒褐色tである。

S 839 束西3.Om、南北4.Om、深さ0.2m、SB4 

0と切り会いを持ち SB40より新しい。

S 840 東西2.5m以 t、南北3.4m、深さ0.3mで

ある。南辺にカマドを持つ。埋上は、暗褐色上であ

る。カマドは、両側に石を配骰して袖にしている。

(2)掘立柱建物

S 825 束[lLj3.6m (柱間1.Sm)、南北3.2m (杵

間1.6m)の2間X2間の総柱建物である。柱掘形

の一辺は0.7m廿り後の方形で、深さ0.6mである。

6. 平安時代後期

(1)掘立柱建物

S85 東西9.6m、南北7.omの4間X 3間の総柱

建物である。南東隅 1間X 2間分に南北に長い士拡

SK5か付設される。桁行の柱間は、内から2.4+ 

2. 6+2. 65+2. 65+2. Omてある。梁間は、南から2.4 

+2. 4+2. 2mである。柱穴の深さは0.3-0. 4mであ

る。

S 811 A地区北半で検出。東西7.Sm、南北9.6m 

゜
゜゚

こロ
A i 

／0 ＼＿ 

SB 35 

゜
D 

゜ ゜゜゚
r'¥. ・1 ＇ i i 

゜゚
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゜口てプ

や／
t ¥ ⑰ 

~-208,206 

G 勺 、205H l 赤褐色／兌士

21.B—OIT' 2 暗茶喝色土

≪ 

3 堵喝色土

4 黄喝色土 2, 

5 暗赤裕色土

5 I仄褐色土．

~ 
7 黄褐色土（現土含も＼

8 暗芸褐色土

9 黄褐色土

I一

第 7-8図 S B35遺物出土状況 (1: 50)カマド断面図 (1: 25) 
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の3間X3間の総柱建物である。東西棟である。桁

行の柱間は、西から2.6+2. 6+2. 6mである。梁間

は、南から2.2+2. 2+2. 2mである。 pit 1から輪

花山茶椀 (241)か出土している。

S B45 SB 11の南で検出された。 4X 3間の側柱

建物である。東西棟で桁行の柱間は、 2.6+2. 6+2. 

6+2. omである。梁間は、南から2.2+2.2m+2.4

である。棟方向は、 Nll0 Eである。 SEl9と関連

すると考えられる。

(2)井戸

S E19 A地区中央部で検出。東西2.3mX南北2.5 

A

＿
 

I. 焼土

2 . 黒褐色土

3 . 黒褐色土

4. 黄褐色土

50cm 

m、深さ0.82mである。底部の径は0.6mである。

両側に0.4~0. 6mのテラス状部を残す。索掘りであ

るが、底には曲物を据えていたと考えられる。 I属

濃褐色土、 II層暗灰褐色t、III層暗黒褐色土、 IV層

暗褐色粘質土である。山茶椀、ロクロt師器皿等か

出上した。

(3)土拡

SK6 SB5の南東隅 lX 2間におさまる。長辺

3.4m、短辺2.2mで深さはO.lmである。

(4)溝

S07 西拡張区で検出。 N38°Eの方向で北に向

かって流れる。 SB5と同時期であり、 SB5に伴

い東を区画する溝である。埋士は灰褐色tである。

幅0.4m、深さ0.l~O. 2mである。

SD 8 A地区北側で SD9と平行し北流し、方向

はN4°Wである。埋上は、灰褐色土である。山茶

椀か出土した。

SD 9 A地区北半西側にて検出。長さ約24mであ

る。幅0.4m前後。深さ0.2m前後である。平安時代

末葉の掘立柱建物群の西を区画する溝である。山茶

椀•ロクロ土師器台付杯、土師器鍋等が出土した。

S D17 A地区中央部を東へ流れる。方向はNl5°

Eである。輻0.6m前後、深さ0.3m前後である。埋

第7-10図 SB40カマド実測図 (1: 20) 
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I・. はl火茶褐色 1-.てある。切り会し、関係は SD24か新

しtヽ。

S 024 A地区南瑞から北に向かって流れ、約120°

屈折して北束Jj向に流れる。輻0.Sm訓後、深さ0.2 

m刊j後てある。

S 044 B地区中央を北束に流れる。）j位は、 N22°

Eである。輻1.2m計j後、深さ0.4m 1iii後てある。埋

tは、賠褐色である。山茶椀、 直 i闘 lぐりか出 tし

た。

中世耕作溝 B地区 SD42の内側に、ほほ SD42の

方向に'I竹iに0.6,...._, 1 mの間隔で20条程の小溝か検

出された。これらは、輻0.2m、深さ0.1 m訂i後であ

る。坪十．は、 I火褐色である。これらは、中!Ltの耕作

3 . 遺

1. 縄文時代

(1)中期後葉～末葉 (I,..._,23) 

h文 L器群の中で明らかに古相をぷすものを褐げ

た。

S K29 

深鉢 (20) {本部外面縄文地 (LR)に縦位隆閤を

6本施す。各区圃に 2本 1tti-位の縦位沈線を 2単位

施し、残された窄間を沈線による縦）加l矢羽根状文

で埋めている。外血の底部に近い部分は、無文でケ

ズリ凋整されている。底部は L底状になっており、

ケズリ調枢されている。東）［内 B逍跡 SB8出 t逍
物の (21,..._,26)に沈線による縦位久淵l根状文をもつ

深鉢かあるか、これとII ij時期と考えられる。

その他の遺物

1は、波状r-1縁の深鉢て、縄文地 (LR)の卜に、

2条 1tt1位の沈線を[J縁部に施す。他の十悩に比べ

て燐赤褐色か強い。

2は、平線で凹線による励在文が施される。地文

は、 LRの縄文である。加曽利E4併行期で、中期

後菜に比定できよう。

3• 4は、連孤文を持つ t沿尉である。 3は、 II縁

部が波状になると推定される。沈線による辿孤文か

5条施される。 4は、深鉢の体部で連孤文か 9条残っ

ている。これらは、醒醐逍跡や咲畑逍跡に類例を求

溝と考えられる。

7. 江戸時代

(1)井戸

SE  10 A地区北yの束端て検出。径1.Gmの堀形

を持ち、底部は径1.omである。深さ0.5mである。

雌卜は、叫灰褐砂てある。近t晴 J堺片か出 tした。

SE  10か検HIされた地、点は、 A地区束端の傾斜地て

あり、「I然の胡水を利/11した野几}jと考えられよう。

なお、逍構としては検出されなかったか、 A地区

北端の傾斜地には、 18C後T-""'19C前‘ドの近I仕陶磁

鼎、 直Ii沿片か廃東されており、道・几落の縁辺か

想‘ぷさせる。

物

めることかできる。

橋状突起付深鉢 (5---14) 

これらは F25地区の検出血でまとまって出 tした。

詞→個体と考えられる。 II縁部は、 5,..,.., 7のように

波状U縁で、 2列に‘旧伐竹行状 r具による刺突文か

施される。＜びれ部上段にも 'V飲竹竹状 l旦による

刺突文か施され、梢状突帯か 4個施される。｛本部は、

2本 1単位の縦位．沈線と、降岱て区叫Ijされた中に沈

線による矢羽根状文か施される。束｝［内 B辿跡SB

8とl口.］時期と考えられる。

17---19は、その他の沈線による矢羽根状文I沿尉て

ある。 17• 19は、細線による矢羽根状文である。 18

は、一条づつの縦位．沈線により、矢羽根状沈線を施

す部分と縦ころがしの LR縄文施文部分を区圃して

しヽる。

21・22は、山形突起をもつ深鉢である。 21は、地

文に LRの縄文を施文し、山形に沿って 2条 1rp. 位

の沈線文を施す。側縁にも沈線文を施す。 22は、地

文に RLの縄文を施し、山形に沿って 2条 1qt{立の

沈線文を施す。側緑にも沈線文を施す。

23は、 i皮状lI縁の深鉢である。凹緑による、波状

l I緑部側縁と窓枠状の区圃の周縁部の区間かある。

段状肥厚口縁深鉢 (24,...,_,28• 35) 

I I縁部が段状肥厄する。 24は、地文に LRの縄文

を配し、段状肥)'J部を沈線による桁円文て区圃する。
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第 7-13図縄文土器実測図(2)(1 : 3) 拓影 (1: 6) 
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39 40 -- 41 

44 

第 7-14図縄文土器拓影•実測図(3) (1 : 3) 
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間に凹、rはを縦）j向に 2点付加している。体部は、横

位楕円文と、 2条 l単位の沈線文を施文している。

25は、段状肥厚部に横位矢羽根状沈線文を施し、

体部に沈線による縦位矢羽根状文を施す。 28と同一

個体である。 26は、隆帯の卜に竹管刺突文と凹点が

つく。 27• 29は同一個体で口縁部が波状になる。ヘ

ラ状上具による刺突列点文により区両が作られてい

る。区圃の間に円形刺突文が施される。 30は、 2条

の横位凹線が施される。

平縁口縁部深鉢 (33• 34• 44) 

33は、口縁部が上端面を持つ。 34は、 r-1縁部に横

位羽状文を施し、その下に横位沈線が施される。 44

は、口縁部に横位沈線を施しそのド部を逆じ'['.~犬の

沈線文を施す。林ノ峰G栖にもみられるものである。

横位凹線施文深鉢 (32• 37• 39.....,43) 

32は、 3条の横位凹線が施され、地文は LR縄文

である。 37は、地文に LR縄文を施し、 2条の孤状

にドがる凹線を施す。 39.....,43は、無文の深鉢で、い
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すれも 2条 1叩立の［川線か施される。

中期末～後期有文土器・縄文地文土器 (45,....,_,60)

45は、横位区間l川線と横位．＾列点文が施される。

46• 47は、桁I'J区訓を持つ。 48は、凹線 2条 1叩立

か 3}j向に版間する。 49は、縦）j向の凹線による区

圃の中に刺突列、点文が施される。 50は、沈線と列点

による懸匝文が施される。 51• 52は、横位蛇行沈線

文を持つ。 53• 54• 57は、 LRの縄文地に区両の凹

線が施される。 59は、 RLの縄文地に縦位凹線を施

す。 55• 56• 59• 60 は、地文に縄文を施す。 56• 60 

は、 RLの縄文を縦）j向に施すいわゆる盟状施文の

J-. 沿である。

(2)中期末～後期条線文土器 (61,....,_,77)

63• 64は、縦方向沈線と蛇行沈線で区両される。

44と胎上が類似しており 1口jー個体の口J能性もある。

中期木虻のものか。 61は、波状n縁を持ち、 LJ縁部

は肥/'/する。横位［川線が引かれ、そのドは条線が卜＾

方に多数り 1かれる。内1fliは横方向繊維条痕が施され

る。 62は、 rI縁端部が面を持つ、後期か。 4,...,_, 5条

1 ttt位の条線を縦位に施す。 65は、 7条 l単位の条

線を乱）j向に施す。北白川上I曽式併行期か。 66は、

波状口縁を持つ深鉢で 8条 1単位の条線を横位に施

す。北印11!・. 肘式併行期か。 67,....,_,76は、縦位に条線

を施す。 77は、平底の底部である。側縁に縦方向に

条線を施す。

(3)中期末～後期粗製土器 (73,....,_,94)

78• 81• 82• 84は、口縁部がIi:右に拡脹される。

内外面はナデである。 79• 80• 83• 85• 86• 89は、

u縁部が外反し先細る。内外面に繊維打原体による

擦痕が残る。 87• 93は、[J縁部が外弯し、波状「1縁

となる。内外血に繊維質原体による擦痕がみられる。

90• 91は、 U縁部が段状に肥原する。 91は、波状口

縁となっている。 92• 94は、 [J縁部が左右に肥原し、

ヘラ状「＾具による刻tjが施される。

(4)中期末～後期条痕土師群 (95,....,_,103) 

95は、波状LJ縁の深鉢であり、波頂部が 8個と推

定される。イ本部上半を右ドりの反時計廻りで巻貝に

よる条痕が施される。 97は、口縁部が端血を持つ。

内外血横位条痕を施す。 101は、横方向の巻貝条痕

の上に人り組んだ孤状文を施す。内面は条痕＋ナデ。

104は、深鉢の体部卜］半部で外面条痕＋ナデ、内面

-194-

2枚貝条痕が残る。その他は、体部の小片である。

(5) 後期初頭の土器 (36• 38• 105-----109) 

磨消縄文土器 (105-----109)

105は、区間i沈線による逆 J'j-:文が施される。逆

J字文の外側に条線が施される。

106• 107• 109は、 J字形の沈線区圃文が施され

る。中に LRの縄文が施される。

壺型土器 (108) 外面に凸形連孤文が施される。

区圃内に LR縄文が施される。

(6)後期前葉の土器 (110-----119)

有文深鉢 (110-----116• 118• 119) 

110• 111は、平縁で、 II縁部に沈線を持つ。｛本部

には、 3条 1tf叶立の沈線による渦文が施される。

112は、[)縁部がやや肥似し、先端が外反する。

外面 t部に横位沈線が施され、横位に LR縄文か施

文される。

113は、波状II縁の深鉢である。外血に左剣りの

渦文が施文される。

114は、波状n縁の深鉢である。 2条のl川線が波

頂の曲線と平行に施文される。

115は、縁帯文深鉢である。縁俯部に 2条 l巾小＇［

の孤状文が施される。外血には、凹線によるI><皿i文

が見られ、 LR縄文を施文する。

116は、微降起し、両側に沈線を持つ。降盟によ

る区圃内に RLの縄文を施文する。

(7) 後期後葉の土器 (120• 121) 

120は、 3条の沈線により横位に区両された空間

を3堺持つ。貞中が横位に暦研された部分であり、

その上とドの区圃盟は、 LRの縄文が施される。

121は、波状u縁の深鉢である。 U縁部外血に沈

線による横位長ガ形区両を持つ区両内は削研される。

区両の外に LR縄文を施す。内外,~i在貝による条痕

がみられ、外面は、さらにそれをナデ消している。

(8)晩期の土器 (122)

122は、突盟を持つ深鉢である。突帯部に 2枚且

による押引がみられる。突常の断面形は台形である。

外面t半横位 2枚貝条痕、下半ケズリである。内血

は、条痕＋ナデである。

(9)中期末～後期底部 (123-----137)

123-----125及び127-----129は、 I氏部側縁が外に脹り出

す。いずれも淡褐色～橙褐色の明るい色謁のもので



ある。

123は、底部に網代痕を持つ。

130は、底部外面がやや上底になり、網代痕を持

つ。底部側縁は、外に張り出さない。底部側縁の調

整は、ユビオサエである。網代の原体の単位幅は長

辺0.6cm X短辺0.3cmである。暗茶褐色で、胎土は粗

く長石を含む。

126は、底部外面が、わずかに上底になる。上底

部に網代痕が残る。網代原体の単位は、長辺0.5cm 

x短辺0.3cmである。体部外面タテ方向ミガキ、内

面ケズリ＋ナデである。淡褐色、胎土に長石を含む。

131は、底部外面が指圧により上底になる。内面

に指圧痕が残る。

132,.._, 137は、平底の底部である。底径11,.._,12cm。

底部外面ケズリ、内面に指圧痕が残る。内外面繊維

擦痕＋ナデである。

2. 弥生時代

1 . S B 1 (138--145• 155--157) 

口縁部が垂下し、口縁部内面に 2列にわたり刺突

文が施される壺A-b類 (139)、口縁部が肥厚し

側縁に波状文を持つ壺A-c類 (140) 、口縁部側

縁に斜格子文を施す受口状口縁壺 B類 (141) 、ロ

縁部内面に突起を持つ壺C類 (138) が出土した。

壺の体部、底部の破片に (142--145)があり、底部

では平底が多い。

155--157は、有文の体部片で、 156は、簾状文＋

櫛描直線文、 155• 157は、櫛描直線文を持つ。甕に

は、 B類 (146--148)がある。

149は、台付鉢脚部である。中期後菜のものであ

る。

2. SB 2 (150,.,..,153) 

口縁部に突起を持つ壺C類 (151) 、頸部に突帯

をめぐらせる壺D類 (150)、口縁部外面に円形浮

文を持つ受口状口縁壺D類 (152) が出土した。甕

では、頸部が「く」の字に屈曲する甕 E類 (153)

が出土した。

3. F 3地区 (154)

口縁部側縁ド端に刺突文を持つ細頸壺A類 (154)

が出上した。
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3. 古墳時代前期

1 . S B 28 (158,...._, 167) 

壺には、 1.胴部に貝殻腹縁による連孤文を施すも

の (159)、上胴部に鋸歯文、櫛描直線文、刺突列

点文をめぐらすもの (160)、口縁部が短く外反す

る壺 (158) が出土した。底部には、平底のもの

(161) とやや上底になる (162)がある。甕は、 S

字状口縁台付甕 (163• 164)が出土した。器台には、

165• 166がある。

2. S B 12 (168• 169) 

壺底部 (168) • 高杯脚部 (169)がある。高杯は

脚部が「ハ」の字状にふくらむ。

3. S B 16 (170• 171) 

薄手で口縁部が外反する壺 (170)、 卜底の底部

(171)がある。

4 . S K 13 (177) 

口縁部が先細り、底部が上底になる鉢 (177) が

出土した。

5. S B 15 (175) 

透孔を持ち、接地面が丸味を持つ高杯 (175) が

出土した。

6. SB 4 (174) 

174は、 S字状口縁台付甕脚台部である。接地面

の折り返しは無い。台部外面ト・半はヨコナデされる。

7. S B 34 (178,...._,201) 

壺A•B類、直口壺、小形丸底壺A•B類、高杯

A•B類、器台、 S 字状口縁台付甕が一括出 t: した。

壺A類 (178) 体部扁平球状になり、 II縁部は

短く外反する。体部外面をハケ調整する。

壺B類 (181) 口縁部が外反し、 2 ,...._, 3条 1tr. 
位の棒状浮文がつく。頸部外面をハケ調整する。

直口壺 (179・180) 薄手で口縁端部が外反する。

壺底部 (184• 185) いずれも上底である。

器台 (186• 187) I I縁部が外反する。 LJ縁部先

端はやや丸い。

高杯A類 (189) いわゆる欠山期の高杯の系譜

を引くものであり、杯部が次第に低くなったもので

ある。

高杯B類 (188) 精製 t器で、杯部がやや外反

する。 LJ縁端部に刻み目を持つ。杯部ド部の屈折部
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に突盟を持つ。突盟部に刻目を持つ。

s字状[J縁台付甕 (190--201) 190は、完形で

頸部に櫛状［具による横方向のハケ調整がなされる。

脚台は折り返される。 192--197は、 LJ縁部が外反し

I・方を向く。外面タテハケ、内面板状r具によるナ

デである。脚台部には、折り返しを持つ (198--2

01) と折り返しを持たない (191)がある。

8. S B 33 (202--204) 

s字状口縁台付甕 (202) LJ縁部が外反し、先

端が上方を向く。体部外面 t半横方向のハケ調整が

なされる。

高杯C類 (203) 薄丁・.で、口縁部が外弯する。

内面にミガキが施される。

壺底部 (204) 上底になる。

9. S B38 (182) 

小型丸底壺A類 (182) [J縁部が内弯して立ち

Lる。｛本部はやや縦長の球状である。内面は板状上

具によるナデあり。

4. 古墳時代後期

1 . S B 35 (205,......,212) 

須恵器高杯 (205,......,207) 台部接地部が外反する。
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「l縁部は、内傾する。脚部にカキ目を持つ。

須恵器蔽杯 (208"-210) 208は、盗で器高が低

い。 209は、盃で日縁端部が外反する。 210は、杯身

である。

t師器甕 (211--.,.,212) 頸部が長く、外反する。

L I縁部内外面ヨコナデ、 U縁部内面にヨコ方向のハ

ケ調賂かのこる。

2. S B 36 (213--.,.,215) 

須恵器杯 (213) 底部ヘラケズリ、口縁部が内

傾する。

上師器甕 (214) 体部外面ハケ調整、内面ナデ

である。底部は丸い。

t師器翡杯 (215) 杯部が外反しながら立上る。

u縁部先端は先細る。

3. S B26 (216) 

須恵器杯 (216) 杯蓋である。器高が低く、ロ

縁部かやや外反する。

4. S811 (217) 

須恵器杯 (217) 薄手で口縁部が外反する。

5. S B23 (218) 

須恵器杯 (218) 蓋である。宝珠つまみがつき、

r1縁部が外反する。

6. N 7地区 pit 3 

須恵器椀 (219) 扁平球状の体部と直立する口

縁部を持つ。

5. 奈良時代

1 . S B 40 (220,.....,228) 

t師器杯 (221) 口縁部内面に沈線を持つ。ロ

縁部ヨコナデ。

2. S B 15 (229• 230) 

土師器甕 (229,..._,230) 口縁部が外反し、先端が

やや上ガに引き出される小型の甕 (229) とU縁部

が外反し端面を持つ (230) とがある。

3. S B39 (231) 

t師器杯 (231) やや薄手で口縁部が外反した

後内側を向く。口縁部ヨコナデ。

6. 平安時代末葉

1 . S D 9 (232-234) 

山茶椀 (232) 高台が高く、口縁部が外反する。

士師器台付杯 (233) ロクロ成形で、 ltl線的に

斜上方に引出される。高台は外開する。

土師器鍋 (234) 口縁部がわらび丁・.状に折り返

される。 LJ縁部ヨコナデ。

2. S 8 P 1 (235-237• 241) 

山茶椀 (235) 腰部の張りが強く[I縁部が外反

する。

山rm(236) 高台は断面形—:角形で口縁部が外

反する。

t師器鍋 (237) 口縁部がわらび手状に折り返

される。口縁部ヨコナデ、体部内外面指圧痕が残る。

輪花山茶椀 (241) 晶台断面形二角形、器高が

低く LJ縁部が外反する。

3. S E 19 (238• 239• 240) 

山茶椀 (238) 高台断面形三角形、[1縁部外反

する。

山皿 (239) 高台断面形二角形、口縁部が外反

する。

ロクロ土帥器杯 (240) 平底で、腰部の灯'.Lり

t師器皿 (222) 器高が低い。底部外面ヘラケ が急。

ズリ。

上帥料甕 (220) U縁部外反した後、口縁部先

瑞が l・.Jjに引き出される。体部外面タテハケ、内面

ョコハケである。

広[1 甕 (224• 225) I I縁部が外反し端面を持つ。

224は把手を持つ。 225も把丁:_がつくと患われる。

長胴甕 (226,...__228) lJ縁部外反し端面を持つ。

u縁部ヨコナデ、体部外血タテハケ、内面ヨコハケ。

甑 (223) {本部ト・半のみ残存、外面タテハケ、

内面タテ）j向ケズリ。

-200-

4. S D 8 (242,..._.,244) 

山茶椀 (242,..._.,244) 高台の断面四角形でII縁部

の外反が強いもの (242)高台の断面四角形で、器

高が高く、 II縁部が外反するもの (243) 闘台が外

開し、 r1縁部が外反するもの (244)がある。

7. 包含層の遺物

1 . 弥生時代

(1)石製品 (245,..._.,253)

不定形刃器 (245) 側面に二次調整を行い刈部を
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つくり出している。 SB1出+.o

扁平片刃石斧 C246) r. 端部欠損。両側を縁研磨

している。緑色片石製。

石庖丁 (247• 248• 249) 247は刃部が凹郡になる。

緑色片石製。 248• 249は、やや小型で刈部が平らで

ある。いずれも緑色片岩製である。

敲石 (250• 251) 250は、扁平な円形のもので両

面に使用痕がある。 251は、球形で一部に敲痕が残

る。いずれも砂岩製である。

打製石斧 (252• 253) 長さ 15cm前後で、両側縁を

二次調整し薄くしている。穴掘工具か。

(2) 中期の土器 (257--262• 265• 276• 289--289) 

壺には、口縁部側縁に凹線を持つ受口口縁壺A類

(257• 258)、第 7-24図に拓影を掲載した櫛描直

線文を持つ壺 (267--274)、ハケ調整の上に横方向

沈線を施す壺 (275• 276• 278)、がある。

甕には、口縁部がゆるやかに外反する B類 (B類

の中でD縁部丸味を持つものを B-a類、口縁端が

稜を持つものを B-b類、 D縁部が上下に肥厚する

B-c類に細分する）と口縁部が「く」の字状に短

く外反する E類が出土している。 259• 260は、 B-

b類で外面タテハケ、内面ヨコハケ調整がなされ、

口縁部側縁下部に刻目が施される。 261は、 B-c

類であり、外面タテハケ、内面ヨコハケである。 26

2は、 E類で口縁部ヨコナデ、体部外面タテハケ調

第 7-24図弥生土器拓影•実測図 (1 : 3) 
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整がなされる。 265は、甕底部でありやや t底にな

る。高杯には (266)があり、台部が中空にならず、

裾部が「ハ」の字状に開く。これらは中期後菜に属

する。

(3)後期の土器

東海編年の欠山期のものには、高杯 (264)、台

付甕 (263)、直u壺 (279)がある。

2 . 古墳時代前期 (256,-.,266)

(1)石製品

紡錘車 (345) 滑石製でやや扁平なものである。

据付砥石 (254) 玉等の研磨用に用いられたもの

か。 2条の溝状研磨痕がみられる。砂岩製。 B地区

出土。

砥石 (255• 256) 扁平な砂岩を用いた砥石である。

255は、全長17.3cm、幅17.2cm、厚さ5.3cm、用さ217

gである。 256は、全長16.5cm、幅6.8cm、厚さ3,4

cm、重さ658gである。ともに砂岩製である。

(2)土器

壺には、薄手の―~mn縁壺 (280) 、羽状文を口

縁部内面に施す壺 (281)がある。壺底部には、 J:.

底の (282• 283)がある。

甕には S字状LJ縁台付甕B類 (288,-.,290)、台付

甕脚台部 (285) 、高杯の脚部 (284• 286• 287)が

ある。

274 
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3. 古墳時代後期 (291"-'299) 

須恵器杯 (291,..._,296) 杯身には、径の大きい

(291 ・ 293• 296)がある。つまみを持つ杯蓋 (297)、

杯盗 (298• 299) 

須恵器脚台 (301) 接地面が上下に肥厚する。

透孔を持つ。

土師器では、口縁が内弯する杯 (300)がある。

4. 奈良時代の遺物 (302,..._,326)

土師器杯には、やや厚手で口縁部内面に沈線を持

つ杯A (302"-'307• 310)、高台を持つ杯B (311)、

やや器高の高い杯C (305• 306)がある。土師器皿

には、口縁部が先細る皿A (307) 、大型の皿 B

(308)がある。煮沸形態には甑 (315)、甕 (316"-'

319)がある。

須恵器には、高台を持つ杯B (320)、宝珠つま

みを持つ杯蓋 (322• 323)、口縁部が短く直立する

壺 (324)、鉢 (325)、甕 (326) がある。瓦製品

では、格子叩平瓦を転用した紡錘車 (346)がある。

5. 平安時代 (313• 314• 327• 330 ,.._,333• 336• 

337) 

士師器では、薄手で[]縁部が内側を向く杯 (313)、

製塩土器 (314)、口縁部の先端が上方につまみ出

される甕 (327)、土馬 (347)があり、前期に属す

る。

後・末期では、土師器鍋 (329• 335)、土師器椀

(330)、やや大型のロクロ土師器杯 (331) 、ロク

ロ杯 (332)、口縁部が外反する皿 (333)、山茶椀

(336• 337)がある。

6. 鎌倉時代～室町時代 (334• 338• 340"-'342) 

鎌倉時代では、鏑蓮弁青磁椀 (338)、内面にス

タンプの唐草文を持つ青磁椀 (339) 、肩部にスタ

ンプ文を持つ常滑産甕 (340)がある。

室町時代では、薄手で口縁部が弯曲する士師器小

皿 (334)、常滑産陶器捏鉢 (342)、常滑産陶器甕

(341)がある。

7. 江戸時代の遺物 (348,....,366)

(i)肥前産磁器

くらわんか椀 (348• 350) 348は、外面に草木文

を染付している。 350は、椀の腰部に草木文を染付

し、内面にこんにやく版による文様が押されている。

皿 (353) 外面に飛雲文、内面に位木文を染付し、

-205-

内面見込にこんにやく版による花型の文様を施す。

筒型椀 (354"-'357) 円筒形で口縁部が鋭く立ち上

り内面に面を持つ。 354は、外面菊花文、口縁部内

面に菱文を施す。 355は、外面に若松文を施す。 356

は、外面に菱文を施す。 357は、外面に菊花文を施

し、口縁部内面に横方向の細線を施す。いずれも染

付である。

仏銅具 (363) 脚部のみ残存。青磁釉を施す。

花瓶 (367) 体部が丸味を持つ。灰緑色の青磁釉

を施す。

(ii)肥前産陶器

三島唐津刷毛目椀 (361) 体部丸味を持つ。外面

に刷毛により白釉を施す。

(iii)瀬戸、美濃産陶器

つまみ付蓋 (358) つまみがつく鉄釉の蓋である。

蓋 (359) 扁平で灰緑色の釉がかかる。

丸皿 (360• 364) 360は、見込に鉄釉の刷絵を施

す。 364は、志野釉を施す。

鉄釉皿 (365• 366) 366は小型の皿である。 365は、

内面に反りを持つ灯明皿である。

猪口 (362) 凹底で、直立する体部を持つ。釉は、

灰緑色である。

播鉢A類 (371) 硬質で口縁部が上下に肥厚し縁

帯になる。揺目は密になっている。鉄釉が施される。

播鉢 B類 (372• 373) 体部がゆるやかに立ち上る。

口縁部が幅広く縁帯になる。輻広い揺目が密に施さ

れる。 373は、内面に「大」の印刻が 2つ押印され

ている。勝川遺跡SX22に類例があり 18C後""'19C

前半とされている。いずれも鉄釉が施される。

建水 (375• 376) 志野釉を施す小型の375と鉄釉

を施す大型の376がある。

(iV) 瀬戸・美濃産半陶半磁器 (349• 352) 

349は、くわらんか椀を模したものである。やや

小型で、体部の立上りが丸味を持つ。太い筆で梅花

文を描く。 352は、広東椀を模したものである。外

面と水辺の風景を描いている。

(v) 常滑産陶器 (370• 378• 379) 

口縁部が上方に引き出される捏鉢 (370) 、口縁

部上端面を持つ壺 (378)、鉢 (379)がある。

(Vi)京都産陶器

いわゆる清水焼で、外面に鉄絵の竹模様を描く水
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指である。

(Vii)土師器抱烙 (369)

I I縁部の断加診か釘形で、忍仇か低い丈包烙(369)

かある。

(Viii)瓦質土器鍋 (377)

I I縁部か、外内し f・.瑞伽を持つ鍋 (377)かある。

4. 結

1 . 遺構について

1. 縄文時代の遺構

S K27のファィアーピットは、松阪西部域におけ

る藪ノト此i跡についで 2例目の資料となった。 A地

区においては北半、 B地区においては、 SK27から

北側の舌状台地部に遺物の出卜か多く占地は、 2地

、点に分かれる。近年の調行により、前沖遺跡D地区、

杉坦内追跡C地区等、水田l開発により改変された堀

坂川沿岸の扇状地における占地状況か次第に明らか

になってきた。伯述のように谷地形と河庁段丘か複

雑に人り糾む地形の段圧部の先端に占地している例

を常ノ後遺跡においても確認できた。

2. 弥生時代中期の竪穴住居

円形堅穴住居SB 1と、略方形プランの竪穴住居

SB 2か内拡脹区において検出された。 SB 1は中

期後築:III様式新段階、 SB2は中期後菜W様式L器

を伴う時期のものである。櫛田川流域の多気町鍬形

花ノ木追跡で中期中棠のドl形竪穴住居か検出されて

おり、堂ノ後追跡SB 1に先行する。貝田町期には、

円形略穴住いか通有てあり、堂ノ後遺跡のように11I

様式新段階~N様式の f:器を伴う遺跡では円形竪穴

住屈とガ形堅穴住居の混在かみられる。ーガ、杉垣

内逍跡C地区（深長古墳下層）では、束、海地}j編年

高蔵期に該当する1111形的な第W様式の土器を伴う }j

形プランの略穴住店か 4棟検出されている。今回松

阪市内部域において、堂ノ後逍跡の混在型と杉坦内

逍跡C地区のガ形プラン単一咽を抽出し得た意義は

大きい。

3. 古墳時代前期の竪穴住居

占瑣時代初頭いわゆる/l内併行期のヘソド状テラ

スを持つ SB12かあり周囲に小j)広かある。 B地区

これらのm,時代追物は、 A地区北端でまとまっ

て出 tしており、包含屈とはいえ道沿いあるいは、

傾斜地に廃棄されたものであろう。時期的には、 18

l止紀後半から19厭紀訓半におさまるものである。な

おこの地区からは、 t師器片[I 付上釜、瀬戸• 美濃

I笙錆釉丸椀等も/1¥Lしている。

五
口

↓
 
1

1

1

 "
 

西側の SB28は、小喉穴住居であり SB12と2グルー

プに分かれる。

古墳時代前期後半では、 }j形プランで中央に炉を

持つ SB34かiU!される。 SB38と棟方向・規模か

類似しておりこの 2棟、あるいは SB32を含めて 3

棟か単位集l-t]を構成するものと思われる。

4. 古墳時代後期の竪穴住居

後期も後策の須恵器編年のTKlO併行期では、 A

地区南端で検出された SB26• SB 27、B地区西半

で検出された SB35• S B36がそれぞれ対をなす。

一辺5.5m-6mの力形プランで北辺にカマドを持

つ。

5. 奈良時代の遺構

掘立柱建物SB25は、倉庫と考えられる。松阪市

西部域では、前沖遺跡B地区で、 2間X2間の総柱

建物とそれを囲むように規格性を持って配償された

略穴住居が検出されている。伯沖遺跡C地区におい

ても 2棟の 2間X 2間の総柱建物が検出されている。

これらとの対比が今後の課題である。

竪穴住居では、東辺にカマドを持つ一辺3.4m前

後の小型竪穴住届SB3• S B40かある。最低 2-

3棟で単位集団を構成すると考えられるが、 SB 3• 

S B40ともに発掘区端のため 1棟づつ検出された。

これらは、奈良時代中葉に属し、特に SB40は出土

遺物も多く一典別である。

6. 平安時代後半期掘立柱建物

SB5は、 4間X3間の掘立柱建物である。東辺

に東西 1間X南北 2間分の土拡を持つ。近年、斎宮

跡、草山逍跡、中垣外逍跡等で南東隅土拡が検出さ

れ、馬屋説、厨房空間説か出されている。この中で

も4間X 3間で束辺に土拡を持つ掘立柱建物は、松

阪市曲町曲遺跡SB6 (桁行8.3mx梁間6.Om)、
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斎',灯跡第:n-1次翡介 SB2443 (桁打9.9m X文間

6. 2m、 ・」(1il相）かある。,,,辿跡のSB5 Cf行i」9.6m 

X索間7.Om)の,,;血形は、 1111辿跡の S13 6に類似

する。時期は、 12111:紀前'j':てあり、 1111辿跡の S13 6 

も121仕紀のものてある。なお仙辿跡S13 1は、内側

に 1X 2間の1}しり出し部を持つかJ,し本的には 4X 3 

間の掘けl建物てある。束ク間の桁）j臼の村間か約

2. 4mと広し＼。ー）''党ノ後辿跡SB5ては、 2.Omと

狭し＼。このことは、東辺の ・11¥J分が、付盟施没の‘乍

間てあることを鯰味する。また SK6からは山茶椀

か出 I:している。また）や敷地の束を限ると思われる

SD7に近接してあることから、副）や的なものてあ

り、 SK6も厨尻施戊かと打IJ.Lする。

t拡の性格については、出 I:状況図の充必とその

如戊を待ち検ii寸していくことか必笈てある。

2. 遺物について

1. 縄文土器について

(1) 中期後葉深鉢

中緑て J字状に［川線か卜畢する。縄文は LRてあ

る。 }J[l曽利 E4併竹期と考えている。

(2) 中期末葉土器について

I架鉢には、波状lI縁て沈線で 2恥こ柏円区圃する

深鉢 (1)かあり、北白川 C式A類の模様か沈線化

したものと考えている。束庄内 B追跡SB8 (44) 

11緑部を欠くか、やはり束Ji」人」 SB 8 {Jfいの I船て

ある。また辿孤文を杓つ醍醐辿跡、咲1'.111辿跡にみら

れる深鉢て北白川Cst::A類とみられる I船 J',c:n . 
(4) もみられる。北j'リ!IC式C類には、 (21) ・

(22)かある。

、,:位には、縦イり降盟てlメphiされた中に入羽根状沈線

文を施す翌ti部にt森状把丁かつく。これは、形態［月に

束JU付B辿跡SB 8出 I.、,:位(58) に類似する。これ

らの I悩 it'(は、 :_,F県南勢地））における、北1'1JIIC

式 3期併イ」・期の好資料てあり、北勢地力の如iI人lB

辿跡SB8とも併行すると名えられよう。束Ji林JB

とともに['(j勢地}jにおける,,,,辿跡中期木父 I闊岱inも

加曽利式的な笈糸を合んでし＼る。

(3) 中期末葉～後期初期の土器群

中期最終木とされる化段II縁を杓っ□料附を・括

した。沈線て柏円文を似l叫し LR縄文を施す (24)、

{f段部に柚付矢羽根状沈線をめくる (25• 28)、{i

段て沈線による区圃を仕つ (26• 27• 29• 31)、化

段部に横}j向沈線に LR縄文を施すもの (30)、無

段の中にも、縄文を施す (32・33)、柚什矢羽根状

沈線を持つ (34)、横｛り沈線を持つもの、林ノ許G

罰に類例をみる凸形放物線状の円孤文を特つ (44)

等かある。今後艮好な一括資料・分屈行料か出卜す

れは細分かf!J能となろう。
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第 7-28図縄文土器出土分布図
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(4)後期初頭の土器群

巾［旧）(: 1 J・. 期のものを•括した。この時期のものは

／））りしてある。 1外消縄文の代りに条線を施す (105)、

LR縄文を施す (109)、刈＼，・ (106)かある。条線を

もつ平緑の深鉢 (61)かある。

(5)後期前葉の土器群

北白IllI・. 屈式 I塁ドと併uする。始',¥文を杵つもの

(110) ・ (113)、i皮状II緑 (114)、緑悶部に1り孤

文を杓つもの (115)、注II I 沿~(117) かある。

(6)後期後葉土器

2、点のみ出［．．した。応住占山期のものである。

(7) 晩期末葉土器

突盟文をもつものて松阪西部域て、他に前沖辿跡

B地区、小野辿跡て、ll¥I・. している。

2. 弥生時代の中期土器

(1) S B 1出土遺物

円形竪穴fr/心出 L辿物てある。布A-b類 (139)、

、,:':;:A C類 (140)、受II状II緑ふB類 (141)、q位

C C 138)、甕B類 (146-148) か出 1-.した。、,:':(C

(138)のII縁t胎か!・.ドに肥IL/すること、突起か大き

し＼こと、ハケ，J乱整か細し＼こと、また受n状 II縁屯

(141) のlI縁部側緑斜格 f文を持つこと方から、中

期中災段階と考えた。なおこの SB1 /IU~ い器には、

凹線文を伴わない。甕は、大和邸甕B類である。 /Jf

古辿跡 SK105 1-. 屈出!・.辿物に併行する。 • ・'.r=r: 県ト・

ては、中期中染も古い段階とされる化ノ木逍跡 SB

14より新しし＼。

(2) SB 2出土遺物

、,:':;:C (151) 、·,~;: D (150) 、受II状 II緑ふ(D類

(152)、lI縁部か「<Jの‘『に屈仙する甕E類 (153)

か出［した、）j形呪穴{jjt}出 1-.逍物である。受U状

I I緑ふ：の形状から、 l川線文初視期と考えられる。 1/i-

I I辿跡 SK105併行期と考えられる。

イ i製砧、イ i屈 r は、平 JJ 形直線刈 (248• 249)、

平JJメJ(2,17)かある。 (247) は、刈を•次的に加

,・. している 11J能ttJ:もある。いずれも納所遺跡に類例

かある。

3. 古墳時代前期の遺物について

(1) S B 28出土遺物

r'.':j杯、手焙J1'~l:悩、 ll殻刺突を持つ、ふ・、鋸歯文を

持つ州H、 S'/状II緑台付甕B類か/11I・. した。これら
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はIL内fJHJ期であり、叩叫年倒間 l式に併行する。

．巾：県内ては、蔵持• 黒Ill辿跡 l区S13 1、中交山

辿跡 SX 1と[,i]時期てある。

(2) SB 34出土遺跡

床血の良好な行料である。布A、、,:':;:B、1l'i:I I、1曲、

小咽丸咽(·,:':~A 類、 B 類、翡杯A 、 B 類、 S 字状 I l縁

台付甕B類か出！．．した。これらは、伊勢高i'ri西部、

怜i伊勢地）jの嗅咽であり、大、tillS X 1に併行する ''1

該地）jの布留占段階のものである。束両編年廻間 II

式の新段階に相''1する。深艮占瑣．．和 l縁叫：(の時期

に先行する。

4. 古墳時代後期の遺物

(1) S B 35・36出土遺物

須恵謀杯、台付杯、 !-Jlr!i楳甕か出！．．した。これら

の辿物は、 TKlO併行期と考えられる。薄Tてカキ

11を残すのは、この地方の特色であろう。

5. 飛鳥～奈良時代の遺物

(1) S B40出土遺物

甕• 長胴甕・杯が出 Lした。 ,,i_城川に併行する f-.

沿群であり、斎宮編年の SK1098併行期てある。松

阪内部地区では、崩沖辿跡C地区 SD39に先行し、

榎長逍跡SB23出 f-.辿物に後出する。

(2)瓦製紡錘車 l町Ai叩日・凸面格日タタキの平

止を転川したものである。伊勢、ti=廃加こ格子タタキ

の且かありそれとの関連か考えられよう。

6. 平安時代の遺物

(1)土馬 頸部が中空になる。 11、い、日は、ヘ

ラ状 L具の刺突により描かれる。平安時代前半期の

ものか。

(2) S D 42• S E 19出土遺物

平安時代木菜の資料である。山茶椀はいずれも似j

台か闘く、 II縁部が外反する。藤澤編年 II-3段階

併行期である。

7. 江戸時代の遺物

凶合屈ではあるが、 A地区北端で凡中してl廿1-.し

た。肥前月磁器、瀬戸、又認楕拙鉢、‘常滑附柏かあ

り、 19W紀訓'I勾．の好資料である。

（増川‘如j:_)
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あかじ

珊．松阪市野村町 赤城う遺跡

1 . 位置と地形

赤城逍跡は、堀坂山山麓にひろがる扇状地の扇端

部に位附する。微地形的には、岩内川右庁の河岸段

丘卜.に立地する。行政卜は、松阪市野村町字赤城に

位附する。現況till地で標翡21m前後を測る。当遺跡

は、杉坦内逍跡・深長占墳の西北約800mに位閥し、

南隣には、奈良～平安時代の集落跡である前沖追

2 . 遺

枯本的屈序は、 I栖耕作 L、II)f'i暗茶褐色土（包

含l付）、 III)付黒褐色J・.(辿構検IIli~i) である。

辿構には、平安時代初期の溝SD1、平安時代前

半の掘¥'r柱建物SB2"-'SB5、溝SD6• 7、そ

の他のpit群がある。

跡 1がある。堀坂川と岩内川に挟まれる扇状地には、

小丘陵と谷筋が八手状に交吐に［川凸を縁り返してお

り、丘陵血は、良好な屈住窄間を提供している。 Iiり

沖逍跡もこうした中の 1つである。また岩内川k_J『

の出口逍跡においても、奈良• 平安時代の追物か人

採されている鸞

構

1 . 平安時代初期

S01 発掘区中央を北束へ流れる。輻1.Om• 残

存深ざ0.4mである。埋tは、暗茶褐色十．である。

2. 平安時代前半

{/  a. 

／
 

第 8-1図遺跡地形図 (1 : 2,000) 
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1 . 掘立柱建物

S82 発掘区中央東側で検出された、桁行 2間以

トで、梁行 2間である。桁行の柱間は、西から2.2

m+2. 2mである。梁間は、 2.4mの等間である。

S83 北西端において検出された。南北2間以上、

束西 2間以上の掘立柱建物である。柱間は1.Smで

ある。

S84 桁行 5間x梁行 2間の東西棟である。柱間
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第8-2図遺構平面図 (1: 200) 

は、桁行2.lm、梁間2.lmの等間である。南北10.5 

mx東西4.2mを測る。 SDlの埋tを切って作ら

れている。

S85 桁行 3間以上x梁行 2間の東西棟である。

柱間は、桁行1.8m X梁行1.Smの等間である。

2. 溝

S06 発掘区北東部を南北に流れる。検出長9m、

幅40cmである。

S07 SB5の棟方向に平行に南北方向に流れる。

検出長5.4m、輻40cmである。

3 . 遺 物

遺物は、平安時代前期がt体である。他に平安時

代後期の灰釉陶器、平安時代末期の山茶椀等がある。

1 . 平安時代初期

S01 

土師器皿 (1) 口径17.2cm、器高2.0cm。橙褐色

を呈し、口縁部をヨコナデする。

土師器甑 (2) LJ径28.2cm。淡褐色。体部外面タ

テハケ。内面にヨコハケを施す。

2. 平安時代前半

S83 

土師器甕 (7) 口径20.6cm。口縁部は、外反した

後その端部が上方に引き出される。淡橙褐色である。

S84 

土師器杯 (3• 4) 3は、口径13.4cm、器高2.4

cm。 4は、口径15.8cm、器高2.6cm。ともに口縁部

が外反するが、 4はゆるやかである。橙褐色を吊し、

□縁部をヨコナデする。

土師器甕 (5) [J径18.4cm。口縁部が t方に立ち

上がる。口縁部ヨコナデ。体部外面タテハケ、内面

ョコハケ。濁橙褐色である。

製塩土器 (6) 口径17.0cm。薄手で、 LJ縁端部が

丸みを持つ。体部外面に指圧痕を持つ。

S85 

土師器甕 (9) 口径29.0cm。暦手で口縁端部が斜

め上方に引き出され先細る。

土師器杯 (8) 口径13.2cm。やや厚手で口縁部が
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外反する。濁褐色を兒する。

Pit 5 

土師器杯 (10) [」径14.0cm。薄丁こで口縁部が外反

しつつ斜め 1-.hに立ち上がる。橙褐色を閑する。

Pit 7 

土師器杯 (11) 口径13.0cm。口縁部が先細る。 LJ

縁部ヨコナデ。｛本部外面に指圧痕を残す。橙褐色で

ある。

Pit 9 

土師器皿 (12) []径15.6cm。[J縁部が斜め上方に

立ち上かる。閾褐色を星する。

土師器甕 (13) LJ径15.6cm。薄手でn縁部がk方

に引き出される。淡橙褐色を呈する。

Pit 6 

土師器高杯 (14) LJ径27.0cm。扁平な杯部は、そ

の外面をハケ調整する。淡赤褐色を望する。

土師器甕 (15) 口縁部が、 「く」の字状に外反し

端部が卜」jに引き出される。口縁部は、ハケ調整の

後ヨコナデされる。体部外面をタテ方向に調整し、

口

W&加

CCI 

゜
<r> 

゜
◎ 

35 ~ 
◎ 

In 

A-

第 8-3図 SB 2• 4• 5実測図 (1: 100) 

内血をヨコ方向にハケ調整している。

3. 包含層の遺物

包含柄出上の追物の多くは、平安時代訓半を中心

とするものであるが、少贔ながら古珀時代以降の追

物も含まれる。以ド、十．師器、須恵器、 I火釉・緑釉

陶器、山茶椀等について触れたい。

1 . 土師器

杯 (16,..._,19) 16は、やや厚手でU縁部が外反する。

口径15.6cm。II縁部をヨコナデする。 17は、[l縁部

がゆるやかに外反する。口径15.0cm。橙褐色を旱し、

胎t・焼成ともに良好である。 18は、薄手で11縁部

が外反する。日径15.2cm。U縁部ヨコナデ。橙褐色

を呈する。 19は、薄手で口縁部の外反が強い。 lI径

15. 0cm。橙褐色を閑する。

椀 (21) 高台の断血形が二．角形になる。闘台部は、

はりつけである。赤褐色を旱する。

皿 (20•22•23) 20は、 [l縁部が外反するやや小

ぶりの皿である。日径13.0cm。口縁部ヨコナデ。怜

尋

S゚B4 

II f ゚_] 

¥ T JJ ;11 

ーり
c:i:I c゚:i:I 

5m 
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褐色を呈し、胎土・焼成ともに良好である。 22は、

口縁部をヨコナデする厚手の皿である。口縁端部は

わずかに内側につまみ出される。口径16.0cm。底部

外面乱ナデ。橙褐色を呈する。 23は、底部が丸みを

帯び、口縁部がやや外反する小皿である。口径11.2 

cm。淡褐色を呈し、胎土・焼成は良好。

甕 (24• 25) 24は、大型で口縁部が上力につまみ

出されるものである。口径21.4cm。n縁部をヨコナ

デする。橙褐色を呈し、胎t・焼成ともに良好であ

る。 25は、小型の甕である。口径14.4cm。U縁部が

やや上方に引き出される。口縁部ヨコナデ、体部外

面をタテ方向にハケ調整する。

製塩土器 (28• 29• 39) 28は、薄手のものてある。

口径15.0cm。濃橙褐色を呈し、胎土にチャート等の

砂粒を多く含む。焼成は良好である。 29は、器峨か

やや厚い。 Ll径は、 19.0cmである。[1縁部をヨコナ

SDI 
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テする。氾赤褐色を旱し、胎 I・.・焼成ともに良奸で

ある。 30は、平底の底部のみ残frする。底部外川iに

指JI:痕か残る。橙褐色をばし、胎 f-.は牝、焼成は良

好である。

ロクロ土師器皿 (26• 27) 平底で、底部外血に糸

切痕を残すものである。 26は、底径4.4cmて、底部

の附峨か肘い。淡橙褐色を早．し、胎十は良好で、イi

英• 長災、赤色tを含む。焼成は良好である。 27は、

平底でやや湘収か薄い。 II縁部は、外反する。 II縁

部ヨコナデである。

2. 須恵器

杯 B (31) 閻台を持つ杯を杯Bとする。 (7縁部の

み残存する。薄手で[I縁部か外反する。淡灰色を呈

し、胎t・焼成ともに良好である。

器台 (32) 脚部のみ残存する。脚部の接地面が角

ぱる。明）火色を旱．し、胎上は良である。

甕 (33) 底部平底である。｛本部外血にタタキがみ

られる。 1'i")火色を冒し、胎土・焼成ともに良好であ

る。

長頸壺 (34) 底部のみ残存。底径13.0cmである。

闊台部が外反する。 l氏部はヘラケズリされる。灰色

を閑し、胎上は良好である。

3. 緑釉•灰釉陶器

緑釉陶器椀 (35) 平底で、底径5.9cmである。淡

貨緑色をばし、胎 Lは良好、焼成も良い。

灰釉陶器椀 (36) 佑j台部か角ばるもので、底径 9

cmを測る。糸切痕をナデ消している。灰白色を旱す

る。釉の色調は、 I火緑色である。

4. 山茶椀•山皿

山茶椀 (37----41) 37は、[I径16.0cm。口縁部をわ

ずかにひねり輪花としている。薄手で日縁部が外反

する。明I火色を惜し、胎t-.・焼成ともに良好である。

38は、[l径16.0cm。lI縁部が外反する。 I火色を閑し、

胎 t・・・焼成ともに良である。 39は、 lI径15.0cm。II 

縁部がやや外反し、先細る。灰色を呈し、胎！．．・焼

成ともに良好である。 40は、底径7.0cm。山茶椀底

部で、高台が外傾する。底部外面に糸切痕が残る。

41は、 II径17.0cm。口縁部かやや外反し、先細る。

明l火色を閑し、胎十．・焼成ともに良好である。

山皿 (42) []径9.5cm。高台部が断面形二角形を

なし、 U縁部が外反する。明灰色を用し、胎士・焼

成ともに良好である。

5 . 石製品

砥石 (43) 黒灰色の泥岩製である。断面kガ形で

ある。残存長7.8cm・ 最大幅2.7cm・厚さ 1.1 cmであ

る。

4. 結

1 . 遺構について

,ヽ,辿跡の枷l立柱建物群は、 5間 X 2間の南北棟で

ある SB4を代表例に、部分的に発掘された SB 2• 

SB3•SB5 の 4 棟である。いずれも平安時代前

期のものと考えられる。 SB4とSB5は、 S85

の束辺か‘ー間分束へ出ているものの柱の並行関係か

あり、同時期の[ri]一規格の平面プランであろう。松

阪内部地域において、 SB4のような 5間 X 2間の

枷l¥グ＾柱建物は、間町曲A逍跡SB28がある CJ)。この

建物も 5間以l.X 2間の南北棟であり、他の東西棟

の建物とセットになっている。また訓沖逍跡C地区

では、奈良時代木～平安時代初期の 5間 X 3間の束

1fLi棟を中心にした掘ヴ柱建物の群構成かみられる。

そして行「の時期凡はあるものの、 40,.....,50m離れて

五
口,,,, 

"
 3間 X 2間、 4間 X 2間などの掘立柱建物や屋外の

カマド空間と思われる Lt.広等が検出されている。こ

ような桔l辺の類例と比較すると、 S84の同規模の

東西棟とセットをなし、 「L」・-r状あるいは「コ」

の字状の配置が想定できよう。

2. 遺物について

逍物では、切り合いからも SD1が古く、上師器

1111、甑は平安時代初期のものであろう。前沖遺跡S

D39より後出する要索を持つ。

S84 からは、製塩土器• 土師器甕• 杯等が出 L

している。これらは、斎宮編年SK1045併行期であ

り、平安時代訃i期に位附づく to

製塩 t器は、 4片出tしているが、いずれも小片

である。
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緑釉陶沿椀は、平底のものである。これは、斎宮~

においても少愴しか出 tしていないタイプであり、

C;t) 

I H瀬L中・増Ill安牛 『廿り沖追跡発掘晶介報古』 :_ ,E県教

育委員会 1986 11Jrfri硯・掘¥{柱建物0)杵穴に多数製塩 t器

出しコウヤマキ材村根等杵材多数残{r。

2 昭和62年度［甫l場格備t災地てあり、試掘を本年度実施し、 L 

拡• 杵穴を確品。平安時代伯期中心の遺跡と考えられる。
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以都）j訓のものかと考えてしヽる。

CW/111安什：．）

3. inJ北秀丈• 服部久 L·iし）ピ悟• 宮Ill勝功 I ill! 逍跡 I nI{j和

5叫渡悶没枯盤棺備P梨地域 加祓文化財発掘，謁介報店』

. 4¥県教育委員会 1985 

.1 : ・.,n県斎‘｛打跡J恥午ti務所什報 198-1』 ・巾県教ff委ii会

1985 



なかと

IX. 名張市赤目町 中戸遺跡

1 . 位置と環境

中Ii逍跡 (1) ・ト坦内遺跡 (2) は、名弘盆地

の出内部に位閻し、行政的には、名脹rli赤日町相楽

地内にはいる。盆地南部には、室生山中に加を発す

る'j-'.陀川か伊賀人断屈に沿って北束に緩やかに流れ、

名伽叶i街において、洪i流する名脹川と合流し北へと

向かう。そして、今良県山添村をぬけ、人津川へと

続く。

、『陀）iiには、流）ii、釜石）iiなどの小加IJI Iかしヽ くつ

も流れ込み、南内部に広かる第囮紀洪積t仕の段丘を

複雑に分割し、尾根状に細くのひた段斤とそれに挟

まれた扇状地状の谷合地形を作り出している。段丘

'ヽ

第 9-1図遺跡位置図 (1: 60,000) 
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は、礫の風化状態および段丘の高度などから見て、

高位• 中位・低位段丘と分類され、 ド坦内遺跡は水

田面との比闘15m、標高218mの中｛立段斤 Lに、ま

た、中戸遺跡は、低位段丘端部に接する低地に常ま

れる。

近年、この名張盆地南部は、 l甫l場整備ポ業や宅地

開発により、発掘調杏か数多く行われ多くの考古学

的な知見が得られている。

縄文時代では、伯山丘陵 l頂．の白早稲遺跡 (3)か

ら草創期の石器、有舌尖頭器か出上し、名張市内最

古の遺物となっている。早期・削期では、檀・柏原

',、 9

.'  ”~ I 

1 
ーク｝ヽ



逍跡 (4) から、人川式に類似する叶j松文のネカティ

ブな抑形文 t器か出 Lし、砥II逍跡 (5)からは111I 

）よ無径式の長脚か、そのほか如添追跡 C6)・H堺

追跡 (7) などからもこの時期の t器か採比されて

し＼る。

中期に人ると逍跡の数は多くなる。特に、滝川沿

いの洪柏段斤 1-.では場所を移動しなから集落が'l月ま

れていたようである。それは、 tJiJ述の棺・柏I以逍跡

か州期に始まり中期まで継続し、これに引き続いて

滝川左庁の辻坦内逍跡 (8)が中期から後期にかけ

ての遺物を多数出 tしていることからもわかる①0

後期では、沢代遺跡 (9)、 卜.川厭遺跡 (10) な

どのように従来、集落の立地が困難であった低地に

も、逍跡が忌められるようになる。ド川原遺跡では、

竪穴住屈が検出され、後期前半の一括性の高い t器

群として把握されている。また、北内約10kmの名張

川卜流域には、後期前菜のt器の変遷を考える Lで

貴屯な資料を提供している奈良県広瀬逍跡② • f 11. 期

の指標となっている大川逍跡などが位岡している。

晩期末の遺跡としては、滝野氏城跡 (11) • , ド陀

川左岸の辻堂追跡 (12) ・丘陵の奥まった所に常ま

れたt山追跡 (13) などから、条痕系のt器が弥生

時代前期のt器と混在して出 Lしている。しかし、

その在り）jは逍跡によって異なり、縄文時代から弥

'L時代の移行の様相については、上山逍跡で縄文晩

期長原式併行の士器をt体として弥牛前期後半の上

器が伴うことが確認されているにとどまる〗

弥生時代中期では、円形略穴住居を検出した辻坦

内追跡や御所坦内遺跡 (11) をはじめ、浦逍跡 (15)

• 川尻遺跡 (16) などからも多くの遺物を出上して

いる。前出の卜川原逍跡からは、 4棟の竪穴住居が

検出され、その知見から、住店跡の平面形が円形か

ら方形へと移行する時期が弥牛中期後半であること

(.ll:) 

0~ 門田 r-----:_ 『卜川原遺跡』 名脹市遺跡調介会 1986 

:2: 松m貞. 「Iム瀬遺跡発掘淵杏概報J 奈良県＼、［檀原考古学

研究所 1982 

'.3> 水[1 昌也•門田(:_「 t:山遺跡『名脹市遺跡淵杏概要町 1979

'4ノ, .iYCiこ同し
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も明らかにされている

後期にはしヽると、前'I臼では、わずかに観音、ff辿跡

(17)か知られるだけで、後期後半から古式日llli沿

に続く追跡か急激に妍加し大規模となる。）卜出城9ギ

敷逍跡 (18) • 東野辿跡 (19) などからおひただし

しヽtitの l滉怜が//¥f-. しその編年的位．附付けも粘）j的に

試みられている―

古珀時代にはいっても几落の拡大は続くか、占泊

の築造は訓• 中期を通じて見られず、盆地北束部の

芙旗古泊群の傘卜.の中での集団の在り }jを大きく l又

映し、盆地南部の古川の築造は後期の群集ll't盛行期

をまたなくてはならなし＼。この中にあって、横穴式

ィ国をもつ鹿闘神社 lり瑣 (20)や琴平山古泊 (21)

などの州）j後1リ瑣はその盟 t的なものと考えられる。

飛島• 奈良時代の遺跡は、中村の観音、lj:辿跡・ 11n

逍跡、夏見の鴻之巣追跡 (22)、蔵持の丈間谷辿跡

(23)などの官衛的な性格の強い建物群をもつ辿跡が

占代のt要道に沿って所在している。また、名脹川と

、『陀川の合流地点を見卜.ろす丘陵上には、白鳳時代

創建の夏見廃寺があり、多数の［り仏が出上している。

平安時代の逍跡については明らかなものはないが、

黒色 f-.器が散布するものも多い。

次に、名脹の中廿tについては、ここが長く束大抒

領黒田庁という荘園であったことから、その胎動は

文献史学の I、'r.場からあきらかにされてしヽる。］、しHlllF

の歴史については、他内に詳しいが、承安 4年

(1174年）後白河院！『ド文により名脹郡の一円イ沖輪

寺領化が完成し、同時にいわゆる黒Illの悪党の活動

の舞台もうまれたのである。そして南北朝時代以後、

在地領主屑の台頭に伴い寺領支配は哀え、伊賀独特

の国衆による自t的な在地支配が織111f I¥長の伊賀伐

攻まで続いて行く。

（｛．．保晋作）

~5> 門田 r~. 「面j山遺跡群における弥牛式 t器からげrfi器への

考察」 『名脹h遺跡凋介概要IV」 1979 

水[J 昌也• 門lll了：「蔵持黒田遺跡」名脹市遺跡凋介会 1978

中村信裕「 1:東野遺跡」『昭和57年度農業屈盤悴備地域調介報

告』 ：・t県教育委員会 1989 

{: 保晋作「観音寺遺跡」『昭和58年度股業枯盤悴備地域謁行報

告』 ＿・:_~県教育委U会 1985 
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第 9-2図 : 5,000) 

-219-



2 . 遺

七層の基本的屑序は、上から第 I層：耕作七 (20

-25cm)、第II層：灰褐色砂質土、第m屑：茶灰色

砂質土、第IV層：茶褐色砂質土、第V屈：茶褐色礫

層、第VI層：黄灰色粘質土（粘性が強く、地山と考

えられる。）である。

地山までの深さは、最も地形の高い東端で25cmと

浅く、西に向かって暫時深くなり、西端では、 110

cmとゆるやかな傾斜をもつ。

各層の堆積状況を見ると、 I• II層は地山の形状

にあわせて遺跡全体に広がるか、 m層は西端では認

められない。しかし、これとは逆にIV• V層は、逍

跡中央部では認められず西側の斜面に深く堆積し、

とくにIV層は40-50crnと極めて厚い。

遺物は、いずれの層にも包含されており、 IV• V 

向屑は、弥生土器を含まない縄文時代の包含層であ

る。しかし、後述するように、この両屑を七器形式

から分層することは出来なかった。遺構は、 m層除

去後に平安時代と弥生時代の遺構を、そしてV層除

第 9-3図発掘調査区位置図 (1: 2,000) 
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構

去後地山直上で縄文時代の遺構を検出した。

検出された遺構としは、縄文時代の竪穴住屈.!・. 

拡・配石、弥生時代の方形周溝墓、平安時代の掘立

柱建物の 3時期のものがある。

以下に遺構番号を付した主なものについて概述し

ていく。

1 . 縄文時代

1. 竪穴住居

S 825 平面形は不整円形を呈し、長径5.6m• 短

径5.2mを測る。竪穴内には、炉• 柱穴などの付属

施設は認められなかったが、北西側に集中して、 3

つの土器群か出土した。いずれも、住居外の土坑群

と同様に、径50-lOOcmの楕円拡を掘って置かれた

と考えられ、とくに、東の壁近くから出tしたもの

(4) は、口縁部を卜にに向け、 t半を欠損するか低

部から体部にかけて現状を留どめていた。

遺物は、後期前葉を中心とするものである。また、
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第9-4図遺構平面図 (1: 300)• 土層斬面図 (1: 60) 
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この喉穴住屈の同りには、配石遺構とした SX18• 

S X27、すり石を伴う SK26を初めとして、多くの

IJ広が集中する。

SB 17 径4.Om前後の円形を呈する。遺物をまっ

たく含まず、住居とするには疑間の残るところであ

る。

2. 土砿

発掘区全域で、とくに SB25を中心としたところ

で、径 1m~ij後の t坑を多数検出した。そのうち、

追構番号を付したものについて述べていく。

S K29 径0.9mのイ湘整形な円形を旱する。深さ35

cmで底は,[勾らである。埋tには、茶褐色の砂質上が

はいる。上砿内には、人頭大の河原石が 1つと縄文

上器片が底から遊離し散乱していた。上器は行文深

ィ

鉢• 浅鉢など後期前菓に属するもので、同一時期、

同一個体ではない。しかし、他の土拡に比べて福田

K2式（古）の上器を多く含む。

S K26 長径0.9m・短径0.6mの桁円形を呈する。

深さ30cm。土坑内のほぼ中央で底から遊離している

が、人頭大の河原石を内包するように有文深鉢が、

また底に接して条痕を施した深鉢が出tした。他の

上坑に比べて十器の凩が多い。縄文後期前築を中心

としたものである。

S K22 長径0.9m・短径0.7mの桁円形を唱する。

深さ30cm。士拡底に接して条痕を施した縄文 t器の

口縁が出 Lした。大半を欠樹するがlri]一個体と考え

られる。また、埋上には、人頭大の山いか合まれて

いる。後期前半。

al 

二
。

:
 

SB25 

uj 

A_ 
B
＿謳

20m 
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SK24・ 瓢e
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鼻

長径1.lm・短径0.7mの楕円形を兄する。S K28 

深さ30cm。 L坑内らは、 L器片が散乱した状況で出

Lした。後期崩'I旦

S K23 長径1.5m・短径1.Omの不整形な楕円形を
~-

兄する。 ［拡内には、 40cmの大きな山石をとりまく

石群は拡のほぼように人頭大の石がおかれている。

貞ん中にまとめられている。追物は埋上中に、数個

体分の縄文 t器の細片が多くふくまれており、後期 A-

/、1/（：},、¥

じ s~バ
~----~ 

―B 

前半におさまる。

径0.Smのイ消棺円形を吊する。深さ40cm。SK 19 二 r
S K24 

拡内には、条痕を施した深鉢が体部を横にして出

したが、大半を欠肌する。後期前菜。

長径1.Im• 短径0.7mの隅丸の
第 9-6図

ガ形を星す

SK 3• 18• 24• 27• 29実測図 (1: 40) 
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る。深さ 15cmと浅し＼。 け広中央に集中して十．鼎片が

忍められたが[r i]一個体のものではなく、 ll縁に沈線

の巡るh文の十沿と、粗製深鉢が混在していた。後

期初煩におさまる。

3. 配石遺構

S X 18 SB 1の束澤より約1.Om離れた地、点で検

廿｝された。長径1.2m• 短径0.7m• 深さ0.05mの浅

いi拡の束半分に弧状を描いて人頭大の加JI片uj・を並

べ、その中央に、摩耗痕が残り、すりイiとも見られ

る2個の屈平ないを洲いている。火を受けた股跡は

忍められない。石材に交じって、縄文 l・.器片が数点

出!・.し、後期初頭～後期而菜に属する。

S X27 長径1.gm• 短径1.2mのやや人きなけ広内

に、 20cm,..__,40cmの河原いと扁平な山石とを桁円状に

配している。石材は、 SX18とIri]様に火を受けた痕

跡は忍められない。石材に交じって縄文十．器がわず

かに出 I・.した。後期前菜のもので SB1とIIi] -・ 時期

に属する。

S K30 径1.2mのイ消叫形をばする。 t'HI・. 中に縄

文十．器片を含む。後期前‘ド。

SK6 長径I.5m• 短径1.Smの桁円形を旱する。

坪 tにnt・-の縄文上器片を含む。

4. 埋設土器

P1•P2•P3 

発掘似東側の 3地、点におし＼て、 卜堺か L中に[l緑

部をいこして埋没された状態で出 tした。この 3地

、点相liの距離は 5mで平川i的には _:.fり形をなす。発

掘区の束から北にかけては地形の最も似iいところに

あたり、第 II屑除去後すぐに検出された。いずれも

t半分を欠肌する。叫没のための掘り）jの検出に努

めたが、明確にすることはできなかった。

A
 

A-

B
 

B-

A-

A_ 

B_ 

B_ 

A_ 
B- iA- rn 
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第 9-7図 SK 6• 23• 26• 28実測図 (1: 20) 
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2. 弥生時代

1 . 方形周溝墓

S X 14 SD 12• SD 13• SD 15• SD 16の4条の

溝状追構によって圃されたものを）j形},'i]溝雄と考え

た。門隈のうち、 SD15とSD16は南西咄で連結す

るが、他の・・＾方はつながらない。南北長16.om• 束

汎i長15.Omでほほ化）j形である。四）jを囲む溝の形

状は、従米の、ガ形周溝雌と考えられているものに

比して、極めて不賂形で、長さ・輻ともに大きい。

とくに、南側の SD16では、最人輻5.Om、最も小

さい SD13でも3.Omを測る。溝内埋 tからは、縄

文t-.器片も多く出 tしたが、坪 l最下屑の粘質茶褐

色 t中より出 tした広r1 壺•水凡し形 t器などが遺

構に伴うものである。

2. 溝

S01 長さ5.Om• 最大輻3.Omの楕円状を吊する

ものである。深さ0.5m。埋十ムは I・.下 2屑に分かれ、

A-

OSK cSK 

□
 

0
5
 

B
 

B 
・一・-
200.0m 

第 9-8図 SX14実測図 (1・100)
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ト悩に弥牛 I沿甘片を含む。

S02 SDlに直交し、束内に伸びる溝である。

長さ5.Om・ 輻1.5m。雌 l・.中に弥牛 l悩片を含む。

S03 長さ6.2m• 軋晶3.Om。 l拡ともすべきよう

な形状をなす。 SDllとほぼ‘ド行し、 SD12と虹交

することから、この 3条の溝を関係づけて考えるこ

ともできるかもしれない。弥牛 t器片を含む。

SD 11 長さ7.Om• 最大幅3.Omの溝である。）j形

周溝雄を圃するとした SD16などに良く似た形状を

しており、また SD12と直交し、 SD15の延長線卜．

にあることから、先にも述べたように、 SD3とと

もに）j形周溝の一辺と考えられないこともない。

SD 14 「L」字状に大きく間がった溝である。底か

ら接してほぼ応形に近い 2個体の広lI壺がliltした。

3. 平安時代

1 . 掘立柱建物

SB 発掘区北西端で検出した 2X 2の建物である。

柱間は2.Gm等間である。柱穴埋 t-.中に黒色 l:器片

を含む。 （イ:保晋作）

3 . 遺

出土した遺物の多くは、第II屑～第V層に包含さ

れた縄文t器・弥牛t器である。とくに縄文上器は

後期前半の様相を知るうえでの良好の資料となりう

るものと考える。以下に時代別、逍構別に概述して

しヽ きたし'o

1 . 縄文土器

1 . 出土縄文土器の概略

調介で出上した縄文上器は、整理箱10箱に逹した。

時期は、中期初頭から晩期末菜にわたるが、後期初

頭～前葉のt器が主体を占める。これらのうち、有

文上器を中心に整理を行ない、時期判別の可能な資

料に関しては、そのほとんどすべてを図化し、 295

点の資料を掲載した。

t器の出t状況は、次のように 3大別できる。住

屈跡・上拡・配石跡・溝の埋土あるいは底面より出

_{--_したもの 遺構出上上器、旧地表面上にあるい

は穴を掘って、 t器を設置・埋置した状況で出上し

たもの 埋設十器、包含栖より出上したもの―

包含層出土t器であり、この順序で出上上器の説明

を行うこととする。

逍存状況は全体に悪く、表面の劣化が進み、荒れ

た器肌を望し、脆弱なものが多い。これは遺構出t

の上器についてもあてはまり、移動による．．次堆積

の結果生じたものとは考えられない。上器の劣化が

どの様に進行するかについては、十分わかっている

とはいえないが、焼成されたt器そのものの焼き t・.

がり方、その後の使川状況というような廃棄される

物

までの十．器の状況と t器が廃巣され、坪蔵される包

含土壌の性買が大きく作Jifしていると考えられる。

中}i遺跡出Li-.器の場合、弥生上悩では劣化かあま

り進んだものはないので、前者の可能ヤI:か翡いと考

えている。

2. 遺構出土の縄文土器

(a)住居跡出土土器（第 9-9図 4、第 9-10図）

住居跡は 2棟検出されたが、 SB17からは図化し

うる縄文上器は出tしなかった。 SB25からは、後

期初頭の士器が少憤混在していたが、後期削菜の上

器がまとまって川土した。

lは口縁部に沈線をめぐらし、縄文を施す。後期

初頭、中津式に比定できよう。 2"'7は沈線文を施

した有文深鉢。 2は[]縁部内面を肥J'fさせ、 [J辺に

細い沈線を横走させる。 3は突起部。 l日．．血に円形の

孔を穿つ。突起部以外のfl唇部には 1条の沈線をめ

ぐらせる。 4は復几日J能な資料で頸部が大きく外反

する形態を唱する。 LJ径40cm、胴部最大径38.5cmを

はかる。内外に肥厚した口唇部に沈線を横走させ、

外側端部との間に刻みを施す。文様集約部に円形刺

突とそれをとり囲む弧線文を配す。頸胴部には、 3

条 1 組の沈線でクランク状の文様を描く。 6• 7は、

n文深鉢の頸胴部。

8 "-'20は沈線文、条線文を施した深鉢。頸胴部令

体にわたって、縦方向に沈線、条線を施し、明確な

文様幣をもたない、点に特徴を行する。形態は、頸部

が外反ないし外傾し、 LI縁部が外反ないし外傾する

もの、内湾するものがあり、[I縁端部も丸く仕卜げ
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たもの、 1(1i取りを施したもの守、多様である。沈線、

条線は、虹胴部全面にわたって蛇行状、格f状、直

線的に亜ドする。 21,......,23は底部。いずれも平底である。

(b)土砿出土土器（第 9-9 図41• 78• 97• 第 9
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第 9-9図 遺構出土の縄文土器 (1) (4-SB 1 ,41-SK7,78-SK16,97-SK3,130,.._,132 —埋設土器）
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-11図～第 9-13図）

24-27 は SK7 出土。 24• 25は有文深鉢。 24は波

状口縁で、波頂部には前面に 4条の弧線文を施して

いる。口辺には 2条の沈線による縄文帯が横走し、

そこから垂下する沈線の一部が残存している。 25は

胴部で、 2条の沈線による縄文帯が横走する。 26は

底部、 27は胴下部～底部でいずれも平底である。後

期初頭、中津式に比定できる。

28-32はSK24出上。 28-30は有文深鉢。 28は3

条 1組の沈線帯が口辺を横走し、そこから斜位に展

開する。 29は斜行する 2条の沈線間に条線文を充填

する。 30は口縁ドに一条沈線が横走し、条線文を充

填している。 29• 30は同一個体と考えられる。 31は

逆L字形の文様を描く。器面の劣化が著しく、縄文

施文の有無等は不明である。浅鉢形を星するであろ

う。 32は無文粗製深鉢で、口縁部は外傾気味に立ち

上がり、頸部のほとんどくびれない形態を呈する。

外面全体に密に「細密条痕」を横位に施している。

29-31は後期初頭、中津式、 28は3条沈線で口縁部

文様帯が口唇上にあがらない点から福田K2式（古

相）の特徴を有している。 32も後期初頭におさまる

資料であろう。

33-41はSK29出土。 33• 34は[ri]一個体と考えら

れ、 3条の沈線文による縄文帯を口辺に横走させる。

n縁部は内側へやや肥原する。 35は2条の沈線をLJ

辺に横走させる浅鉢。劣化のため縄文の有無は不明

である。 37は突起部。上ドに貰孔させ、筒状の突起

とし、さらに前面に孔を穿ち、その両側に弧線文を

配している。口縁部には数条の沈線が横走する。 38•

39は有文深鉢の頸部。 40も頸部で、全面に粗雑な沈

線文を垂卜させている。 33• 34は福田K2式（古相）

に属し、 35• 36もほば同一時期の資料であろう。 37

-40は後期前葉に属する。 41は無文粗製深鉢。頸部

がくびれてL1縁部がほぽ直立する。外面は[I縁部～

胴 t部に縦方向の箆削り、胴ド半は右ドがりの箆削

りを施す。内面は横}j向の箆撫でで仕上げている。

42-44 は SK6 出 t。 42• 43は横位に沈線をめぐ

らした後、縄文を施す。 44は条線地深鉢の胴部。中

期末菜～後期初頭に属すると考える。

45-55はSK23出t。45は口辺に沈線を横走させ、

縄文を充填する。 46• 47は2条の沈線帯を横位に展

-228-

開する。 47は波状口縁波頂部で、頂部に円形刺突を

ほどこす。 48は口縁部内面を肥I厚させ、 u唇部と口

縁部外側偵下に沈線をめぐらす。 i副田K2式のII縁

部の特徴に通じる。 49は内側を肥原させたLJ唇 Lに

沈線を 1条めぐらし、外側端部に刻みを施す。 50は

突起部で、突起頂部には内側から円形刺突を加えて

いる。 51,...__,53は有文胴部。 51は桐下部で、 3条沈線

が垂下し、 53 は人り組み状の文様をつくる。 54• 55 

は条線文をもつ深鉢の胴部。 45,...__,47は後期初頭の中

津式48• 53は後期初頭、福田K2式に比定され、他

の資料は後期前葉に位附づけることができよう。

56,...__,80はSK26出土。 56,...__,61は有文深鉢の[l縁部。

口唇を内外に肥原させて、そこに 1、 2条の沈線を

巡らしたものが多いが、 58はu辺に 3条の沈線を横

走させ、 60は口縁外側端部に刻みをめぐらし、その

下方に斜行する沈線を施している。口縁部直ドに56

は1条、 57は2条の沈線を横走させる。 56は沈線間

にRL縄文を施文し、 [J唇も内外に丸く肥肘＾してい

る点から、後期初頭、福田K2式のII縁部形態に近

く、出＋土器の中で占い様相を望している。 61はlJ

唇 t・.の沈線と外側端部の間に刻みを施す。頸部は無

文となる例が多いが、 59は同心円状の平円文を配し

ている。 62,...__,74 は有文深鉢の頸胴部資料。 62• 63は

沈線間に縄文を充填する。 65,...__,72は3、 4条の沈線

束でクランク状の直線文や同心円・弧線状の曲線文

様を描く。 74,...__,77は条線文を施した深鉢。直線的、

曲線的に条線を畢卜させる。 78は外血全体に縄文を

施した小型の鉢。径17cmをはかる。 LI唇にも縄文を

施す。 79は無文浅鉢。内外面ともに、磨いて仕上げ

る。 80は底部、平底。 56,...__,80は後期前菜に位閻づけ

られる。

81,...__,90はSK28出土。 82• 84は化文深鉢のU縁部。

82は肥原したLI唇部に円形刺突列を配する。 84は突

起状波頂部。内外に肥原した口唇部に 2条の沈線を

めぐらし、波頂部は橋状把手とする。波頂部前lttiに

円形刺突を加える。拓本下端に 1条の沈線が横走す

る。 85 は有文深鉢の胴部。弧線文を施す。 83• 86,...__, 

90は沈線文、条線文を施した深鉢。 86はU唇部に刻

みを加える。 87,.._,39は同一個体と推定できる資料で、

87• 88は波状L1縁につくり、波頂部にドl形刺突を87

は4個以上、 88は1個}JUえている。横方向の条線文
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第 9-13図遺構出土の縄文土器 (5) (81--90-SK17,91--96-SK 3 ,98--103-SK 6 ,104-SKlO, 

105--109-SX 2 ,110--114-SX 1) 

-232-



を[-]辺に施しているが、横に版開する条線文は条線

地深鉢の中では量的に少ない。 81は無文粗製深鉢。

81......,90は後期前岱に属する資料であろう。

91......,96はSK19出上。 91は有文深鉢頸部。曲線文

様を描く。 92• 93は有文深鉢胴部。 92は5条、 93は

2条以上の沈線を乖下させる。 97は条線文を施した

深鉢。頸部が大きく外傾する。外血は右ドがりの条

線文を施す。器面の劣化が著しい。 94• 95は無文粗

製深鉢。 94は波状LJ縁を呈し、巻貝によると思われ

る条痕で器面を仕上げている。 96は底部、 91..--..,97は

平底。後期前葉に属する。

98......, 103はSK22出上。 98......,102は沈線文、条線文

を全面に施した深鉢。 99は条線文を垂卜させ、 98•

100,...._,102は格子状に配している。 103は底部、 わず

かに中央部が凹む平底。条線文を斜格子状に配する

手法は SB25出tのものにも認められ、後期前葉に

属する資料であると考える。

104はSK7出t。条線文を斜格-f状に配する深

鉢c 後期前菜に位置づけられる。

(C)配石跡出土土器（第 9-13図）

105,...__, 109はSX27出t。105は口縁部の縄文帯か

ら下ガに縄文堺が畢卜寸する。後期初頭、中津式に属

する。 106,..,_,108は後期前葉、打文深鉢の lI縁部。

106 は突起部、 ~ij血を貫孔し、弧線文を加え、 m部

に沈線 1条と刻みを施す。 107は「l唇に沈線を 1条

めぐらす。 108は突起部。弧状沈線を施す。 109は{f

文鉢胴下部。暦いて仕上げている。 3条 1糾の沈線

が垂下する。後期初頭、ネ副田K2式に比定できる。

110,..._,114はSX18出L。110は福lIJK2式のH文

鉢。 n唇部と口縁直下に沈線を施し、その間に縄文

を施す。体部には 2条 l組の輻の狭い縄文帯が横｛立

にめぐる。内面に断曲二f 角の稜がはしる。 111,..._,114

は後期前菓。 111は有文深鉢の口縁部。内折した[J 

縁部に沈線をめぐらし、刻みを加える。 112は行文

深鉢の頸部。 113• 114は沈線文、条線文を令訓に施

した深鉢。 113は口縁直下に沈線を横走させ、

に沈線を格子状に施している。

(d)溝出土土器（第 9-14図）

ド）j

弥生時代中期の方形周溝媒の溝より弥牛口器とと

もに縄文十器が少量出土している。

115• 116 は SDI 出 L。 115• 116ともに後期伯災

の打文深鉢。 115はLI縁部内血を肥原させる。 lJ唇
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第 9-14図 遺構出土の縄文土器 (6) (115• 116-SD 1 ,117-126-SD 4 ,127-129-SD 8) 
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!・. と内1f1i肥肘部に沈線を横走させ、 fI唇外側端部に

刻みを加えている。_116は胴部資料で、 4条の沈線

か卜方に折れ11!1がる。

117,..._,126はSD4 tf¥+.。117は内洒する U縁部に

区仙i文をもつ鉢。 118は胴部で 2条の沈線盟を配す

る。 117•118は後期初碩、中沖式に屈する。 119 は

「l縁部が大きく外傾する鉢で、 2条以 J--.の沈線によ

る縄文幣が施される。内血には 2ケ所に段がつく。

後期初頭、福HIK2式。 120,..._,122は後期前葉の1-f文

深鉢。 120はLI唇部に 2条の沈線をめぐらし、頸部

に3条の沈線を雨卜させる。 121は突起。頂部は洒

杯状につくり、前面には 3ケ所、円孔を穿つ。 lJ唇

部には木端を刺突した沈線が 1条めぐる。 122は胴

部。頸部との境に 2条の沈線が横走し、 3条 l組の

沈線が亜卜する。 123,..._,126は条線地の深鉢。後期前

菜に位附付けられよう。

127,..._,129はSD13出L。127は中津式に特徴的な

器柿である双耳壺の把手部。乖直）j向に貰孔させる。

128ぱ波状を惜し、口唇部が内外に肥原する。頂部

に末端を刺突したノ 'Y状沈線を施している。 129は

頸胴部の境に0字状刻みを施した凸帯文を貼付けた

深鉢。晩期終末、船橋式～長I以式に属する。

3. 埋設土器（第 9-9図ー130,..._,132) 

い器のおさまる坑を掘って、埋閥された状況で出

tした上器が 3枯発見されている。いずれも f_:_器が

納まるだけの大きさの穴を掘って正位に埋設してい

た。

130 (P 2地点）は、 U縁部が後t恥の削平等によ

り欠失している。現状の最大径22.6cm、胴部最大径

18. 6cm、現存器高23.2cmをはかる。頸部が長くのび、

胴最大部が下ガにあって、 Fぶくれ形の形態を見す

る。頸部～胴最大部分までを文様帯とし、 2条の沈

線帯による J字文や L字文を配して、そのあいだを

曲線的な沈線堺で埋めている。沈線は完全に閉じず

に末端が間放されている部分もある。器面の劣化が

杵しく、縄文施文の有無はイ＜明である。中沖式の新

しい段階にイ立附づけられよう。

131 (P 3 地点）は、後世の削平等により桐卜〗半

部のみ残存している。深鉢で、 132とほぼ同様の形

態を呈すると推定される。内外面とも撫でて仕上げ

る。内面にば煤が付着している。器面の劣化が著し

-234-

しヽ。底部には一辺4.5cm のリ•••方形に近しヽ穿孔が施さ

れている。

132 (P 1地点）は、 lI縁部～伽1I・. 部が後1廿の削

平等により欠失している。深鉢で胴部が膨らみ、勁

部がややくびれる形態を旱するものと思われる。現

存の最大径は36cmをはかる。内外rfliとも撫でて{I: 1-. 

げているが器面の劣化が著しい。底部には、径4.5

cmの穿孔を施している。

131・132は胴 1-.平部以 1-.に文様を行する rrJ能性も

あり、帰属年代については後期初煩～削艇の時間輻

で捉えておきたい。

4. 包含層出土の縄文土器（第 9-15図,..._,19図）

(a)中期初頭 l、点だけ出上した。 133は頷部で

鋭く外傾する深鉢。 r-1唇部に C字・状の刻みを加え、

n縁直下には低い断面一．．角形状降盟を貼付けて C字・

状の刻みを施す。 ド方にも、もう一段、 C字状の刻

み列を加える。 U縁部内面には縄文を施している。

Cl頸部内面は撫でてff:~~ げる。中期初頭、鷹島式に

比定される。

(b)中期後葉 134は器咽10mmと厄く、令川iに節

の大きな縄文を施している点から中期後築の上器と

判断した。

(C)後期初頭 135,...._,182は2条の沈線による縄文

帯を枯調とした十器で、後期初頭、中沖式に位附づ

けられる。 135,...._,152は深鉢のII縁部。内符気味ない

し直線的に立ち上がる形態のものが多い。 135,...._,140 

は波状口縁あるいは突起状［］緑になるもの。 136は

沈線間を条線で罪めている。 139は波頂部を肥Jt/さ

せて、環状突起とし、拓本右側の LI唇卜．には円形刺

突を加えている。こうした突起は、東日本の称名、『

式に類例が多く、同式に系譜を辿ることができるで

あろう。 140は 1-.からみると弧状の断rnf形態をとる。

151は縄文の代わりに条線文を充坦している。 153,...._,

182は頸胴部の資料。 181・182は双且壺の把f部。

頸胴部の境に粘tを貼付け、乖直）j向に穿孔して釣

りTの機能をもたせ、さらにfjlj面に螺旋状沈線 (18

1)や円形刺突 (182)を施している。 179も壺形の

形態を閑するものと息われる。

183,...._, 189• 208• 209は2、 3条の輻の狭い沈線悶、

縄文帯で文様を描く上器。 185,...._,187はII唇 I・.とII縁

麻ドに沈線が横走し、[_]唇に縄文を施す点で共通す
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第 g--18図 包含層出土の縄文士器 (4)
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るが、 185• 186が[]唇を内外に丸く肥屈させている

のに対して187はII縁部が内側に肥肘し、 lI縁部直

トの沈線もやや卜.がった位附であるという相違が認

められる。 188はlI辺に降盟を横走させ、その Lト・
に沈線を配す。内 lfti に段を有する。 184,.._,186• 188 

は後期初頭、 t蘭ll1K2式としてよい特徴を有するが、

183• 189 は後期前菜にドる可能性もある。 208• 209 

は福川K2式の胴部。 3本沈線による文様は、後続

する後期前菜の文様に継承されるが、縄文を允填し

ている、点、沈線木端の人り組みがきちんと在き込ん

でいる点、縄文充珀後、沈線の端部を 1-,,,柑に再調賂

している，点で区別できる。 208は鉢ないし浅鉢、 209

は深鉢の胴部であろう。

(d)後期前葉 190,....__,207は行文深鉢のII頸部資料。

頸部の外反が強い深鉢で、 II縁部かIJ巳似し、 II唇 1-.

に 1、 2条の沈線や刻みが加えられるのか特徴的で

ある。 n唇の肥）？は、粘t紐をII唇内側に貼付け内

外に肥摩させ、 I・. rtriが文様術となるものか多いか、

200• 205は外面に粘上紐を貼付けて肥厄させ、伽(ii

が文様常となる。 II縁部の文様はII唇中央をめぐる

1条の沈線と沈線＋外側端部の間に加えられた刻み

の組合せが最も多いが、 2 条沈線＋刻み (198• 201) 
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第 9-19図 包含層出土の縄文土器 (5)
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• 刺突 (200) 、 2 条沈線のみ (202• 203)、刻み

のみ (190)のものもみられる。部分的に、 !・.}jヘ

肥原させて突起状にし、沈線木端に円形刺突を加え

たり (193• 194• 196• 201・205)、弧状沈線を配

する (195• 202)。頸部には 2条の沈線惜による斜

行する文様 (197)や多条沈線による亜卜□文様が描

かれる (204) ものがあるが、無文となる例も多い。

205は地文に縄文を施してから弧状に曲がる沈線を

描いている。 206• 207は突起。 206は穿孔と刺突を

加え、 1-.部には沈線を施している。突起部以外の[I 

唇!-.には沈線が横走し、刻みを施す。 207は逆じ字

形の大きな突起で中央を穿孔する。外面からみて布

側血に木端を刺突した沈線を加えている。

210,.....,_,236はイi文深鉢の伽l部資料。数条の沈線盟で

文様を描く。頸胴部の境は横走し、胴部を直線的に

韮下、斜行するものが多いが[it)線的なモチーフをと

るものもある。 214は沈線の末端が人り糾み状とな

るがきちんと巻き込んではいない。器面が劣化して

いることもあって判別しにくいものもあるが縄文が

加えられている例はない。

(e)後期初頭～後期前葉 237,-..,273は、地文に条

線文・沈線文を施した深鉢。形態は頸部がややくび

れるか、ほとんどくびれない単純な形態の深鉢にな

ると息われる。 lJ縁部の立ち上がりでは、内湾気味

になるものが多いが、外反気味になるものもある。

[ J縁端部は丸く {l:.Lげるか面取りを施すものが多い

が、 241・246はLJ唇を内外に肥19させている。条線

文・沈線文は直線的に雨下、斜行、あるいは蛇行す

るが271のように斜格f状に配するものも少贔みら

れる。条線地深鉢は中期末～後期初頭にも伴出する

器柿であり、編年的位閻づけについては、 fl唇が内

外に肥原するタイプや格子状に条線を配するものに

ついては後期前艇としてほぼ間違いないと考えるが、

他の資料については後期初頭～前菜の時間幅の中で

捉えておきたい。

27 4,...._,289は無文粗製土器。調整は、撫でて仕上げ

ているものや巻貝条痕 (275、286、287)、二枚貝

条痕 (274、282、284)、 「細密条痕」 c2so) {1 i--. 

げのものがあり、多様である。

291,.....,_,295は底部。 291は径 6cmの人為的と判断さ

れる穿孔を行する。埋設上器の11]能性が高いと考え

-240-

られるが、出上状況の所見がイ澗lなので除外した。

295は底縁が低い翡合状を旱．．し、中央へ向かって立

ち卜がる［川底。 291-294は深鉢、 295は浅鉢の底部

であろう。

(f)晩期終末 l点のみ出 tした。 290は突闊文

深鉢。 rI縁部に突帯を貼付けて、軽い刻みを加えて

いる。突帯L部と口縁部内面を同時に撫でて{I:1-. け

ている。長似式の特徴を有している。 CT佼菓 型）

2. 弥生土器

1. S X 14出土遺物

逍物は、包含屈からも、わずかに出 Lしているが、

1: にガ形周溝駁 SX14を圃する四つの溝と L字状に

曲がる SD4の雌t中から検出されている。 SD4

は、深さ40cmほどの溝で、底[[Jiに接して、広n咄tが

・. 個体分、破片が散乱した状況で出土した。そのう

ち、復元口I能な (2) は、流水紋をはじめ各柿の櫛

描横線を多用する t器である。

次に、 SX14では、四）jの溝のうち、 SD12を除

く、てつの溝SD13• SD 15• S D 16から逍物が出

J: している。 SD13からは、肩部に横位の平環状の

肥手をつけた水差し形上器が二個体出上した。・ (4)

は、底面から約 5cm遊離しているが[l縁部を上にし

て、ほぼ完全な形で検出されている。外面は簾状紋、

波状紋などIr,]一の櫛状」→．具によって体部I:今平を飾っ

ている。これに対して、 (5) は、櫛描紋は一切見

られず、ハケとヘラミガキによって調賂されただけ

の粗雑なものであり、坪f-.中屑からHif-. した体部の

3分の 1ほどの破片である。このようにそつの水匁

し形十器には出t状況、翡枢などの、点で大きく趣を

児にし、出上状況からすれば、 (4)のほうがより

占いものと考えることができる。 SD16からは、広

口壺 (1) と高胚 (3)が出Lした。 (1) は、底

部を欠損するが、日部から長い頸部にかけて、櫛描

横線紋を多用するt器で、底面にほぼ接して検出さ

れた。これに対して、高林は詠部外[fljに：．条の［川線

を巡らせるもので、溝の束端で、底面より 15cmほど

遊離した状況で検出され、両者には時間的な経過を

認めることが川米る。 SDl5からは、くの字状に外

反する短い口縁部をもち、体部外血に細かい縦位．の

ハケを、口縁部内面に粗いハケを施すIr,J-・ の手法に
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よる既が~.個休l廿tしている。いわゆる人禾u刑と呼

ばれるものである。

このように、 SX 14からは、総叶 6、点のい器か出

t・. しており、うち櫛耕i横線紋を多川する広LJ如、水

匁し形L堺と人禾Ultリの甕は、溝の底血にほぼ接する

状況で検Illされていることから、）j形周溝躾築造時

に供献された上船としてとらえることかできる。し

かし、［川線の巡る闘林や粗雑な水凡し形のい器につ

いては、溝内埋＿卜'の状況から1-.記の 4、＼圧の I沿片群と

は時間的な経過を認めることができるようである。

CL保tr作）

4. 結

中J追跡ばド陀川,(iiじに形成された低位段丘と低

地とか接する地、点の店かげに、縄文時代から平安時

代にかけて断続的に‘醤まれた複合追跡である。

1'! 地は水川川iとの比闘沢が 2mと低地よりもわず

かに闊く、北側は通称閻塚と呼ばれる翡さ 5mほど

の小丘によって両されている。

+. な追構としては、縄文時代後期の幣穴住屈2棟・

小 t拡21)よ• 弥化時代中期の方形）佐J溝経 1 枯• 平安

時代の枷¥¥1/. 柱建物 1棟などがある。

以ドに調杏で得た追構・逍物についてオ『 r-の考察

と問題点を提起して結語としたい。

1 . 遺構について

(1)縄文時代後期の小土砿について

中｝追跡からは、竪穴住屈を中心として発掘区全

域から0.gm......,1. 2mの桁円形を旱する小さなけ広が

21屈検出された。 t拡内の在り）jは、埋上中に縄文

t器片だけを含むもの、 t器片と学大から人頭大の

石と混在して l器が出 -t-.するもの、仝<l船を含ま

ないものと様々である。しかも、 1-J広内から出 tす

る!・.器は細片が多く、それも数個体の破片が混在し

ていることから、完形品を罪岡したものが散乱した

というものでもない。

これと同様の小上拡については、すでに、鈴鹿市

束IE内A遺跡の報？；.の中で次のように述べられてい

る。 『上沿を伴った桁円形や円形の十．坑は恐らく人

為的なものであろうが、その性格についてはイ』明で

ある。 ・・中略・・ただこれら土坑から出十．したt

器は総て後期に属するものであり、この時期に Lt.広

があったことは確かである。』として、性格は今後

の課辿としながらも、その時期については後期に特

{jのものであると指摘している。束庄内A遺跡の十-

五
口

,,,, 

"
 拡群の時期は後期初頭（中沖式併行）とされてい

る叫

また、名張r廿卜川］以辿跡でもlriJ様の L坑が17JJ検

出されている。時期は北白川上fr'1式 2期に比定され

本辿跡よりやや後出ではあるが後期崩Tにおさまる

ものである孔さらに奈良県広瀬辿跡においても IriJ 

様の f-J広が忍められており 3、束庄内遺跡でぷされ

た指摘を補強する資料が確火に卯1[]している。今後、

これらの iサ広が何の日的で掘られたのか、また、 t

坑内に少凩含まれる l沿尉やイiにどのような意味があ

るのか類例をまって検吋していくことが必疫であろ

。
ろっ

(2) 弥生時代中期の方形周溝墓について

中戸追跡からは、）j形周溝媒が一枯検HIされた築

造の時期については、簾状文・流水文などの櫛状 L

具を多様することから、弥生中期中低（畿内第III様

式平行）の範中にはいるものと考えられる。しかし、

高杯の,J縁部外面はl川線文で飾られており、中災の

中でも［川線文出視以降ととらえることができる。

伊賀地方での}j形周溝雌の検出例は、大山川村北

切A•B遺跡（中期） ,j • 名伽Ii観音店辿跡（後期）

汀こついで 4例日となり、名張盆地においてもこの

ような躾制が中期の段階から採Jtjされていたことが

あきらかとなった。

しかし、本遺跡のガ形周溝禁は、 I・.述の 2つのも

のと比較すれば大きくその趣を異にする。というの

は、遺構のところでも述べたように、 4方を区圃す

る溝の両端が袋状にすぽまり、溝中央部の輻が極め

て広いという特徴をもっている。

数値を挙げれば、最も大きい SD16では最大輻

5. Om、最も小さい SD13でも3.Omを測り観打寺検

出例が輻1.2m,..._,1.5m、北切追跡検出例が2.7m 

-242-



,....,3_ 6mとその凡は大きく、形状についても他の・.

つはLili形をばしてしヽる。

このようなイ<疋形な長大なけ広状の溝は、すでに

名伽盆地の、 IIi]時期のirfj辿跡bや卜.川JJ;i追跡でも検

i廿されており、その、性格については、完形のい器を

雌附することなどから様として罪解されてきた。し

かし、これらの逍跡では、それに対になるような溝

は認められず、この地域における在地性の強い簗制

の一つの在り）jとしてとらえられてきた。

このような、r訊から中戸辿跡の 4カを叫liするひとつ

ひとつの溝を見れば、まさにこの地域色の強い様そ

のものであり、弥牛時代中期中菜に 4)jを区圃する

という経制とイ~;巫形で艮大な土拡に作るという在地

の絡制とか TT_いに実現した姿を本逍跡の方形周溝躾

の形状にみることはできないだろうか。

({□保晋作）

2. 埋設土器について

中ぃ辿跡からは、なんらかの意図をもって上中に

叫没された縄文十．器が 3個検出された。 1つは行文

深鉢であり、残りの 2つは胴lー：半以上を欠失してお

り、深鉢であると判断できるのみである。 3個の1

器は相仕の距離が 5m内外という近接した距離を保っ

ており、 {f機的な関連を有していると想定すれば、

埋設十．器の時期は{j文深鉢でホされる後期初頭とな

ろう。ただし、他の深鉢は t平部を欠失しており、

形態上の特徴を十分把握できないので、ここでは断

定は避けて 2つの深鉢の時期については後期初頭～

前災の時間輻の中で捉えておきたい。埋設の仕方は

t器かちょうどはいる大きさの穴を掘って正位で埋

めている。無文深鉢は 2個とも底部に穿孔が施され

てtヽ る。中から逍物は出 tしなかった。

一般に、こうした出上状態をぷす十．器については

［甕棺」あるいは「罪甕」と呼称されることが多

ぃ①。しかし、甕棺という用語は明らかに、埋作に

かかわる容器として、罪設土器を規定したm語であ

り、罪甕は、もともと住居内の人口部における埋設

t器をさす川詔として使Jtjされはじめ、現在では、

屋内埋甕、屋外罪甕といった使われ方をするがその

性格をめぐって見解の相迎がみられ、また、屋外埋

甕と甕棺の区別も曖昧で、問題を含んだ用沿法であ
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ることは否走できない。そこで、本報内では、人か

なんらかの総図をもって！．．中に罪設したt器を埋設

t器と呼称することにした。類例の多い束日本の巾

例を参考にすると乳幼児を罪葬した甕柁としての性

格が強いRと考えられるが内容物が検出されていな

いので無論断定はできない。なお、近年、近畿地方

でも縄文逍跡の発掘例か培えるとともに、埋設t器

の市例も報告例が日立ってきている。近畿地方の埋

設上器については付篇 1で検討を加えたので参照し

ていただければ中いである。 CT菓慨）

3. 縄文土器について

先述したように、中戸追跡からは中期初頭、中期

後災、後期初頭、後期削築、晩期末葉の上器が出t

している。このうち、まとまった贔が出Lしている

のは後期初頭～前菜の t器である。

後期初頑のt器は 2条の沈線で構成された輻広の

縄文帯による曲線文様で特徴づけられる中津式と、

後続する 3本沈線で構成された縄文帯による曲線文

様で特徴づけられるt副田K2式がみとめられる。

中沖式は包含屑よりまとまって出上しているほか、

埋設t器130(P 2)やSK7出t.L器がこの型式

に属し、 SK24• S K23、 SX27、 SD4• SD 13 

からも他の型式の土器と混在して見つかっている。

I J縁部が窓枠状の縄文帯になる例はわずかであり、

口縁端部はそのままおさまるもののほか、内側へ肥

J~ したり拡張する例が多い。玉田芳英氏の分類によ

る 1様式（新） -II様式のものがt体を占めている

と考えられるR。器種としては深鉢が多く、他に浅

鉢、双耳壺がみとめられる。

双耳壺 (127• 181・182) は、韮直方向に貰通し

た紐かけ川と推測される小孔をもつ把手が 2個つく

壺形上器で、類例は近畿（滋賀県琵琶湖湖底⑩．

今安楽寺凰和歌山県ド尾井吠大阪府小阪⑬ • 恩

狩＠• 仏並句、瀬戸内（岡山県高島黒Lり、山

陰（鳥取県島@.栗谷⑱、島根県築廻い、四国南

内部（愛媛県道後城北RNB気高知県仕出原句、

北部九州（福岡県大神山⑫• 長野宮ノ前町という

ように中沖式の分布する西日本全域で認められ、 l

逍跡での出十．数はけっして多くはないものの構成器

柿として安定した存在をホし、福田K2式まで存続



する。

中沖式の縄文l以体の撚りはq1_節LR26点、 ip_節 R

L 19、点を数え、 LRが優勢である。比較的まとまっ

た/Hi鼠かあり、中津式期の縄文厭休の撚りの傾向

がわかる例を検討すると一:_m県束庁内 A@.薮ノ

卜夏含、和歌山県卜尾J卜Rでは LR俊勢、大阪府馬場

川cでは LR、RLほほ:I riJ数、大阪府森の‘向~ ⑱では

RLやや優勢、人阪府恩令州＠、兵庫県片吹又岡山

県福田R、広島県洗谷R、鳥取県栄谷 (1尺ては RL俊

勢という傾向を小す。ほば大阪湾沿庁部を境にして

以束では LR縄文、以西では RL縄文が優勢である

という地域差をみてとることができよう叫

福田 K2式に比定されるt器は、 SK24• S K29・

S K23• S X 18、 SD4より他刑式と混在して見つ

かっているほか、包含屈から/fj!・. しているが ~1的に

は少吊である。 [_J縁部をめぐる沈線常が[1縁ドの位．

岡を占めるものと一部か口唇 f-_に上かるものかあり、

前者が古い様相をぷしていると考えている。器種と

しては、有文深鉢、福田K2式特t::!の{J文鉢かある。

後期前菜の上器は但含屑よりまとまって出Lして

いるほか、 SB25、 SK26・S K28• S K22• SK 

19• S K30出t+器がこの時期に属し、また、 SK

29• S K23、SX27・S X 18 、 SDl•SD4 から

も他の叩式と混在する状況で出土している。出L贔

はもっとも多い。

t. 器は、頸部の外反の強い打文深鉢が特徴的であ

<rll:> 
① 谷本鋭二 「束庄内遺跡」 『東名阪道路埋蔵文化財調査報告』

-~~ 県文化財連盟 1970 

① 門廿If~- 『ド川原遺跡』 名弧Ii遺跡調代会 1986 

① 松田貞• 『広瀬遺跡発掘凋査概報』 余良県¥f.橿原考古学

研究所 1982 

① 田中喜久雄 「北切遺跡」 『昭和58年度農業某盤整備地域調

杏報告』 ―甫県教育委員会 1984 

⑤ 仁保晋作 「観音寺遺跡」 『昭和59年度農業基盤整備地域調

介報告』 __:_屯県教育委員会 1985 

R 『川県文化財年報16』 1986 

⑦ 菊池実「甕棺葬」•桐原健「埋甕」 いすれも、 『縄文文化

の研究 9』 1983年

④ 前掲1-t::1~菊池文献

① T. 田芳英「中津• 福HIK II式上器様式」 『縄文l器人観 4』

1989 
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⑪ 凋介担当者、植田文雄氏のこ厚心により、実見させていたた
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る。 II縁部は[l唇か内外に拡脹して、 1、 2条の沈

線が横走する。沈線と外側端部の間には刻みか/JIIえ

られる例もある。頸部は無文になる例も多いほかIll叫

部文様と辿結する形で 2...... 4 条の沈線盟か雨卜• した

り、多iTi:'t叩l文か描かれる。胴部文様は 2...... 4条の

沈線悶でクランク文や［川線文をti'i'iいている。文様に

縄文を加える例は仰かである。

このような特徴を打する L器は、近畿では大阪府

四ツ池F地、点Rや奈良県広瀬 u欺400りなどでまとまっ

て出 tしていて、尿拓良・ 1出W方英両氏は「四ツ池

式」叉また＾代者は広瀬t堀40段階Rと仮称してい

る。口縁部の形態や文様の多くは幅田 K2式からの

変化で型式学的に説明でき、また、北白川 1-.1付式 l

期に継承される要索も出視していてt蘭lnK2式と北

白川 u性式 1期の間をつなぐ行料と考えることかで

きよう冥

この段階の時間的独 1/.'性は広瀬t塙40でぷされて

きたが SB25やSK26から、他の卯式の t器を混じ

えずにまとまった出 t・をみたことはこの段階が年代

的に独立した時期を小していることを一Ir'/確実にし

たばiで屯要な資料となろう。

器柿としては、 l国亡した化文深鉢のほかに条線地

深鉢、無文深鉢、縄文地鉢がみとめられる。このう

ち、 SB25やSK26でみられるように条線地深鉢が

安定した組成をぷしており、無文深鉢の少なさを補

なっている状況をみてとれる。 CT染既）

し＼た。
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X. 名張市赤目町
しもがいとう

下垣内遺跡

1 . 位置と地形

中戸遺跡の南東700mの地点に広かる遺跡である。

遺跡の立地する段丘は、水田面との比高15mを測り、

全面を一沼することか出米る。段丘の両側には浅い

2 . 遺

1 . 古墳時代後期

1. 竪穴住居

SB5 発掘区南西端で検出された。南側は後世の

畦畔構築の際に失われている。一辺4.7mの,E方形

を呈し、一部周溝が巡る。屯柱穴はあきらかではな

い。遺物は南東溝内から小形壷などの上師器がかた

まって出十．した。

第10-1図調査区位置図 (1: 2,000) 
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開析谷が人り込み、南から緩やかに傾斜する。発掘

区はこの段丘のほぼ中央部の1,000 m'てあるか、遺

跡のひろかりは10,000 rri汀こ及ぶと息われる。

構

2. 鎌倉時代

1. 掘立柱建物

S82 桁行 4間 (8.Om) x索行 2閏 (2.9m)の

南北棟 (N3°E)の建物である。柱穴掘形は一辺

50cm前後の方形を屈本とするが、南側は極めで浅く、

中央の一穴を欠損する。埋上中に瓦器片をわずかに

含むことからこの時期のものと考えた。



また、この建物の束側にもlri]様の掘形が多数検出

されたが、建物のとして復元しえなかった。

SB 3• 4 発掘区西側でt軸を南北に向けた建物

2棟を検出した。 SB3は桁行 4間 (8.9m) X梁

行 4間 (8.Sm)。 SB4は桁行 3間 (6.Im) X梁

行 4間 (9.Sm)である。いずれの建物にも南西隅

の柱穴がなく、北側に一間分の張り出しをもつ建物

3 . 遺

遺物は、表t.中や溝SD1埋土から弥生時代後期

の高杯の細片なども出上しているが摩耗がひど<L-. 

域からの混人品と考えられるものであった。

S05 (1"'7) 

1 "'7のt師器は溝内に転落した状況で出土し、

8は埋上に包含されていたものである。

広口壺 (1・2) ラッパ状に開く長い口縁部をも

つ丸底の壺である。 1は口径8.8cm、器高12.6cmを

測る。内外面ともになでられ、茶褐色を呈し、胎士

に砂粒を多く含む。 2は口径12.8cm、体部下半を欠

損する。

小形丸底壺 (3,_,5) 球状の体部に「八」の字状

に開く口縁部をつけた小形の壺である。内外面の調

整はなでられただけの粗雑なものである。茶褐色を

惜して、胎上に砂粒を多く含む。 3は内弯ぎみにの

びる [1縁部をもち、口径9.0cm、器高8.9cm。 4は、

垂向に上方にのびる短い口縁部をもち、口径7.4cm、

器高8.0cm。 5は、大きく開く口縁部をもち体部最

とも推定出来る。

2 . 溝

S01 幅1.Om• 深さ0.3mの浅い東西に走る溝で

ある。弥生時代から鎌倉時代にかけての遺物を包含

するが、掘立柱建物と棟方向が同じことからこの時

期のものとした。

物

大径を凌駕する口径をもつ。口径9.9cm、器高7.9cm。

高杯 (6) 脚接合部から直線的に外上方へのびる

杯部をもつ高杯である。口径15.1cm。内外面ともに

雑になでられる。

須恵器広口壺 (7) 口頸部のみの出士である。ロ

径には疑問が残るが、推定24.5cm。口縁端部に鋭い

稜を作り出し、断面三角形の凸帯と櫛描波状文を交

互に口頸部に配する。

包含層の遺物

瓦器椀 (8• 9) ともに口径15.0cm前後、器高 5

cm前後の椀である。丸味をもった体部からゆるやか

に口縁部へ移行し、端部内面に沈線が巡る。外面に

はヘラミガキは施されない。

土師器皿 (10'""-'12• 15) 口径10cm前後の大形のも

の、口径8.5cmの小形のもの、脚台のつくものがあ

る。いずれも粗雑な作りであるが、 10は胎士に精良

な粘土を使用した白色系の土器である。

他は茶褐色を里し胎土に砂粒を多く含む。
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羽釜 (13) 推正11径30cm以 L。水中に引き出され

た断由j: 一角形の鍔か巡る。 r1縁端部は上力に肥厄す

る。

鍋 (14) 推定lI径25cm以に 「く」の字状に短く

外折する lJ縁部はつまみあけられ、断由i:_角形を旱

する。

士
口糸

．
 

4
 

ド坦内逍跡は、‘ード陀）ii右印に形成された中位段丘

じに官まれた、占墳時代から鎌倉時代に全る複合逍

跡である。

SD5とした竪穴住居は、その出 L逍物に小形丸

底壺に近い形状の小形壺を多く出上し、また、高杯

のlI縁の形状などから 5世紀中菜の時期を想定する

ことか出来る。また、床面より 10cmほど闘い地点で、

須恵器の広lI壺のIl顕部片か出 Lしている。これは、

LJ縁瑞部に鋭い稜をもち、頸部の形状、施文は、波

状文か雑てあることを除けば、古式の様相か強く、

SB5出上の上師器群に須恵器か伴うことも考えら

れる。

名脹盆地では、これと同時期の住居跡の検出例は

たいへん少ない。弥牛後期から古式土師器の時期に

集落か激増、大規模化するのとは対照的で、古墳時

代後半の集落の展開を知る卜てで貴菫な資料を追加す

ることが出来た。

次に、鎌倉時代とした建物の時期は、包含屑から

出［した且器の形状から13世紀前半代に収まるもの

ととらえたい。この時期の遺物として他に、乳白色

をした上帥器JIilがある。胎＿上は極めて精良で、水簸

された瓦器の胎上といlじで燻がかかっていないもの

である。いわゆる白色系のt器と呼はれるもので、

で、伊賀地方では、まとまった量がとらえられるの

は、 [rijじく名脹盆地の浦遺跡だけであるドしかし、

五
口

1

1

1

1

 "
 

浦遺跡では、 LJ径か 7-8 cmの白色の小!Illが止器椀

と瓦器小皿に伴い出土するだけで、口径が10cmをこ

えるものは出上していない。しかし、法l:itには迎い

はあっても[I縁部を強くなでる手法には共通したも

のか忍められ、またその贔的な割合は 1割にもみた

ず、じ要雑器としての役割をはたしていないことな

ど、今後、類例の増加をまってその流通について検

討していく必要かあろう。

次に、掘守柱建物SB3、SB4に共通してとら

えられることは、ともに、北西隅の柱穴が検出され

ないことである。後世の攪乱などによって欠損した

ものではなく、検出状況からすれは、建物の構造自

体か北側に一間分の脹り出しをもっていたものと考

えられる。同様の柱並ひをもつ建物としては、上野

市青ノ代遺跡で北西隅の一穴を欠損する 4間X4間

の掘立柱建物が検出されている。時期としては、外

面にヘラミガキを施した瓦器椀か柱穴から出上した

ことから、平安時代木から鎌倉時代初めと考えられ

ている"'。このようなことから、瓦器を伴う時代の

掘立柱建物の一例として、北内隅に柱穴をもたない

建物の構造を認めることが出来るのではないだろう

か。 （仁保晋作）

＜註＞

① 『三重県文化財年報16』 三重県教育委員会 1986 

② 田坂 L・ 稲垣良二「青ノ代遺跡」 『昭和59年度農業基盤整

備地域調査報告』 二重県教育委員会 1985 
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付篇 1

近畿地方出土の埋設土器について

京都大学埋蔵文化財研究センター 千菜 他

1 . はじめに

さきに報告したように（本報告書、 IX章参照）、

中戸遺跡からは縄文人がなんらかの意図をもって土

中に埋設した土器が 3基発見された。一般に、 「甕

棺」あるいは「埋甕」と呼ばれる、このような出士

状態を示す土器は東日本では数多くの事例が報告さ

れ、中部高地や関東では中期後半に盛行する屋内埋

甕の検討を中心として多くの研究がなされている心

一方、西日本では晩期の人骨出上甕棺などの一部の

集成的検討Rを除くと、事例数が少なかったことも

あって、具体的な検討はほとんどなされてこなかっ

たといえるであろう。

ところで、近年、近畿地方においては縄文遺跡の

調杏・報告が進むにつれて、埋設土器の事例の報告

が増加してきており、その時期的変遷や分布・系譜•

用途といった諸問題に一定程度、接近できる資料が

蓄積されつつある。

本稿では、以上のような現状の理解にたって、ま

ず、近畿地方出土の埋設土器を集成し、そのあり方

の検討を通じて、埋設士器風習の実態を明らかにす

るという基礎資料の整備を課題とする。その上で、

上記した諸問題について考察を及ぼし、現段階での

理解を述べておきたいと思う。

なお、筆者は人がなんらかの意図をもって土中に

埋設した土器を埋設土器と総称し、その用語自体に

性格や時代を限定するような意味付けを与えていな

いが、本稿では中戸出土の埋設土器と直接的な関連

を有すると思われる縄文中・後期の資料を検討の対

象とした。晩期の埋設士器については機会を改めて

検討することとしたい。

2. 検討の視点

数多くの先行研究では、様々な点が検討対象とさ

れており、検討すべき視点はほぼ出尽くしていると

いえる。最初に、問題とすべき視点について簡単に

ふれておこう。検討すべき点は次のように大きく 4

つにまとめることができるであろう。

(1)埋設土器そのものの検討

a)器種（有文、無文など／深鉢、壺など）

b)型式、系譜の問題（在地か異系統か）

C)埋設前の用途の検討（炭化物の付行など）

d)法量

(2)埋設法に関する検討

a)使用個体数、複数時の組合せ方（単独、合

わせ口、合わせ蓋／合わせHへの別t器の

被覆）

b)埋設状態（正位、斜位、逆位、横位）

c)欠損状態、人為的な打ち欠き・穿孔

d)掘り方の規模・形態

e)配石等の附属施設（卜．部の構築物＝標識、

支え石など）

(3)空間的位置の検討

a)屋外／屋内（どの位置か）

b)他の遺構との関連性

(4)内容物の検討

3. 事例の検討

土器の分布圏等より、福井県、二．爪県から兵庫県

の範囲までを近畿とし、対象範囲とした。また、時

期別に変遷を把握するために、大きく、中期後菜以

前、中期後菓、後期初頭、後期前菓、後期後菜の時

期に大別した％集成の結果を表 lに、遺跡の分布

を図 1にホす心管見では、 26遺跡60例を集成する

ことができた。中期後菓以前および後期後葉に属す

るものについては寡聞にして類例を捜すことができ

なかった。時期別に、そのあり方について、 t記し

た視点ごとにみていくことにしよう。

＜中期後葉＞ 近畿における埋設t器の初見期で

ある。三甫県地蔵僧•東野 B、福井県右近次郎・後

野という近畿東部、北部および近畿中央部の奈良県

宮滝で資料がみられるが例数は少ない。

(1)器種はすべて深鉢で有文が多い。

(2)すべて単独埋設である（晩期の埋設上器と異

-1-



なり、滋賀県今安楽寺の 1例を除いて、中・後期例

はすべて単独上器埋設である）。右近次郎では検出

された 2例とも底部を打ち欠いている。すべて正位

に埋設している。

(3)屋外、屋内ともにあり、全体数は少ないが屋

内例が多い。右近次郎例の 1枯は、炉と向き合う位

岡で、咽ぎわに近い位罹にあり、人口付近に位四す

ると想定することができる。

(4)内容物のわかる例はない。

この時期は中部高地から西関束では屋内埋設士器

が普遍的に存在する時期であり、隣接地域である岐

阜県の牧野小山べ阿曽田6では屋内埋設七器をもつ

住居が複数発見されている。福井県角野前坂1で発

見されている屋内埋設土器も詳細はイ＜明であるが、

この時期に属するものであろう。今後、近畿中央部

でも類例が増加することも予測されるが、現状の分

布・例数から判断して、中期後葉の段階では、近畿

では埋設土器はまだ安定した普及状態を示している

とは言えず、分布の中心も近畿束部・北部といった

東日本の影孵をより強く受け得た地域にあったと考

える。

＜後期初頭＞ 例数は急増し、 12遺跡19例以 1-.が

•ー中期後葉
●—後期初面
▲一後期前葉
▼一中期後葉＋後期初頭
•ー後期初頭＋後期前葉

・ヽ•
' 

9 ヽ

•'1 
‘・

¥_、三室，,:'
任河りt.'、-f
右近次良m.i象、野

,’ 

゜
匹 kin

確認できる。原都府桑飼下• 浜詰、大阪府山ノ内、

兵庫県今宿「田といった事例から、さらに内に進出

し、ほぼ近畿令域に分布する状況をみてとれる。さ

らに西に位置する九州の福岡県長野宮ノ前でも、底

部を打ち欠き、正位にすえられた埋設 I:器が検出さ

れており、後期初頭に位附付けられている 8。この

段階で、急速に西に伝播していったと理解すること

ができるであろう。

(1)使用されているt器は深鉢が多いが介文、条

線地、縄文地といった多様な器柿が使用されている。

口縁部から胴部が遺存している例で、無文になるも

のは確実な例をみとめることができない。

(2)埋設形態は滋賀県今安楽抒の 1例を除いて、

単独埋設である。今安楽事例は大利の打文深鉢の内

部に縄文地深鉢が人っていたもので、内部の I・.器は

盗として機能していたとも想定できる。ただし、他

の上器で蓋をしていた例は中・後期の例では類例が

なく、むしろ、内部出土の土器は罪納物と考えた方

がよいのかもしれない。

埋設状態は正位が多いが、逆位、横位もある。底

部に穿孔を施す例、底部を打ち欠く例が多い。右近

次郎では、ひとつの住屈跡より 2桔の罪没 j・_器が検

出されており、そのうちの 1韮は逆位に罪設された

のち、床面いこ川原石 3個を用いて配石が施されて

しヽた。

(3)屋外、屋内ともに認められるが、尻外例が多

い。福井県岩のい、奈良県高井では同時期の住l凸跡・

t坑が、滋賀県箕浦や奈良県広瀬では詞時期の!・.坑

が近接する。岩の鼻例について、報告者は埋設十．器

を小児用甕棺と考え、近接する成人用iJ靡様、住屈

跡との有機的関係を想定している。

(4)滋賀県今安楽寺で 1例中より動物の牙？が出

土している。

＜後期前築> 10逍跡26例以卜.が確認でき、前段

階よりさらに培加し、ほぼ近畿令域で資料がみとめ

られる。

(1)器種はすべて深鉢で、有文、縄文地、無文が

みとめられるが、無文のものが巾越する点で前段階

との差異をみせる。

(2)正位例が多いが、前段階では 1例のみみられ

た横位例がやや増加の傾向をホし、一方、逆位の坪

図 1 近畿地方における埋設土器遺跡分布図
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時期 遺跡名 所在地 位置
坪設 :I¥!. 

器挿•利式
埋設状態

欠 Ill 状況 他の遺構、備考
形態 数 正斜 逆横 不明

中期後梁 地蔵僧 1狐ば紅li,li川崎町 屋外 単独 I fJ深• 酸 醐 式］ 什居跡、 l雄

,, 束野 B 弔県 、よく郡姶野町 J,J外 単独 I ff深・醒 fl/I 式 I

,, -1, 近次郎 福井虻大野,Ii I吾内 単独 2 fi深• 大杉谷式 2 底部打ち欠き 時期イ;1り］かもう］基ある

,, 後 野 福井県人野郡和泉村 屋内 単独 1 条深• 大杉谷式 I 住居跡、 1・拡

’’ 
、,,,';, 滝奈良県，＼野郡，＼野町 Iギ外 屯独 I fl深• 北白川 C 式］

後期初頭 北 色 ，¥虻鈴鹿巾 屋外 単独 I fi鉢• 中 津 式 1 朕部穿fl

,, q, ,; ・,f; 虹名，；虹Ii 1-"外 •r. 独 l 化深• 中津 Il 式 l t拡

2 1i深・ I 
" 府の鼻 伽井県心敷郡名lflfE村 fギ外 単独 底部穿fl L拡類、什居跡

深・ I 
,, . I ,, ィ］近次郎 (1j,j/t¥) Iぷ内 <r. 独 2 版部打ち欠き 上部に配{j lri] 住居跡より出 i
化深• 中 if I ェ＼ I 

4 tl 深• 中 沖 式 2 I 1基に底部穿孔,, 
箕 浦 滋賀県坂田郡近江町 屋外 甲独 !: 拡

深・ I 底部穿孔

,, 今安楽与 滋買虹神蛤郡能登川町 Ii外 合盈’
I f1深 ,1, if 式］ 血者とも朕部穿孔

人氏')O)fi深内部に、縄深か人ぅて

縄深 しヽた。

,, ,, ,, 屋外 単独 1 条深• 中 ポ 式 l 底部穿孔

,, 
桑飼 卜 点都府舞鶴巾 届内,, tれ独 I fi深・ I 

" 浜 語 皐都府竹野郡網野町 屋内 甲独 I fii策・'f'if Il ェ＼ I 

,, 沿］ 井 奈良県榛椋郡榛原町 屋外 単独
2 有深北日IIIC式 4期 2 

縄深 ～中 i1'I 式
朕部打ち欠き 仕居跡、 十拡

,, 仏 瀬 奈良県山辺郡山添村 因外 単独 ］ 有深• 中 if 式 1り 底部打ち欠き

” 山ノ 内 人阪府庁禾llltlrlilllポ米 屋外 単独 l 縄深• 中 津 式 I 

" 今宿 I111 兵庫虻姫路'" 単独 I fi深・ I 

後期初頭 ,j, 
I' (nり廿l) Ii外 単独 2 深• 2 底部穿孔 L拡、 ,iり菜 0)住居跡

-Iii虻

条深． 2 1基に底部穿孔
” 今安楽寺 (ijりtill 屋外 単独 6 

深・ .1 底部穿孔 3、打ち欠き l

” Ill 瑞兵I車県 ill巾木野 屋外 単独 I 深• I 

後期前築 ド川原 屯県名張巾夏見 芹外 単独 2 無深• 北 (JIll _l: ll'i式 2 底部穿孔 住届跡、 七拡

” 宇 福井県勝山巾遅；];]町 届内., 巾独 l 縄深・ I 
内部に礫の埋納これ以外に時期イ

詳の怪内 3基

" L ioJ 北 椙井県捏It巾IM北 I届外 単独
］ 無深・ 北白川 u曾式

2期か I 底部穿孔

縄深• 北(]川 1Wi式 I 底部打ち欠き t臼i遺構、 t部に配わのあるもの
” 北I、Jill追分町 点都府点都巾左床区 1,:外 車独 7 

無深.I期 4 2 底部穿孔 l、打ち欠き 5 あり

” 中 且］ が都府点都巾山科区 届外 単独 2 
北白 Ill上1/ii式

無深・ 2• 3期 1 I 底部穿孔 I、打ち欠き l

” 高 井 （前出） 片外 単独 2 
有深広瀬 t 拡 2 

無深 40段階
底部穿孔

” 屑 11 fll歌山県海南市 屋外 単独
l 無深・ 北 flIll L層式 I 

底部•音財T ち欠き
配fi・集石遺構I 

2期 （他の底部片をかふせる）

" " ” 屋内‘’ 単独
l 無深・ 北 I、JIll LI曽式 I 

底部穿孔 住居跡、 t拡
1-2期

N 仏 牝 大阪府相泉巾 柘外 単独 2 無深・ 北 tiIll I層式 2 

2期
l基に朕部穿孔 住届跡、 L拡

” ” ” 屋内 単独 2 無深・ 北白川 t層式 2 底部穿孔 I、打ち欠き I
l基は最人径付近に礫をおいて支

1期 える

” 林 人阪府藤井寺巾 屋外 単独 I f深・ 北 i'l川 t洒式 I 
i 1期

底部穿孔 南約I5mに仕居跡

” 東 南 兵庫県揖保郡太（町 屋外 単独 4 
北 fl111 I・ 層式

無深.併行 4 底部打ち欠き HJ舌跡、杞石遺構

表l 近畿における中・後期の埋設 j器

器挿の略称は次のとおり。有深— h文深鉢、有鉢— h文鉢、縄深ー縄文地深鉢、条深―条線地深鉢、無深ー無文深鉢、深― m吋ド ＇t＇部のみ残存て、深鉢とのみ判

定てきるもの。
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戊はみられなくなる。

(3) Ji内例もみとめられるかIャ＇外例か） H判的てあ

る。 [,i]時期の仕），片や『．坑か近接して存介する例とし

て•汀叫卜·1111泉、和歌山県溝ノ 11、大阪肘仏牝• 林、

兵lili県束州かある。溝ノ 11や束州では配仁追構も見

つかっている。複数検白した逍跡ても判没 l忍ばか集

中して分布するといった伽りはみとめられす、集落

の一訓に住屈や t坑あるいは配石追構と近接して、

散在的に行在するあり）jか一般的といえる。

これに対して、以都府北白川追分町では 9)よの配

わ遺構とともに、 7J,tの判没 l灌翫か狭い地区に密几

して見つかっている Cl叉I2)。配じは調査区の位］側

に、埋設！．器は北側にかたよる傾向にあるか、配わ

と埋没 l届が一体となっているものも 2例あり (IV

り配石と 5号埋設i齢およびIX号配石と 7号哩没 l.

器）、両者の密接な関辿か伺える。報告者は、配ん

は配イj経、埋没い器は甕棺と考えている。代），片は存

在せず、祭域・簗域的性格か強いと考えられる。周

囲に住屈域か存在する可能性も高いか、密集したあ

り）jやr'I!,没状態における柚位例か多い）ばなと、他の

追跡のあり）jとはやや沢質であるといえよう。

(4)北白川辺分IIIJの 1例から骨）＇1、伽JIリ，［・・‘がて

礫か出十している。

4. Jj¥ 結

以 1:、五畿廿lI: の縄文中・後期の月髯と I:齢につい

て具休的なあり力についてみてきた。ここては、以

l: の具体例にJよつき、さらに周辺地域のあり）jを参

照しなから、近畿地方出,-の埋没 I点砂の系請f• 時期

的変造・＇性格・ Ji]途といった間辿を中各月Iしておきた

し＼
0 

＜坪改！嘉の系滸• 時期的変造＞

五畿地方の埋没 t鼎は、その初兄は中期後瓜てあ

り、それ以前から存在し、 I設間している束11本から

の風習の伝播で捉えるへきものてあろう。東日本の

'ff例を検吋した山本暉久氏によるとl1H没 l忍片は、ま

す、 Ii"外例については伯期に遡るものか最も占く、

後期前葉まで増加の力柏lをたとっている。 -)J、Iせ

I /戸

◎ VIII号配石

彎

石配号

“” 
贔

V号配石

VI I号配石

麟
II号配石

石

竺
霞

＞
 

麟
Ill号配石

疇》

• 
[
 ）

 

一
{
-
ふ
な
•
`
"

だ
乞

5号埋設土器

2号埋設土器

彎 4号埋設土器

1号埋設土器9

正位埋設 忍横位埋設

土器の縮尺は1バ5

゜
6m 

図 2 京都府北白川追分町（京都大学植物園）遺跡における埋設土器の出土状況（中村74文献をもとに作図，

埋設土器の番号は泉77文献に拠る）
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内例は中期中菜、勝坂式に始まり、中期後瓜には竹

辿((Jなも U)となり、中期木～後期初叫まてこの仰臼

は継続するも u)の、後期前菜には乙激に減少すると

し＼う (I(J 

これに対して、近畿地）jては中期後菜ては！が内例

か多く、後期初叩ては),-~外.Iが内例ともにみられる

か、 Ii外例か俊勢となり、後期伯瓜にポってlが内例

も見られるも(})0)屈外例か斤倒的に多くなり、後期

中菜には Ii~.四.Iや外例ともに消滅してしまうとし＼う

変造を／」＜している。これは束 11本のあり）jとほほtil 

似的な屈間を小しているとし＼え、近畿におげるい岱

叫戊0)風習の成立、版間か束 11 本からの I玉l~外の仏｝番

によって起ったと罪鮒てきる，

中期後瓜以降、後期訓瓜にいたる時期は l犀ゃィ l

瓜なとの小活Ill具あるいは且飾りや配イiなどの祭,1Iじ

的~~~教的111!1・施戊か新たに束 fI本から流人してく

る11.'J'!O]と考えられており j,J、判没 I忍訊風習もこ(/)見

鮒をよ拉するひとつの資料とすることかてきるてあ

ろう。

<l用没 I滋ドのヤt格.111途>

皿戊 I・.堺の/Ij途を考える I・.て、もっとも 1fi:笈なの

は内容物の検1l寸てある。内容物のわかる例は晩期以

前ては少なく、骨j'1.か出 I・.した北白/II辿分町、礫か

出［した••室、動物の牙？か出 I·. した今安楽、'f:かあ

る凡渡て、 Tかかりは少なし＼。そこて、類例の多し＼

如 I本の'H例を参照してみよう。この時期には、屋

内の罪戊 I・.堺とIi外の開没 l屠悩の 2者かある。庄内

())月只!'.悩のIll途につし＼ては、幼児のl用炸t"i'f、胎盤

の収納l池戊あるいは供儀判納の施戊といった見鮒か

あるか、根拠となるべき内容物か検出された ・H例

はまだないようてある。

方、 1が外の判改 l情ぶこつし＼ては、人付のみつかっ

ている例かかなりあるは。そのうち、後期のものに

ついてみてみると後期初煩の青森県で1よ中的に見つ

かっている成人内作経をのそくと /j合児、新化児、幼

児といった木成人期の人骨か圧倒的に多く、/,{外坪

戊 I混砂の巾似な/jj途として木成人甕棺かあったこと

は間迎し＼なし＼と思われる。加こ述へたように、近畿

の開設 I船は束II本の風習の｛遁によって成立、 I紺

間すると考えるので、この時期の附外罪没 t船の 1--

汲なIIJ途として、木成人を対家とした判件iij容苔片一
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聾棺を！』はすることかてきよう。

たたし、すへての川髯と 1捻ドを甕柁とすることは、

視状ては旱急てあろう）すてに辿へたように、他の

追Hりとじ）関連におし＼て、児及 I滉：）のあり）jに多様竹

かみとめられることや瀬） i I人］地）jのド隕II県/!(i]1 I 1大学

大学院,,,然科学研究利棟新)芯 f心地てみつかった後

期中瓜（彦綺K2 式）の開戊 I~沿には、幣果類か貯

蔵されてしヴごことからも推出されるように、坪没

I烙：）か多様な役}fl)・J11途をもっていたことも否‘虻て

きなし＼。近畿• 瀬） i内てみつかってし＼る貯蔵穴の立

地条件や叫文 1沿ドの多くか忍図的に底部を破壊され

てし＼る）、ばから、近畿の判戊い器の大平につし＼て、 H'j'

蔵）ll容堺てある 11J能性は乏しいと考えているか、 11l 

途・刊格を—州明らかにしてし＼くためには、内容物

につし＼て）指肋酸分析内の化‘芹的分析を柏極的に進め

ていく必笈かあろう。

なお、近畿の叫没 l情片風習は後期前菜ていったん

すたれるようであり、内び、みられるようになるの

は晩期而災以降である。晩期例は日翡様とともに群

几して、 IIJj瞭な絵域を構成するものか多く、人骨出

I・. 例もあり、甕棺としての叫格か明瞭である。後期

の罪没 I滉ドと系統的な関辿性を打するかどうかにつ

いては、今のところ年代的な［料たりか大きいのて今

後の研究謀辿としておきたいと思う。

以 t、罪設 I・.船を検吋する I今．て、 2・3U¥J辿とな

る、点につし＼て考察を加えた3 蚊初にも叫したように、

本稿は枯礎資料の整備を t疫な諜題とし、間辿、＼ばに

ついては行＋の枢即を行えたにすぎない。今後、他

の地域や晩期の巾例との比校検吋などを行し＼なから、

さらに検吋を加えていきたいと考えている。

また、今回集成した資料の大部分は最近10年間ほ

どのJ乱行の成果によるものである。現状のJ乱介状況

を考應すれは、今後、関連行料が急増してし＼くこと

も予測てきよう。そしてまた、坪没 l滉ドとしての忍

虻やその＇性格の解明には、まず第 1に、発掘視場で

の検吋かイ~11J欠てあることは J ;; うまでもなし＼ことで

ある。本稿が、従来あまり関心をもたれることの少

なかった内11本縄文時代の月髯と 1滉怜について、 11を

向けてしヽただくきっかけとなれば、本稿の tI的の一

瑞は辻せられたものとなろう。



（謝辞） 資料の収集>観察にあたっては、柏!II文

雄、 I"HI I了＿こ、川崎保、川村陽一、中村健．．、服部

方人、菱川折郎、藤川憲五l、穂積裕l',、 ．．．村修五］、

<n> 
① 総括的に論じているものとして，木卜忠『埋甕 占代の出

痒背俗』， 1981年，菊池実「甕棺葬J・桐原健「埋甕」 縄文

文化の研究 9, 1983年を参照。

① 坂詰香ー「縄文文化における甕棺葬の基礎的研究J ,'[ 1F大

学文学部論裟 9, 1958年， 渡辺誠「縄文時代甕棺の枯礎的研

究」 1 考古学論叢， 1974年。

① 胴卜平部～底部のみ遺存しているものて，後期初頭か後期前

菜か，時期判別の困難な資料については，後期初頭～削菓とし

た。また，後期初頭とした時期には， →部，中期最末期と考え

られるものも含めている。

④ 埋設土器としての認定や具体的なあり方については， 報告書

のiじ述を尊順したか，型式忍定や埋設状態の判定で独目の判断

を卜した部分かある。また，底部穿孔等の観察にもとつき， 筆

者か埋没上器として認定したもの c~.~県ド川原例） もある。

また，欠損状況については，埋設時の人為的な破壊と認定でき

るもののみ記述した。

図表出典

遺跡 名 文 献

地蔵僧 亀山市教育委員会『地蔵僧遺跡発掘調杏報告』 亀

山市埋蔵文化財調査報告 I, 1978年。

東野 B 1987年度，三重県教育委員会発掘資料。服部芳人氏，

田村陽一氏の御教ホによる。

,(_j近次郎 中 n1照世 •T藤俊樹『右近次郎遺跡』 I 大野市文

化財調査報告書 第 2冊， 1982年，木下哲夫・工藤

俊樹「右近次郎遺跡」 福井県史 資料編13, 1986 

年。

後 野 橋本幹雄ほか『後野遺跡』， 1978年。

宮 滝 未永雅雄『宮瀧の遺跡』 奈良県史蹟名勝天然記念

物淵査会報告第15冊， 1944年。

北 • 色 鈴鹿市教育委員会『鈴鹿市史』第 1巻， 1980年。

岩の鼻 網谷克彦・畠中清隆編『岩の鼻遺跡』 II, 1987年。

箕 浦 滋賀県埋蔵文化財センター「縄文後期の埋甕群を発

見J 滋賀県埋文ニュース 第112号， 1989年および

調杏担当者，中村健二氏の御教ぷによる。

今安楽寺――植m文雄「琵琶湖束岸部における縄文後期集落の涸

杏—ー今安楽寺遺跡 」 第 7回近畿地方埋蔵文化

財研究会資料， 1989年，およひ調査担当者，植田文

雄氏の御教小による。

桑飼トー一渡辺誠編『桑飼下遺跡発掘調査報告書J, 1975年。

浜 詰 岡田茂弘「京都府浜詰遺跡発見の堅穴住居祉J 先

史学研究第 1号， 1959年。

高 井 柳沢一宏『榛原町分布調査概報」 榛原町文化財調

介概要 2, 1987年，およひ調介担当者，柳沢•宏氏

の御教ホによる。

柳沢一宏、古111昇の各氏に大変お世話になり、イi益

な御教小をいただいた。末尾なから叫して、深怯な

る感謝の怠を表します。

① 増（康貞はか『牧野小山遺跡』 県道し末l!J児線道路 L'#埋

蔵文化財凋介報告潜， 1973年。

R 中津川di教育委員会『阿曽田遺跡』， 1985年。

⑦ 南洋郎「角野前坂遺跡J i闊井県史 資料編l'.3, 1986年。

R 川崎保はか『長野川流域の遺跡群』 l 前1以町文化財調介報

告淋第31集， 1989年。

R 山本暉久「縄文時代中期末・後期初頭期の屋外坪甕について；

信沿29-11・12, 1977年。

⑲ 泉拓良頂都大学植物園遺跡J 佛教袂術 115号， 1977年，

泉拓良「後期の t-.器—-近畿地方の七器」 縄文文化の研究 /4'

1981年。

⑪ 前掲注I桐原文献。

⑫ 前掲往①菊池文献。

⑬ 岡山大学埋蔵文化財哉杏研究センター「大学院自然科学研究

科棟予定地」 岡山大学埋蔵文化財調在研究センター報 第 2

号， 1989年。

広 瀬 松田真.r LI」添村広瀬遺跡発掘域介概報J 奈良虻

遺跡調仮概報（第 1分冊） 1981年度， 1983年。

山ノ内 （財）大阪府埋蔵文化財調介協会，藤田憲 ,ij氏の御教

ホによる。

今宿 nH 兵庫県立歴史博物館編『発掘か語る兵庫の歴史 10 

年の成果 』， 1986年。

川 端 占田昇•岸本乃宏『青野タム建設に伴う発掘湖査報

告.t(2)』 兵庫県文化財調査報告書 第62冊，

1988年およひ占田昇氏の御教ぷによる。

下川原 門川了三『下川原遺跡』， 1986年。

室—仁科章『三室遺跡』 勝山市文化財調査報告 第 4

集 1982年，仁科店・ T藤俊樹『予径遺跡』 11 勝

山市文化財調査報告 第 5集， 1983年。

上河北 木卜哲人「L河北遺跡J福井県史資料編13, 1986年。

北白川追分町 中村徹也『.r;(都大学理学部ノートバイオトロン

実験装置呑新常［事に伴う埋蔵文化財発掘品代の概

要』， 1974年およひ泉拓良「取都大学植物渕遺跡」

佛教藝術 115号， 1977年。

中 臣 （財）京都市埋蔵文化財研究所編『中臣逍跡発掘品

杏概報』昭和56年度， 1982年。

溝ノ LJ―ー中尾憲市・前田敬彦『溝ノ［］遺跡』 I, [98'1年およ

ひ詞『溝ノ[l遺跡』 II, 1988年。

仏 並—•一松尾仙裕ほか『仏並遺跡』， 1986年。

林 一ー大阪府教育委員会『林遺跡発掘謁介概要.Ill』, 1981 

年。

束 南――品査担％者'-----:_村修次氏の御教ぷによる。
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付篇 2

名張市赤目辻共且内遺跡出土の縄文土器

京都大学埋蔵文化財研究センター 千菜 隈

1 . はじめに

つしかいと

辻垣内遺跡は三甫県名張市赤目町に所在する。ほ

場整備事業にともない、三甫県教育委員会によって

1982年に発掘調杏が行われた。この時の調査結果は、

『昭和57年度農業基盤整備事業地域 埋蔵文化財発

掘調査報告』 (1983年）に掲載済みである。しかし、

この報告書では縄文土器に関していえば、出士して

いることが記述されているものの図や写真はなく、

出土縄文土器の具体相を知る上では不十分な報告で

あったことは否めないであろう。

第IX章で報告した中戸遺跡と辻垣内遺跡は虹線距

離にして約1.6kmと至近距離にあり、後で詳しく述

べるように、時期的にも後期前菓を中心にしている

点等、共通点が多くみとめられ、両遺跡の位置する

名張盆地あるいは名張川・宇陀川水系というひとつ

の小地域における縄文遺跡の変遷や縄文土器の様相

を把握するうえで、ともに欠かすことのできない重

要な遺跡になると考える。

筆者は、中戸遺跡出土縄文土器の整理を進行する

過程で辻垣内遺跡よりまとまった縄文土器が出土し

ていること、また、大部分が未整理のままになって

いることを教示されたおりに、その重要性について

指摘して、中戸とともに出土土器の整理を進めるこ

とを許可していただいた。付論として、辻垣内遺跡

出土の縄文土器を掲載できたのはこうした経緯によ

る。

2. 出土縄文土器の概略

今回、整理を終了し、報告する資料は、縄文土器

としてまとめられて整理箱 5箱に納められていたも

のである。辻垣内遺跡からは、他の時期の遺物も含

めて約30箱の資料が出土しており、その中にも縄文

士器が人っている可能性があるので、辻垣内で出土

した縄文土器のすべてに目を通して今回整理したわ

けではないことを最初に断わっておきたい。ただし、

縄文土器としてまとめられていた資料については、

時期判別の可能な資料を中心に、ごく小片を除いて

ほとんどすべてを掲載することができたので今回掲

載した資料をもとに出士縄文土器の大まかな傾向を

捉えることは可能であろう。

士器はほとんど大部分が包含層出土であり、一部、

上坑より出土したものがある。遺存状況は中戸出土

のものと比較して良好なものが多い。また、辻坦内

遺跡は遺物が約10万対にもわたって散布する広大な

遺跡でそのうちの約7,280面が調杏の対象となり、

7ケ所の調査区に分けて実施されている。縄文土器

は大部分がD区とされた約480nfの面積を有する調

杏区より出土しているがC区とされた調杏区からも

ややまとまった量出土しており、 B区からも少量出

土している。遺構出士のものはごくわずかであり、

地点による土器のまとまりはとくにみとめられない

ので、ここではすべての資料を一括して、従来の編

年的成果にしたがって時期別に記述していくことに

した。

3. 縄文土器の分類

縄文前期末葉（図 2-1) 確認したのは 1の1

点のみである。口縁部が大きく外傾する深鉢で山の

低い波状口縁を星する。口辺に、 2状原体で刻みを

施した低い三角隆帯を横走させる。口唇部にも同様

の原体で刻みを加え、内面にも縄文を施す。大歳山

式に比定できる。

縄文中期前葉（図 1-3、図 2-2) 2は船元

式前半期に特徴的な撚りのゆるい縄文を縦走させる。

器壁の厚さから判断して船元IIないしm式に属する

であろう。 3はほぽ完形に復元できた有文深鉢。頸

部がくびれて口縁部は内湾しながら立ち上がり、 7

山の波状口縁を呈する。底部は、底縁から中央へ向

かって立ち上がる凹底である。器高48.0cm、口縁部

径33.5cm、胴部最大径30.8cmをはかる。半戟竹管文

で頸部に横走する界線を施し、口縁部と胴上部を文

様帯とする。外面全体に地文として深浅深となる縄

巻縄文を縦走させ、原体の異なる縄文を用いて、ロ
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唇部と LJ縁部内面に斜行縄文を施している。

[J縁部文様は波頂部と波底部からそれぞれ半戟竹

管文を垂下させ、山形文と逆山形文を描く。描き方

は一筆状に続けずに左右それぞれ下方へ描きおろし

ている。 7つある波底部直下の空間のうち、 4つの

空間のみ山形文で埋めている。胴部には逆山形文を

8単位描く。逆山形文の頂部が波底部の位置に対応

するように配しているが、波頂部に対応する位置に

1単位描いているため口縁部文様の単位数よりも 1

単位多くなっている（巻首図版 1展開写真参照）。

以上の文様の施文順序を沈線の切り合い関係をもと

に復元すると以下のようになる。

縄文施文→頸部に横走する沈線（界線）→

(A)→波頂部逆山形文→波頂部山形文→界線

の追加→波底部山形文

(B)→胴部の逆山形文→界線の追加

この切り合い関係からは、 (A) LJ縁部文様と

(B)胴部文様の先後関係は不明であるが、胴部と

口縁部の文様が基本的に対応していることを考慮す

ると、まず口縁部文様を山形波状口縁を目安に描い

たのち、口縁部文様を基準に胴部文様を描いたと推

測しうる。また、波頂部が均等に割付けられていな

いという器形上の歪みを口縁部でぱ波底部に山形文

を描くことで解消しようとした（輻広の窄間のみに

描かれている点に注目）のに対して、胴部ではこの

部分で口縁部文様との対応にズレが生じたために 1

単位多く描く結果となったのであろう。

縄文中期後葉～末葉（図 1-7、図 2-4----9)

4 ,.._, 6は沈線を施してから縄文を加えている深鉢

の口縁部。 4は口縁部に 3本の粘土紐を斜めに貼付

け、突起状に作り出す。頸部には綾杉状に沈線を配

す。 6は口唇上にも縄文を加えている。 7----9は縄

＼
 

30cm 

図 1 包含層出土の縄文土器 (1) (3• 29• 30) , SK 2出土の縄文土器 (1) (7) 
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図6 包含層出土の縄文土器 (6)
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文地深鉢。同一個体で、 SK2より出士した。口縁

部外面を幅広く肥厚させ、口唇上と口縁部に横位に

縄文を施し、頸部以下には間隔をあけて縦位に縄文

を施す。

後期初頭（図 2-10) 10は口縁部直下に沈線が

1条横走し、頸部には 3条 1組と推定させる縄文帯

が斜行する。後期初頭～前葉の時間幅の中で捉えら

れよう。

後期前葉（図 1-29• 30、図 2-11 "-'28、図 3,_, 

図 7) もっともまとまって出土した。器形や文様

帯・文様の構成の差異等をもとに細別して説明しよ

゜
{つ

a類 (11,.....,29) 屈曲や肥原によって区別した口

縁部に文様帯を有する縁帯文土器。頸部がくびれる

深鉢形を呈し、頸部・胴部にもそれぞれ文様帯（あ

るいは無文帯）を有するが、全体のわかる例は少な

い。 Cl縁部の作出の差異によって次のように細別で

きる。

a1類 (11,.....,17• 27)は口縁部前面を段状に肥厚

させるもの。突起部には弧線文や渦巻文、円形刺突、

三角形文を配する。文様帯の幅が広く、肥厚もしっ

かりしているもの (11,.....,14)と肥厚が痕跡的で文様

帯の幅が狭いもの (15,.....,17• 27) に分離できる。

＼
 

,~--~. や

塁 ~ 

3
 

5
 

1-j
 

a 2 類 (18"-'26• 29) は、口縁部を屈曲あるいは

「T」字状に肥原させて区別しているもの。口縁部

は、部分的に突起状に作り出すか、波状を堪する。

29は口縁部～胴部まで器形復元できる資料。頸部が

わずかにくびれ、口唇部を内外に肥淳させ「T」字

状につくる。肥原した口唇部には「S」字状隆帯を

貼付け、突起部とし弧線文を配す。突起間には長）j

形の区画文を描き、外側に縄文を充填している。頸

部には、突起に対応する位置に、降帯を亜下させ、

斜め下方から刺突を加えている。胴部は 3条の沈線

帯を基本とし、縄文を充填した縄文帯で横に流れる

波状の文様意匠を描いている。調整は内外血とも箆

でT寧に研磨して仕上げている。接合しない同一個

体の破片があり、頸部に隆帯のはがれた痕跡を有し

ている。突起が何単位になるか厳密に決定すること

は困難であるが人り組み部が突起下と突起間の中央

に配されていると考えると 4単位となる可能性がもっ

とも高い。 23• 25は突起部で、 23は「S」字状隆帯

を横位に、 25は縦に 2個中央を刺突した円形浮文を

貼付ける。 25は両側を沈線で画した隆帯がLJ唇上を

めぐっており、頸部に垂F条線文を施している。 26

ぱ波頂部。波頂部には直線化した弧線文を配し、長

方形区画文が口唇上をめぐる。 a3類 (28)は口縁

1 
炉訊贄~j,
．疇返訟泣

¥l 
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図 7 包含暦出土の縄文土器 (7)
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部が内側にシャープに折れ曲がるもの。 u唇外側端

部が張り出さない点で a2類と区別できる。山の高

い波状を堪する。波頂部には直線化した弧線文を配

し、波頂間を縄文を充填した長方形区画文でつない

でいる。

b類 (40,.._,42) 口縁部文様帯が内面にあるもの。

肥厚しない点でも a類と異なっている。 2条の沈線

を横走させ、 41• 42は縄文を充填する。 41はゆるや

かな波状を呈する波頂部で円形刺突を加えている。

口縁外面にも輻狭く縄文を加えている。

C類 (30) U縁部文様帯を省略した深鉢。 LJ頸

部は外反する。頸、胴部ともに、地に縄文を施し、

頸胴部の境に沈線を一条横走させて界線とする。胴

部には多条沈線を複合鋸歯文状に配している。

d類 (31,.._,39) 東日本に系譜を求められる有文

深鉢。バケツ形の単純な形態を呈する。口辺の隆帯

の有無で 2細別する。 d,類 (31,.._,38) は口辺に降

帯を横位にめぐらし、部分的に「 8」字状浮文を貼

付ける。体部には 2条ないし 3条の沈線による縄文

帯で、三角形を基調とした文様を描く。 36は口唇上

にも縄文を施す。隆帯には刻みを加える例が多いが

32は刻みを加えない隆帯を横走させている。 d2類

(38• 39)は3条沈線による縄文帯が口辺を横走す

るもの。 39は沈線の末端がクランク状に折れ曲がり、

縄文帯を区切っている。

e類 (43,.._,49) 鉢形の形態を里するものを一括

した。従って、文様構成等でさらに細分しうるもの

をまとめている。 44• 45は波頂部。 44は口辺を縄文

帯が横走し、波頂部前面を貫孔し、口縁部内外に沈

線をめぐらしている。 45は大きな三角形文の中に小

さな三角形文を 2個対向させ、縄文を充填している。

46は胴部が大きく張り出し、 2条沈線による縄文帯

を胴上部に横走させる。口頸部は短く、外方へつま

み上げている。 47 ,._,49は口頸部が無文となるもの。

47• 49は口縁部内側に凹線がめぐる。

f類 (50,.._,54) 浅鉢形を呈するものを一括した。

50は口唇および体部に縄文を施し、数条の沈線で

「J」字文を描く。 51,.._,53は口辺に縄文帯が横走す

る。 51は口縁部内面にも沈線を横走させ、口唇との

間に縄文を加えている。 53は3条 1組の沈線で、横

に流れる文様を描く。 54は器壁が 5mmと薄く、内外
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T寧な研磨で仕上げている。

g類 (55) 1点確認したのみである。口縁部が

大きく、内傾する球形の形態を呈し、口縁部より橋

状把手がつく。注口土器であろう。

h類 (115,..._,139) 頸部が無文となる縄文地の土

器。ほとんどは深鉢形の形態を星するが、 131・132

は頸部が短く、鉢形の形態を呈するであろう。 [J縁

部縄文帯のあり方で次のように細別する。

い類 (116,..._,118• 120,..._,126) は口縁部前面に縄

文を施すもの。口縁部はわずかに肥原するものとほ

とんど肥原しないものがある。 124は疑似縄文を施

している。 125は日縁部に縄文を施文し、条線文を

頸部に垂下させる。 h2 類 (115• 119・127)は口唇

上に縄文を施すもの。 127は粘土塊を貼付けて、突

起状に隆起させている。 h3 類 (128• 129) はlJ縁

部内面に縄文を施すもの。 b類と類似するが沈線 1

条のものをい類に分類した。 128は穿孔を加え、そ

の部分で沈線が半円状となる。加類 (130)はLJ縁

部内外および口唇上に縄文を施すもの。口縁部外面

はわずかに肥摩し、内面には 1条沈線をめぐらして

いる。い類 (131・132)は鉢型を呈し、口頸部に

は縄文を施さないもの。

133,..._,139は桐部。 133は頸胴部の境に沈線を横走

させる。

i類 (140,..._,150) 無文深鉢を一括した。頸部が

わずかにくびれるかほとんどくびれのない単純な形

態の深鉢である。

有文土器胴部 (56,..._,114) a類,..._,g類に分類し

た土器の胴部資料となるものを一括した。 56,..._,69は

多条沈線が縦位に展開するのを特徴とするもの。 63•

64は縄文を施してから沈線を施文するが他の縄文を

もつ例は沈線→縄文の充填手法で施されている。 65

は横位に沈線をめぐらし、条線文を斜行させる。 71

は沈線帯を横位に配し、集約部で渦巻状にする。 70•

72,..._,108は縄文を充填した縄文帯で横位あるいは斜

位に文様を展開したもの。 92,..._,105は文様構成が斜

位に展開するものが主体を占めるもので器形から判

断して d類の胴部となろう。 109,..._,114は垂下条線文

をもつ一群。この時期には頸胴部全面に条線文を施

す深鉢が器種を構成するが本資料中では条線地深鉢

の口縁部資料を確認していないので、 a類を中心と



した深鉢の胴部資料となるものが主体を占めるもの

と考えられる。一部は h類とした口縁部に縄文をも

つ深鉢の頸胴部となるものもあろう。

底部 (151,..._,156) 底部の資料は多くなく、 6点

確認した。いずれも平底で154,..._,156は網代底である。

151は胴下部まで縄文を施している。 151は縄文中期、

他は後期に位置づけられよう。

4. 出土縄文土器の位置づけ

以上、説明したように辻垣内遺跡からは前期末葉

～後期前葉の土器が出士している。ここでは、大別

した時期ごとに細別時期や系譜等について検討して

おきたい。

中期前葉 ほぼ完形復元できた 3は、地文に縄巻縄

文をもち、間壁編年の船元IV式に比定できる％ま

た、泉拓良氏は西日本の中期の土器を再整理し、

「船元・里木式土器様式」を 6様式の変遷で捉え直

し、その第 4様式に本資料を位置付けている％縄

巻縄文を船元IV式の型式特徴とする間墜編年にした

がって船元IV式の範疇で捉えておきたいが山形文、

逆山形文の文様意匠や口縁部内面の肥厚帯は船元rn

式につながる古い特徴を有しており、 IV式の古い段

階に位置づけられると考える。

中期末葉 SK2から出土した縄文地の深鉢 (7)

は中期末葉～後期初頭に近畿から東海西部の地域に

かけて型式を構成する器種である。本資料のように、

口縁部のやや下がった位置に粘土紐を加えて口縁部

を段帯状に区別するタイプと口縁部と頸部が形態上、

区別されないタイプがある。前者は、大阪府西浦

橋③• 仏並R・小阪R等で中期末葉の土器に伴なって

おり、後者は三菫県東庄内ARで後期初頭の士器に

伴なって出士していて、前者から後者への時期的変

遷が捉えられる。本資料は、口縁部が段帯状に肥厚

するタイプで、中期末葉に位置づけられる。

後期前葉 量的にまとまっており類別して説明を加

えた。 a類はいわゆる縁帯文土器で口縁部形態の差

異で細分した。釘類の口縁部前面に文様帯を有す

るもののうち、文様帯の幅が広く、肥厚もしっかり

しているもの (11,..._,14)は北白川上層式 1期（後文

では北白川上層式を省略し、 1期、 2期、 3期と呼

ぶ）又肥厚が退化しているもの (15,..._,17• 27)は
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2期に比定できよう。 a2 類 (18,..,_,26• 29) は口唇

上施文タイプでT字状の口縁部形態、 S字・円形の

浮文、直線化した弧線文等、 2期に特徴的な要素を

有している。

29は頸胴部まで統一的に把握できる資料であり、

詳しく検討してみようR。まず、頸部には刻み目隆

帯を垂下させる。これは関東の堀之内式にみられる

垂下隆帯に系譜を求められるもので縁帯文士器の頸

部に取り入れられたものとしてはV字状に隆帯を垂

下させている、大阪府縄手第10次出士の例R(2期）

がある。胴部の文様は横に流れる縄文帯で、 35• 54• 

95も類似した文様構成をとると推定される。

横に流れる曲線文様と三角文様の組合せは、後期

前葉期に東北から九州地方という広範囲な地域で採

用されており、地域的な系譜を保ちながら多くの文

様意匠が生み出されている。本資料の胴部文様と同

ーの系譜として捉えうる資料は、南東北• 関東から

東海・近畿• 瀬戸内という広域でみとめられる。南

東北•関東例は堀之内 2 式の文様意匠のひとつとし

てバケツ形深鉢や鉢に採用されており、西日本では

縁帯文土器、東日本に系譜を求められるバケツ形深

鉢、鉢、浅鉢、注口土器というように多様な器種で

採用されている。

東海・近畿の事例を検討してみよう（図 8)~~。

横に流れる入り組み文様を描き、あいた空間に三角

文様を配している点で共通するが、人り組み部や沈

線の数等の細部で差異が生じていることがわかるだ

ろう。まず、入り組み部が 2条の沈線帯の入り組み

で描かれる 1,..,_, 3 (仮に a型とする）と 1条の沈線

が入り組む 4,..,_, 9 (仮に b型とする）に大別できよ

う。 b 型はさらに沈線の末端が人り組む 5• 6 

(b1型）と末端どおしがつながって一筆描き状になっ

ている 7 (b 2型）、入り組み部が直線化していた

り、人り組み部に三角状の突出部が新たに加えられ

る 8• 9 (い型）に細分できる。 4の和歌山県下

尾井例は変則的な例であるがい型に含めておきた

い。このような細部での差異は、一系譜上で捉えら

れる時間差として理解できよう。 a型は、基本的に

2条の縄文帯で表現され、三角文を多盾にする例が

あるなど、 b型よりも古く位置づけることが可能で

あろう。下尾井例は a型から b型への変遷過程を示



していると考えることもできよう。 b型内でも型式

学的な時間差は明瞭である。沈線末端が集約部で入

り組む b,型が古く、末端がつながって一筆描きに

なった b2型が続き、さらに直線化し、新たな突出

文様が加えられる b3型が新しくなろう。 b3型では

横走する 3本沈線の中央の沈線が人り組み部で、 V

字形の文様となるがこれは、本資料にみられるよう

な隆帯や 8字浮文に規制された半円文に由来し、独

立化したと考えられるので、この点でも b2型→b, 

型という時間的変遷が想定しうるのである。

以上、みてきたように本資料の胴部文様は b2型

として位置づけられるが、 b2型の 7と比較すれば、

入り組み部がさらに匝線的になっていることがわか

りい型の中でも型式学的に新しい様相であること

を示している。 a型、 b,型、い型は 2期および併

行する東海西部の蜆塚 I式⑪の文様意匠として捉え

られる。これに対して、 b3型は、近畿には分布せ

ず、東海西部の八王子式⑫の文様意匠のひとつとし

て採用される。本資料は、広域に分布した文様意匠

から八王子式特有の文様意匠が生みだされる過程を

物語る資料として重要であろう。

a, 類は口縁部がく字型に屈曲するタイプで、京

都大学教養部出土例町こ類例があり、 3期に属する。

b類 (40-42) も縁帯文土器の一類型であるが口

縁部内面に文様帯を有するもの。いずれも内面の文

様帯は肥厚せず、 2期-3期の時間幅の中で捉えら

れる。

c類 (30)は口縁部文様帯を省略しているタイプ。

本例のように頸部にも縄文を施している例は少ない。

複合鋸歯状の胴部文様から 2期に含めうる。

d類は関東に系譜を求められる深鉢。口辺に隆帯

を横走させる山類 (31-37) は堀之内 2式そのも

ので 2期を構成する器種のひとつである。 d2類

(38• 39)ぱ沈線の末端がクランク状に折れ曲がる

特徴から加曽利利B1式に対比できる。

e類 (43-49)は鉢形上器を一括したので、文様

帯や細部の形態の異なるものを含んでいる。 44-46

は横走する縄文帯を有し、 2期に位置づけられる。

47-49も胴部に帯状の縄文帯を有すると推定される

資料で、 2期-3期の幅で捉えられよう。

浅鉢形を一括した f類のうち、 50は全面に縄文を
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加えており、 1期的な特徴を保っているが、他は、

2期に位置づけられよう。

g類とした注□土器は把手部が 1例確認できただ

けである。

a-g類に分類した化文土器の胴部資料は、 56-

114にまとめた。このうち、多条沈線か縦位に展開

する56-69は1期から 2期に、他の縄文帯か横位、

斜位に展開する資料は 2期に位置づけられる資料が

中心となり、 91のような沈線が多条化しているもの

は3期に下がる可能性も有している。 109-114の車

下条線をもつ一群は、条線地深鉢となる廿能性も有

しているが本資料中にはIJ縁部の資料が存在しない

ので有文深鉢の胴部となる例が中心を占めると想定

する。 1期では条線文を胴部文様とする例は少ない

ので、 2期の資料か主体を占めるのであろう。

h 類とした縄文地土器は、東海西部から近畿• 中

国・四国地方の縁帯文系十．器群に伴出する基本的な

器種のひとつである。口縁部に着目すると、肥厄か

顧著で前面に縄文帯をもつものから、肥厚が痕跡的

となり、器形の外反化を伴いながら、内面や11唇 l-.

に縄文帯をもつものへという変化か辿れるが、変化

は漸移的で明確な指標をもって区別しうるに至って

いない。さしあたって、大きな変化である外面の縄

文帯の内面や口唇上への移行がいつ起こっているの

かが問題となろう。この点については、 2期の址準

資料となりうる大阪府縄手第10次尺 二重県ド川原

~ 
し5

40cm 

図8 横に流れる入り組み文をもつ土器



SB9尺息都府北白川小倉町組では内面縄文帯ゃn
唇上縄文帯は確認されておらず、 3期の初期的特徴

を有する京都府京都大学教養部⑰では内面に 1本沈

線で画された縄文帯をもつ例か存在するので、 2期

から 3期への変遷過程において内面やD唇 t縄文帯

への移行が起こっていると想定し得よう。ただし、

奈良県竹之内町こみられるように外面の縄文帯も 3

期まで残存しているので、外面縄文符を 2期以前に

限定することはできない。このような観点から h類

を検討すると、 117• 118 は 1 期-2 期、 115• 116• 

119-127は2期-3期、 128-130は3期として把握

することが可能となろう。

最後に、縄文の撚りの方向について述べる。細別

した類のうち、 C類 (RL 1点）、 f類 (LR1点、

RL3点）と有文胴部 (LR2点、 RL3点）につ

いては、 RL縄文がLR縄文をしのいでいたが、他

はLR縄文が優勢を示していた。全体では、 LR37 

点、 RL18点、 Lr 2点を数え、 LR縄文が優勢な

状況を読みとることができるであろう。

図9 名張盆地の縄文時代遺跡縮尺 1/5万
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5. 辻垣内、中戸遺跡と周辺の縄文遺跡

以上、述べたように辻垣内遺跡は後期前葉を中心

とし、そのうちでも北白川上層式 2期の土器が主体

を占めている遺跡であることが明らかとなった。こ

れを第IX章で報告した中戸遺跡と比較してみると、

同じ後期に遺跡の中心を有しながら中戸では後期初

頭の中津式および後期前葉の広瀬土壊40段階の士器

が主体を占めており、遺跡の繁栄している時期に差

があることがわかるであろう。

もう少し、目を広げて検討してみよう。中戸、辻

垣内の位置する名張盆地は名張川、宇陀川によって

形成されている小盆地で地形的にひとまとまりの地

域となっている。この地域の縄文遺跡は名張川左岸

（中川原、下川原、奥出、白早稲）、宇陀川右岸

（中戸、沢代、赤目壇、垣添、辻垣内、滝野氏城址

下層）、宇陀川左岸（城屋敷、辻堂）に群在してお

り⑯ （図 9参照）、 3つのまとまりで捉えることが

できる。これらの遺跡群の動向を簡単に眺めてみよ



。
9

つ

名伽川Ji:.印の追跡ではやや奥まった丘陵上に立地

する白り＇・稲でイ i苓尖頭器、目然堤防卜に立地する中

川厭、 ド川）駁では訓者から中期末～後期初頭の十器、

後者から後期前菜の十器• 石器が出土している。下

川）以からは北白川日付式 2期の住居跡も検出されて

おり、拠点的な集落であったことがわかる。また、

丘陵先端の奥出からは晩期終木の上器が出 tしてい

る。

これに対して、宇陀川右印の遺跡群では中位段丘

面から沖積低地の微高地・自然堤防卜.に追跡は＼』［地

している。煩添でみつかった県期の押型文上器か最

占で、前期• 中期は巾戸、赤目檀、坦添、辻垣内で

それぞれ異なる型式のt器が少量出Lしている。後

期は中戸、沢代、垣添、辻坦内でみとめられ、中Ji

では住居跡や埋設上器遺構なども検出されており、

拠点集落の様相を示している。晩期は城屋敷で土坑

より、終末の東海系突帯文深鉢が出土している。ま

た、中戸、赤目檀、沢代でも晩期終末の突帯文土器

がみられるが量は多くない。一方、宇陀川左岸では

城屋敷で後期前菜と晩期終末のt器•石器が出土し

ており、辻堂では晩期終末のt器がまとまってみと

められている。

以に概観したところをまとめると名張川左岸、

す：陀川右岸の遺跡群では縄文早期以降に遺跡の形成

が始まり、前・中期には断続的な足跡を残し、後期

前半期に繁栄のピークを迎え、晩期終木期に痕跡が

認められ、また、宇陀川左印では後期前葉にわずか

な足跡がみられ、晩期終末には安定した遺跡形成が

うかがわれるということになろう。また、名張川左

岸と宇陀川右岸の遺跡群では出十十．器は型式を異に

して屯複する部分は少なく、 ド川原と辻垣内では両

者とも北白川上層式 2期を中心としながらも下川原

の住居跡出上の上器が 1期の特徴を残した占い様相

＜往＞

① 間壁忠彦はか『甲木貝塚』 倉敷考古館研究集報 第 7号，

1971年。

① 泉拓良「船元・弔木式t器様式」 縄文土器大観 中期 II'

1988年。

① 大野魚はか『府道松原泉大津線関連遺跡発掘淵査報告書」，

をぷしているのに対し、辻垣内出土のものは 3期に

つながる新しい様相をもったものがt体をしめるな

ど、細かな存続年代では微妙な時間差を有している

と考えられる一方、中陀川左岸では、城屋敷出t後

期上器（北白川上屑式 2期）や辻堂出土の晩期土器

（長原式併行）は、前者は辻垣内・下川原、後者は

奥出や滝野城址下層と時期的に用複しており、同時

に存在した遺跡と予想できる。

このように考えることが許されれば、名張川左庁

の遺跡群と宇陀川右岸の遺跡群は相互に補完的な関

係にあり、縄文早期以降、同一の集団によって選択•

移動が繰り返し行われた結果、残されたひとつの遺

跡群であり、これに対して宇陀川左岸の遺跡群につ

いては間を貰流する宇陀川をはさんで別の集団によっ

て形成された遺跡群として解釈することもCiJ能とな

ろう。ただし現状では、早期末～前期前菓、後期後

葉～晩期中菓という大きな空白期間が存在する。こ

の状況を同一地域内で地点を変えて存続していると

解釈するのか、あるいは別の地域へ移動していると

解釈するのかで遺跡群形成や生活領域の範囲の理解

も変わってくるであろう。この問題については今後

の調査の進展に待つべき部分が大きく、後日の課題

としたいと思う。

（謝辞） 辻垣内遺跡出土の縄文上器の整理および

報告書への掲載にあたっては、駒田利治氏、山田猛

氏に種々御配慮いただき、駒田氏には写真撮影もし

ていただいた。川崎保氏、穂積裕昌氏には整理作業

を共同しておこなっていただいた。また、森下千鶴

f氏には前期・中期の土器について、門田r~氏に

は名張盆地の縄文遺跡について御教示いただいた。

とくに、以上の方々の御援助がなければ本稿をな

すことはできなかったであろう。紙幅を借りて、深

甚なる感謝の意を巾し述べます。

1984年。

④ 松尾信裕ほか『仏並遺跡』 （財）大阪府埋蔵文化財協会調査

報告書第 5輯， 1986年。

⑤ 合田幸美ほか『小阪遺跡（その 6-3) 一調査の概要ー』，

1989年。
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]97()'i[r 

:r, ~ 及柘良！後期V) I・ 悩近畿地Jjv) /-_悩 縄文文化U)研究 •l,

1¥)8]',f、〕

＼凡本資料につし、ては、すてに［肥孝：氏による，，及かある（「堀

之内 I•TI(l•2) 式 I 悩につし＼て」 ‘沿塚山人学縄文文化

研究部会研究紀＇杖 2、1988年）か、編什的位?,'つけにつし＼て見

鮒を沢にする。

c~, r本降裕 I縄T遺跡第10次，謁介」 束人阪巾111打祓文化財己蔵

地淵介概＇杖 28, 1987什C

⑭ Ix! sに掲載した百料(})逍跡名と出皿は次(})通り。

1-3 大阪府縄T;I泉 IH 修［縄•「迅遺跡』 I , 1971'iし

4 —和歌山県卜尾）I : 小野山節・内水芳裕編『和歌山県北山村

ト尾井遺跡J, 1985什。

5 -f[J歌11叫溝ノ II: ij 屯紐馴i編し’溝 /II逍跡~I, 198•1 年「

6 岐印県禅け、『：糸l村弘編『束洵先史文化の初段階（資料編

II) 』, l 97S'iじ。

7―大阪府淡輪：藤水1F町『淡輪逍跡発掘晶杏概戎報告閏;VII, 

1987年。

8ー愛知虹八rr-: ; 也ト，rj-: 「四J國喘u郡［柑尼町U塚に就きて」

考占督：雑Dも11-4, 1920年。

9ー静岡県半場，向坂鋼ーはか『平場逍跡1978'iト度発掘淵介報

内;e』, 1982年。
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1J』久水介リ}I縄文後期文化 1[1部地）ii 新版考占学溝l小：3' 

196¥Htこし

闊凩柘良「北白/IIU1叶式 l船 U)糸Iii分 I 以都人学構内逍跡，J,サ介

研究1I報昭利!5-1什度、 198叫

,Jiノ'1li鳴 j:9文献。

,:, 灼111]111f ; 『卜1111泉辿跡II, I 98fi什（

I、国枷I泉木治←ぶ都北白川小介町イj沿時代辿跡，Jt,Jft恨化・ 以都

府史跡名勝火然叫念物晶介報古• 第1fi/llJ, 1 Y:l5年〕

:17〉Hり出ilJ3文献。

闘松III貞・「‘り麻町竹内迅跡試掘，J,サ介概報」 今良い追跡、，謁

介概報（第 2分11ll)1981! 什度、 1985什

⑭ 以ト(})文献を参照しにまた、名,;&巾遺跡，J乱介会叫"JIii( 

氏から柚々、御教」くいたたくとともに、木報化 U)迅跡（奥出・

辻党）へG)';及を，；'F11」してし＼たたし＼た。

• 1 ll阪{. ● |名払巾亦II 柏・柏I取追跡」 :_ ,f( 肌坪蔵文化財，J~l

杏報;%:)、 1981年。

• 水II/ i, 也• 門Illf争．『八代遺跡』、 1985什。

• l11JIII ('. 『名嵐ii井出 城Iギ敷逍跡こ、 l985'rlっ

• [llj[廿f: 『卜II II駁遺跡:、 I¥J86'rし

• 111]田f: 『滝野氏城址』、 1¥J86'rし

なお、滝野氏城址て検出された縄文逍跡につし Iては、城J:1!と

区別するため、仮に滝野氏城址卜:11'fiと呼んた。
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